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凡例 
⑴ 本論⽂は、序説（第 1 章）、本論（第２章〜第 5 章）、結論（第 6 章）からなる。 
⑵ 各章ごとに注記、図、表を挿⼊し、注記は章末にまとめた。 
⑶ ⽂中の図、表は次の様に［ ］に⽰す。 

    章番 図番 

 図 ［図１ー１］    
 表 ［表１−１］     

⑷ 年代表記は、⻄暦を主とした。 
⑸ 参考⽂献からの引⽤は、⽂末にまとめた。 
⑹ 図における説明図は参考⽂献から引⽤したものは、筆者が作成したものとは、区別し

て特記した。



i 
 

デザイン要素分析による 
杉本貴志の商環境デザイン作品のインテリア特性研究  

論⽂要旨 
 

現代の⽇本において、インテリアデザインは⼈々の⽣活に深く根付き、⽣活環境全体に
まで影響を及ぼす重要な要素となっている。その中で、⽇本のインテリアデザインは、世
界的にも⾼い評価を受け、国際的な舞台でその存在感を増している。しかし、この進化と
拡⼤に伴い、インテリアデザインの本質と役割についての理解が深まっていない現実も存
在しているのが現実であり、「モノ」のデザインから「コト」のデザインへの変⾰が進⾏
し、単なる物理的な空間や家具のデザインにとどまらず、⼈々の経験やライフスタイルに
焦点を当てたデザインが求められてきている。これにより、インテリアデザインの職能が
従来の枠組みを超えて拡⼤し、その存在が社会的に重要視されていくと考える。 

インテリアデザインは、単なる美的な要素であることを超えて、⼈々の⽣活や社会に対
する深い影響⼒を持つ重要な分野であると認識されている。その本質を明らかにし、適切
に活⽤することにより、より持続可能で意味のある⽣活環境を創り出すことが可能となる
と考える。 

しかしながら、この急速な発展に対応するインテリアデザインの研究や理論の整備にお
いて「住環境デザイン」に関する研究は深まっているが、商業施設全体の「商環境デザイ
ン」に関しての研究は進んでいない。このような課題を解決するためには、⽇本のインテ
リアデザインの歴史を詳細に検証し、「商環境デザイン」の本質を分析し、その価値を明
確にすることが重要であると考える。 

よって本研究では、⽇本のインテリアデザイナーの職能が成⽴し、急速な成⻑に対して
カンブリア紀と呼ぶに相応しい⾼度成⻑期から現在までの半世紀に渡ってインテリアデザ
イン界を先導してきたインテリアデザイナー杉本貴志に着⽬し、商環境作品を研究対象と
する。研究対象とする作品には、研究が遅れている「商環境デザイン」の分野に絞り、作
品のインテリア特性を明らかにし研究することを⽬的とした。インテリア雑誌『商店建
築』に、1972 年から 2018 年までに杉本が作品を発表した全作品 117 作品を研究対象と
し、空間構成、素材、照明および環境⽣成化の視点から作品の構成要素を抽出し、そのデ
ータを⽤いて作品分類を⾏う。 

本篇は第１章から第６章までで構成されている。 
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第１章「序説」では、インテリアデザインの概要、歴史的背景、⽇本のインテリアデザ
イナーの世代分けによる杉本の位置付け、先⾏研究について述べ、本研究の⽬的を⽰し、
その意義を明らかにした。研究の対象を杉本の商環境デザイン作品とする理由を説明し、
商業施設は経済との関係が強いことを鑑み、研究の対象時期をバブル経済崩壊の前期と後
期に分けて研究することを述べた。 

第２章「⽅法」では、研究対象と研究⽅法について述べた。杉本がインテリアデザイン
専⾨誌『商店建築』誌に商環境デザイン作品を発表した全 117 作品のデータを収集して整
理したうえでデータシートを作成し、商環境デザイン作品のデザイン要素を抽出した。抽
出するデザイン要素は「空間構成要素」「空間仕上要素」「空間設計要素」の３つの要素
とし、これらの出現頻度を⽤いて作品特性の把握、クロス集計・多変量解析による作品分
類を⾏い、杉本作品の類型化と時代的特性および商環境での位置付けを試みた。 

第３章の「結果」では、抽出したデザイン要素の出現表の⼀覧表を前期、後期に分けて
分析結果を得た。すなわち、要素出現表を⽤い数量化Ⅲ類による分析を⾏い得点化し、ク
ラスター分析を⾏った。その結果、分類された前期作品は 5 群、後期作品は 10 群に分類
され、その作品群ごとにデザイン要素との影響関係を⽰した。 

第４章の「考察」では、クラスター分析により分類された作品群ごとに作品のインテリ
ア特性について考察を⾏い、杉本の商環境デザイン作品の持つ特性を、前期と後期につい
て明らかにした。前期はグリッドを採⽤したデザインから始まり、それからの離反や芸術
家との協働などの⼿法を経て、独創的⼿段や材料による独⾃の編集⼿法に⾄ることを⽰し
た。後期にはバブル経済崩壊の影響を受け、既存や経済的素材など多様な要素を⽤いた新
しい編集⼿法が展開され、⼤規模な空間への適⽤⼿法としても明らかになった。さらに作
品群の時代推移とインテリア特性との関係も⽰した。 

第５章の「総合的考察」では、杉本の商環境デザイン作品の時代的に 3 つの⼤きな分岐
点があることを導き、4 つの期間に分類して、杉本が影響を受けたと思われる事象とそれ
に関わるインテリア特性を解明した。さらに、杉本が半世紀に渡って第⼀線のインテリア
デザイナーで君臨できた要因を⽰し、杉本の⾄ったインテリアデザイナーの職能について
考察した。 

第６章では、各章で得られた知⾒を総括し結論とし、本研究の課題と今後の展望を述べ
ている。 
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第 1 節 背景 
１．１ ⽇本のインテリアデザインについての概要 

現在の⽇本のインテリアデザインは、⼈々の⽣活を豊かにし、暮らしの質の向上に寄与
するものとして⼀般に重視されるようになってきている。 

戦後の⾼度成⻑期を経て豊かになった⽣活に密着した今⽇のインテリアデザインの領域
は広く、インテリアデザインが対象とする空間の範囲は、住宅をはじめオフィス、ホテル、
学校、公共施設、レストラン、店舗等に留まらず電⾞、船、航空機、⾃動⾞など、⼈の⽣
活に密着した空間全てに及んでいる 1）。インテリアデザインの領域を表１−１にて⽰す。 

各種建築の外観、環境デザイン同様に、内部空間のデザインであるインテリアデザイン
は住環境を豊かにするだけでなく、⽣活を取り巻く環境の向上のために各種施設の機能と
⼀体化したインテリアデザインが重要になっている。 

また、ハウスメーカーの商品としての住宅やマンションのインテリアデザインは、顧客
の購買のための商品価値を⾼める重要な要素にもなっており、働くオフィス環境に於ける
インテリアデザインは、労働環境の快適化や⽣産性の向上なども含めオフィスランドスケ
ープの形成や働き⽅改⾰などとの関係も重視されている。 

内堀（2010）によれば、「今⽇のインテリアデザインでは、多様化した現代⽣活に於い
て、⽣活を⽂化的に向上させ、機能的で快適なインテリア空間を演出することが⼤切であ
る」と、空間のデザインとしてインテリアデザインの重要性を説いている 2）。 

また、インテリアデザインの教科書（1993）では、⽇本でインテリアデザインが必要に
なった理由を「⾼度成⻑期を経て我々の⽣活は物質的、経済的に豊かになり、⾐⽣活、⾷
⽣活の次いで住⽣活が注⽬されるようになった。画⼀化に対する個性化への要求が、イン
テリアや設備の充実より住まいの内部に向けられるようになった」と説明し、⽣活が量よ
り質へと変わり、⽣活への感性がもとめられるようになったことを教えている 3）。 
 建築の⼀部として求められてきたインテリアデザインは、今では⽣活の質の向上と共に、
美的な装飾や⼀般的な機能を満たすだけではなく、図１−１に⽰すように建築と⼀体とな
ってデザインされることが求められている。また、持続可能な社会では、建築家の職能と
同様にインテリアデザイナーの職能の向上が重要となっている。 

商環境デザインの概念は、建築空間全般の内部空間を機能的、美的に設計、デザインす
るインテリアデザインの⼀部であり、表１−１の番号２で⽰すように商業的な活動が⾏わ
れる商業施設における内部空間の設計、デザインすることである。商環境デザインの定義
は、店舗機能と商環境機能に分けられ、前者は、商業活動を⽀える店舗内の個々の機能で
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あり、後者は個々の店舗の環境全般の機能である。商環境デザインは、商業施設の各店舗
のデザインを含んだ内部空間全般のデザインである。 
表１−１ インテリアデザイン領域（著者作成） 

 

図１−１ インテリアデザイン領域の概念図（著者作成） 

番号 ⽤途 内容 
1 住宅 ⼀般的な家屋やアパートメント、マンション、別荘の内部空間のデザイン。リ

ビングルーム、寝室、キッチン、バスルームなど、個々の部屋や全体の配置や
装飾が含まれる。 

2 商業施設 物販店舗、飲⾷店舗、宿泊施設、結婚式場などの商業施設の内装デザイン。ブ
ランドイメージや顧客の体験を考慮して、効果的な空間を創造する。 

3 働施設 オフィス、⼯場、役所、研究所、銀⾏など、働く⼈が機能的で快適に過ごせる
空間設計 

4 医療施設 病院、クリニック、⻭科医院、介護施設、⽼⼈ホームなどの医療施設の内部デ
ザイン。患者の快適さや効率性を重視した設計が求められる。 

5 教育施設 学校、⼤学、幼稚園などの教育施設の内装デザイン。教育環境に適したデザイ
ンや学習効率を⾼める⼯夫が必要。 

6 公共施設 図書館、美術館、劇場、コンサートホールなどの公共施設のデザイン。訪問者
の⽂化的な体験や快適な滞在を考慮したデザインが重要。 

7 屋外空間 公園、屋外公共空間、ベランダ、テラス、庭園などの屋外空間のデザイン。屋
外の環境を活かし、機能的かつ美しい空間を作り出す。 

8 展⽰会・
イベント 

展⽰会ブースやイベントスペースのデザイン。製品やコンセプトを引き⽴て
る効果的なデザインが求められる。 

9 リノベー
ション 

既存の建物や空間の改装・再⽣プロジェクト。歴史的な要素を保持しつつ、新
しい⽤途に合ったデザインを提供する。 

10 交通施設 ⾃動⾞、電⾞、旅客機、客船など、交通機関の内部空間を快適に過ごせるデザ
イン。 
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１．２ ⽇本のインテリアデザインの歴史的背景 
各種施設の中でも住空間は、早くからインテリアデザインの対象となった。商業施設の

商環境に於いては、当初は「商い」としての機能が優先されインテリアデザインは重視さ
れていなかった 4）。現在では物販・飲⾷等の商環境デザインは商業活動に密着した経済的
な効果だけではなく、⼀般⽣活とは切り離せないものになってきている。 

しかしながら、商環境デザインに関しては、建築設計と分離されて考えられている現実
が⾒られ、⽣活に密接した住空間やオフィス空間の室内意匠設計、家具そして機能性を空
間に与える設備環境の設計、研究は建築設計と密接に関係して広く研究されているが、ト
ータルなデザインとしての実践、開発そして研究が進んでいない。その理由は、商環境デ
ザインの歴史が浅いことと、建築設計の⼀部の装飾としての認識や付帯⼯事として位置付
けが⾏われてきたためであるとされる 5）。 

鈴⽊（2013）によれば⼀⼈の建築家が建築の室内も設計することが望ましいという考え
⽅が建築家側にあり、インテリアデザインは、装飾系の仕事であるという考えがあると思
われていたためである 6）。 

1960 年代以降に活躍したインテリアデザイナーの北原進注 1）によれば、近代以降の 1960
年代になっても「内部空間を総称するインテリアという⾔葉の概念すら無く、⽇本橋周辺
のデパートの家具部⾨に室内装飾という名で曖昧に漂っているだけでした。」と「インテリ
ア」という⾔葉すら確⽴されていなかったことを語っている 7）。 

中野（1998）によれば、「我が国において、インテリアデザインという⾔葉が使われる
ようになったのは第⼆次世界⼤戦後のことである。戦前は、インテリアに相当する⾔葉は、
室内装飾という⾔葉が使われてきた。」8）とインテリアデザインの歴史が浅いことを説明し
ていることからも裏付けられる。また、同著で「インテリアデザインという⾔葉は、単な
る室内空間をさす場合もあるが、室内装飾から発展した計画・設計⾏為である」と定義し
ている 9）。 

⽇本の商業施設における商環境デザインの歴史を辿ってみると、今⽇の商業は「商い」
として江⼾時代より⾏われてきたが、建築・インテリア分野として考察すると、「⾒世」が
商売空間として成⽴しており、接客空間としての設えが整えられたことにインテリアデザ
インの萌芽があったと考えられる 10）。 

内⽥（2013）によれば、近代に⼊り「百貨店」の出現から商環境の環境が整えられ、百
貨店の始まりは呉服商である「三越呉服店」が明治 38 年に「デパートメント宣⾔」を⾏っ
たことが始まりとされる。その後、他の呉服商を中⼼に時代の変化を受けて「百貨店」へ
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と発展していったとされる 11）。 
⼤正前期には、経済の発展と共に⼥性の社会進出によってショッピングが⽣活の⼀部と

なり始め、百貨店が⽣活を⽀える重要な存在となっていった。百貨店の発展と共にショッ
ピングの合間の街歩きの時間と寄り添うようにヨーロッパに古くから存在する「カフェ
（喫茶店）」が街に定着していった。「カフェ（喫茶店）」の数が増えることによって他店と
の競争意識が芽⽣え、店舗の独⾃性を演出する外観デザインが発展した 12）。 

⼤正後期の 1923 年には、堀⼝捨⺒注 2）がドイツの「バウハウス」注 3）を訪問し近代建築
の教えに従い戦前に⼿掛けた住宅のデザインは、その後の室内デザインに⼤きな影響を与
えた 13）。⼤正後期から昭和初期には、国の⽅針も「⼯業」から「⼯芸」へと変換し、⽣活
を豊かにする「技術」だけではなく「デザイン」も重要視され始めた 14）。 

この時期に国の招聘によって、1933 年にブルーノタウト注 4）、1940 年にシャルロット・
ペリアン注 5）が来⽇し 15）、⽇本の⼯芸デザイナーが多くの影響を受けたが、室内空間のイ
ンテリアデザインを専⾨とするインテリアデザイナーは、その時代には現れていない。 

そして、戦後の復興から間もない⼈々の⽣活の中にインテリア、家具への意識が⾼まり
始めた 1950 年代に外務省の主導のもとに国外からのデザイン情報が集まり、「国際デザイ
ンコミッティー」注 6）の創⽴や「グッドデザイン商品選定制度（1957 年）」注 7）が誕⽣して
デザイン運動が盛んになったと⾔われる 16）。 

1953 年に、デザイン領域全体を網羅する⼈材であるデザイナーの剣持勇注 8）、柳宗理、
渡邊⼒注 9）、⻲倉雄策、建築家の丹下健三、清家清、吉阪隆正、評論家の勝⾒勝、浜⼝隆⼀、
瀬⼝修三、写真家の⽯本泰博、画家の岡本太郎らによって「国際デザインコミッティー
（現・⽇本デザインコミュティ）」注 6）が誕⽣した 17）。   

1958 年には、剣持、渡邊等によって、インテリアデザイナーの職能を社会的に認知させ
るための団体である「⽇本室内設計家協会（その後、1969 年に「⽇本インテリアデザイナ
ー協会」注 10）と改称している）」が設⽴されている。その 2 年後の 1960 年には、東京で
「世界デザイン会議」注 11）が開催されている 18）。 

この時代がインテリアデザインの創成期であり、インテリアデザイナーという職域を切
り開いたインテリアデザイナーである渡邊⼒が 1949 年、剣持勇が 1955 年にそれぞれ独⽴
してデザイン事務所を開設してインテリアデザインを⼿掛け始めた 19）。 

彼等は、家具のデザインから始まり空間のデザインを⼿掛けるようになりインテリアデ
ザインの⽅向性を樹⽴し、「空間」という概念に固有の芸術を⾒出したインテリアデザイナ
ーの職能を創⽣した「第⼀世代」と⾔われる 20）。勝⾒勝注 12）によれば「これからの⽇本の
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インテリアデザインには、この⼆⼈の存在を抜きにして考えることはできない」と「第⼀
世代」の重要性を評している 21） 

それまでのインテリアデザインは、建築家が建築の付帯部分として設計していたが、「第
⼀世代」の活動により室内空間のデザインを建築設計から切り離し、「室内装飾」、「家具設
計」から「インテリアデザイン」として独⽴させた。 

 
表 1-2 インテリアデザイナーの時代区分と世代分け（著者作成） 

インテリアデザインの変遷

・第一世代 剣持勇 境沢孝

1950年～ 渡邊力

・第二世代 倉俣史郎 北原進

1960年～

・第三世代 内田繁 杉本貴志

1970年～

・第四世代 近藤康夫 北岡節男

1980年～ 飯島直樹 横田良一

1990年～ バブル崩壊

・第五世代 橋本夕紀夫 森田恭通

2000年～ 吉岡徳仁 片山正通
安定期

低迷期

インテリアデザインの歴史　

創世期

成立期

確立期

発展期
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１．３インテリアデザイナーの世代分けによる杉本の位置付け 
インテリアデザインの基礎を築いたインテリアデザイナー「第⼀世代」の活動によって

始まったインテリアデザインの創成期である 1950 年代を経て、1960 年代以降から活躍し
た次世代の倉俣史郎注 1３）、北原進等がインテリアデザイナーの「第⼆世代」とされる。そ
の多くがインテリアデザイナーという職能を認識せず、百貨店の装飾部の出⾝であったこ
とを北原が証⾔していることでインテリアデザインの歴史とも同期している 2２）。 

室内空間をデザインの対象とした「第⼀世代」による創成期を経て、百貨店の装飾部出
⾝の「第⼆世代」の出現によって、インテリアデザインは建築家の建築設計領域から独⽴
した室内空間だけでなく、商環境が創造的なデザインの対象となった。 

戦後の⾼度成⻑期に、⽇本のクリエイターは、デザイン、建築、美術と他領域を超えて
交流し「デザイン」と「商業」を⼀体化させ、経済の発展と共にその才能が開花し、世界
に⽇本のデザインを認知させた 2３）。その時代の活動の象徴が 1970 年⽇本万国博覧会であ
る注 1４）。この万博に於いては、パビリオンの建築設計は建築家が担い、インテリアデザイ
ンがインテリアデザイナーに任され、他分野の多くのクリエイターと協働作業することに
よって活動の領域を拡げていった 2４）。 

この時代に、インテリアデザイナー「第⼆世代」の活躍によりインテリアデザイナーの
職能が社会に認知され、「第⼆世代」に影響を受けたインテリアデザイナーという職能を志
すようになった世代が「第三世代」であり、インテリアデザイナーの職能を確⽴していく
ことになる。 

「第⼆世代」に⼤きな影響を受けてインテリアデザインの確⽴期を築いたデザイナーを
代表する⼈物に杉本貴志と内⽥繁注 1５）がいる。杉本は、1968 年に東京藝術⼤学美術学部
⼯芸科を卒業し、卒業後直ぐに⾼取邦和注 1６）と協働してデザイン事務所「ポテトデザイン」
を開設した。その後に、1973 年には設計組織である株式会社「スーパーポテト」注 1７）を
設⽴し、晩年となる 2018 年までの半世紀にわたって商環境デザイン活動を⾏ってきた 2５）。 

杉本がデザインした商環境デザインは、常に時代の最先端を⾛り話題性をもち、同時代
に活躍した他分野の多くの芸術家、デザイナーと協働活動を協働して⾏い、インテリアデ
ザイン界を先導してデザイン領域の拡⼤に貢献した 2６）。 

「第⼆世代」の倉俣史朗、北原進らに続き、杉本は「第三世代」として内⽥繁と共に⾼
度成⻑期真っただ中の 1970 年代以降の商環境デザインを発展させた。特に杉本は、商環境
だけに留まらずに建築空間と連動する環境デザイン、素材の斬新性、照明の使⽤⽅法、他
分野の芸術家、デザイナーとの協働作業等の妙⼿等と、内⽥と共に「第四世代」以降のイ
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ンテリアデザイナーに影響を与え、室内環境、特に商環境に⼤きな変⾰をもたらしたと⾔
われる 2７）。 

インテリアデザイナー「第⼀世代」が創成期を築き、経済の発展と共に他領域とのデザ
イン活動と連動が盛んになったインテリアデザイナー「第⼆世代」が発展させたインテリ
アデザインによりインテリアデザイナーの職能が確⽴された。⾼度成⻑期の 1970 年代から
幾度もの経済不況を乗り越えて、現代の 2020 年代まで半世紀にわたり第⼀線で活躍したイ
ンテリアデザイナーは杉本以外に⾒つからない。「第三世代」の杉本の商環境デザイン作
品を対象とする研究は、インテリアデザインの歴史と本質を探究する研究として必要であ
り、実務を⾏うデザイナーにとってこれからのデザイン⼿法を深めるうえで有益な研究で
あると考える。 
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第 2 節 研究の⽬的 
本研究の対象は、⾼度成⻑期の 1970 年代からそれまでのインテリアデザインの対象とな

っていた住環境から商業施設の中でも主に店舗等の商環境デザインに於いて幅広くインテ
リアデザインの職域を確⽴させた「第三世代」のインテリアデザイナーである杉本貴志と
する。⽇本の 1950 年代⾼度成⻑期にインテリアデザインを社会に認知させたインテリアデ
ザイナー「第⼀世代」が活躍した創成期を経て、「室内装飾」からインテリアデザインと
いう職域を認知させ 1960 年代から活躍しインテリアデザインを定着させた「第⼆世代」後
の「第三世代」のインテリアデザイナーの確⽴期からを対象とする。 

インテリアデザインの領域を拡⼤し、インテリアデザインの職能の確⽴をさせた時期に
活動した「第三世代」である杉本貴志が、独⾃性と創造性を商環境の社会⽂化的動向に視
点を置いてデザインした点に着⽬し、商環境に於ける空間構成やデザイン⼿法、素材、照
明、環境⽣成の視点から商環境デザイン作品を構成すると考えられる要素を抽出し、デザ
インの作品特性とデザイン⼿法を明らかにすることを⽬的とする。 

上述した研究の⽬的は、杉本の考え⽅や功績を通した⽇本のインテリアデザイン史の確
認であり、その分析によってインテリアデザインの本質の解明に迫ることでもある。 

商環境デザインを構成すると考えられる要素を⽤いた研究は、作品に直接⽤いられ可視
化できる、あるいは読み解くことができるものと位置付けられ、感性によるものと考えら
れがちなインテリアデザインの論理的分析に役⽴つと考えたからである。 

本研究は、杉本が独⽴してデビュー作を発表した 1972 年から、杉本のデザインした最後
の作品が発表された 2018 年の 46 年間の半世紀に渡る活動期間にデザインされた商環境デ
ザイン作品を対象とする。ただし、杉本が主宰し杉本没後も活動して作品を発表している
設計組織である「スーパーポテト」の作品は除外するものとする。 

戦後の⽇本の⾼度成⻑期の最盛期である 1970 年代の初期から 80 年代初めに起こったオ
イルショック注 1８）、1989 年バブル経済崩壊注 1９）等の経済状況変化を何度も経て経済が安
定した後の、2008 年のリーマンショック注２０）から⽴ち直った 2020 年代までの 50 年間に
於ける⽇本の経済は⼤きく変化する状況下にあった。経済と共に発展していったインテリ
アデザイン、商環境デザインは、社会の経済的状況の影響を⼤きく受けて発展が反映され
ている 2８）。 

研究の対象とする杉本は、１．３で述べた通り「第⼀世代」「第⼆世代」のインテリア
デザイナーが活動した後の⾼度成⻑最盛期 1970 年代前半から活動を始め、何度もの⽇本の
経済危機を経験しながらも今⽇まで、飲⾷、物販、ホテル等の商環境に留まらずに、環境
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デザインへとデザインの領域を拡⼤してインテリアデザイナーの地位を向上させ、後進の
インテリアデザイナーに多⼤な影響を与えた。 

杉本の商環境デザイン作品の評価価値は、⽇本デザイン史の中でも特記すべきことであ
ると評される 2９）。インテリアデザインが確⽴されて発展していった半世紀の杉本の商環
境デザイン作品の研究は、⽇本のインテリアデザインの歴史と同期し、本質を理解するこ
とになると考える。 

そこで、戦後の復興から⾼度成⻑期まで商業施設が経済と密接に関わって発展した時代
に杉本が活動を始めた期間から、世界規模のバブル経済崩壊と同時進⾏し⽇本の戦後経済
の⼤きな転換期となり、⽇本の社会に⼤きな影響を与えた 1989 年バブル経済崩壊前後を仮
に⼀つの区分点として研究を⾏うこととする。 

このバブル経済崩壊で、杉本の作品分析を分ける理由としては、戦後の⾼度成⻑期から
順調に発展していった経済の恩恵でデザイナーの活動が盛⼤になった絶頂期にバブル経済
の崩壊が起こり、デザイン界にとって⼤きな転換期になったと考えられるからである３０）。 

これはバブル経済崩壊前後での⽇本社会における経済状況の変化が反映されているとい
う仮説の設定である。この仮説の設定は、インテリアデザインの分野に於いては商環境デ
ザインが社会経済と密接な関係があり、バブル経済崩壊は社会全体への経済的低迷の影響
があると考えられるためである。そのため、杉本の商環境デザイン作品をバブル経済崩壊
前後の前期と後期に分けて分析することが適切であると判断した。 

本研究では、経済状況に合わせて杉本の商環境デザインが確⽴してデザインの特性が表
出した期間として 1989 年バブル経済崩壊以前の作品を前期作品（Previous＝P）、バブル経
済崩壊後にあたる 1990 年以後の作品を後期作品（Late＝L）として扱うこととする。そこ
で、バブル経済崩壊の前後での杉本の商環境デザイン作品に於けるデザイン特性の相違に
ついても分析を⾏い、これも研究⽬的に含まれるものである。 
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第３節 先⾏研究 
インテリアデザインの起源を辿ると、先史時代の居住空間であった洞窟あるいは洞窟等

に描かれた壁画などは、⽂化⼈類学と密接に関連しているとされる。⼈類の⽣活に於いて
は「住む」ために⾃然から住環境を守ることが第⼀優先とされ、改善を繰り返して発展し
たことは⼈類の進化と同⼀性を持っていると考えられる。そのため「住む」ことに関わる
住空間の室内環境に関する先⾏研究は多く存在する。 

しかし、⽇常である「住む」こととは異なる、「買う」、「商う」、「訪れる」、「働く」⽇
常と共に、⾮⽇常でもある商業施設に関するインテリアデザイン（商環境デザイン）、イ
ンテリアエレメント（家具、照明、室内装飾材、アートワーク等）に対してのデザインの
本質の特性にかかわる研究は、ほとんど⾏われていない。 

⽇本のインテリアデザインの歴史を⼩泉（2015）は、「古代（古墳時代から平安時代ま
で）、中世（鎌倉時代から室町時代まで）、近世（戦国時代から江⼾時代まで）、近代（明
治時代から昭和時代前期まで）に時代を区分し、インテリアデザイン（室内意匠）、家具
デザインについて、詳細な図表と共に研究記録を著書として残している」が、研究対象が
住空間と家具を中⼼とした研究であり、商環境デザインが⽣活を豊かにするために必要と
され始めた昭和前期の時期で研究は終わっている 3１）。⼀⽅、島村昇注 2１）の町家の歴史的
研究もあるが、商空間としてよりも住空間としての研究や都市住宅としての位置付けの視
点が多く、商環境デザインの視点はほとんど⾒られない。 

⼩泉（2015）は「⽇本⼈のゆか座による⽣活様式、⽊造による⽇本建築の柱を基準にす
る構造的な構成要素から欧⽶で発展した家具の必要が少なく、家具の建築化によって空間
が設計されてきた」3２）と、近代までの⽇本の⽣活習慣から住空間のインテリアの歴史を
時代毎にまとめているが、その著書の中には商環境のインテリアデザインに関しての記述
はない。 

その後の戦後の現代において、本⽥(1968)は「インテリアデザインが最も⾝近な形で⼈
間⽣活に接触する建築の⽪膚の役⽬を担っている」3３）と、インテリアが建築から分離し
た表⾯を構成する存在であると論じている。 

⼀⽅、デザイン理論の⼤きな枠組みの中で、福岡(1971)は「インテリアデザインの本質
についてその実態を突きとめることは⾮常に困難である」3４）と、建築家が建築基準法の
法規等に沿って論理的に設計する建築設計とは異なり、デザイナーの⾃由な感性で設計さ
れるインテリアデザインの領域は、論理的な分析が難しいことの⾒解を⽰している。また、
インテリアデザインの形態について、⼈間の占有空間の対応から、スペースの⼤きさなり、
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形状を⾒出すことであり、この設定と証明であると述べている。 
野⼝(1977)によると、「戦後の⽇本では、住宅や家具、電化製品などに⼤きな変化が起

こり、⽇本⼈の⽣活は急速に洋⾵化した結果、住宅のインテリア空間もまた、短期間にそ
の⽣活様式の変化に対応された」3５）と、述べている。 

そして、現代⽇本においてインテリアデザインは、全ての⽣活環境において必要不可⽋
なものとなっている。前述の⼩泉（2015）も「明治維新に始まる近代の⼤きな特徴は、⻄
洋⽂明、⻄洋⽂化の導⼊による⻄洋化である。この時期から、洋館が中流住宅にも広がり、
新しい様式による住宅やインテリアデザイン（室内装飾）が展開された」3６）と解説して
いる。 

インテリアデザインの研究変遷において、伊藤（2019）によれば、「第⼆次世界⼤戦後、
活発な建設活動が⾏われたことにより、国内における建築物ストックは飽和状態となり、
建築物は定期的な修繕⼯事や回収を繰り返して再利⽤することが主流になっていると。」と、
戦後⾼度成⻑期からの建築建設ラッシュの結果による持続可能な社会に向けて、建築スト
ックの再⽣⾯からインテリアデザイン研究の重要性を述べている 3７）。 

しかし、インテリアデザインに関しての本質的な研究は重要であると認識されている状
況に於いての研究対象は住環境、労働環境（オフィス）に関する研究がほとんどであり、
商業施設の環境である商環境デザインを論理的にその本質と実態を突きとめる研究はない。 

鈴⽊（2015）によれば、戦後の 1950 年代は、国策によるデザインの普及政策、海外デ
ザイナーの招聘等からの影響もありデザイン運動が盛んになったと⾔われる 3８）。創成期を
創った剣持、渡邊等の「第⼀世代」に影響を受けた倉俣、北原等の「第⼆世代」、それに続
く確⽴期を築いた「第三世代」を代表する⼈物が杉本である。 

室内環境、特に商環境に⼤きな変⾰をもたらしたにも関わらず、その作品研究は無く、
1970 年代よりインテリア雑誌の編集者を経験しインテリアデザインに精通する鈴⽊の戦後
の動向については鈴⽊の通史的な著作 3９）に、デザイナーとしての位置付けと簡単な作品
解説の記述はあるが、杉本の商環境デザインに関する研究はない。 

インテリアデザインのデザイン論については「第⼆世代」の倉俣史郎の研究があり、加
藤(2012)は、室内空間のインテリアデザインにおける空間創造⼿法について、建築躯体か
ら独⽴したインテリアシェルターの離隔要因と多重性について、倉俣史郎の作品群を詳細
に分析し考察している注 2２）。尚倉俣の作品に関する著書、作品集は多く存在する。 

橋本(2014)は、空間としての家具デザインという視点で倉俣を研究しており、家具を
「空間」としてとらえることで独特の構想が作り上げられると結論付けている４０）。 
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⼀⽅、「第三世代」である杉本の商環境デザイン作品に関しては、杉本の⾃著(2010、
2011、2018) 注 2３）による記述、内⽥(2011、2013) 注 2４）、鈴⽊(2015) 注 2５）らの評論などが
⾒られるが、デザイン原理や要素を追及し、考究した報告は極めて少なく、デザイン原理
や要素の研究に⾄っていない。 

そこで、「第⼀世代」から蓄積された商環境のインテリアデザインの事例と知識を集約
し知的情報としての価値と、現在の商環境デザインの位置付けを考え、今後の建築ストッ
クの再⽣に更なる発展が望まれていることを考慮するならば、インテリアデザイナーが出
現し、他領域のデザイン活動と連動が盛んになった戦後の商環境のデザインを対象とする
研究の必要があると考えられる。特に「第２世代」の倉俣、北原等に続く「第３世代」の
研究は現在の商環境デザインの基礎を確⽴し、今後のインテリアデザインの⽅向性を考え
る上でも重要であると考える。特に「第三世代」の中でも独創的デザインを⾏った杉本の
研究を⾏うことは、必要かつ意義を有することと考えられ、本研究の有⽤性は⾼いものと
判断される。 
 
 
 
注記 
注１）北原進は 1937 年東京⽣まれ、インテリアデザイナーである。個性の発露としてのインテリ

アデザインが志向される中、公共性の⾼いデザインを志向し、⽇本のインテリアデザイン界

のレベルを押し上げた⼈物である。 

注２）堀⼝捨⺒は 1895 年岐⾩県⽣まれ、1984 年没。1920 年東京帝国⼤学建築学科（現東京⼤学）在学

中に⻄洋の近代建築への憧憬から、従来の様式建築を否定する分離派建築会を結成する。伝統⽂化

とモダニズム建築を融合した⽇本独⾃の建築様式を模索した⼈物である。 

注３）バウハウスは 1919 年にドイツのワイマールに開校された美術学校である。建築、家具、⼯芸、美

術など⽣活にかかわるあらゆるジャンルを扱い、合理主義、機能主義の思想の基、総合的なデザイ

ン教育を⾏い、その後のモダニズム建築の普及に⼤きな影響を与えた機関である。 

注４）ブルーノタウトは、1888 年東プロイセン⽣まれ、1938 年没。善政的な表現主義の建築家・都市計

画家である。1933 年、上野伊三郎の招聘により来⽇し 3 年半滞在した。その間、桂離宮や⽩川郷な

どに触れ、⽇本の合理的で単純さを持った伝統建築を⾼く評価している。 

注５）シャルロット・ペリアンは、1903 年パリ⽣まれ、1999 年没。建築家・家具デザイナーである。

ル・コルビュジエ、ピエール・ジャンヌレの 3 ⼈で共同制作者として、数々の建築やインテリア作
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品を残した⼥性デザイナーである。1940 年、⽇本へ招かれ⽇本の伝統的な暮らしや美意識に深い

感銘を受け、その後の作品に強く反映されている。 

注６）1955 年に東京で発⾜し、「グッドデザインの啓蒙」を⽬的とした、現在も存続するデザイン組織で

ある。この創設には、勝⾒勝、⻲倉雄策、剣持勇、清家清、丹下健三、渡邊⼒など、当時、⽇本の

デザインの中⼼で活躍していた 12 名のデザイナー、建築家、評論家などがジャンルを超えて結集し

た。後に⽇本デザインコミッティーと改称した。 

注７）1956 年（昭和 31 年）に特許庁内に「意匠奨励審議会」が発⾜する。1957 年（昭和 32 年）にグッ

ドデザインの選定事業を⾏う「グッドデザイン専⾨分科会」が発⾜し、専⾨家 42 名による「グッ

ドデザイン商品選定」が開始された。 

注８）剣持勇は 1912 年東京⽣まれ、1971 年没。インテリアデザイナーである。柳宗理、渡邊⼒らととも

に⽇本インダストリアルデザイナー協会を設⽴するなどデザインの礎を作った⼈物である。 

注９）渡邊⼒は 1911 年東京⽣まれ、2013 年没。プロダクトデザイナーである。東京⾼等⼯芸学校、⽊材

⼯芸科卒業後、渡邊⼒デザイン事務所を設⽴、⽇本デザインコミッティの創⽴メンバーであり、⽇

本のモダンデザインの礎を作った⼈物である。 

注１０）インテリアデザインの創作活動の奨励や、産業の発展に寄与することを⽬的に、 1958 年

に⽇本室内設計家協会として結成。1969 年に社団法⼈格取得、 2012 年公益社団法⼈⽇本

インテリアデザイナー協会となる。 

注１１）世界デザイン会議：1960 年 5 ⽉ 7 ⽇から 16 ⽇までの 5 ⽇間、世界 27 か国、様々な分野からニ

百数⼗名のデザイナーが参加し、国際的な繋がりを持つ国内初となる「世界デザイン会議」で

ある。⽇本ではこの会議を契機に「メタボリズムグループ」が結成された。 

注１２）勝⾒勝は 1909 年東京⽣まれ。1983 年没。美術評論家である⽇本デザインコミッティの創設メン

バーであり、東京オリンピックではデザインディレクターを務める等、戦後⽇本のデザイン界を

牽引した⼈物である。 

注１３）倉俣史郎は、1934 年東京⽣まれ、1991 年没。⽇本のインテリアデザイナーである。透明

感や浮遊感といった⾔葉で表される独特の世界観を持ち、海外での評価も⾼く、1990 年

にはフランス⽂化省芸術⽂化勲章を受章し、インテリアデザイン界を牽引した⼈物である。 

注１４）⽇本で最初の国際博覧会である。「⼈類の進歩と調和」をテーマに掲げ、77 か国が参加、戦後の

⾼度経済成⻑を経て⽇本を世界に向けて発信するイベントとなった。 

注１５）内⽥繁は 1943 年⽣まれ、2016 年没。⽇本のインテリアデザイナーである。インテリアデザイン

のみならず、家具、プロダクトデザイン、地域開発など幅広く活動をした。またインテリアデザ

インに関わる多くの書籍も残し、インテリアデザインの普及に⼤きく貢献した⼈物である。 
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注１６）⾼取邦和は、1944 年浜松市出⾝、2019 年没。⽇本のインテリアデザイナーである。1993 年「ス

ーパーポテト」設⽴にも参加した⼈物である。 

注１７）スーパーポテトは 1973 年、杉本貴志が代表取締役として⽴ち上げた、空間デザイン設計会社で

ある。前⾝となる「ポテトデザイン」の協働者である⾼取邦和も⽴ち上げに参加している。後の

世代を代表するインテリアデザイナーとなる飯島直樹や橋本⼣紀夫も在籍していた。 

注１８）1970 年代、第 4 次中東戦争における、⽯油禁輸政策（第⼀次オイルショック）、イラン⾰命にお

いて⽯油供給が途絶えた（第ニ次オイルショック）ことにより、世界中で⽯油価格が急騰し、経

済全体に⼤きな影響を及ぼした。 

注１９）1990 年 1 ⽉からの⽇経平均株価暴落。⽂献: ⽇本経済新聞 1990 年 10 ⽉ 1 ⽇付 

注２０）アメリカ合衆国で住宅価格の急騰にサブプライムローンが崩壊し不良債権化した。リーマン・ブ

ラザースが破綻したことをきっかけに世界的な⾦融危機へと発展した。 

注２１）「京の町家 ⽣活と空間の原意」（1978）４１）「⾦沢の町家」（1983）４２）「住空間史論」（1998）
４３）住空間に関わる数多くの著書を残している。 

注２２）加藤和雄，堀越哲美「倉俣史朗のインテリアデザインにおける空間創造⼿法」⼈間と⽣活環境

19(1)、17/24、2012、18 項 

デザイナーが意図し、新たに構成された床、壁、天井をインテリアシェルターと呼ぶ。原室内空

間に⽣成されたインテリアシェルターとの離れ⽅に着⽬し、その距離を離隔⼨法、その離れ⽅の

理由を離隔要因と呼ぶ。多層化がある場合、これを多重性と呼ぶ。 

注２３）「杉本貴志のデザイン 発想/発酵」TOTO 出版、2010 年、「無為のデザイン」TOTO 出版、

2011 年、「A life with MUJI」株式会社無印品、2018 年 

注２４）「戦後⽇本デザイン史」みすず書房、2011 年、「⽇本インテリアデザイン史」 オーム社、2013 年 

注２５）「インテリアデザインが⽣まれたとき：60 年代のアートとデザインの衝突のなかで」、⿅島出版会、

2015 年 
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第１節 研究対象作品の抽出⽅法および研究範囲の定義 
杉本の商環境作品の発表は、商業施設、オフィス施設、ホテル施設等の商環境デザイン

全般を取材し掲載するインテリア専⾨誌である『商店建築』注 1）において、1972 年のデビ
ュー時の作品より、2018 年の晩年の作品まで継続的に⾏われている。 

それ以外の作品解読の資料となる作品集は、杉本が主宰する設計組織であるスーパーポ
テトが監修した作品集『Super Potato Design: The Complete Works of Takashi Sugimoto(by 
Mira Locher 1995)』注２）があるが、その他には杉本の作品、作品への⾔説を年代に沿って
継続的に取り上げた資料的価値のある作品集等の刊⾏はない。 

杉本⾃⾝の著作である 5 冊の著書（杉本 1992）8）（杉本 2006）9）（杉本 2010）10）（杉本
2011）11）（杉本 2018）12）は、作品を分析する資料としての作品データは掲載されていな
いために商環境デザインの研究対象とはならない。しかし、その著書は⾃⾝のデザイン論
を時代背景と共にデザインコンセプトとして詳細に語っていることで、商店建築、作品集
の作品資料から抽出されたデータより導かれたデザインコンセプトの根拠を補⾜する資料
とした。 

そこで、本研究では、杉本の作品が定期的かつ継続的に発表されてきた『商店建築』(商
店建築社発⾏の 1972 年から 2018 年) に掲載された商環境デザイン作品、および杉本の作
品が時代毎にまとめられた作品集である『Super Potato Design: The Complete Works of 
Takashi Sugimoto(by Mira Locher 1995)』に掲載された全作品をデータ抽出の研究対象と
した。それ以外に重要と考えられるが、雑誌、作品集等で未発表であるバブル経済崩壊後
の後期作品である 7 作品（L39、L43、L44、L49、L51、L52、L54）は、スーパーポテト
のホームページ注 3）に掲載されている作品を対象とし、現スーパーポテト事務所への取材、
スーパーポテト所蔵の資料より作品データを抽出した。 

 研究対象とする商環境デザイン作品の範囲は、以下に述べるとおりとする。作品の存在
する建築内部空間における杉本⾃⾝がデザインした商業施設の床、壁、天井の仕上げ部分
の「インテリアシェルター」（加藤 2012）5）、照明デザイン、家具、什器、杉本が選択し
た⾻董家具、照明器具、備品とする。建築設計者が設計した建築、建築仕上げ、照明、設
備機器、および店舗内の商品、既製品家具、既製備品は研究対象範囲外とした。ただし、
⼀部、杉本が意図的に建築仕上げを除外して、建築躯体、設備機器をデザイン要素とした
部分は研究対象の商環境デザインとした。そして、収集した図⾯および写真から内容が判
断できる部分とした。 
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第２節 研究対象作品データの収集と整理 
杉本の商環境デザイン作品を発表した、インテリア専⾨誌である『商店建築』は、建築

家、インテリアデザイナー、他領域のデザイナーの作品を、作品の写真、作品データと共
に毎⽉先⾒性のある作品を厳選して定期的に掲載している。 

本研究では、『商店建築』(商店建築社 1972-2018) 掲載作品、杉本の作品集である『スー
パーポテト作品集『Super Potato Design: The Complete Works of Takashi Sugimoto(by Mira 
Locher 1995) 』、およびスーパーポテトのホームページに掲載された作品を研究対象とし
た。 

『商店建築』は、1956 年に商業施設のインテリアデザイン専⾨誌として国内では初めて
発刊され、国内外の建築家、インテリアデザイナー、デザイナーに認知された商環境に関
するインテリアデザインの専⾨雑誌である。その後も多くの商環境デザイン作品を扱うイ
ンテリア雑誌が出版されたが、発刊後も継続的に発⾏され存続しているインテリア専⾨雑
誌は『商店建築』だけであり、作品写真、図⾯、作品データ、デザイナーの解説、考察等
で⼀貫した取材が⾏われていることも資料としての客観性を持ち、インテリアデザインの
創世記から現在までインテリアデザイナーの作品を継続的に取材している点から学術的に
も資料としての価値は⼗分に認められると考える。 

杉本の作品集『Super Potato Design: The Complete Works of Takashi Sugimoto(by Mira 
Locher 1995) 』は、著者 Mira Locher が編集し、杉本が主宰する設計事務所である「スー
パーポテト」が監修して海外で発⾏された資料価値の⾼い作品集であり、そのデータには
正確性があると判断し採⽤した。他に重要と思われる作品のデータは、杉本が主宰した設
計組織「スーパーポテト」編集のホームページの作品情報からも採⽤した。 

研究対象期間として、前期はバブル経済崩壊前期にあたる 1972 年から 1989 年までに
『商店建築』『Super Potato Design: The Complete Works of Takashi Sugimoto(by Mira 
Locher 1995)』に発表された 62 作品全てについて、後期はバブル経済崩壊後期にあたる
1990 年から 2018 年までに『商店建築』、スーパーポテト編集作品集『Super Potato Design: 
The Complete Works of Takashi Sugimoto(by Mira Locher 1995)』に発表された 48 作品全
てについて、杉本の商環境作品に関するデータの収集を⾏い、ホームページからは未発表
の重要作品である 7 作品のデータを収集し、作品ごとに作品番号、作品名、所在地、⼯期、
材料仕様、作者による作品解説、図⾯・写真からなる全 117 作品のデータシート（図２−
１にてサンプル表⽰、全編は付録）を作成してデザイン要素分析の基礎データとした。 
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作品番号 P1 年代 1972年

建築名 ブティックワイズ ⽤途 ブティック

所在地 東京都新宿区歌舞伎町13 商店建築 1972年7⽉号

⼯期 1972年4⽉15⽇〜5⽉10⽇ ⾯積 35㎡

材料仕様

作者による
作品解説

図⾯・写真

床 ：⼤理⽯
壁・天井 ：鉄板ホワイトブロンズ仕上パンチング600⾓⼀部⽯膏ボードパテ処理の上VP

店をデザインする場合、商品の特徴・性格によってデザインが進⾏・決定されるのが⼀般的であるが、
ブティックのようにファッション傾向の強い場所ではインテリアデザインが商品を指向していくとデザ
インそのもののリアリティが曖昧になる傾向がある。ここでは商品を販売することを⼀つの現象として
とらえ、現象を包み込む容器としてのデザインを進めることによってデザインそのもののリアリティを
強めようと考えた。そのため素材を限定しフォルム性をできるだけ除去することによりデザインするこ
とで⽣じるあいまい性をできるだけ少なくし容器が原則的に存在することを考えた。

アクソメ図
 

図２−１ （a）データシートサンプル 1 P1『ブティックワイズ』 
（筆者作成「商店建築」、「Super Potato Design: The Complete Works of Takashi 
Sugimoto(by Mira Locher 1995)」、スーパーポテトホームページに記載の内容を要約） 
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作品番号 P31 年代 1982年

建築名 ラジオ ⽤途 バー改装

所在地 東京都渋⾕区神宮前2-31-7ビラグロリア地下1階 商店建築 1982年7⽉号

⼯期 1982年4⽉24⽇〜5⽉16⽇ ⾯積 32㎡

材料仕様

作者による
作品解説

図⾯・写真

床 ：⿊御影⽯ 本磨
壁 ：12.3および3.2鉄板 錆加⼯ ウォッシュプライマー塗装 C L ツヤ消仕上
天井：ルーバー・アルミ引抜き材 ⿊塗装 ドーム部分・鉄板 ⿊塗装 ⾖球650灯付
外壁：⿊御影ジェット仕上 サイン・真鍮切⽂字
カウンター：桜 ⿊O S
バックバー収納：桜練付 ⿊O S

新しいラジオは、彫刻家の若林奮さんの彫刻の壁で囲まれ、ソリッドな⽊材のテーブルが置かれる。やや薄暗
い、鉄の壁は静かに詩を語り、テーブルは暖かく⼈の⼼を包む表情で存在していた。⼈が彫刻を鑑賞するのを
裏返したかのように彫刻が⼈を囲み込んでいる。照明は球体の胎内のようなオレンジ⾊の点を置き、これから
のクリエイターの挑みを待ち構えているように⾒える。新「ラジオ」はかつて利休が茶に⽬指していた精神的
空間への⼀つの⽷⼝がかくされている。（⽥中⼀光）

平⾯図

 
図２−１ （b）データシートサンプル 2 P31『ラジオ』 
（筆者作成「商店建築」、「Super Potato Design: The Complete Works of Takashi 
Sugimoto(by Mira Locher 1995)」、スーパーポテトホームページに記載の内容を要約） 
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作品番号 L2 年代 1990年

建築名 春秋 ⾚坂 ⽤途 レストラン

所在地 東京都港区⾚坂2丁⽬16-19 商店建築 1991年4⽉号

⼯期 1990年7⽉25⽇〜10⽉15⽇ ⾯積 131.1㎡（うち厨房14.1㎡）

材料仕様

作者による
作品解説

図⾯・写真

床：⿊御影⽯t40ハツリ仕上 ⼩上り席/栗縁甲板貼り
壁：軽鉄組ラスボードt9下地⼟壁⽊ゴテ中塗り仕上 ⼀部栗⽻⽬板貼り ⼀部古⽊材貼り
  鋳鉄グレーチングスクリーン
天井：軽鉄組PBt12下地真⽵（晒し⽵）貼り
家具：カウンター/栗材t100⼿斧の上特殊オイル仕上囲炉裏/神代杉t150⼿ガンナ仕上 椅⼦/カバ桜⼿ガ
ンナの上抜きうるし仕上 レセプションカウンター/ケヤキ⼿斧の上特殊オイル仕上
幅⽊：⿊御影⽯ H=40
いつの間にか記号化され、形式化された素材や形から、本来持つやさしさや、⼒や、温かさを引き出し
たい。ここで⽬指したのは、イリュージョンの空間ではない。確かに安定した空間ではある、この空間
には、辻 清明という傑出した陶芸家が必要であった。⽒の作品をもとに発想の展開がなされた。陶器
はその作家の⼒であると同時に、⼟と⽕という⾃然そのものの⼒の拮抗である。⼿の⼒であると同時
に、そうではない何かがある。この空間も、設計された意思であると同時に、全く違った何かー⾃然の
ようなものーの意思とも⾔えるのかも知れない。

平⾯図  
図２−１ （c）データシートサンプル 3 L2『春秋 ⾚坂』 
（筆者作成「商店建築」、「Super Potato Design: The Complete Works of Takashi 
Sugimoto(by Mira Locher 1995)」、スーパーポテトホームページに記載の内容を要約） 
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作品番号 L16 年代 1998年

建築名 メザナイン ⽤途 ホテル

所在地 商店建築 1999年5⽉号

⼯期 ⾯積

材料仕様

作者による
作品解説

図⾯・写真

床：フローリング張
壁：⽊質パネル張、鉄板張、⽯割肌
天井：アルミ格⼦天井、内部EP塗装

レストラン名「Mezza9」 Mezzaは中⼆階レベルを意味します。キッチンの数9と組み合わせると、Mezza9と
なります。以前は、別々のフロアにレストランがありましたが、スーパーポテトのデザインコンセプトとし
て、オープンキッチンを備えた「シアターレストラン」として再構成されています。顧客は彼らの料理が準備
されているのを⾒て、シェフのスキルによって楽しみます。 座席エリアは、 さまざまなサイズのテーブル席、
キッチンを間近に⾒渡せるカウンター席、プライベート席。料理はそれぞれ専⾨で シーフード、寿司、中国料
理などが取り揃えられています。

平⾯図
 

図２−１ （d）データシートサンプル 4 L16『メザナイン』 
（筆者作成「商店建築」、「Super Potato Design: The Complete Works of Takashi 
Sugimoto(by Mira Locher 1995)」、スーパーポテトホームページに記載の内容を要約） 
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第３節 商環境デザインを構成するデザイン要素 
２．３．１ 商環境デザインを構成する要素の抽出⽅法  

商環境デザイン作品の特性を明らかにする⽅法として、作品に⽤いられているデザイン
を構成すると考えられる要素を、各作品の図⾯、写真、作品解説、仕上げ表等から抽出し、
その出現状況や使⽤状況を分析して検討することとした。この作業で抽出する要素を以後、
商環境デザインの「デザイン要素」と称する。 

インテリア空間は、床⾯、壁⾯、天井⾯の３⾯によって囲われた内部空間で構成され、
図⾯表現に於いては、図２−２で⽰すように⼤きくは平⾯（平⾯図、天井伏図）、⽴⾯（⽴
⾯図、展開図）、断⾯（断⾯図）に分解されて⼆次元図⾯にて内部空間が表現される。その
建築の内部空間である平⾯、⽴⾯、断⾯に、加藤（2012）5）の「インテリアシェルター」
注 4）によってデザインされ、内部空間に付加されたデザイン要素を「空間構成要素」とし
て捉えることとする。「空間構成要素」は、平⾯、⽴⾯、断⾯ごとに要素を決定した。 

三井（2006）によれば、建築の内部空間を構成するデザイン要素以外には、デザイン要
素の抽出において、バウハウスの予備課程のカリキュラムにも取り上げられた形、⾊、材
料、テクスチャーが基本要素としてあるため、これを検討対象とする 1）。その特性を熟知
することによって造形表現への着想や構想のベースとなる。しかし、空間の仕上げに使わ
れる「⾊彩」については、仕上げ材料の「素材」を基本のデザイン要素と判断した。 

本研究では、作品として現存しない過去の作品のデータは、雑誌、作品集、ホームペー
ジの印刷物を研究対象資料として⽤いることも含め、基礎データとして「⾊彩」の同定が
必ずしも⼗分できないことを考慮して取り上げないこととする。実際、古い作品はモノク
ローム写真にて掲載されている。以上の理由からデザインは、材料、テクスチャーが関わ
るデザイン要素には仕上げ材料の素材を「空間仕上要素」として捉えた。 

また、壁⾯・天井⾯・床⾯等に付加されて⽣成されたデザイン要素以外の内部空間の設
備機能としての要素がある。インテリアデザインとして空間に変化をつける付帯要素であ
る家具什器に置かれる商品や内部空間を照らすためでなく、商環境を「光」によって演出
する「照明」、「空調」、「換気」などの建築設備が空間のデザインに影響を与えるものと捉
えることができると考えられる。そこで、家具、照明および設備等を建築の設計も含んで
「空間設計要素」として捉えることとする。 

「⾊彩」については保留し、「空間構成要素」、「空間仕上げ要素」、「空間設計要素」の 3
種類の要素を、本研究ではデザイン要素として採⽤することとした。具体的には、作品掲
載雑誌、作品集、ホームページ等より作成した各作品のデータシートの図⾯・写真を⽤い
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て商環境におけるデザイン要素の抽出を⾏なった。 
 

 
図２−２ 空間を⼆次元で表現したアクソメ図（著者作成） 
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２．３．２ 空間構成要素 
インテリア空間の構成を考えるにあたり、形態的・形状的な表現を⽰す要素は、基本的

には、図２−２で⽰す平⾯構成、断⾯構成および⽴⾯構成であり、これらの平⾯・⽴⾯・
断⾯において⽤いられる形状・形態・意匠などを「２．３．１」で述べた通り「空間構成
要素」と呼ぶ。これを、インテリア空間にどのように構成させるべきかがインテリアデザ
イン上の空間設計によって決定すべき基本的事項であると考えられる。 

まず平⾯構成については、構成学によると、⼈が創造する理念的形体には定形と⾮定形
があり、さらに定形は幾何学的形体と複雑系の数学モデルに分けられる２）。建築とインテ
リアデザイン分野では、幾何学的構成が⽤いられる場合が多いと考えられる。幾何学的構
成の基礎となる図形を構成する最も原初的な基本要素は「点」と「線」と「⾯」である３）。
多くの場合、「点」は位置を⽰すものとして考えられ、平⾯は「線」により区分され平⾯形
を⽰す。すなわちインテリア平⾯を構成する要素としては「線」が基本要素となる。その
線を⼤別すると「直線」Ｓと「曲線」Ｃが考えられ、両者を「複合」「交差」させる場合が
ある４）。これら 4 通りを平⾯における構成要素を⼤別する群として考えることとする。 

作品の平⾯を基本的に矩形と考えれば、平⾯から⽴ち上がった周囲４壁⾯に単純な直線
である平⾏線が平⾯上に描ける。４壁⾯から平⾏に描かれた単純直線が平⾏に交差すると
格⼦の形が⽣まれ「格⼦割付」S1 となる。平⾯の中⼼に対し対称に線を引いていくと「対
称配置線（シンメトリー）」S2 があり、並⾏する線を交差させないで⼀⽅向のみに単純直
線として描くと「平⾏線」S3 となる。あとは矩形に対しての壁⾯に対して単純直線を斜め
に引くと「斜⾏線」S4 になる。 

平⾯に存在する直線、斜め線以外の⾃由線は曲線「円」C であり、曲線を基本とする定
型な円を描くと「全円」C1 となり、円弧の曲線部分や円の⼀部を取り上げると「部分円」
C2 となる。この曲線は楕円等も含むものとする。 

以上の「直線」「曲線」の基本形に対して、平⾯上の線の組み合わせ⽅により形のパター
ンを想定すると、基本形の線の複合したものが考えられ、複数の「直線」「曲線」が交差し
分割を⽰す「交差線」P1 となり、「直線」「曲線」の複合からなる「複合図形」P2、同型
が複数重なる「多重図形」P3 が導かれる。これら基本的構成を「格⼦割付」S1、「対称配
置線（シンメトリー）」S2、「平⾏直線」S3、「斜⾏線」S4、「全円」C1、「部分円」C2、
「交差線」P1、「複合図形」P2、「「多重図形」P3 の９通りの分類とし、表２−１に⽰す。 

断⾯構成については、空間を断⾯で表現すると「床」F、「壁」W、「天井」C が基本的な
空間要素である。床の形状としては、「床」F は、⽔平が基本であるので、段差を有する床
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は「段差床」F1 として、段差のない床である「⽔平床」F2 が考えられる。 
「壁」W については、直線あるいは矩形として表現され、加藤（2012）の「インテリア

シェルター」として壁に付加されるデザイン要素であり、床上に置かれて⾃⽴する場合と、
構造体壁⾯や天井⾯または床⾯と接しない場合が考えられる。前者の要素を「⾃⽴壁」
W1、後者を「浮遊壁」W2 と称して壁⾯のデザイン要素を⼤別した。 

「天井」C については、天井の基本形として⽔平⾯が直線で構成される天井を「⽔平天
井」L1 とし、天井の全体、部分が曲⾯としての曲線で構成される天井「曲⾯天井」L2 が
ある。その他に、デザインされた複雑な天井形状を含む不連続な天井（視覚的による）が
あり、⼀つは多くの場合にその形状のデザインされた形態を吊るす天井と、⽔平⾯だけで
なくデザインされた段差を有する天井が考えられる。前者を「吊天井」L3 とし、後者を
「掘込み天井」L4 とする。断⾯の基本的構成として表 1 に⽰す床のデザイン要素である
「段差床」F1、「⽔平床」F2、壁のデザイン要素である「⾃⽴壁」W1、「浮遊壁」W2、お
よび天井のデザイン要素である「⽔平天井」L1、「曲⾯天井」L2、「吊天井」L3、「掘込み
天井」L4 の 8 通りに分類することができる。これらも表２−１に⽰す。 

⽴⾯構成は、加藤（2012）によれば、基礎となる建築の構造体（壁⾯）である既存躯体
があり、それに対して「インテリアシェルター」を附設して、それに仕上げを⾏うことで
インテリア⽴⾯が構成されるとしている５）。その構成を記述すれば、⼀般的には⼀重であ
るが、複数で重複することとなる場合もある。⼀重の場合について構成を記述すれば、構
造体からは離隔距離を置いて「インテリアシェルター」を設ける場合と、構造体に密着し
た「インテリアシェルター」を設けてあるいは構造体をそのままインテリア⽴⾯とする場
合とが想定される。前者は、構造体⾯に対して離隔して柱型などを覆い、平板な壁⾯、棚
などを設置することである。これをインテリアシェルターとしての形状から「格⼦壁⾯」
R1 とする。後者の代表的な仕上げは、構造体⾯に下地を含め仕上げ材料で仕上げることで
ある。この壁を素材で仕上げて表現する「素材壁⾯」R2 とする。 

構造体より分離されて平⾯を区画するスクリーン壁として仕上げられる壁の要素を「⽬
隠し壁⾯」R3 とし、「格⼦壁⾯」R1 の壁と⼀体化した仕上げ要素から分離されて設置され
る「ルーバー壁⾯」R4、壁⾯を芸術家のアート作品等で装飾的に仕上げする「装飾壁⾯」
R5 とする。また、後期作品に多く出現する使⽤されなくなった廃棄品、商品や同⼀規格の
既製品を壁や什器に並列させて装飾する要素を「並列型装飾壁⾯」R6 とする。⽴⾯の基本
的構成は、表２に⽰す「格⼦壁⾯」R1、「素材壁⾯」R2、「⽬隠し壁⾯」R3、「ルーバー壁
⾯」R4、「装飾壁⾯」R5、「並列装飾壁⾯」R6 の 6 通りに分類することができる。これら
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についても表 2−1 に⽰す。 
以上の空間構成要素を、視覚的に分かりやすいことを考慮して、⽴⾯的空間として実際

のデザイン例を参考にしてデザイン要素の模式表⽰の凡例を表２−１として作成した。こ
れを⽰したものが表２−１の「格⼦割付」S1、「対称配置線（シンメトリー）」S2、「平⾏
線」S3、「斜⾏線」S4、「全円」C1、「部分円」C2、「交差線」P1、「複合図形」P2、「多重
図形」P3、「段差床」F1、「⽔平床」F2、「⾃⽴壁」W1、「浮遊壁」W2、「⽔平天井」L1、
「曲⾯天井」L2、「吊天井」L3、「掘込み天井」L4、「格⼦壁⾯」R1、「素材壁⾯」R2、
「⽬隠し壁⾯」R3、「ルーバー壁⾯」R4、「装飾壁⾯」R5、「並列装飾壁⾯」R6 である。 
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表２−１ 空間の平⾯・断⾯・⽴⾯の要素（筆者作成） 

S1格子割付
S2対称配置線

（シンメトリー）
S3平行線 S4斜行線

C1全円 C2部分円 P1交差線 P2複合図形 P3多重図形

F1段差床 F2水平床 W1自立壁 W2浮遊壁

L1水平天井 L2曲面天井 L3吊天井 L4掘込み天井

R1格子壁面 R2素材壁面 R3目隠し壁面 R4ルーバー壁面 R5装飾壁面

R6並列型装飾壁面

平面の形状

断面の形状

立断面を
示す

立断面形
状

W:壁

R:壁

F:床

R:壁

P:複合

L:天井

S:直線　

C:曲線
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２．３．３ 空間仕上要素 
インテリア空間の仕上げは、様々な種類の材料を⽤いて⾏われる（以下仕上げ材料と称

す）。この仕上げ材料および、空間との組み合わせを「２．３．１」で述べた通り「空間仕
上要素」と呼ぶ。 

内堀（1992）によれば、「インテリア空間に⽤いられる仕上げ材料の種類と分類につい
ては、ハードデザイン素材（無機質材料）とソフトデザイン素材（有機材料）とに分ける
場合が多い」６）と述べられており、ハードデザイン６材は「陶磁器(タイル）」「⽯、⼈造
⽯」、「⾦属」、「ガラス」、「⾼分⼦材料（プラスチック）」、「合成樹脂オーバーレイ合板（化
粧合板）」、「塗り壁（プラスター）」、「レンガ」「⽯膏」、「コンクリート、モルタル」の素材
に分類でき、ソフトデザイン素材は「⽊材」、「カーペット」、「紙」、「プラスチック」の素
材に分類できるとしている。加えてインテリアデザイン教科書研究会の「インテリアデザ
イン教科書」においても同様の分類によって詳細に解説されている７）。表２−２で⽰す。 

本研究においても、これを仕上げ材料の基本的な分類として⽤いる。 
まず「床」F、「壁」W、「天井」C、「仕上げ材料」M の記号を⽤い、床仕上げ材料を

FM、壁仕上げ材料を WM、天井仕上げ材料を CM と記号表⽰する。 
仕上げの種類は、杉本の作品に⽤いられる素材である「⽊材」、「⾦属材」、「タイル・カ

ーペット材」、「⽯材」、「レンガ」を記号化番号として、1 から 5 を付与した。すなわち、
単材としての仕上げ材料を材料記号と組み合わせて「⽊材」の床を「⽊材系床」FM1、壁
を「⽊材系壁⾯」WM1、「⾦属材」を⽤いる床を「⾦属系床」FM2、壁を「⾦属系壁⾯」
WM2、「T/C 系（タイル・カーペット）材」の床を「T/C 系床」FM3、壁を「タイル系壁
⾯」WM3、「⽯材」を⽤いる床を「⽯材系床」FM4、壁を「⽯材系壁⾯」WM4、「れんが」
を⽤いる床を「れんが系床」FM5、壁を「れんが系壁⾯」WM5 として表現する。 

これらの仕上げ材料を複合的に組み合わせる場合は、「複合材」を⽤いる床を「複合材
床」FM6、壁を「複合材壁⾯」WM6 とする。既存躯体構造の壁に既成の下地材である
「⽯膏ボード」にペンキや壁紙等で直接仕上げる場合の壁を「⽯膏ボード壁⾯」WM7、既
存の設計で仕上げられていたインテリア仕上げを排除し、既存躯体構造を露出させて表現
するコンクリートのままの表現については「スケルトン（既存躯体）」の床を「スケルト
ン床」FM7、壁を「スケルトン壁⾯」WM8 と表現して分類する。 

後期作品に出現する既成の「⽊材」を⽤いないで、敢えて「廃材としての⽊材料」に置
き換えて壁を仕上げる「古⽊材系壁⾯」WM9、既成の「⽯材」ではなく⾃然のままの⽯材
である「岩」を壁に⽤いる仕上げを「⾃然⽯材系壁⾯」WM10 とする。「⽯膏ボード」や 
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表２−２ 空間仕上げ要素の仕上げ材料 
(内堀繁⽣「インテリアデザイナーのための内装仕上げのデザインと材料」⿅島出版会、
1992 年に記載される内容をまとめた) 
 

ソフトデザインの仕上げ材料

・⽊材，⽊質材料 （むく材，合板など）

・⽵材，藤 （⽵，丸藤，⽪藤）

・織物，⽪⾰ （⽑，綿，絹，⿇，⾰）

・敷物 （畳,カーペット）

・紙 （和紙，化粧紙）

・壁装材 （紙，敷物，ビニール）

・れんが （れんが，れんがタイル）

ハードデザインの仕上げ材料

・陶磁器質タイル （磁気，炻器，陶器）

・⽯，⼈造⽯ （⼤理⽯，花崗岩，テラゾー）

・⾦属 （スチール，ステンレス，アルミ）

・ガラス （透明ガラス，発⾊ガラス，鏡など）

・⾼分⼦材料 （プラスチック，ゴム）

・合成樹脂オーバーレイ合板 （化粧合板など）

・塗り壁 （プラスターなど）

・コンクリート （コンクリート打放し，モルタル）
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既存壁仕上げ下地に左官仕上げを⽤いる「左官系壁⾯」WM11、「⾃⽴壁」R1 や「⽬隠し
壁」R3 等をガラス素材にて仕上げることを「ガラス系壁⾯」WM12 とする。 

作品の中で基調的に使⽤されていない素材（微⼩な⾯積や全景的に明瞭に認知できない
場合など）は、本研究でのデザイン要素としては参照しないこととし、上述の床、壁の仕
上げ材料である「⽊材系床」FM1、「⽊材系壁⾯」WM1、「⾦属系床」FM2、「⾦属系壁⾯」
WM2、「T/C 系（タイル・カーペット）材」「T/C 系床」FM3、「タイル系壁⾯」WM3、
「⽯材」「⽯材系床」FM4、「⽯材系壁⾯」WM4、「れんが系床」FM5、「れんが系壁⾯」
WM5、「複合材床」FM6、「複合材壁⾯」WM6、「⽯膏ボード壁⾯」WM7、「スケルトン
（既存躯体）床」FM7、「スケルトン壁⾯」WM8、「古⽊材系壁⾯」WM9、「⾃然⽯材系
壁⾯」WM10、「左官系壁⾯」WM11、「⾃⽴壁」R1、「⽬隠し壁」R3、「ガラス系壁⾯」
WM12、の 12 素材を床、壁の「空間仕上要素」とした。 

天井仕上げ材料においては、仕上げ材料そのものだけでなく、「⽯膏ボード」CM3 と⽊
製以外は、素材をどのように成形するか、組み合わせるかを合わせて考える必要がある。
そこで、ルーバー形状、ワイヤーを組み合わせた形状の「空間仕上要素」を「ルーバー天
井（ルーバー、ワイヤー付帯天井）」CM1、格⼦を組みあわせた「空間仕上要素」を「格
⼦天井」CM2 とし、既存躯体天井を現す仕上げは「スケルトン（既成躯体天井）」CM4 と
した。「ルーバー天井（ルーバー、ワイヤー付帯天井）」CM1、「格⼦天井」CM2、「⽯膏ボ
ード」CM3、「スケルトン（既成躯体天井）」CM4 の４要素を天井の「空間仕上要素」と
分類した。 
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２．３．４  空間設計要素 
空間設計要素は、設計者によって設計された空間に設置される家具や、空間の環境を設

計する設備（照明、空調、換気等）であり、特に商環境では重要とされるデザインされた
店舗の機能を満たす什器、空間に突出する形状の物体、照明の光により凹凸や形状を表出
させて空間を演出する要素が該当する。そこで空間設計要素は、各部位や空間における形
状や変化を与えるものとして捉えることとする。 

先ず、商環境の機能を満たす家具・什器系としては、既存躯体構造体、既存壁⾯等に付
帯させて商品棚等の機能的な壁⾯と⼀体として作り付けられる家具を「什器壁⾯⼀体型」
F1 とし、既存躯体構造体、既存壁⾯からは離れて店舗の機能を満たしながら、杉本の商環
境デザインと⼀体となり店舗デザインのアクセントとなるような什器を「什器独⽴型」F2
の 2 通りがある。後期になり、杉本は、新しい既製品の材料を使わずに古材を仕上げ材料
で多く⽤いるようになり、それに合わせて杉本がデザインした空間から独⽴して機能を満
たすが既製品である⾻董家具を「独⽴型⾻董什器」FN3、「機能独⽴型什器」FN4 と 4 要素
を分類した。 

次に、商環境空間の光環境を整備する設備設計である「照明」と、換気や空調設備設計
である要素「空調」を空間設計要素として分類する。 

「照明」IL については、床⾯・壁⾯を「⾃⽴壁」W1、「浮遊壁」W2 の裏側から床⾯・
壁⾯を照らす間接照明⼿法を「床間接照明」IL1、「壁間接照明」IL2 とし、壁・天井を杉
本がデザインしたデザイン要素と⼀体化した照明器具等で演出する照明⼿法を「壁付帯照
明」IL3、「天井付帯照明」IL4 とし、後期作品に出現する既成の装飾照明器具である「独
⽴型吊天井照明（シャンデリア）」IL5 を照明に関するデザイン要素とする。既製品の照明
器具はデザイン要素から除外したが、杉本⾃⾝が選択して採⽤された「シャンデリア」は
「独⽴型⾻董什器」FN3 と同様に、杉本の商環境デザインの⼀部として扱われているため
「独⽴型吊天井照明」IL5 としてデザイン要素とした。 

「壁間接照明」IL1、「壁付帯照明」IL2、「天井付帯照明」IL3、「天井付帯照明」IL4、
「独⽴型吊天井照明」IL5 の 5 通りの照明に関するデザイン要素を「空間設計要素」とす
る。 

尚、既存の建築の原空間に付随して杉本がデザインしていない照明⽅法である既製品の
照明器具を使⽤している場合は分析対象として取り上げないこととした。 

商環境空間の環境を制御するために設計された設備（空調設備、換気設備、配線設備な
ど）は、通常は設備機器等を天井、壁裏等に内蔵するものであるが、あえて天井を排除し
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露出する杉本独⾃のデザインである設計⼿法を「設備露出天井」EQ1 とした。それ以外の
場合は、天井で覆われるため「空間構成要素」の「天井」L として分類した。 

上記以外に、杉本作品では特徴的な設計過程として他分野の芸術家、デザイナー等との
協働作業がある。この協働作業は、単純に芸術家、デザイナーの作品を装飾として商環境
空間に付帯する「装飾壁⾯」R5 もあるが、商環境空間⾃体を芸術作品と捉える杉本独⾃の
デザインであり、芸術家、デザイナーが設計段階から協働してデザインする特殊な⼿法で
ある。このデザイン要素を「芸術家協働作業」EX1 とする。 

以上の「空間設計要素」についても「空間構成要素」と同様に、視覚的に分かりやすい
ことを考慮して、⽴体的空間として実際のデザイン例を参考にして、アクソメ図として模
式表⽰の凡例を表２−３として作成した。これを構成するものが「什器壁⾯⼀体型」F1、
「什器独⽴型」F2、「独⽴型⾻董什器」FN3、「機能独⽴型什器」FN4、「床間接照明」IL1、
「壁間接照明」IL2、「壁付帯照明」IL3、「天井付帯照明」IL4、「独⽴型吊天井照明」IL5、
「設備露出天井」EQ1、「芸術家協働作業」EX1 の 11 要素である。 
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表２−３ 複合化されたデザイン要素の模式表⽰（筆者作成） 

分類

記号 S1 S2 S3 S4 C1 C2

名称 格子割付
対称配置線

（シンメトリー）
平行線 斜行線 全円 部分円

図式

分類

記号 P1 P2 P3 F1 F2

名称 交差線 複合図形 多重図形 段差床 水平床

図式

分類

記号 W1 W2 L1 L2 L3 L4

名称 自立壁 浮遊壁 水平天井 曲面天井 吊天井 掘込み天井

図式

分類

記号 R1 R2 R3 R4 R5 R6

名称 格子壁面 素材壁面 目隠し壁面 ルーバー壁面 装飾壁面 並列型装飾壁面

図式

分類

記号 FN1 EN2 FN3 FN4 EX1

名称 壁面一体什器
独立型デザイン什

器
独立型骨董什器 機能独立型什器 芸術家協働作業

図式

立面

家具・設備
特記

家具什器系

複合 床

断面

平面

直線 曲線

天井壁

平面 断面
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第４節 デザイン要素の出現状況による作品の分析⽅法 
本研究の商環境デザイン作品の特性を明らかにする⽅法として、第⼀に作品のデザイン

要素の類似性や、年代ごとの展開性についての特性を明らかにするため、上述の 3 つの作
品に⽤いられているデザインを構成すると考えられるデザイン要素である「空間構成要
素」、「空間仕上要素」および「空間設計要素」を各作品から抽出し、作品ごとのデザイン
要素の出現状況と組み合わせ使⽤について分析して検討を加える。 

抽出する 3 つのデザイン要素に関して、商環境に対してデザインを⾏わないで既成の家
具等で構成された店舗（百貨店の壁の無い区分だけされた店舗等）のようにインテリアデ
ザインを⾏う前の原空間のままの商環境空間、または既存建築に床、壁等の仕上げ素材の
みを貼り付けることなどで、新しいコンセプトあるいは提案的なデザイン的意図を持たな
いもの（既存の室内装飾など）は分析対象の要素として取り上げないこととした。 

しかし、建築側で仕上げられた床、壁、天井を杉本のデザイン意図によって建築に付帯
する仕上げを除外して、コンクリート打ち放しの既存躯体をデザイン要素として表現した
「スケルトン（既存躯体）」の「スケルトン床」FM7、「スケルトン壁⾯」WM8、「スケル
トン天井」CM4 は例外とし、杉本独⾃のデザインとして壁、天井においてデザイン要素と
して抽出した。 

多くの作品に対して使⽤されるデザイン要素は多岐に渡るため、定量的な取り扱いも試
みる。すなわち 1972 年から 1989 年までの研究対象期間の前期 62 作品および 1990 年か
ら 2018 年までの研究対象期間の後期 55 作品についての合計全 117 作品のデザイン要素を
抽出する。その抽出結果を⼀覧できるデザイン要素の出現表を、前期と後期に分けて作成
する。この際に、前期または後期のみに現れたデザイン要素があり、のちの分析の都合
上、前期、後期の各出現表には省略をして表⽰した。 

定量的な取り扱いについては、出現表は、要素が出現する場合を「1」、出現しない場合
を「0」としてダミー変数を⽤いてデータ化する。そのデータを、林の数量化Ⅲ類により分
析し、カテゴリースコアーを求め、説明軸数を定める。 

次に、各作品について選定された説明軸に対するサンプルスコアを求める。求めたサン
プルスコアを⽤いて、クラスター分析を⾏い、作品の分類を試みる。そこで、作品表現お
よび設計⼿法、年代的推移（変化）、作品群の同質性・類似性・相違性などの特性について
分析し検討する。 
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第５節 第２章のまとめ 
第２章「研究⽅法」では、杉本の商環境デザイン作品のインテリア特性の分析を進める

上での研究⽅法を⽰した。 
研究対象期間は、杉本がインテリアデザイナーとしてデビューした 1972 年から 1989 年

のバブル経済崩壊前までの前期期間、1990 年から 2018 年までの後期期間とした。 
『商店建築』（1972 年〜2018 年）に発表された前期 62 作品（P1〜P62）、後期 55 作品

（L1〜L55）を研究対象作品とした。 
研究対象である商環境デザイン作品のデータをインテリア雑誌『商店建築』から取集し

て作品データ表を作製した。 
作品データ表より抽出する商環境空間を構成するデザイン要素を、空間の基本を構成す

る平⾯、⽴⾯、断⾯の床、壁、天井の要素である「空間構成要素」、空間を仕上げる要素の
「空間仕上要素」、機能のための家具、設備・照明設計のための「空間設計要素」の３要
素として説明を⾏った。 

多くの作品に対して使⽤されるデザイン要素は多岐に渡るため、定量的な取り扱いも試
みるために全作品から抽出したデザイン要素を数量化Ⅲ類の分析により定量化し、クラス
ター分析等の研究⽅法を説明し、研究テーマの位置付けと研究の構成を⽰した。 
 
 
 
注記 
１）1956 年 6 ⽉、村上末吉が商店建築社を創⽴、同年 8 ⽉、⽉刊「商店建築」を創刊。発⾏ 60 周年を超

え現在も⽉刊にて発⾏が続いているインテリア専⾨誌である。写真だけではなく図⾯や仕様なども掲載さ

れ専⾨家が情報収集するための最も代表的な書籍である。 

２）スーパーポテトの初の作品集である。1971 年〜2006 年までの代表作を中⼼に掲載されている。編集

にはスーパーポテト⾃⾝が監修している。 

３）https://superpotato.jp/ja/ 

４）デザイナーが意図し、新たに構成された床、壁、天井をインテリアシェルターと呼ぶ。原室内空間に

⽣成されたインテリアシェルターとの離れ⽅に着⽬し、その距離を離隔⼨法、その離れ⽅の理由を離

隔要因と呼ぶ。多層化がある場合、これを多重性と呼ぶ。 
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第１節 1972 年〜1989 年までの前期作品（作品番号 P1〜P62） 
3．１．１ 研究対象作品 

研究対象の 1972 年から 1989 年までの前期 62 作品について、『商店建築』から各作品の
作品名、竣⼯年、⾯積、写真、図⾯、作品解説、仕上げ表をまとめて⼀覧表にした図２−
１のデータシートから、「2．⽅法」の章で述べた「空間構成要素」、「空間仕上要素」、「空
間設計要素」のデザイン要素を抽出し、デザイン要素をアクソメ図にて模式化して表現し
た⼀覧表を表３−１としてまとめた。この場合、表２−３のデザイン要素の空間表現化し
た模式表⽰を⽤いて表現したダイアグラムを参考にして⾏った。 

抽出の実際を作品 P1『ブティックワイズ』を事例として説明する。図２−１のデータシ
ートより⼊⼿できた図⾯はアクソメ図である。 

図２−１のデータシートを分析すると、「空間構成要素」は、平⾯のデザイン要素は、断
⾯計画から床は⽔平な床で段差は無く「⽔平床」F2、平⾯計画では「平⾏線」S3 と、「独
⽴型什器」F2 の配置による強い「斜⾏線」S4 が基調となっている。断⾯的には、床と同
様に天井も⽔平が保たれており「⽔平天井」L1 が出現している。 

「空間仕上要素」は作品データの仕上げ表より抽出し、床は「⽯材系床」FM4 で、壁と
天井は「⽯膏ボード壁⾯」WM7 と「⽯膏ボード天井」CM3 である。 

「空間設計要素」としては、店舗の重要な機能である棚什器が壁と⼀体に作り付けられ
た「壁⾯⼀体什器」FN1 としてデザインされ、店舗の商品ディスプレイを兼ねてハンガー
壁が独⽴して設置されている「独⽴型什器」F2、その上でハンガーは天井より吊られ「斜
⾏線」S4 に沿って設置されデザイン要素としての「浮遊壁」W2 が⽤いられている。照明
は、壁⾯を「壁⾯⼀体型什器」FN1 の裏側から間接的に光を照らす「壁間接照明」IL2、
壁⾯の造り付け家具を⼀体化されて光が照らされる「壁付帯照明」IL3、天井⾯を壁⾯の
証明と同じデザインで天井と⼀体化され、天井⾯から床⾯を照らす「天井付帯照明」IL4
が採⽤されている。 

これらのデザイン要素を表２−３の模式表⽰の凡例を組み合わせてこの作品のダイアグ
ラムとして表現し、写真も、図⾯もあわせて表３−１の作品番号 P1『ブティックワイズ』
として提⽰した。 
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表３−１ 対象作品のデザイン要素、写真および図⾯１ 
（筆者作成、写真・図⾯は「商店建築」、「Super Potato Design: The Complete Works of 
Takashi Sugimoto(by Mira Locher 1995)」、スーパーポテトホームページより） 

作品番号 P1 作品名

図面

作品番号 P2 作品名

図面

作品番号 P3 作品名

図面

作品番号 P4 作品名

図面

作品番号 P5 作品名

図面

要素 写真

ナルセフローリスト

要素

ブティックワイズ

写真

要素 写真

パブオレンジ

要素 写真

ラジオ

要素 写真

コーヒーハウスコロ
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表３−１ 対象作品のデザイン要素、写真および図⾯ 2 
（筆者作成、写真・図⾯は「商店建築」、「Super Potato Design: The Complete Works of 
Takashi Sugimoto(by Mira Locher 1995)」、スーパーポテトホームページより） 

作品番号 P6 作品名

図面

作品番号 P7 作品名

図面

作品番号 P8 作品名

図面

作品番号 P9 作品名

図面

作品番号 P10 作品名

図面要素 写真

カワキチ　大阪支店

要素 写真

要素 写真

ポスト

要素 写真

テフテフ

要素 写真

アール・ビバン

ブティック　ISSEY MIYAKE
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表３−１ 対象作品のデザイン要素、写真および図⾯ 3 
（筆者作成、写真・図⾯は「商店建築」、「Super Potato Design: The Complete Works of 
Takashi Sugimoto(by Mira Locher 1995)」、スーパーポテトホームページより） 

作品番号 P11 作品名

図面

作品番号 P12 作品名

図面

作品番号 P13 作品名

図面

作品番号 P14 作品名

図面

作品番号 P15 作品名

図面

ザ・バイブレーション

要素 写真

ストロベリー

要素 写真

マラソンクラブ

要素 写真

カフェフィガロ

要素 写真

要素 写真

カッチャー・タカハシ青山店
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表３−１ 対象作品のデザイン要素、写真および図⾯ 4 
（筆者作成、写真・図⾯は「商店建築」、「Super Potato Design: The Complete Works of 
Takashi Sugimoto(by Mira Locher 1995)」、スーパーポテトホームページより） 

作品番号 P16 作品名

図面

作品番号 P17 作品名

図面

作品番号 P18 作品名

図面

作品番号 P19 作品名

図面

作品番号 P20 作品名

図面

ナルセフローリストノブ

要素 写真

アゼリア

要素 写真

まる八

要素 写真

要素 写真

ルナロード美容室

要素 写真

コアフール/石井
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表３−１ 対象作品のデザイン要素、写真および図⾯ 5 
（筆者作成、写真・図⾯は「商店建築」、「Super Potato Design: The Complete Works of 
Takashi Sugimoto(by Mira Locher 1995)」、スーパーポテトホームページより） 

作品番号 P21 作品名

図面

作品番号 P22 作品名

図面

作品番号 P23 作品名

図面

作品番号 P24 作品名

図面

作品番号 P25 作品名

図面

ショップスパイラル

要素 写真

日本リクルートセンター銀座ビル　ティーラウンジ

写真要素

フクダモーターズ

要素 写真

シルバーポット

要素 写真

要素 写真

100%ファクトリー
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表３−１ 対象作品のデザイン要素、写真および図⾯ 6 
（筆者作成、写真・図⾯は「商店建築」、「Super Potato Design: The Complete Works of 
Takashi Sugimoto(by Mira Locher 1995)」、スーパーポテトホームページより） 

作品番号 P26 作品名

図面

作品番号 P27 作品名

図面

作品番号 P28 作品名

図面

作品番号 P29 作品名

図面

作品番号 P30 作品名

図面

モンジュ

要素 写真

司

要素 写真

要素 写真

アイボリー

レディーポテト

要素 写真

貝作

要素 写真
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表３−１ 対象作品のデザイン要素、写真および図⾯ 7 
（筆者作成、写真・図⾯は「商店建築」、「Super Potato Design: The Complete Works of 
Takashi Sugimoto(by Mira Locher 1995)」、スーパーポテトホームページより） 

作品番号 P31 作品名

図面

作品番号 P32 作品名

図面

作品番号 P33 作品名

図面

作品番号 P34 作品名

図面

作品番号 P35 作品名

図面

ラ・ブレア

要素 写真

パシュ　札幌

要素 写真

無印良品　青山

要素 写真

要素 写真

ラジオ

テルース

要素 写真
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表３−１ 対象作品のデザイン要素、写真および図⾯ 8 
（筆者作成、写真・図⾯は「商店建築」、「Super Potato Design: The Complete Works of 
Takashi Sugimoto(by Mira Locher 1995)」、スーパーポテトホームページより） 

作品番号 P36 作品名

図面

作品番号 P37 作品名

図面

作品番号 P38 作品名

図面

作品番号 P39 作品名

図面

作品番号 P40 作品名

図面

セラ

要素 写真

要素 写真

 ビギ青山%th club＆TAKEO KIKUCHI AOYAMA

パシュラボ

要素 写真

オールドニュー

要素 写真

無印良品　アメリカ村

要素 写真
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表３−１ 対象作品のデザイン要素、写真および図⾯ 9 
（筆者作成、写真・図⾯は「商店建築」、「Super Potato Design: The Complete Works of 
Takashi Sugimoto(by Mira Locher 1995)」、スーパーポテトホームページより） 

作品番号 P41 作品名

図面

作品番号 P42 作品名

図面

作品番号 P43 作品名

図面

作品番号 P44 作品名

図面

作品番号 P45 作品名

図面

EX

要素 写真

ビーイン

要素 写真

木乃花

要素 写真

パシュ　丸井ファッション館

要素 写真

要素 写真

ジュン　メン　パルコⅠ店
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表３−１ 対象作品のデザイン要素、写真および図⾯ 10 
（筆者作成、写真・図⾯は「商店建築」、「Super Potato Design: The Complete Works of 
Takashi Sugimoto(by Mira Locher 1995)」、スーパーポテトホームページより） 

作品番号 P46 作品名

図面

作品番号 P47 作品名

図面

作品番号 P48 作品名

図面

作品番号 P49 作品名

図面

作品番号 P50 作品名

図面

オールド・ニュー　田園調布店

要素 写真

パセットウォーカー　新宿店

要素 写真

オールド・ニュー　北白河店

要素 写真

写真要素

青山ティーオージュンメン

セットオフ

要素 写真
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表３−１ 対象作品のデザイン要素、写真および図⾯ 11 
（筆者作成、写真・図⾯は「商店建築」、「Super Potato Design: The Complete Works of 
Takashi Sugimoto(by Mira Locher 1995)」、スーパーポテトホームページより） 

作品番号 P51 作品名

図面

作品番号 P52 作品名

図面

作品番号 P53 作品名

図面

作品番号 P54 作品名

図面

作品番号 P55 作品名

図面

イー.エム.エイ

要素 写真

上野　ティーオー

要素 写真

要素 写真

オールドニュー　六甲

春＆秋

要素 写真

ヒロコオム

要素 写真
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表３−１ 対象作品のデザイン要素、写真および図⾯ 12 
（筆者作成、写真・図⾯は「商店建築」、「Super Potato Design: The Complete Works of 
Takashi Sugimoto(by Mira Locher 1995)」、スーパーポテトホームページより） 

作品番号 P56 作品名

図面

作品番号 P57 作品名

図面

作品番号 P58 作品名

図面

作品番号 P59 作品名

図面

作品番号 P60 作品名

図面要素 写真

写真

セラトレーディングショールーム

要素 写真

オールドイン

要素 写真

パシュ  松山

オールドニュー  吉祥寺店

要素 写真

オールドニュー  新宿ルミネ店

要素
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表３−１ 対象作品のデザイン要素、写真および図⾯ 13 
（筆者作成、写真・図⾯は「商店建築」、「Super Potato Design: The Complete Works of 
Takashi Sugimoto(by Mira Locher 1995)」、スーパーポテトホームページより） 

作品番号 P61 作品名

図面

作品番号 P62 作品名

図面

TOTOスーパースペース

要素 写真

セットオフノイ

写真要素
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３．１．2 デザイン要素抽出結果 
杉本の商環境デザイン前期作品の抽出されたデザイン要素について、表２−３および

「２．３．３空間仕上要素」で⽰したデザイン要素の出現を調査し、その結果を⼀覧表と
して作成した。表３−２に前期作品の⼀覧表を⽰す。 

前期作品のデザイン要素の出現表は、縦の列としては、左から第 1 列に前期作品の作品
番号（P1〜P62）を⽰し、第 2 列に作品の発表年⽉を『商店建築』のデータから得られた
データシートより⽰し、第 3 列に『商店建築』で発表された作品名、第 4 列には⾯積、第
5 列には作品の商業業態を表⽰した。 

横の⾏としては、デザイン要素を⽰しており、第１⾏は「空間構成要素」、「空間仕上要
素」、「空間設計要素」の要素種別とし、第 2 ⾏は「床」「壁」「天井」の空間に細⽬がある
場合、第 3 ⾏は部位などの詳細を⽰している。第 4 ⾏はデザイン要素の表⽰記号、第 5 ⾏
はデザイン要素の名称を⽰している。 

第 5 列第 6 ⾏から以下の欄には、各作品におけるデザイン要素の出現が、有の場「1」、
無の場合「0」として表⽰している。 

各作品を通じて出現数が最も多いデザイン要素は、90％以上の作品に⽤いられている
「⽔平床」F2 である。 

続いて出現割合が 60%を超えるものとしては、「平⾏線」S3、「⽔平天井」L1、「⽯材系
床」FM4 である。 

出現割合 40〜50%のデザイン要素は、「⾃⽴壁」W1、「⽊材系床」FM1、「複合材床」
FM6、「⽊材系壁⾯」WM1、「⾦属系壁⾯」WM2、「⽯膏ボード系壁⾯」WM7、「⽯膏ボ
ード天井」CM3、「スケルトン天井」CM4、「壁⾯⼀体什器」FN1、「独⽴型什器」FN2、
「天井付帯照明」IL4 である。 

出現割合 25〜39%のデザイン要素は、「全円」C1、「交差線」P1、「複合図形」P2、「多
重図形」P3、「素材壁⾯」R2、「⽬隠し壁⾯」R3、「装飾壁⾯」R5、「複合材壁⾯」WM6、
「スケルトン壁」WM8、「設備露出天井」EQ1 である。 

出現割合 11〜24%のデザイン要素は「格⼦割付」S1、「対称配置線（シンメトリー）」S2、
「斜⾏線」S4、「部分円」C2、「吊天井」L3、「掘込み天井」L4、「格⼦壁⾯」R1、「ルーバ
ー壁」R4、「⾦属系床」FM2、「T/C 系床」FM3、「ルーバー天井」CM1、「格⼦天井」
CM2、「壁間接照明」IL2、「壁付帯照明」IL3 である。 

出現割合 10%以下のデザイン要素としては、「段差床」F1、「浮遊壁」W2、「曲⾯天井」
L2、「れんが系床」FM5、「スケルトン床」FM7、「タイル系壁⾯」WM3、「⽯材系壁⾯」



- 55 - 
 

WM4、「れんが系壁⾯」WM5、「床間接照明」IL1 である。 
年代的に⾒ると、偏在して出現しているデザイン要素として、「格⼦割付」S1 は、1972

年作品 P1『ブティック ワイズ』から 1979 年作品 P18『ナルセフローリスト』までに連続
して出現するが、以降にはみられない。「段差床」F1 は出現数も少なく 1978 年の作品 P15
『ザ・バイブレーション』、作品 P16『コアフール/⽯井』、作品 P17『まる⼋』の 3 作品に
⾒られるのみである。「⾦属系床」FM2 は 1983 年作品 P34『無印良品⻘⼭』以降にのみ出
現している。「格⼦天井」CM2 は 1979 年作品 P19『ルナロード美容室』以降には⾒られな
い。「平⾏線」S3 は、多くの作品に出現している。 

次に、作品ごとに使⽤されているデザイン要素の数について述べる。多くの数のデザイ
ン要素を使⽤している作品として、デザイン要素総数 48 のうち 20 要素以上（40%以上）
を使⽤しているものは、作品 P9『ポトス』、作品 P15『ザ・バイブレーション』、作品 P38
『オールドニュー』、作品 P45『EX』、作品 P49『セットオフ』、作品 P56『オールドニュ
ー吉祥寺店』、作品 P62『TOTO スーパースペース』である。 

反対に使⽤されているデザイン要素数の少ないデザイン要素数 9 以下（20%以下）は、
作品 3『コーヒーハウス コロ』、作品 P7『ブティック ISSEY MIYAKE』、作品 P28『アイ
ボリー』、作品 P29『司』、作品 P30『⾙作』、作品 P58『パシュ松⼭』である。その他は、
デザイン要素数 10 から 19 である。 
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表３−２ 対象作品のデザイン要素の出現表（筆者作成） 

S1 S2 S3 S4 C1 C2 P1 P2 P3 F1 F2 W1 W2 L1 L2 L3 L4 R1 R2 R3 R4 R5 FM1 FM2 FM3 FM4 FM5 FM6 FM7 WM1 WM2 WM3 WM4 WM5 WM6 WM7 WM8 CM1 CM2 CM3 CM4 FN1 FN2 IL1 IL2 IL3 IL4 EQ1 EX1

作
品
番
号

発
表
年

作品名
⾯積
㎡

業
態 格

⼦
割
付

対
称
配
置
線

平
⾏
線

斜
⾏
線

全
円

部
分
円

交
差
線

複
合
図
形

多
重
図
形

段
差
床

⽔
平
床

⾃
⽴
壁

浮
遊
壁

⽔
平
天
井

曲
⾯
天
井

吊
天
井

掘
込
み
天
井

格
⼦
壁
⾯

素
材
壁
⾯

⽬
隠
し
壁
⾯

ル
ー
バ
ー
壁
⾯

装
飾
壁
⾯

⽊
材
系
床

⾦
属
系
床

T
/
C
系
床

⽯
材
系
床

れ
ん
が
系
床

複
合
材
床

ス
ケ
ル
ト
ン
床

⽊
材
系
壁
⾯

⾦
属
系
壁
⾯

タ
イ
ル
系
壁
⾯

⽯
材
系
壁
⾯

れ
ん
が
系
壁
⾯

複
合
材
壁
⾯

⽯
膏
ボ
ー
ド
壁
⾯

ス
ケ
ル
ト
ン
壁
⾯

ル
ー
バ
ー
天
井

格
⼦
天
井

⽯
膏
ボ
ー
ド
天
井

ス
ケ
ル
ト
ン
天
井

壁
⾯
⼀
体
什
器

独
⽴
型
什
器

床
間
接
照
明

壁
間
接
照
明

壁
付
帯
照
明

天
井
付
帯
照
明

設
備
露
出
天
井

芸
術
家
協
働
作
業

出
現
要
素
数

出
現
割
合
%

P1 1972 ブティックワイズ 35 A 1 0 1 1 0 0 0 1 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 1 0 1 1 1 0 0 15 31.3%

P2 1972 ラジオ 30 B 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 1 0 1 1 1 0 0 13 27.1%

P3 1972 コーヒーハウス コロ 30 C 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 8 16.7%

P4 1973 パブオレンジ 50 B 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 1 1 0 1 1 1 0 0 14 29.2%

P5 1973 ナルセフローリスト 40 G 1 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1 1 0 0 14 29.2%

P6 1974 テフテフ 39 B 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 1 1 0 0 12 25.0%

P7 1974 ブティック ISSEY MIYAKE 18 A 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 8 16.7%

P8 1974 カワキチ ⼤阪⽀店 137 F 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1 1 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 1 15 31.3%

P9 1975 ポスト 56 B 1 1 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 1 1 0 0 0 1 0 0 1 1 1 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 21 43.8%

P10 1975 アール・ビバン 73 H 1 0 1 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 1 0 0 13 27.1%

P11 1975 カフェフィガロ 123 C 0 1 1 0 1 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 13 27.1%

P12 1975 ストロベリー 91 CB 1 1 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 1 0 0 15 31.3%

P13 1976 カッチャー・タカハシ⻘⼭店 49 E 1 0 1 1 1 0 1 1 1 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 18 37.5%

P14 1977 マラソンクラブ 92 H 0 1 1 0 1 0 1 0 0 0 1 1 0 1 0 1 0 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 17 35.4%

P15 1978 ザ・バイブレーション 275 H 0 1 1 0 0 1 1 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 1 1 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 1 1 0 0 1 0 1 0 21 43.8%

P16 1978 コアフール／⽯井 57 E 1 0 1 1 0 0 1 0 1 1 0 1 0 1 0 1 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 18 37.5%

P17 1978 まる⼋ 85 B 0 0 1 0 1 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 18 37.5%

P18 1979 ナルセフローリスト ノブ 35 G 1 0 1 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 1 0 0 0 0 1 12 25.0%

P19 1979 ルナロード美容室 132 E 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 1 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 1 0 0 13 27.1%

P20 1979 アゼリア 42 B 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 12 25.0%

P21 1979 フクダモーターズ 107 F 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0 1 0 0 12 25.0%

P22 1980 100%ファクトリー 153 BE 0 0 1 0 1 0 1 1 0 0 1 0 1 0 0 0 1 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 1 1 0 0 0 1 1 0 19 39.6%

P23 1981 シルバーポット 178 C 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 1 0 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 12 25.0%

P24 1981 ショップ スパイラル 38 G 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 1 0 0 11 22.9%

P25 1981 日本リクルートセンター銀座ビル　ティーラウンジ 118 D 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 0 1 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 16 33.3%

P26 1981 レディーポテト 114 B 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 15 31.3%

P27 1981 モンジュ 63 G 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 12 25.0%

P28 1981 アイボリー 30 G 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 9 18.8%

P29 1981 司 130 D 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 9 18.8%

P30 1981 ⾙作 115 D 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 7 14.6%

P31 1982 ラジオ 32 B 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 1 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 1 15 31.3%

P32 1982 テルース 74 G 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 13 27.1%

P33 1983 ラ・ブレア 54 A 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1 0 0 17 35.4%

P34 1983 無印良品⻘⼭ G 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 12 25.0%

P35 1983 パシュ 札幌 56 A 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 11 22.9%

P36 1983 パシュ ラボ 157 A 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 1 1 15 31.3%

P37 1983 無印良品アメリカ村 348 G 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 1 0 1 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 14 29.2%

P38 1983 オールドニュー 228 BC 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 1 1 0 1 0 1 1 1 1 0 1 0 1 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 1 1 21 43.8%

P39 1983 セラ 43 B 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0 1 0 1 15 31.3%

P40 1983 ビギ青山ビル %th club & TAKEO KIKUCHI AOYAMA 146 A 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 11 22.9%

P41 1984 パシュ丸井ファッション館 28 A 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 1 15 31.3%

P42 1984 ビーイン 119 B 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 1 0 0 0 1 1 0 0 1 1 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 15 31.3%

P43 1984 ジュン メン パルコⅠ店 75 A 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 1 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 11 22.9%

P44 1984 ⽊乃花 158 B 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 12 25.0%

P45 1984 ＥＸ 403 BC 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 1 0 1 0 1 1 1 0 0 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 20 41.7%

P46 1985 ⻘⼭ティーオー  ジュン  メン 121 B 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 1 0 1 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 1 17 35.4%

P47 1985 オールド・ニュー  北⽩河店 98 D 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 15 31.3%

P48 1985 オールド・ニュー  ⽥園調布店 938 D 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 1 1 1 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 17 35.4%

P49 1985 セットオフ 87 B 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 1 0 1 1 1 0 1 0 1 0 1 1 0 0 0 1 0 1 0 0 1 1 0 0 1 1 1 0 0 1 22 45.8%

P50 1986 バセット  ウォーカー  新宿店 55 A 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 1 0 1 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 15 31.3%

P51 1986 イー．エム．エイ． 35 B 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 1 1 0 1 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 15 31.3%

P52 1986 ヒロコオム 89 A 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 10 20.8%

P53 1986 上野 ティーオー 424 A 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 10 20.8%

P54 1986 春&秋 145 B 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 1 0 1 0 1 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 16 33.3%

P55 1986 オールドニュー六甲 806 H 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 10 20.8%

P56 1987 オールドニュー  吉祥寺店 247 BC 0 0 1 0 1 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 1 0 1 0 1 1 0 0 0 1 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 1 20 41.7%

P57 1987 オールドニュー  新宿ルミネ店 300 BC 0 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 1 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 16 33.3%

P58 1988 パシュ松⼭ 25 A 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 9 18.8%

P59 1988 セラトレーディングトョールーム 382 F 0 0 1 1 0 0 1 0 1 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 17 35.4%

P60 1989 オールド  イン 158 B 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 1 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 1 0 19 39.6%

P61 1989 セット  オフ  ノイ 173 B 0 0 1 0 1 1 1 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 1 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 1 18 37.5%

P62 1989 TOTOスーパースペース 2583 F 0 0 1 1 1 0 1 0 1 0 1 1 0 1 0 0 0 0 1 1 0 1 1 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 1 20 41.7%
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デザイン要
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要素種別 空間構成要素

      業態記号 A：ブティック B：バー C：カフェ D：飲⾷店（バー・カフェ以外） E：美容室 F：ショールーム G：物販店 H：その他

天井 家具什器 照明・設備
表⽰記号

計数

出現作品数

出現割合％

計数

平⾯ 断⾯ ⽴⾯
詳細 直線
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３．１．３ クラスター分析による作品分類 
以上の前期 62 作品（P1〜P62）についてデザイン要素の出現表の表３−２を⽤いて、林

の数量化Ⅲ類による分析を⾏った。 
前期作品の結果として抽出された軸の特性表（固有値・寄与率・相関係数）を表３−３

に⽰す。その結果から、固有値 0.15 以上および相関係数 0.4 以上の軸を説明軸として採⽤
することとし第 3 軸までを選定した。この軸に対するカテゴリースコア（CS と呼ぶ）を表
３−４及び図３−１に⽰す。各軸は次のように解釈した。解釈にあたっては、対象軸で絶
対値の⼤きい要素を参照するが、他軸でスコアがより⼤きい場合にはそちらを参照するこ
ととした。 

第 1 軸は CS が正では「格⼦割付」S1＝2.62、「格⼦天井」CM2＝1.90 そして負では 1.38
〜1.52 に「スケルトン床」FM7、「スケルトン壁⾯」WM８、「スケルトン天井」CM4 と
「設備露出天井」EQ1 が現れており、「格⼦割付」か「スケルトン」のいずれかを構成要
素の中⼼としていることを⽰している。 

第 2 軸は正の CS は「曲⾯天井」L2＝3.12、「掘込み天井」L4＝2.20 と負の「格⼦天井」
CM2＝2.33、「吊天井」L3＝1.97 が現れ、形状を有する天井か吊り系の負の「ルーバー天
井」CM1＝0.40 の利⽤を⽰している。 

第 3 軸の CS の正では、「れんが系床」FM5「れんが系壁⾯」WM5＝3.62、「⾦属系床」
FM2＝2.06、負では「T/C 系床」FM3＝4.13 が現れ、床仕上げの硬軟を⽰すと解釈した。 

次に、各作品の第１軸から第３軸のサンプルスコアの表３−５を⽤いて各作品について
クラスター分析を⾏い、作品の分類を⾏った。⼿法は、Ward 法によりユークリッド距離
を使⽤した。この結果について、デザイン要素の出現を含めた樹形図として図３−２に⽰
す。 

この 1 軸 2 軸におけるクラスター分析の結果について、樹形図の距離 4.5 付近で切断す
ると、前期作品は 5 群に分類することができる。このクラスター分析で分類した群を図３
−2 の樹形図の上⽅の群から、P-A 群、P-B 群、P-C 群、P-D 群、P-E 群と称する。また
サンプルスコアの散布図を図 3-3 に⽰す。 

これらの群内を観察すると P-C 群は枝分かれの距離とまとまり具合、すなわち各作品同
⼠の距離が⽐較的均等で、独⽴的作品があるため、Ｐ-C 群内をさらに 2 群の P-CⅠ群と P-
CⅡ群に分割することとした。 
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表３−３ 数量化Ⅲ類における軸の特性表（著者作成） 

 
 

表３−４ 数量化Ⅲ類における各要素のカテゴリースコア表（著者作成） 
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図３−１ 数量化Ⅲ類における各要素のカテゴリースコア図（著者作成） 
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段差床F1
設備露出天井EQ1
天井付帯照明IL4

全円C1
多重図形P3
装飾壁⾯R5

ルーバー壁⾯R4
掘込み天井L4

部分円C2
曲⾯天井L2

吊天井L3
⽯材系壁⾯WM4

ルーバー天井CM1
T/C系床FM3

カテゴリースコア 第3軸
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表３−５  数量化Ⅲ類による各作品のサンプルスコア（著者作成） 

作品No. 第1軸 第2軸 第3軸 作品No. 第1軸 第2軸 第3軸

1 1.8049 -0.0349 0.8288 32 -0.0605 -0.0296 0.0449

2 1.7620 -0.8042 0.3041 33 -0.9834 1.3615 0.7507

3 1.8968 -0.6477 0.5651 34 -2.0436 1.1282 2.5135

4 1.8761 -0.1591 0.6738 35 0.0817 0.8838 0.5942

5 1.5522 -1.1840 1.4124 36 -0.6350 -0.4350 0.6758

6 1.8780 -0.9562 1.0796 37 -1.5696 1.0081 2.4587

7 1.2151 0.8644 0.3436 38 -1.2081 -0.3337 -0.3143

8 1.2268 -0.7393 0.1531 39 0.3623 1.1013 -1.5508

9 0.8903 -1.0123 0.5938 40 -0.7444 1.2599 0.5977

10 1.4074 0.3965 0.3903 41 -0.4332 0.5179 0.3360

11 1.2991 -0.1747 0.3678 42 -0.1621 1.6378 0.2844

12 1.7077 -0.7516 0.7022 43 -0.8695 1.1737 0.8904

13 0.9682 0.0091 0.2467 44 -0.0078 0.9243 0.3296

14 0.4042 -0.6647 -0.4517 45 -1.0289 -0.4796 0.3725

15 -0.1764 -2.0188 -0.3978 46 -0.9709 0.3390 0.5468

16 0.6340 -1.3522 -0.0804 47 -0.8044 1.5755 1.7656

17 -0.7151 -2.0663 -0.1207 48 -0.8700 0.7913 0.5420

18 1.5897 0.4214 1.0340 49 -0.3891 0.0150 0.7816

19 0.5747 0.1383 -0.8216 50 -1.0917 -0.1697 0.4376

20 1.1541 0.7012 -0.3346 51 -1.0648 -0.9608 -1.9176

21 0.0894 1.4698 -1.4729 52 -1.1326 -1.7670 -1.9842

22 0.0131 0.2644 -0.6105 53 -1.2989 -1.2527 -1.2676

23 0.8834 1.7782 -0.6746 54 -1.2393 -0.3264 0.3448

24 0.4268 0.9245 -1.0437 55 -1.2871 -1.1215 -0.9436

25 0.1578 1.2503 -2.3209 56 -1.0316 -0.7154 -0.7450

26 -0.7442 -0.6437 -1.8795 57 -0.4668 0.0858 0.1405

27 0.2342 1.0997 -0.7051 58 -0.1298 -0.1444 0.3432

28 1.0541 1.4006 -1.0892 59 -0.4324 -1.0985 0.3424

29 0.6235 1.8521 -2.5808 60 -0.6392 -0.6160 0.5215

30 1.0001 2.6356 -1.3733 61 -0.3738 -0.1655 -0.3177

31 0.3590 0.9425 -1.6635 62 -0.4508 -0.5747 0.1108  
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図３−２ クラスター分析結果（著者作成） 
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図３−3 前期サンプルスコア散布図上の分析結果（著者作成） 
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３．１．４ 分類された前期作品の各群のデザイン要素 
分類された作品に⽤いられているデザイン要素の出現率が 40％以上〜60%未満、60％以

上の結果を表３−６に⽰す。全体を通して⾒ると、全ての群で 60%以上の作品に出現して
いるデザイン要素は「⽔平床」F２のみである。 

さらに 40%以上〜60%未満の作品も含めて⼤半の群に出現しているデザイン要素は、
「⽔平天井」L1、「平⾏線」S3「⽯材系床」FM4、「壁⾯⼀体什器」FN1 などである。 

次に各作品群で 40%以上〜60%未満で出現している要素は、上述の要素以外は各作品群
で異なり、各作品群の特性の⼀つとなっている。更に、出現率の低いデザイン要素はその
作品群特有に出現するデザイン要素として出現している。 

 
 

表３−６ 分類された作品群に出現したデザイン要素（著者作成） 
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１） P-A 群のデザイン要素 
P-A 群は杉本がデビューした 1972 年から 1998 年までの作品である。前期作品の P-A 群

に分類された作品で⽤いられているデザイン要素は、以下の通りである。「格⼦割付」S1、
「対称配置線（シンメトリー）」S2、「平⾏線」S3、「斜⾏線」S4、「複合図形」P2、「⽔平
天井」L1、「⽊材系床」FM1、「⽯材系床」FM4、「⽯膏ボード壁⾯」WM7、「⽯膏ボード
天井」CM3、「天井付帯照明」IL4 が多⽤されている。 

P-A 群のデビュー作である作品 P1『ブティック ワイズ』に⽤いられた「平⾏線」S3 で
グリッド上に規則正しく割り付けられた「格⼦割付」S1 は、P-A 群の前半年に必ず出現し
ている。「天井付帯照明」IL4 も同様である。 

P-A 群の中でも年代が進んだ 1994 年、作品 P8『カワキチ⼤阪⽀店』、1995 年、作品 P9
『ポスト』、1998 年、作品 P15『バイブレーション』のデザインでは、前述のデザイン要
素に加え、「格⼦壁⾯」R1、「ルーバー壁⾯」R4 や「壁⾯間接照明」IL2、「装飾壁⾯」Ｒ5
が作品に付け加えられ、「独⽴型什器」FN2 が出現している。空間仕上要素を⾒ると、床
は「⽊材系床」FM1、「⽯材系床」FM4、壁、天井は「⽯膏ボード壁⾯」WM7、「⽯膏ボ
ード天井」WM7 である。 
 
２） P-B 群のデザイン要素 

P-B 群に分類された作品は 1979 年から 1983 年にわたり完成した作品である。多く⽤い
られているデザイン要素は「複合図形」P2、「⽔平天井」L1、「⽯材床」FM4、「⽯材系壁
⾯」WM4、「⽯膏ボード壁⾯」WM7、「⽯膏ボード天井」CM3、「独⽴型什器」FN2、「天
井付帯照明」IL4 がある。 

デザイン要素の特性は、P-A 群で多⽤された「格⼦割付」S1、「対称配置線（シンメトリ
ー）」S2、「斜⾏線」S4 が出現していないことである。代わりに平⾯において曲線の「全円」
C1 が新たに出現している。代表的な作品は、作品 P19『ルナロード美容院』、作品 P20
『アゼリア』、作品 P25『⽇本リクルートセンター銀座ビルティーラウンジ』などで、この
特性が⽰されている。壁の「空間構成要素」に「⽬隠し壁⾯」R3、「ルーバー壁⾯」R4 が
⽤いられ、P-A 群から新しく出現したデザイン要素である。 

「空間仕上要素」を⾒ると、壁⾯では作品 P18『ナルセフローリスト』に「⽯膏ボード
壁⾯」WM7 の表⾯に「⽊材系壁⾯」WM1 が仕上げとして出現している。天井では、「曲
⾯天井」L2 が出現し、P-A 群と同様に「天井付帯照明」IL4 も出現している。P-A 群で多
⽤された「壁⾯付帯照明」IL2、「壁付帯照明」IL3 は出現していない。 
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作品 P31『ラジオ（⼆期）』では、杉本のデザインの主流になる芸術家若林奮との「芸術
家協働作業」EX1 が初めて出現した。 

 
３） P-C 群のデザイン要素 

P-C 群では時代によって P-CⅠ群と P-CⅡ群の⼆つの群に分類されている。多く出現す
るデザイン要素は、群全体では「平⾏線」S3、「段差床」F1、「⾃⽴壁」W1、「⽯材系床」
FM4、「⽊材系壁⾯」WM1、「スケルトン天井」CM4、「設備露出天井」EQ1 である。 

CⅠ群は、1978 年の作品 P15『ザ バイブレーション』、作品 P17『まる⼋』の 2 作品で
構成される。平⾯には、前者で「部分円」C2 が、後者では「平⾏線」S3 と「全円」C1 が
⼤胆に使⽤され、「空間仕上要素」では、「スケルトン壁⾯」WM8、「スケルトン天井」
CM4 が初めて出現している。さらにデザイン要素全体では「交差線」P1、「スケルトン壁
⾯」WM8、「スケルトン天井」CM4、「格⼦天井」CM2、「設備露出天井」EQ1 が初めて
試されている。これは後述の CⅡ群では⽤いられていない。 

CⅡ群では 1981 年から 1987 年の作品で多く出現するデザイン要素は、「平⾏線」S3、
「装飾壁⾯」R5、「⽯材床材」FM4、「⾦属系壁⾯」WM2、「スケルトン壁⾯」WM8、「ス
ケルトン天井」CM4、「設備露出天井」EQ1 が挙げられる。「芸術家協働作業」EX1 は、作
品 P38『オールドニュー』、作品 P55『オールドニュー六甲』、作品 P56『オールドニュー
吉祥寺店』で使われるが、1986 年の作品 P50『バゼットウォーカー新宿店』、作品 P51
『イー・エム・エイ』、作品 P52『ヒロコオム』、作品 P53『上野 ティーオー』、作品 P54
『春＆秋』、作品 P55『オールドニュー六甲』の作品 6 作品では⽤いられていない。「壁⾯
付帯装飾」R4、「設備露出天井」EQ1 も新しく出現している。 
 
４） P-D 群のデザイン要素 

P-D 群は、1982 年からバブル経済崩壊前の 1989 年までの作品である。「空間構成要素」
のデザイン要素は、平⾯と⽴⾯で「平⾏線」S3、「複合図形」P2「多重図形」P3、「⽬隠
し壁⾯」R3、「ルーバー壁⾯」R4、「⽔平天井」L1、「空間仕上要素」として、「⽊材系床」
FM1、「⾦属系床」FM2、「⽯材系床」FM4、「複合材床」FM6、「れんが系床」FM5、壁
仕上げに「⽊材系壁⾯」WM1、「⾦属系壁⾯」WM2 が出現している。 

他群と異なるデザイン要素として、「⾃⽴壁」W1、「⽬隠し壁」R3 が複合的に使われ、
「複合材床」FM6 も多く出現している。 

作品 P36『パシュ ラボ』、作品 P45『EX』では、「装飾壁⾯」R5、「芸術家協働作業」
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EX1 が⾒られ、「ルーバー壁⾯」R4、「交差線」P1 の配置などが⾏われている。 
P-D 群を図 3−2 で、作品 P32『テルース』から作品 P49『セットオフ』の群と作品 P36

『パシュ ラボ』から作品 P54『春&秋』の群に分けてみると、両群の違いは、天井仕上げ
にあり、後者は「スケルトン天井」CM4 と「設備露出天井」EQ1 が⽤いられているが、
前者は「設備露出天井」EQ1 は全く使⽤されていない。天井に明瞭な差が⽰されている。 

 
５） P-E 群のデザイン要素 

P-E 群は、1983 年から 1985 年の作品に集中した群である。 
デザイン要素は、⽴⾯に「ルーバー壁⾯」R4、床仕上げには「⽊材系床」FM1、「⾦属

系床」FM2、「れんが系床」FM5、壁仕上げに「⽊材系壁⾯」WM1、「⾦属系壁⾯」WM2、
「複合材壁⾯」WM6 が⽤いられ、⽊材系と他の仕上げ要素との複合化が⾒られる。特に
「複合材壁⾯」WM6 は他の群では⾒られないデザイン要素の使⽤頻度である。 

平⾯では「多重図形」P3、断⾯では「⾃⽴壁」S12、⽴⾯では「ルーバー壁」R4 と「⽬
隠し壁」R3 の出現頻度は⽐較的⾼い。 

P-E 群の⼆つの群に分けられる⼤きな要因であるデザイン要素「芸術家協働作業」EX１
は作品 P35『パシュ 札幌』、作品 P36『パシュ ラボ』、作品 P38『オールドニュー』、作
品 P39『セラ』、作品 P41『パシュ 丸井ファッション館』、作品 P42『ビーイン』、作品
P45『EX』、作品 P46『⻘⼭ティーオー ジュン メン』、作品 P47『オールドニュー 北
⽩河店』、作品 P49『セットオフ』の 9 作品で⾏われている。 
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第２節 1990 年〜2018 年までの後期作品（作品番号 L1〜L55） 
3．２．1 研究対象作品 

研究対象のバブル経済崩壊後の 1990 年から杉本の晩年である 2018 年までの後期 55 作
品について『商店建築』「スーパーポテト」のホームページ等から各作品の作品名、発表年、
⾯積、写真、図⾯、作品解説、仕上げ表をまとめて⼀覧表にした図２−２のデータシート
から、「２．⽅法」の章で述べた「空間構成要素」、「空間仕上要素」、「空間設計要素」の三
つの要素種別からデザイン要素を抽出し、デザイン要素を空間化して表現した⼀覧表を表
３−７としてまとめた。この場合、表２−３のデザイン要素の空間表現化した模式表⽰を
⽤いて表現したダイアグラムを参考にして⾏った。 
 抽出の実際を作品 L 2『春秋 ⾚坂』を事例として、表３−７から説明する。図２−２の
データシートより⼊⼿出来た図⾯は平⾯図である。 

図２−２のデータシートを分析すると「空間構成要素」は、平⾯計画には「平⾏直線」
S2 を基調に、店舗（レストラン）の機能を「機能対応型平⾯」S7 によって計画され、断
⾯計画としての床は「⽔平床」S10 で構成されている。壁には店舗空間を機能によって
「⾃⽴壁」W1、「浮遊壁」W2 が⽤いられ空間が閉鎖的にならないように区画されてい
る。⽴⾯においては、「⽬隠し壁⾯（スクリー ン）」R3 と 「ルーバー壁⾯」R4 の⽊格⼦壁
によって和⾵を演出するデザインがされている。天井全体は、デザイン要素はなく「⽔平
天井」L1 で構成されている。 

「空間仕上要素」は、床には 「⽊材系床」FM1、「⽯材系床」FM4 が、「床複合床素材」
FM5 として仕上げられている。壁仕上げには 、この作品から初めて古⺠家などで廃棄され
た古⽊である「壁⽊材系 （古材）」WM1、「塗装系壁⾯（左官）」WM11 が出現している。
天井仕上げには、「⽯膏ボード天井」WM7 が⽤いられている。 

「空間設計要素」は、壁の照明には「⾃⽴壁」W1、「浮遊壁」W2 と⼀体化され間接的
に照らす「壁間接照明」IL2、和⾵の演出のために「壁付帯照明」IL3 が⽤いられている。
天井の照明は「天井付帯照明」IL4 が使⽤されている。全体計画は「芸術家協働作業」
EX1 にて計画されている。これらが、作品 L2『春秋 ⾚坂』 の要素として特定された。 

これらのデザイン要素を表２−３の模式表⽰の凡例を組み合わせて、この作品のダイア
グラムとして表現し、写真も、図⾯も合わせて表３−７の作品番号 L 2『春秋 ⾚坂』とし
て提⽰した。  
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表３−７  対象作品のデザイン要素、写真および図⾯１ 
（筆者作成、写真・図⾯は「商店建築」、「Super Potato Design: The Complete Works of 
Takashi Sugimoto(by Mira Locher 1995)」、スーパーポテトホームページより） 

作品番号 L1 作品名

図面

作品番号 L2 作品名

図面

作品番号 L3 作品名

図面

作品番号 L4 作品名

図面

作品番号 L5 作品名

図面

徳寿　カンパリ店

キササ

要素 写真

春秋　赤坂

TOTO東陶陶器ショールーム

要素 写真

要素

要素 写真

写真

春秋　バイクロス　福岡店

要素 写真
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表３−７  対象作品のデザイン要素、写真および図⾯ 2 
（筆者作成、写真・図⾯は「商店建築」、「Super Potato Design: The Complete Works of 
Takashi Sugimoto(by Mira Locher 1995)」、スーパーポテトホームページより） 

作品番号 L6 作品名

図面

作品番号 L7 作品名

図面

作品番号 L8 作品名

図面

作品番号 L9 作品名

図面

作品番号 L10 作品名

図面

写真

春秋　響　西麻布

写真

要素 写真

フーフー

要素

写真

デポ　上野

要素

由庵　新宿

要素 写真

モルツクラブ　京都

要素
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表３−７ 対象作品のデザイン要素、写真および図⾯ 3 
（筆者作成、写真・図⾯は「商店建築」、「Super Potato Design: The Complete Works of 
Takashi Sugimoto(by Mira Locher 1995)」、スーパーポテトホームページより） 
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表３−７ 対象作品のデザイン要素、写真および図⾯ 4 
（筆者作成、写真・図⾯は「商店建築」、「Super Potato Design: The Complete Works of 
Takashi Sugimoto(by Mira Locher 1995)」、スーパーポテトホームページより） 

 



- 72 - 
 

表３−７  対象作品のデザイン要素、写真および図⾯ 5 
（筆者作成、写真・図⾯は「商店建築」、「Super Potato Design: The Complete Works of 
Takashi Sugimoto(by Mira Locher 1995)」、スーパーポテトホームページより） 

作品番号 L21 作品名

図面

作品番号 L22 作品名

図面

作品番号 L23 作品名

図面

作品番号 L24 作品名

図面

作品番号 L25 作品名

図面

由庵　恵比寿

要素 写真

要素 写真

春秋　溜池山王店

響　丸の内店

要素 写真

ジパングスーパーダイニング　永田町店

要素 写真

カフェトゥー

要素 写真
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表３−７  対象作品のデザイン要素、写真および図⾯ 6 
（筆者作成、写真・図⾯は「商店建築」、「Super Potato Design: The Complete Works of 
Takashi Sugimoto(by Mira Locher 1995)」、スーパーポテトホームページより） 

作品番号 L26 作品名

図面

作品番号 L27 作品名

図面

作品番号 L28 作品名

図面

作品番号 L29 作品名

図面

作品番号 L30 作品名

図面

ZUMA

要素 写真

ケセラ

要素 写真

キッチンしゅんじゅう　銀座

要素 写真

写真

要素 写真

旬房　六緑　六本木

無印良品有楽町

要素
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表３−７ 対象作品のデザイン要素、写真および図⾯ 7 
（筆者作成、写真・図⾯は「商店建築」、「Super Potato Design: The Complete Works of 
Takashi Sugimoto(by Mira Locher 1995)」、スーパーポテトホームページより） 
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表３−７ 対象作品のデザイン要素、写真および図⾯ 8 
（筆者作成、写真・図⾯は「商店建築」、「Super Potato Design: The Complete Works of 
Takashi Sugimoto(by Mira Locher 1995)」、スーパーポテトホームページより） 

作品番号 L36 作品名

図面

作品番号 L37 作品名

図面

作品番号 L38 作品名

図面

作品番号 L39 作品名

図面

作品番号 L40 作品名

図面

春秋  ユラリ

要素 写真

MUJI 新宿

要素 写真

ハイアットリージェンシー京都　東山ダイニング

要素 写真

MUJI 六本木

]] 写真

写真

マナーハウス島津重冨荘ダイニング

要素
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表３−７  対象作品のデザイン要素、写真および図⾯ 9 
（筆者作成、写真・図⾯は「商店建築」、「Super Potato Design: The Complete Works of 
Takashi Sugimoto(by Mira Locher 1995)」、スーパーポテトホームページより） 

作品番号 L41 作品名

図面

作品番号 L42 作品名

図面

作品番号 L43 作品名

図面

作品番号 L44 作品名

図面

作品番号 L45 作品名

図面

アンダーズホテルダイニング

要素 写真

MUJI テラスモール湘南店

要素 写真

カフェ&ミール MUJI 南青山

要素 写真

要素 写真

パークハイアット釜山ダイニング

要素 写真

コレド室町
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表３−７  対象作品のデザイン要素、写真および図⾯ 10 
（筆者作成、写真・図⾯は「商店建築」、「Super Potato Design: The Complete Works of 
Takashi Sugimoto(by Mira Locher 1995)」、スーパーポテトホームページより） 

作品番号 L46 作品名

図面

作品番号 L47 作品名

図面

作品番号 L48 作品名

図面

作品番号 L49 作品名

図面

作品番号 L50 作品名

図面

AZIA

要素 写真

パークハイアットソウル　ダイニング

要素 写真

ライトオン　MOZOワンダーシティ店

要素 写真

マナーハウス 島津 重富荘ダイニング

要素 写真

要素 写真

MUJI　上海
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表３−７  対象作品のデザイン要素、写真および図⾯ 11 
（筆者作成、写真・図⾯は「商店建築」、「Super Potato Design: The Complete Works of 
Takashi Sugimoto(by Mira Locher 1995)」、スーパーポテトホームページより） 

作品番号 L51 作品名

図面

作品番号 L52 作品名

図面

作品番号 L53 作品名

図面

作品番号 L54 作品名

図面

作品番号 L55 作品名

図面

無印良品  シンガポール

要素 写真

ライトオン  調布

要素 写真

無印良品　大阪

要素 写真

要素 写真

星野リゾート 界 アンジンダイニング

MIJI HOTEL SHENZHEN

要素 写真
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３．２．２ デザイン要素抽出結果 
杉本の商環境デザイン後期作品の抽出されたデザイン要素について、表２−３および

「２．３．３空間仕上要素」で⽰したデザイン要素の出現を調査し、その結果を⼀覧表と
して作成した。これを後期作品は表３−８に⽰す。 

後期作品のデザイン要素の出現表は、縦の列としては、左から第 1 列に後期作品の作品
番号（L1〜L55）を⽰し、第 2 列に作品の竣⼯年⽉を『商店建築』のデータから得られた
データシートより⽰し、第 3 列に『商店建築』で発表された作品名、第 4 列に後期作品は
⼤型店舗が多いため店舗⾯積を加え、第 5 列に作品の商業業態を表⽰した。 

横の⾏としては、デザイン要素を⽰しており、第１⾏は「空間構成要素」、「空間仕上要
素」、「空間設計要素」の要素種別とし、第 2 ⾏は「床」、「壁」、「天井」の空間に細⽬があ
る場合、第 3 ⾏は部位などの詳細を⽰している。第 4 ⾏はデザイン要素の表⽰記号、第 5
⾏はデザイン要素の名称を⽰している。 

第 5 列第 6 ⾏から以下の欄には、各作品におけるデザイン要素の出現が、有の場「1」、
無の場合「0」として表⽰している。 

最下欄と最右欄は、「計数」としてデザイン要素と作品毎の要素の出現要素数と出現割合
(%)の結果を⽰している。 

各作品を通じて出現数が最も多いデザイン要素は、90％以上の作品に⽤いられている
「平⾏線」S2 および「⽔平床」F2 である。 

続いて多い出現割合が 80%を超えるものは、「⽔平天井」L1、「⽊材系床」FM1、「既成
⽊材系壁⾯」WM1 である。 

出現割合 50〜79%のデザイン要素は、「交差線」P1、「複合図形」P2、「既成⽯材系床」
FW4、「左官系壁⾯」WM11、「スケルトン天井」CM14、「独⽴デザイン什器」FN2、「機
能独⽴型什器」FN4、「設備露出天井」EQ1、「芸術家協働作業」EX1 である。 

出現割合 30〜49％のデザイン要素は「斜⾏線」S4、「⾃⽴壁」W1、「天井」L4、「⽬隠
し壁⾯」R3、「装飾壁⾯」R5、「並列型装飾壁⾯」R6、「既成⽊材系壁⾯」WM1、「複合材
壁⾯」WM6、「⽯膏ボード天井」CM3、「壁⾯⼀体什器」FN1、「壁間接照明」IL2、「壁付
帯照明」IL3 である。 

出現割合 10〜29％のデザイン要素は、「格⼦割付」S1、「多重図形」P3、「段差床」F1、
「浮遊壁」W2、「吊天井」L3、「格⼦壁⾯」R1、「素材壁⾯」R2、「ルーバー壁⾯」R4、
「T/C 系材」FM3、「複合材床」FM6、「⾦属系壁⾯」WM3、「⽯材系壁⾯（既成材）」
WM5、「⽯材系壁⾯（⾃然岩材）」WM6、「れんが系壁⾯」WM7、「⽯膏ボード壁⾯」
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WM9、「スケルトン壁⾯」WM10、「ガラス系壁⾯」WM12、「ルーバー天井」CW1、「天
井付帯照明」IL4、「独⽴型吊天井照明」IL5 である。 

出現割合 10％以下のデザイン要素は、「全円」C1、「部分円」C2、「曲⾯天井」L2、「⾦
属系床」FM2、「タイル系壁⾯」WM4、「独⽴型什器（⾻董品家具）」FN3 である。 

年代的に⾒ると偏在して出現しているデザイン要素として、前期作品の前半で多く使⽤
された「格⼦割付」S1 が 2007 年以降の作品で復活している。「全円」C1、「部分円」C2 は、
1990 年から 1992 年に集中する作品 L1『徳寿 カンパリ店』、作品 L3『春秋 福岡店』、
作品 L4『TOTO 陶器ショールーム』、作品 L6『春秋 響 ⻄⿇布』の 4 作品のみに出現し
ている。天井については「曲⾯天井」L2 は 2017 年と 2018 年の作品 53『星野リゾート 界 
ア ジ ア ン ダ イ ニ ン グ 』、 作 品 54『 無 印 良 品  ⼤ 阪 』、 作 品 55『MUJI HOTEL 
SHENZHEN』の 3 作品のみで使⽤されている。「⾦属系床」FM2 は 1993 年作品 L8『デポ
上野』の⼀例のみに出現している。「平⾏直線」S2、「⽔平床」F2 は、多くの作品に出現し
ている。 

次に、作品ごとに使⽤されているデザイン要素の数について述べる。 
多くの数のデザイン要素を使⽤している作品として、デザイン要素総数 52 のうち 21 要

素以上（40%以上）を使⽤している作品は、作品 L3『春秋 福岡店』、作品 L6『春秋響 
⻄⿇布店』、作品 L30『ケセラ』、作品 L33『グランドハイアットシンガポール』、作品 L35
『春秋 ツギハギ』、作品 L40『春秋ユラリ』、作品 L45『パークハイアット釜⼭ダイニン
グ』、作品 L49『MUJI 上海』、作品 L53『星野リゾート 界 アジアンダイニング』、作品
L54『無印良品 ⼤阪』、作品 L55『MUJIHOTEL SHENZHEN ダイニング』である。 

反対に使⽤されているデザイン要素 12 以下（20％以下）は、1 例もない。その他は、デ
ザイン要素数 13 から 20 である。 
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表３−８ 対象作品のデザイン要素の出現表（著者作成） 

S1 S3 S4 C1 C2 P1 P2 P3 F1 F2 W1 W2 L1 L2 L3 L4 R1 R2 R3 R4 R5 R6 FM1 FM2 FM3 FM4 FM6WM1 WM2WM3WM4WM5WM6WM7 WM8 WM9 WM10 WM11 WM12 CM1 CM3 CM4 FN1 FN2 FN3 FN4 IL2 IL3 IL4 IL5 EQ1 EX1

作
品
番
号

竣
工
年

作品名
面積
㎡

業
態

格
子
割
付

平
行
線

斜
行
線

全
円

部
分
円

交
差
線

複
合
図
形

多
重
図
形

段
差
床

水
平
床

自
立
壁

浮
遊
壁

水
平
天
井

曲
面
天
井

吊
天
井

掘
込
み
天
井

格
子
壁
面

素
材
壁
面

目
隠
し
壁
面

ル
ー

バ
ー

壁
面

装
飾
壁
面

並
列
型
装
飾
壁
面

木
材
系
床

金
属
系
床

T
/
C
系
床

石
材
系
床

複
合
材
床

既
成
木
材
系
壁
面

金
属
系
壁
面

タ
イ
ル
系
壁
面

既
成
石
材
系
壁
面

れ
ん
が
系
壁
面

複
合
材
壁
面

石
膏
ボ
ー

ド
壁
面

ス
ケ
ル
ト
ン
壁
面

古
木
材
系
壁
面

自
然
石
材
系
壁
面

左
官
系
壁
面

ガ
ラ
ス
系
壁
面

ル
ー

バ
ー

天
井

石
膏
ボ
ー

ド
天
井

ス
ケ
ル
ト
ン
天
井

壁
面
一
体
什
器

独
立
型
デ
ザ
イ
ン
什
器

独
立
型
骨
董
什
器

機
能
独
立
型
什
器

壁
間
接
照
明

壁
付
帯
照
明

天
井
付
帯
照
明

独
立
型
吊
天
井
照
明

設
備
露
出
天
井

芸
術
家
協
働
作
業

出
現
要
素
数

出
現
割
合
%

L1 1990 徳寿　カンパリ店 438 B 0 1 0 0 1 1 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 1 1 1 0 0 1 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 19 36.5%

L2 1990 春秋　赤坂 131 C 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 1 19 36.5%

L3 1990 春秋  福岡店 399 C 0 1 1 0 1 1 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 1 0 1 0 1 1 1 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 23 44.2%

L4 1991 TOTO陶器ショールーム 180 G 0 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 19 36.5%

L5 1991 キササ 305 B 0 1 1 0 0 1 1 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 17 32.7%

L6 1992 春秋 響　西麻布 230 C 0 1 1 0 1 1 0 1 1 1 1 0 1 0 0 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 1 1 0 1 1 0 1 0 0 1 1 0 0 1 1 1 0 0 0 1 1 28 53.8%

L7 1992 モルツクラブ　京都 574 AB 1 0 0 0 0 1 1 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 16 30.8%

L8 1993 デポ　上野 234 A 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 16 30.8%

L9 1994 フーフー 413 B 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 15 28.8%

L10 1994 由庵　新宿 245 C 0 1 0 0 0 1 0 0 1 1 1 0 1 0 0 1 0 1 0 1 0 0 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 1 18 34.6%

L11 1994 アクシア 74 A 0 1 1 0 0 1 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 13 25.0%

L12 1995 燦　大阪 350 C 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0 1 1 1 0 0 1 0 0 0 1 1 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 1 1 0 0 1 0 20 38.5%

L13 1996 春秋  鳥居坂店            310 C 0 1 0 0 0 1 0 0 1 1 1 0 1 0 0 1 0 0 0 1 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 17 32.7%

L14 1997 二期倶楽部　ダイニング 270 D 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 1 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 15 28.8%

L15 1997 燦  神戸 526 C 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 1 1 0 0 1 1 18 34.6%

L16 1998 メザナイン 1,600 D 0 1 1 0 0 1 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 1 1 1 0 0 1 0 19 36.5%

L17 1998 猿丸　渋谷 147 AB 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 14 26.9%

L18 1999 二期　六本木 261 AB 0 1 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 1 1 17 32.7%

L19 1999 銀座二期 109 C 0 1 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 1 1 0 0 1 1 0 0 1 0 18 34.6%

L20 2000 無印良品＆カフェムジ 青葉台 3,211 F 0 1 0 0 0 1 1 1 0 1 1 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1 1 0 1 0 1 0 0 1 0 20 38.5%

L21 2000 春秋渋谷文化村 600 C 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 18 34.6%

L22 2000 ジパングスーパーダイニング　永田町 1,030 C 0 1 1 0 0 1 0 1 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 1 1 0 0 0 1 1 0 1 1 0 0 0 0 1 0 19 36.5%

L23 2001 由庵　恵比寿 189 C 0 1 1 0 0 1 0 1 0 1 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 0 1 1 0 0 1 0 19 36.5%

L24 2001 カフェトゥー 870 B 0 1 1 0 0 1 0 0 0 1 1 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 1 1 0 1 0 0 0 0 1 0 18 34.6%

L25 2001 響　丸の内店 511 C 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 1 0 0 1 1 0 1 0 1 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 18 34.6%

L26 2001 無印良品有楽町 3,500 F 0 1 0 0 0 1 1 0 0 1 1 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 1 0 0 0 0 1 0 16 30.8%

L27 2002 キッチ・しゅんじゅう　銀座 201 B 0 1 0 0 0 1 1 0 0 1 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 0 1 1 1 0 1 0 0 0 0 1 0 20 38.5%

L28 2002 ZUMA 270 B 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 17 32.7%

L29 2003 旬房　六緑　六本木 590 C 0 1 1 0 0 1 0 0 1 1 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 1 0 1 1 0 1 1 1 1 0 0 0 20 38.5%

L30 2003 ケセラ 520 AB 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 1 1 1 0 1 1 0 1 1 0 0 0 1 0 21 40.4%

L31 2003 ROKA and Shochu Lounge 320 B 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 1 1 0 1 0 0 0 0 1 0 15 28.8%

L32 2003 ハウスプラス 760 D 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 1 0 1 1 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 18 34.6%

L33 2004 グランドハイアットシンガポールダイニング 820 D 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 1 0 1 0 1 1 1 0 1 1 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 1 1 1 0 0 1 0 23 44.2%

L34 2004 分とく山 149 C 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 1 16 30.8%

L35 2005 春秋 ツギハギ 910 C 0 1 1 0 0 1 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 1 0 0 1 0 1 1 0 0 0 1 1 0 1 0 1 0 1 0 1 1 1 0 0 0 1 0 0 1 1 24 46.2%

L36 2006 ハイアットリージェンシー京都　東山 760 D 0 1 1 0 0 1 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 1 0 1 0 1 1 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 1 20 38.5%

L37 2006 マナーハウス島津重冨荘ダイニング 3,293 D 0 1 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 1 17 32.7%

L38 2007 MUJI 六本木 720 E 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 14 26.9%

L39 2008 MUJI 新宿 1,419 F 1 1 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 18 34.6%

L40 2009 春秋ユラリ 296 C 0 1 1 0 0 1 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 1 0 1 0 1 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 1 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1 21 40.4%

L41 2010 コレド室町 16,166 H 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 1 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 1 0 1 1 1 0 0 1 0 0 1 1 1 0 0 1 21 40.4%

L42 2011 カフェ&ミール MUJI 南青山 231 F 0 1 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 1 0 1 1 0 1 17 32.7%

L43 2011 MUJI テラスモール湘南店 1,240 F 1 1 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 1 0 0 1 0 1 0 17 32.7%

L44 2012 アンダーズホテルダイニング 680 D 0 1 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 1 0 0 1 1 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 1 0 1 1 0 1 20 38.5%

L45 2013 パークハイアット釜山ダイニング 870 D 1 1 0 0 0 1 1 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 1 1 0 1 1 0 1 1 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 1 1 1 0 1 28 53.8%

L46 2014 マナーハウス 島津 重富荘ダイニング 1,401 D 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 1 16 30.8%

L47 2015 ライトオン　MOZOワンダーシティ店 580 E 1 1 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 1 1 17 32.7%

L48 2015 AZIA 700 B 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 1 1 0 1 1 0 1 0 0 1 1 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 1 20 38.5%

L49 2016 MUJI　上海 1,650 F 0 1 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 1 1 0 1 0 0 0 1 1 0 17 32.7%

L50 2017 パークハイアットソウルダイニング 520 D 0 1 0 0 0 1 1 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 1 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 0 1 0 1 18 34.6%

L51 2017 無印良品シンガポール 960 E 1 1 0 0 0 1 1 1 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 1 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 1 0 1 1 0 0 0 1 1 21 40.4%

L52 2017 ライトオン調布 1,760 E 0 1 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 1 1 0 1 0 0 0 1 1 1 16 30.8%

L53 2017 星野リゾート 界 アンジンダイニング 760 D 0 1 1 0 0 1 0 1 0 1 1 1 1 1 0 0 0 0 1 0 1 1 1 0 0 1 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 22 42.3%

L54 2018 無印良品　大阪 1,340 E 1 1 0 0 0 1 1 1 0 1 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 1 1 1 0 1 0 0 0 0 1 1 23 44.2%

L55 2018 MUJI HOTEL SHENZHEN 840 F 0 1 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 1 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1 0 1 0 1 0 1 1 1 0 1 1 0 0 1 1 1 25 48.1%
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３．２．３ クラスター分析による作品分類 
以上で述べた後期 55 作品（L1〜L55）について表３−８のデザイン要素の出現表を⽤い

て、林の数量化Ⅲ類による分析を⾏った。 
後期作品の結果として抽出された軸の特性表（固有値・寄与率・相関係数）を表３−９

に⽰す。その結果から、固有値 0.1 以上の軸を説明軸として採⽤することとし第 6 軸まで
を選定した。この 6 軸のカテゴリースコアを表３−１０及び図３−４に⽰す。これらから
6 軸の説明軸としての意味を推定する。 

第 1 軸は、正側に「独⽴型吊天井照明」IL5、「吊天井」L3 などの吊る天井に関わる要素、
負側に「独⽴型⾻董什器」FN3、「スケルトン壁⾯」WM8 などの特徴的な床と壁⾯に関わ
る要素が現れるので、特徴的な天井と床・壁⾯を表す軸と推定される。 

第 2 軸は、正側が「全円」C1、「⾦属系床」FM2、「れんが系壁⾯」WM5 などの⽐較的
希少な出現要素、負側に「壁⾯⼀体型什器」FN1、「素材壁⾯」R2 など⽐較的広範囲に⽤
いられている要素が現れるので、希少性と汎⽤性を⽰す軸と推定される。 

第 3 軸は、正側で「スケルトン壁⾯」WM8、「スケルトン天井」CM4 や「設備露出天井」
EQ11 が⽰され、素材を⽤いないスケルトン系の仕上げ、負側は「素材壁⾯」R2 や「⽯膏
ボード天井」CM3、「壁付帯照明」IL2 などを⽤いた仕上げ⾯であり、スケルトンと実体的
仕上げを表す軸と推定される。 

第 4 軸は正側が「ガラス系壁⾯」WM12、「ルーバー天井」CM1、「浮遊壁」W2、「格⼦
壁⾯」R1 が出現し、⾯からの浮遊や離隔性を⽰し、負側は「独⽴型⾻董什器」FN3、「曲
⾯天井」L2、「格⼦割付」S1 が現れて象徴性が⽰され、浮遊性と象徴性の軸と推定される。 

第 5 軸は、正側に「全円」C1、「部分円」C2、「吊天井」L3、「T/C 系床」FM3、「⽯膏
ボード壁⾯」WM7 などが現れ、定型を配置すると考え、床天井系の規則性と解釈し、負
側は、「ガラス系壁⾯」WM12、「古⽊材系壁⾯」WM9、「格⼦壁⾯」R1、「タイル系壁⾯」
WM3 などの要素から規則性の壁⾯と解釈し、規則性の床・天井と壁⾯の軸と推定される。 

第 6 軸は、正側は「曲⾯天井」L2、「全円」C1、「既成⽯材系壁⾯」WM4、「多重図形」
P3 など希少出現で多様な図形、負側は「タイル系壁⾯」WM3、「格⼦割付」S1、「⽯膏ボ
ード壁⾯」WM7 などから単純な図形と解釈し、図形の多様と単純の軸と推定される。 

次に、各作品の第 1 軸から第 6 軸のサンプルスコアの表３−１１の 1 軸 2 軸を⽤いてク
ラスター分析を⾏い、作品の分類を⾏った。Ward 法によりユークリッド距離を使⽤した。
この結果について、デザイン要素の出現を含めた樹形図として図３−５に⽰す。またサン
プル散布図を図３−６に⽰す。 
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このクラスター分析の結果について、樹形図の距離 5.5 で切断すると 10 群に分類できる。
作品 4『TOTO 陶器ショールーム』、作品 8『デポ上野』は、明瞭に 1 作品 1 群である。こ
の分類した 10 群を図 2 の樹形図の上⽅の群から、L-A 群、L-B 群、L-C 群、L-D 群、L-E
群、L-F 群、L-G 群、L-H 群、L-I 群、L-J 群と称する。ただし、図中の L-A 群と L-H 群
は、作品数も多く、距離 4 で切断すると同規模の 2 群となるので、L-A1 群と L-A2 群及び
L-H1 群と L-H2 群に⼩分類して考える。これらの群を後期作品群と呼ぶ。 

 
表３−９  抽出された軸の特性表（著者作成） 
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表３−１０ 数量化 3 類による各要素のカテゴリースコア表（著者作成） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

要素 第1軸 要素 第2軸 要素 第3軸 要素 第4軸 要素 第5軸 要素 第6軸

独立型吊天井照明 2.969 全円 7.787 全円 8.551 ガラス系壁面 3.924 全円 7.754 曲面天井 5.951

吊天井 2.956 金属系床 5.327 金属系床 7.461 全円 3.623 部分円 2.915 全円 4.088

タイル系壁面 2.069 部分円 4.931 スケルトン壁面 1.947 ルーバー天井 2.777 吊天井 2.260 既成石材系壁面 3.989

T/C系床 1.829 れんが系壁面 2.583 スケルトン天井 1.680 浮遊壁 1.995 T/C系床 2.237 多重図形 2.443

天井付帯照明 1.689 金属系壁面 2.191 設備露出天井 1.512 格子壁面 1.665 石膏ボード壁面 2.082 ルーバー天井 1.887

並列型装飾壁 1.528 複合材床 2.144 部分円 1.469 自立壁 1.331 ルーバー壁面 1.962 部分円 1.403

曲面天井 1.440 吊天井 1.992 多重図形 1.306 自然石材系壁面 1.328 独立型吊天井照明 1.769 れんが系壁面 1.332

格子割付 1.385 T/C系床 1.878 金属系壁面 1.185 壁付帯照明 1.273 独立型骨董什器 1.447 吊天井 1.290

石膏ボード壁面 1.183 天井付帯照明 1.776 格子壁面 1.170 斜行線 0.953 天井付帯照明 1.187 壁間接照明 0.913

複合図形 0.836 目隠し壁面 1.618 壁面一体什器 1.161 金属系壁面 0.819 掘込み天井 1.127 複合材壁面 0.761

装飾壁面 0.756 ルーバー壁面 1.526 ルーバー天井 1.024 目隠し壁面 0.719 段差床 0.950 左官系壁面 0.709

石膏ボード天井 0.731 格子壁面 1.524 吊天井 1.017 タイル系壁面 0.615 れんが系壁面 0.916 T/C系床 0.657

芸術家協働作業 0.676 スケルトン壁面 1.429 石膏ボード壁面 0.976 掘込み天井 0.513 斜行線 0.869 斜行線 0.624

ルーバー天井 0.628 タイル系壁面 1.079 T/C系床 0.801 天井付帯照明 0.429 素材壁面 0.643 石材系床 0.587

目隠し壁面 0.608 石膏ボード天井 0.967 斜行線 0.776 設備露出天井 0.337 スケルトン天井 0.474 独立型吊天井照明 0.507

浮遊壁 0.526 芸術家協働作業 0.813 独立型デザイン什器 0.774 装飾壁面 0.333 壁付帯照明 0.461 浮遊壁 0.494

壁間接照明 0.487 古木材系壁面 0.732 格子割付 0.714 ルーバー壁面 0.308 機能独立型什器 0.430 設備露出天井 0.459

既成木材系壁面 0.386 ルーバー天井 0.567 目隠し壁面 0.683 交差線 0.273 交差線 0.428 並列型装飾壁 0.315

格子壁面 0.252 多重図形 0.553 並列型装飾壁 0.666 壁間接照明 0.263 自然石材系壁面 0.292 交差線 0.312

独立型デザイン什器 0.235 壁間接照明 0.506 古木材系壁面 0.515 部分円 0.252 水平天井 0.239 機能独立型什器 0.265

壁面一体什器 0.224 壁付帯照明 0.300 複合図形 0.437 水平天井 0.240 自立壁 0.226 ルーバー壁面 0.243

壁付帯照明 0.179 装飾壁面 0.288 掘込み天井 0.406 機能独立型什器 0.090 壁面一体什器 0.184 スケルトン天井 0.232

全円 0.157 石材系床 0.263 機能独立型什器 0.378 石材系床 0.081 複合図形 0.174 装飾壁面 0.131

古木材系壁面 0.124 浮遊壁 0.183 独立型吊天井照明 0.193 平行直線 0.081 石膏ボード天井 0.132 ガラス系壁面 0.084

木材系床 0.113 自立壁 0.177 装飾壁面 0.115 壁面一体什器 0.077 設備露出天井 0.116 壁付帯照明 0.044

水平天井 0.107 斜行線 0.169 交差線 0.107 木材系床 0.043 平行直線 0.074 既成木材系壁面 0.030

ガラス系壁面 0.025 段差床 0.153 芸術家協働作業 0.006 T/C系床 -0.030 木材系床 0.067 壁面一体什器 -0.014

平行直線 0.008 独立型吊天井照明 0.127 水平床 -0.012 水平床 -0.049 既成木材系壁面 0.051 平行直線 -0.107

水平床 -0.014 独立型骨董什器 0.070 平行直線 -0.025 並列型装飾壁 -0.086 壁間接照明 0.015 自立壁 -0.115

多重図形 -0.029 平行直線 -0.069 曲面天井 -0.047 既成木材系壁面 -0.123 左官系壁面 0.005 水平床 -0.118

既成石材系壁面 -0.103 複合図形 -0.082 既成木材系壁面 -0.129 石膏ボード壁面 -0.217 多重図形 -0.028 木材系床 -0.131

石材系床 -0.123 水平床 -0.108 ルーバー壁面 -0.246 独立型デザイン什器 -0.217 水平床 -0.143 芸術家協働作業 -0.238

複合材壁面 -0.184 複合材壁面 -0.199 ガラス系壁面 -0.251 スケルトン天井 -0.231 並列型装飾壁 -0.463 古木材系壁面 -0.278

機能独立型什器 -0.254 左官系壁面 -0.214 自立壁 -0.400 複合材壁面 -0.431 金属系壁面 -0.529 段差床 -0.299

自然石材系壁面 -0.262 交差線 -0.286 木材系床 -0.455 素材壁面 -0.507 複合材壁面 -0.530 素材壁面 -0.384

交差線 -0.311 自然石材系壁面 -0.353 タイル系壁面 -0.502 左官系壁面 -0.652 目隠し壁面 -0.532 水平天井 -0.472

自立壁 -0.535 水平天井 -0.387 水平天井 -0.560 石膏ボード天井 -0.669 独立型デザイン什器 -0.610 スケルトン壁面 -0.555

設備露出天井 -0.730 木材系床 -0.403 複合材壁面 -0.571 多重図形 -0.760 芸術家協働作業 -0.740 格子壁面 -0.585

斜行線 -0.779 既成石材系壁面 -0.452 自然石材系壁面 -0.603 複合材床 -0.854 格子割付 -0.766 目隠し壁面 -0.628

左官系壁面 -0.856 並列型装飾壁 -0.696 石材系床 -0.655 複合図形 -0.864 石材系床 -0.990 独立型デザイン什器 -0.756

金属系壁面 -0.914 既成木材系壁面 -0.726 れんが系壁面 -0.674 段差床 -1.138 既成石材系壁面 -1.047 金属系壁面 -0.804

スケルトン天井 -1.052 設備露出天井 -0.780 段差床 -0.982 芸術家協働作業 -1.280 スケルトン壁面 -1.058 掘込み天井 -1.046

れんが系壁面 -1.076 独立型デザイン什器 -0.869 左官系壁面 -0.993 れんが系壁面 -1.328 ルーバー天井 -1.062 複合図形 -1.082

掘込み天井 -1.240 石膏ボード壁面 -0.920 天井付帯照明 -1.121 古木材系壁面 -1.697 装飾壁面 -1.207 複合材床 -1.162

素材壁面 -1.816 スケルトン天井 -0.975 複合材床 -1.296 吊天井 -1.839 複合材床 -1.255 石膏ボード天井 -1.418

ルーバー壁面 -1.908 曲面天井 -1.060 既成石材系壁面 -1.421 既成石材系壁面 -1.906 浮遊壁 -1.370 天井付帯照明 -1.500

段差床 -2.775 ガラス系壁面 -1.067 独立型骨董什器 -1.463 スケルトン壁面 -2.635 タイル系壁面 -1.489 自然石材系壁面 -1.970

部分円 -2.951 格子割付 -1.113 壁間接照明 -1.518 独立型吊天井照明 -2.793 格子壁面 -1.657 石膏ボード壁面 -2.037

複合材床 -3.124 素材壁面 -1.212 壁付帯照明 -1.632 格子割付 -2.873 古木材系壁面 -1.935 独立型骨董什器 -2.042

金属系床 -3.676 機能独立型什器 -1.257 浮遊壁 -1.635 曲面天井 -3.061 ガラス系壁面 -2.185 格子割付 -2.309

スケルトン壁面 -3.899 掘込み天井 -1.649 石膏ボード天井 -2.368 独立型骨董什器 -3.448 曲面天井 -3.576 タイル系壁面 -3.885

独立型骨董什器 -4.003 壁面一体什器 -1.940 素材壁面 -2.401 金属系床 -4.137 金属系床 -13.53 金属系床 -7.433
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図３−４ 数量化 3 類による各要素のカテゴリースコア図 １（著者作成） 
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図３−４ 数量化 3 類による各要素のカテゴリースコア図 2（著者作成） 
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表 3-11 数量化Ⅲ類による各作品のサンプルスコア（著者作成） 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

作品No.第1軸 第2軸 第3軸 第4軸 第5軸 第6軸 作品No.第1軸 第2軸 第3軸 第4軸 第5軸 第6軸

1 -0.773 1.74845 -1.447 0.88361 0.89913 -0.7975 29 -0.311 -0.500 -1.639 0.471 0.513 -0.468

2 -0.012 1.1944 -1.666 0.0874 -0.3804 -0.6908 30 -0.151 -0.647 -0.886 1.153 -1.048 1.014

3 -2.125 1.71877 0.476 -0.8567 -0.1208 1.17467 31 -0.654 -1.040 0.854 0.335 -0.068 -0.156

4 0.065 3.09323 3.081 1.25403 2.54634 1.31667 32 0.863 -0.012 1.287 0.857 0.039 0.373

5 0.441 1.43057 0.199 -0.2909 0.10287 -0.4753 33 0.505 0.194 0.239 1.440 -0.605 0.422

6 -2.043 1.2744 0.008 -0.9323 0.50415 0.11425 34 0.627 1.435 -0.722 0.406 -0.169 -0.709

7 -0.670 -0.3739 -1.162 -2.2802 -0.2408 -1.6191 35 -0.164 -0.096 0.616 0.358 -0.350 0.073

8 -1.518 2.1158 2.688 -1.432 -4.4438 -2.394 36 0.369 0.016 0.095 2.106 -1.125 0.441

9 -0.744 -0.2672 0.569 -0.0321 1.39506 -0.5199 37 0.631 1.066 0.298 0.533 -0.361 0.538

10 -2.030 -0.0479 -1.571 -0.9397 0.67521 -1.0648 38 0.540 -0.254 -0.111 1.156 -1.456 -0.573

11 0.852 0.15195 -1.273 1.01376 0.67208 -0.9904 39 1.074 -0.708 0.277 -0.530 -0.311 -2.204

12 -0.451 -0.3094 -0.143 0.82031 1.32785 0.18506 40 0.461 0.538 -0.341 1.526 -1.344 0.125

13 -1.278 0.13683 -0.707 0.28509 0.84533 0.48821 41 1.049 0.563 -1.018 1.459 -1.258 -1.074

14 -0.730 0.02071 -2.577 -0.5657 -0.376 0.7355 42 1.147 -0.070 -0.208 -1.100 0.064 -0.573

15 -0.658 -0.482 -0.103 0.40236 0.98704 0.09009 43 0.742 -1.269 0.889 -0.511 0.454 -1.155

16 -0.290 -0.3392 0.253 0.67494 0.13275 1.81644 44 1.893 0.521 -0.112 -0.859 1.167 -0.560

17 -0.213 -0.7267 -1.895 -0.5077 -0.1199 1.11006 45 0.646 0.997 -0.506 -0.406 0.259 -0.563

18 -1.360 -0.6941 -0.149 -1.5978 -0.3823 0.61423 46 2.152 1.190 -0.710 -0.621 1.846 -0.832

19 -0.494 -1.2703 -0.574 -0.2193 0.21427 0.5458 47 1.095 -0.497 1.681 -1.235 0.208 -0.867

20 -0.308 -0.7498 0.776 1.01796 -0.0771 -0.0999 48 1.502 0.963 -1.025 -1.383 0.678 0.821

21 -1.030 -0.501 0.731 0.73251 0.34825 -0.4595 49 0.585 -1.524 1.245 -0.785 0.728 -0.716

22 -1.871 -0.7419 0.616 -0.621 0.96254 -0.0616 50 1.565 0.085 0.286 -1.438 0.419 1.836

23 -0.116 -0.879 0.047 1.28409 -0.3756 0.91838 51 0.705 -0.250 0.290 -0.616 -0.811 -0.287

24 -1.094 -1.213 0.353 1.390 -0.056 -0.071 52 0.677 -1.248 1.205 -0.890 0.826 -0.260

25 0.608 0.031 -0.280 0.702 -0.372 -1.329 53 0.501 0.191 -0.835 -0.578 -1.447 1.941

26 -0.433 -1.807 0.598 0.141 1.058 -0.964 54 0.414 -0.993 0.332 -1.383 -1.318 1.491

27 -0.036 -1.357 0.592 0.262 0.298 -0.608 55 0.869 -0.461 0.451 -1.217 -0.758 2.318

28 -0.656 -1.189 0.272 1.131 0.281 -0.437
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図３−５ クラスター分析結果（著者作成） 
 



- 89 - 
 

 
図３−６ 後期サンプルスコア散布図上の分析結果（著者作成） 
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３．２．４ 分類された後期作品の各群のデザイン要素 
分類された作品に⽤いられているデザイン要素の出現率が 50%以上の結果を表３−１２

に⽰す。全体を通して⾒ると、全ての群で 75%以上の作品に出現しているデザイン要素は
「平⾏線」S2 と「⽔平床」F２である。 

さらに 50%以上の作品も含めて⼤半の群に出現しているデザイン要素は、「平⾏線」S２、
「⽔平天井」L1、である。さらに 50％以上の作品も含めて⼤半の群に出現しているデザイ
ン要素は「交差線」P1、「複合図形」P2、「⽔平天井」L1、「⽊材系床」FM1、「⽯材系床」
FM4、「既成⽊材系壁⾯」WM1、「スケルトン天井」CM4、「独⽴型デザイン什器」FN2、
「設備露出天井」EQ1、「芸術家協働作業」EX1 などである。 

次に各作品群で５０％以上出現している要素は、上述の要素以外は各作品群で異なり、
各作品群の特性の⼀つとなっている。更に、出現率の低いデザイン要素はその作品群特有
に出現するデザイン要素として出現している。 
 

表３−１２  分類された作品群に出現したデザイン要素（著者作成） 
S1 S2 S3 C1 C2 P1 P2 P3 F1 F2 W1 W2 L1 L2 L3 L4 R1 R2 R3 R4 R5 R6 FM1 FM2 FM3 FM4 FM6 WM1 WM2 WM3 WM4 WM5 WM6 WM7 WM8 WM9 WM10WM11WM12 CM1 CM3 CM4 FN1 FN2 FN3 FN4 IL2 IL3 IL4 IL5 EQ1 EX1
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面
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面
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面

ス
ケ
ル
ト
ン
壁
面
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系
壁
面

ガ
ラ
ス
系
壁
面

ル
ー
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ー

天
井

石
膏
ボ
ー

ド
天
井

ス
ケ
ル
ト
ン
天
井

壁
面
一
体
什
器

独
立
型
デ
ザ
イ
ン
什
器

独
立
型
骨
董
什
器

機
能
独
立
型
什
器

壁
間
接
照
明

壁
付
帯
照
明

天
井
付
帯
照
明

独
立
型
吊
天
井
照
明

設
備
露
出
天
井

芸
術
家
協
働
作
業

◎ ○ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○

◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○

◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ◎

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

○ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○

◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ◎

◎ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ○ ○ ◎ ○ ○ ○ ○ ○

◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ◎ ○ ○ ◎ ○ ◎ ◎ ○ ○ ○ ◎

◎ ◎ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ○ ◎ ○ ○ ○ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎ ◎

◎：75%以上出現　○：50%から75％未満出現

L-G

L-J

表示記号

要
素

ク
ラ
ス
タ
ー

L-A
L-B
L-C
L-D
L-E
L-F

L-H

L-I
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１) L-A 群のデザイン要素 
L-A 群は 1990 年〜2010 年の 10 作品である。分類された作品で多く⽤いられているデザ

イン要素は、「複合図形」P2、「⾃⽴壁」W１、「⽬隠し壁⾯」R3、「⽯材系床」FM4、「⾦
属系壁⾯」WM3、「複合材壁⾯」WM8、「塗装系壁⾯」WM11、「壁間接照明」IL2、「壁
付帯照明」IL3、「芸術家協働作業」EX1 である。「浮遊壁」W2、「⽯材系壁⾯（⾃然岩材）」
WM6、「⽯膏ボード天井」CM3、「天井付帯照明」IL4 が他の群よりも多⽤されている。 

この群では、バブル経済崩壊以前の作品には出現していない新しいデザイン要素が多く
出現している。そのデザイン要素は、「並列装飾壁（リピート）」R6、「⽊材系壁⾯（古材）」
WM2、「⽯材系壁⾯（⾃然岩材）」WM6、「塗装系壁⾯（左官）」WM11、「ガラス系壁⾯」
WM12、「独⽴型天井照明」IL5 の 6 つのデザイン要素である。 

1990 年の初期に完成した作品 L２『春秋 ⾚坂』において、「⽊材系壁⾯（古材）」
WM2、「塗装系壁⾯（左官）」WM11 が、1991 年完成作品 L5『キササ』にて「什器独⽴型
（⾻董品家具）」F3、2003 年完成作品 L29『旬房 六録 六本⽊』にて「⽯材系壁⾯（⾃
然岩材）」WM6 が新しいデザイン要素として初めて出現している。 

L-A 群の作品は、1990 年から 1994 年の前期の群と 2003 年〜2013 年の後期の群との⼆
つの年代に群が分かれている。前期の群と後期の群とを⽐較すると、前期の群では「⽊材
系壁⾯（古材）」WM2、「塗装系壁⾯（左官）」WM11 の 2 つの新しいデザイン要素が出現
している。後期の群では、前述の新しい 6 つのデザイン要素が出現している。 

新しいデザイン要素の出現具合によって、前期と後期との群では明瞭な差が⽰されてい
る。杉本のデザインの特徴である「スケルトン天井」CM4、「設備露出天井」EQ1 は全作
品で出現していない。 

 
２) L-B 群のデザイン要素 

L-B 群は、1998 年から 2009 年の各年代に 1 作品と、年代ごとに作品が重複していない。
デザイン要素では、「斜⾏線」S3、「⾃⽴壁」W1、「並列装飾壁（リピート）」R6、「⽯材系
床」WM4、「壁⾯⼀体什器」FN1、「独⽴型什器（デザイン家具）」FN2、「機能独⽴型什器」
FN4、「壁⾯間接照明」IL2、「壁付帯照明」IL3、「芸術家協働作業」EX1 が多く出現してい
る。「浮遊壁」W2、「格⼦壁⾯」R1、「⽬隠し壁⾯」R3、「装飾壁⾯」R5、「ガラス系壁⾯」
WM12、「ルーバー天井」CM1、が他の群に⽐べて多⽤されている。 

新しいデザイン要素である「並列装飾壁（リピート）」R6 は、L-H 群の 1995 年完成作
品 12『燦 ⼤阪』で初めて出現し、L-B 群の 8 作品中の 6 作品に出現している。「ガラス
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系壁⾯」WM10 が L-B 群 8 作品中の 4 作品に出現しており、他の群全体では 2 作品にしか
出現していないことから、L-B 群において他の群とは異なるデザイン要素と判断できる。 

⽴⾯では、「装飾壁⾯」R5 が 8 作品中の 6 作品に出現している。 
天井では、「ルーバー天井」CM1 は 1 作品を除いて７作品に出現しており、これは他の

群全体では 5 作品に出現しているだけであることから L-B 群の特性である。 
 

３) L-C 群のデザイン要素 
L-C 群は、2017 年、2018 年の 2 年間で、最後期の群に属する 3 作品である。デザイン

要素は、「装飾壁⾯」R5、「並列装飾壁（リピート）」R6、「⽯材系床」FM4、「⽊材系壁⾯
（古材）」WM2、「複合材壁⾯」WM8、「塗装系壁⾯（左官）」WM11、CM4「スケルトン
天井」CM4、「壁⾯⼀体什器」FN1、「独⽴型什器（デザイン家具）」FN2、「機能独⽴型什
器」FN4、「壁間接照明」IL2、「芸術家協働作業」EX1 である。 

他の群に⽐べ「多重図形」P3、「浮遊壁」W2、「曲⾯天井」L2、「⽯材系壁⾯」WM6 が
多⽤されている。新しいデザイン要素の「並列装飾壁」R6、「⽊材系壁⾯（古材」WM2、
「塗装系壁⾯（左官）」WM11 が全 3 作品に出現している。 

天井では、「曲⾯天井」L2 が全ての群の中でも C 群の 3 作品だけに出現している。 
L-C 群の 3 作品のデザイン要素総数は 32 であるが、半数に近い 15 要素が出現率 75％以

上、8 要素が 50%以上の出現率であり、短期間にデザインされた３作品のデザイン要素の
多くが作品ごとに重複していることが特性である。 

 
４) L-D 群のデザイン要素 

L-D 群は、1991 年の作品 L4『TOTO 陶器ショールーム』1 作品だけである。L-D 群で
は、他の群では出現しない「全円」C1、全作品で４作品しか出現しない「部分円」C2 の
デザイン要素が出現している。「空間仕上要素」では、床に「T/C 系床」FM3、壁に「⾦
属系壁⾯」WM3、天井には「スケルトン天井」CM4 に「ルーバー天井」CM2 仕上げとし、
床、壁、天井の空間ごとに⼀つの仕上要素だけが出現していることが特徴としてあげられ
る。 

 
５) L-E 群のデザイン要素 

L-E 群は 2008 年から 2017 年の杉本の作品群の中でも後期作品群である。デザイン要素
は、「複合図形」P2、「並列装飾壁（リピート）」R6、「⽊材系壁⾯（古材）」WM2、「スケ
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ルトン天井」CM4、「壁⾯⼀体什器」FN1、「独⽴型什器（デザイン家具）」FN2、「機能独
⽴型什器」FN４、「芸術家協働作業」EX1 である。 

E 群に他の群より多く出現するデザイン要素は、「格⼦割り付け」S1、「⽯膏ボード壁⾯」
WM10 の 2 要素だけである。杉本の 1970 年代の作品に多く出現し 80 年代以降は出現しな
くなったデザイン要素である「格⼦割付」S1 が 4 作品に復活して出現しているが、他の群
全体では３作品だけに限られて出現している。 

E 群に出現率 50％以上と多いデザイン要素数は全体で 17 であるが、他の群に⽐べて多
く出現するデザイン要素数は 2 と少なくなっている。 

 
６) L-F 群のデザイン要素 

L-F 群は、2012 年から 2017 年の 5 年間の⽐較的短い期間に集中した作品群である。デ
ザイン要素は、「複合図形」P2、「⽬隠し壁⾯」R3、「装飾壁⾯」R5、「並列装飾壁（リピ
ート）」R6、「⽯材系床」FM4、「複合材壁⾯」WM8、「機能独⽴型什器」FN4、IL2「壁間
接照明」IL2、「壁付帯照明」IL3、「独⽴型吊天井照明」IL5、「芸術家協働作業」EX1 であ
る。 

他の群より多く出現するデザイン要素は、「吊天井」L3、「T/C 系床」FM3、「⽯材系壁
⾯（既成材）」WM5、「⽯膏ボード壁⾯」WM9、「天井付帯照明」IL4 である。天井の「吊
天井」L3 は全４作品に出現し、他の群全体では 4 作品しか出現していない。 

E 群の作品 L42『カフェ＆ミール MUJI 南⻘⼭』で初めて出現した「独⽴型吊天井照明
（シャンデリア）」IL5 が F 群の全 4 作品に出現している。「芸術家協働作業」EX1 も全 4
作品に出現している。杉本独⾃のデザイン要素である「スケルトン天井」CM4、「設備露
出天井」EQ1 は全作品で出現していない。 

 
７) L-G 群のデザイン要素 

L-G 群は、1990 年から 1998 年までの前期の作品群である。デザイン要素は、「⾃⽴壁」
W1、「⽯材系床」FN4、「⽊材系壁⾯（古材）」WM2、「複合材壁⾯」WM8、「塗装系壁⾯
（左官）」WM11、「機能独⽴型什器」FN4、I「壁間接照明」IL2、「芸術家協働作業」EX1
である。 

他の群と異なるデザイン要素は、「部分円」C2、「段差床」F1、「素材壁⾯」R2、「ルー
バー壁⾯」R4、「複合材床」FM6、「⽯材系壁⾯（既成材）」WM5、「⽯膏ボード天井」
CM3 が出現している。「素材壁⾯」R6 は他の群の作品では 3 作品だけの出現であるが、G
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群では 4 作品に出現している。「左官系壁⾯」WM11 は全作品に出現していることから、
「素材壁⾯」R2 との関係が、この群の特性である。 
８) L-H 群のデザイン要素 

L-H 群は、1994 年から 2000 年までの作品群である。デザイン要素は、「複合図形」P2、
「⾃⽴壁」W1、「塗装系壁⾯（左官）」WM11、「スケルトン天井」CM4、「機能独⽴型什
器」FN4、「壁間接照明」IL2、「壁付帯照明」IL3 である。 

他との異なるデザイン要素は、「斜⾏線」S3、「掘込み天井」L4、「ルーバー壁⾯」R4 で
ある。L-G 群に集中して 4 作品に出現するデザイン要素「段差床」F1 が、H 群でも 3 作品
に出現している。杉本独⾃のデザイン要素である「スケルトン天井」CM4、「設備露出天
井」EQ1 が全作品に出現している。他の群ではあまり出現しないデザイン要素として「掘
込み天井」L4 がある。作品 L22『ジパングスーパーダイニング 永⽥町店』では、この群
の中で唯⼀、新しいデザイン要素が 3 要素出現している。 

 
９) L-I 群のデザイン要素 

L-I 群は、2000 年から 2005 年までの作品群である。デザイン要素は、「複合図形」P2、
「⾃⽴壁」W1、「⽯材系床」FW4、「⾦属系壁⾯」WM3、「複合材壁⾯」WM8、「塗装系
壁⾯（左官）」WM11、「スケルトン天井」CM4、「壁⾯⼀体什器」FN1、「独⽴型什器（デ
ザイン家具）」FN2、「機能独⽴型什器」FN4 である。他の群とは異なるデザイン要素は、
L-H 群同様に、他の群ではあまり出現しない「掘込み天井」L4 がある。 

この群の作品には、新しいデザイン要素が各作品に出現するが、「ガラス系壁⾯」
WM12 は 2000 年完成作品 L20『無印良品＆カフェジム⻘葉台』で、2000 年完成作品 L21
『春秋 溜池⼭王店』で「⽯材系壁⾯（⾃然岩材）」WM6 が初めて出現した。作品 L27
『キッチンしゅんじゅう 銀座』、作品 L35『春秋 ツギハギ』の 2 作品には新しいデザイ
ン要素が 3 要素出現している。また、H 群同様に、「スケルトン天井」CM4、「設備露出天
井」EQ1 が全作品に出現している。 

 
１０） L-J 群のデザイン要素 

L-J 群は、作品 L８『デポ 上野』の⼀作品だけの群である。他の群では多く出現してい
ないデザイン要素である「⾦属系床」FM2、「スケルトン壁⾯」WM10 が出現している。
「⾦属系床」FM2 は後期作品群の全体作品の中でも、この作品だけに出現している特徴的
な仕上げ要素である。デザイン要素数も 16 要素と少ない。 
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第３節 第３章のまとめ 
杉本の商環境デザイン作品が「商店建築」に発表された 1972 年から 2018 年までの期間

を研究対象期間とし、杉本の商環境デザイン作品を研究対象作品とした。各作品について
デザイン要素を⼀覧できるデータシートを作成した。このデータシートを基にデザイン要
素を詳細に抽出し、デザイン要素の出現⼀覧表を作成した。 
出現⼀覧表のデータを⽤いて数量化Ⅲ類により分析を⾏い、 求めたサンプルスコアを⽤い
てクラスター分析を⾏った。以下のような知⾒を得た。分類されたデザイン要素を、前期
と後期に分けて各群ごとの特性をまとめる。 
前期のデザイン要素の抽出結果 

１）デザイン要素から作品分類の結果、P-A 群、P-B 群、P-C 群、P-D 群、P-E 群の 5
つの群に分類できた。ただし、P-C 群は、さらに P-CⅠ群・P-CⅡ群に⼆分した。 

２）P-A 群は、1972 年から 1979 年にわたる作品群であり、「格⼦割付」S1、「平⾏線」
S3、「⽔平天井」L1、「⽯材系床」FM4、「⽯膏ボード壁⾯」WM7、「⽯膏ボード天井」
CM3、「天井付帯照明」IL4 のデザイン要素が多⽤されている。 

３）P-B 群は、1979 年から 1983 年の作品群であり、「複合図形」P21、「T/C 系床」
FM3、「⽯膏ボード壁⾯」WM7、「⽯膏ボード天井」CM3、「独⽴型什器」FN2、「天井付
帯照明」IL4 が作品特性を⽰すデザイン要素として出現し、平⾯計画では、「全円」C1、
「部分円」C2 が使われるようになる。1982 年の作品 P31『ラジオ（⼆期）』では、「芸術
家協働作業」EX1 が初めて試された。 

４）P-C 群は、1978 年から 1986 年までの作品群で、P-C1 群と P-C2 群の⼆つに分けら
れる。P-CⅠ群は、直線や曲線を複合的に取り扱い、「スケルトン壁」WM8、「スケルトン
天井」CM4 などが先⾏して 1978 年に現れている。P-CⅡ群は 1986 年の作品で「芸術家協
働作業」EX1 は出現せず、「スケルトン天井」CM4、「設備露出天井」EQ1 が P-CⅠ群と共
通して使⽤されている。 

５）P-D 群は、1982 年から 1989 年まで作品群で、「平⾏線」S3、「⾃⽴壁」W1、「⽔平
天井」L1、「⽬隠し壁⾯」R3、「⽊材系床」FM1、「⽯材系床」FM4、「複合材床」FM6、
「⾦属系壁⾯」WM6、「芸術家協働作業」EX1 が多く出現する 

６）P-E 群は、バブル経済期前の 1983 年から 1985 年に集中した群である「⾃⽴壁」
W1、「⽊材系床」FM1、「⽊材系壁⾯」WM1「複合材壁⾯」WM6、「⽯膏ボード天井」
CM3 が多く⾒られる。 
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後期のデザイン要素の抽出結果 
１）デザイン要素から作品分類の結果、L-A 群、L-B 群、L-C 群、L-D 群、L-E 群、L-F

群 L-G 群、L-H 群、L-I 群、L-J 群の 10 の群に分類できた。 
２）L-A 群は、1990 年から 2010 年までの作品群で、前期に出現していない「空間仕上

要素」が多く出現している。「並列装飾壁（リピート）」R6、「⽊材系壁⾯（古材）」WM2、
「⽯材系壁⾯（⾃然岩材）」WM6、「塗装系壁⾯（左官）」WM11、「ガラス系壁⾯」
WM12、「独⽴型天井照明」IL5 である。 

３）L-B 群は、1998 年から 2009 年までの作品群で、「浮遊壁」W2、「格⼦壁⾯」R1、
「⽬隠し壁⾯」R3、「装飾壁⾯」R5、「ガラス系壁⾯」WM12、「ルーバー天井」CM1、が
他の群に⽐べて多⽤されている。「並列装飾壁（リピート）」R6 が初めて出現する。 

４）L-C 群は、2017 年、2018 年の作品である。「多重図形」P3、「浮遊壁」W２、「曲⾯
天井」L2、「⽯材系壁⾯」WM6 が多⽤されている。「曲⾯天井」L2 が L-C 群だけに出現し
ている。 

５）L-E 群は、2008 年から 2017 年の作品群で、「格⼦割り付け」S1、「⽯膏ボード壁
⾯」WM10 が多く出現しているである。「格⼦割付」S1 が復活して出現している。 

６）L-F 群は、2012 年から 2017 年の作品群で、「吊天井」L3、「T/C 系床」FM3、「⽯
材系壁⾯（既成材）」WM5、「⽯膏ボード壁⾯」WM9、「天井付帯照明」IL4 が多く出現し
ている。 

７）L-G 群は、1990 年から 1998 年の作品群で、「部分円」C2、「段差床」F1,「素材壁
⾯」R2、「ルーバー壁⾯」R4、「複合材床」FM6、「⽯材系壁⾯（既成材）」WM5、「⽯膏
ボード天井」CM3 が出現しており「塗装系壁⾯（左官）」WM11 は全作品に出現している。 

８）L-H 群は、1994 年から 2000 年までの作品群である。他との異なるデザイン要素は、
「斜⾏線」S3、「掘込み天井」L4、「ルーバー壁⾯」R4 である。L-G 群に集中して 4 作品
に出現するデザイン要素「段差床」F1 が、H 群でも 3 作品に出現している。杉本独⾃のデ
ザイン要素である「スケルトン天井」CM4、「設備露出天井」EQ1 が全作品に出現してい
る 

９）L-D 群および L-J 群は、デザイン要素の総数は他群に⽐べて極端に少なく、出現頻
度の低いデザイン要素が使われている。 
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第４章 

前期作品と後期作品の⽐較考察 
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第１節 1972 年〜1989 年までの前期作品（作品番号 P1〜P62） 
４．１．１ 分類された前期作品の特性 

研究対象の 1972 年から 1989 年までの前期 62 作品について、『商店建築』から各作品の
データをまとめた⼀覧表の図２−１データシートから、「２．⽅法」の章で述べた「空間構
成要素」、「空間仕上要素」、「空間設計要素」のデザイン要素を抽出し、デザイン要素を空
間化して表現した⼀覧表を表２−１、表２−３、出現要素を表３−２としてまとめた。 

その出現表を⽤いて、林の数量化Ⅲ類による分析を⾏った。クラスター分析の結果の樹
形図として図３−１にて⽰した。 

本研究の分析結果と考察の理解を深めるために、表３−２の情報を図３−１の樹形図と
編集して図４−1 にて⽰す。デザイン要素の出現結果から各群ごとに作品特性を考察する。 
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P1 ブティックワイズ 1972 A 1 0 1 1 0 0 0 1 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 1 0 1 1 1 0 0
P2 ラジオ 1972 B 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 1 0 1 1 1 0 0
P3 コーヒーハウス　コロ 1972 C 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0
P4 パブオレンジ 1973 B 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 1 1 0 1 1 1 0 0
P5 ナルセフローリスト 1973 G 1 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1 1 0 0
P6 テフテフ 1974 B 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 1 1 0 0
P7 ブティック　ISSEY MIYAKE 1974 A 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0
P8 カワキチ　大阪支店 1974 F 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1 1 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 1
P9 ポスト 1975 B 1 1 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 1 1 0 0 0 1 0 0 1 1 1 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0
P10 アール・ビバン 1975 H 1 0 1 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 1 0 0
P11 カフェフィガロ 1975 C 0 1 1 0 1 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0
P12 ストロベリー 1975 CB 1 1 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 1 0 0
P13 カッチャー・タカハシ青山店 1976 E 1 0 1 1 1 0 1 1 1 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0
P14 マラソンクラブ 1977 H 0 1 1 0 1 0 1 0 0 0 1 1 0 1 0 1 0 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0
P16 コアフール／石井 1978 E 1 0 1 1 0 0 1 0 1 1 0 1 0 1 0 1 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0
P18 ナルセフローリスト　ノブ 1979 G 1 0 1 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 1 0 0 0 0 1
P19 ルナロード美容室 1979 E 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 1 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 1 0 0
P20 アゼリア 1979 B 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0
P21 フクダモーターズ 1979 F 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0 1 0 0
P22 100%ファクトリー 1980 BE 0 0 1 0 1 0 1 1 0 0 1 0 1 0 0 0 1 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 1 1 0 0 0 1 1 0
P23 シルバーポット 1981 C 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 1 0 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0
P24 ショップ　スパイラル 1981 G 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 1 0 0
P25 日本リクルートセンター銀座ビル　ティーラウンジ 1981 D 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 0 1 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0
P27 モンジュ 1981 G 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0
P28 アイボリー 1981 G 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0
P29 司 1981 D 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0
P30 貝作 1981 D 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0
P31 ラジオ 1982 B 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 1 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 1
P39 セラ 1983 B 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0 1 0 1
P15 ザ・バイブレーション 1978 H 0 1 1 0 0 1 1 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 1 1 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 1 1 0 0 1 0 1 0
P17 まる八 1978 B 0 0 1 0 1 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0
P26 レディーポテト 1981 B 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0
P53 上野　ティーオー 1986 A 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0
P55 オールドニュー六甲 1986 H 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0
P56 オールドニュー  吉祥寺店 1987 BC 0 0 1 0 1 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 1 0 1 0 1 1 0 0 0 1 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 1
P38 オールドニュー 1983 BC 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 1 1 0 1 0 1 1 1 1 0 1 0 1 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 1 1
P51 イー．エム．エイ． 1986 B 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 1 1 0 1 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0
P52 ヒロコオム 1986 A 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0
P54 春&秋 1986 B 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 1 0 1 0 1 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0
P32 テルース 1982 G 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1
P36 パシュ　ラボ 1983 A 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 1 1
P45 ＥＸ 1984 BC 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 1 0 1 0 1 1 1 0 0 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1
P49 セットオフ 1985 B 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 1 0 1 1 1 0 1 0 1 0 1 1 0 0 0 1 0 1 0 0 1 1 0 0 1 1 1 0 0 1
P50 バセット  ウォーカー  新宿店 1986 A 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 1 0 1 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0
P57 オールドニュー  新宿ルミネ店 1987 BC 0 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 1 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1
P58 パシュ松山 1988 A 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1
P59 セラトレーディングトョールーム 1988 F 0 0 1 1 0 0 1 0 1 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1
P60 オールド  イン 1989 B 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 1 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 1 0
P61 セット  オフ  ノイ 1989 B 0 0 1 0 1 1 1 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 1 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 1
P62 TOTOスーパースペース 1989 F 0 0 1 1 1 0 1 0 1 0 1 1 0 1 0 0 0 0 1 1 0 1 1 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 1
P33 ラ・ブレア 1983 A 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1 0 0
P34 無印良品青山 1983 G 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0
P35 パシュ　札幌 1983 A 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1
P37 無印良品アメリカ村 1983 G 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 1 0 1 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0
P40 ビギ青山ビル %th club & TAKEO KIKUCHI AOYAMA 1983 A 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0
P41 パシュ丸井ファッション館 1984 A 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 1
P42 ビーイン 1984 B 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 1 0 0 0 1 1 0 0 1 1 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1
P43 ジュン　メン　パルコⅠ店 1984 A 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 1 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0
P44 木乃花 1984 B 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0
P46 青山ティーオー  ジュン  メン 1985 B 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 1 0 1 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 1
P47 オールド・ニュー  北白河店 1985 D 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1
P48 オールド・ニュー  田園調布店 1985 D 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 1 1 1 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0
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天井 家具什器 照明・設備

空間設計要素
特記

天井 壁直線 床 壁

断面 立面
空間仕上要素

曲線 複合 床 壁

P-A群

P-B群

P-C群

P-D群

P-E群

024681012
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図４−１ 表 3−2 の情報をクラスター分析結果による図３−２の樹形図と編集した図（著者作成） 
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１） P-A 群の特性 
P-A 群の初期作品群における作品特性は、「格⼦割付」S1、「対称配置線 S2、「平⾏線」

S3 を組み合わせた「グリッド」による空間の均質化である。 
P-A 群のデビュー作品 P１『ブティックワイズ』は，杉本作品の原点にふさわしい作品

となっている。この作品の完成は、⽇本の各分野のデザイナーが世界に⽻ばたき始めた時
期であり，その先頭に⽴とうと野⼼に満ちたファッションデザイナーである⼭本耀司注 1）

のファッション界へのデビューも兼ねた「ワイズ」注 2）の第⼀号店であり、フラッグショ
ップである。 

インテリアデザインが建築の⼀部分の装飾として扱われていた時代に、インテリアデザ
インの領域を超えて⼀つの商環境デザイン作品としてデザインされたのは画期的なことで
ある 1）。10 坪という極⼩の本作品は実験的な店舗の位置付けにある代表作と考えられる。 

ここで⽤いられる「格⼦割付」S1 は、空間の床、壁、天井に機能、装飾を無視するよう
に「グリッド」で設計されたデザイン要素は、デビュー作品以降は杉本作品の基本的なデ
ザイン要素となっている。 

表４−１−１に P-A 群のデザイン要素出現表を⽰す。P-A 群の作品におけるデザイン要
素の特性は、「格⼦割付」S1、「対称配置線」S2、「平⾏線」S3、「斜⾏線」S4、「複合図
形」P2、「⽔平天井」L1、「⽯材系床」FM4、「⽯膏ボード壁⾯」WM7、「⽯膏ボード天
井」CM3、「天井付帯照明」IL4 が多⽤されていることである。なかでも「格⼦割付」
S1、「対称配置線」S2、「平⾏線」S3 で構成する「グリッド」の多⽤は P-A 群の前半の重
要な特性である。 

これは、同時期にイタリアでデザイン批評活動を⾏って世界の建築家、インテリアデザ
イナーに影響を与えたスーパースタジオ注 3）のデザイン⼿法である「シングルデザイン」注

４）の引⽤が⼤きいと考えられる。杉本が主導した設計組織である「スーパーポテト」の名
称由来は「スーパースタジオ」から引⽤して名付けたと表明している事でも覗える２)。杉
本が影響を受けたスーパースタジオのデザイン思想は、建築、インテリアを専⾨的に学ん
でいない初期の設計作業の上で理論的な⽀えとなっていたことから推測できる３)。 

「シングルデザイン」の引⽤は、作品 P1『ブティックワイズ』、作品 P2『ラジオ』、作
品 P3『パブオレンジ』、作品 P5『ナルセフローリスト』をはじめとする前期前半作品に多
く出現している。 

「空間仕上要素」については、床はインテリアデザインの普遍的な仕上げである「⽊材
系床」FM1、「⽯材系床」FM4 にて仕上げられている。壁、天井においては建築要素の
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「⽯膏ボード壁⾯」WM7、「⽯膏ボード天井」WM7 のままで、杉本のデザイン要素は仕
上げ⾯に表れていない。 

店舗の機能である家具を杉本は「様々な素材を⾼度な技術で加⼯し、⾼品質のオリジナ
ルのインテリアアクセサリー」４)と説明していることからも、A 群の作品では⾃らがデザ
インする家具、什器がデザイン対象となり既存建築の仕上げに関⼼がなかったことが分か
る。 

デビュー時期の作品 P１『ブティックワイズ』のデザイン趣旨を杉本⾃⾝は、「商品を販
売することを⼀つの現象と考え、その現象を包み込む容器としてのデザインを進める」５)

と述べており、機能を無視してもデザイン要素を優先するデザイン⼿法が、この群の前半
の作品に取られていたと考えられる。この設計⼿法は、⾃らのデザイン理論を強引に展開
することによって店舗としての機能から離脱しているが、その強引さがインテリアデザイ
ンの意味を問い直し、変⾰へと向かわせた要因となっていると考えられる。 

P-A 群後半作品では作品 P８『カワキチ⼤阪⽀店』、作品 P９『ポスト』、作品 P15『バ
イブレーション』のデザインに⾒られるように、前半作品に多⽤された平⾯のデザイン構
成要素に加え、⽴⾯においては杉本が「空間を包み込むもう⼀つの被膜の存在」６)と定義
する「格⼦壁⾯」R1、「ルーバー壁⾯」R4 や「壁⾯間接照明」IL2、「装飾壁⾯」Ｒ5 等の
商環境機能に直接関係しないデザイン要素が付け加えられ、商環境の最低限の機能を満た
すものとして「独⽴型什器」FN2 が出現している。 

P-A 群後半は、商環境機能を無視できなくなり、機能を無視してもデザイン要素を優先
するデザイン⼿法が変化したと考えられることが、この群の後半作品の特性を⽰している。 
 
表４−１―１ P-A 群の対象作品のデザイン要素の出現表（著者作成） 
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P1 1972 ブティックワイズ A 1 0 1 1 0 0 0 1 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 1 0 1 1 1 0 0 15 31.3%

P2 1972 ラジオ B 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 1 0 1 1 1 0 0 13 27.1%

P3 1972 コーヒーハウス　コロ C 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 8 16.7%

P4 1973 パブオレンジ B 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 1 1 0 1 1 1 0 0 14 29.2%

P5 1973 ナルセフローリスト G 1 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1 1 0 0 14 29.2%

P6 1974 テフテフ B 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 1 1 0 0 12 25.0%

P7 1974 ブティック　ISSEY MIYAKE A 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 8 16.7%

P8 1974 カワキチ　大阪支店 F 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1 1 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 1 15 31.3%

P9 1975 ポスト B 1 1 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 1 1 0 0 0 1 0 0 1 1 1 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 21 43.8%

P10 1975 アール・ビバン H 1 0 1 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 1 0 0 13 27.1%

P11 1975 カフェフィガロ C 0 1 1 0 1 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 13 27.1%

P12 1975 ストロベリー CB 1 1 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 1 0 0 15 31.3%

P13 1976 カッチャー・タカハシ青山店 E 1 0 1 1 1 0 1 1 1 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 18 37.5%

P14 1977 マラソンクラブ H 0 1 1 0 1 0 1 0 0 0 1 1 0 1 0 1 0 1 1 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 17 35.4%

P16 1978 コアフール／石井 E 1 0 1 1 0 0 1 0 1 1 0 1 0 1 0 1 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 18 37.5%

P18 1979 ナルセフローリスト　ノブ G 1 0 1 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 1 0 0 0 0 1 12 25.0%

A
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詳細 直線 曲線 複合 床 壁

要素種別
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空間仕上要素 空間設計要素
特記

天井 壁 床 壁 天井 家具什器 照明・設備

表示記号
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２） P-B 群の特性 
P-B 群の作品特性は、デビュー期から試験的で強引なほどの設計⼿法を作品ごとに試し，

繰り返すことによって洗練されていった杉本の設計⼿法が確⽴されていくことであるが、
この時期の商環境デザインには、まだ強引なデザイン⼿法が残っている。建築空間との関
係性においても、空間全ての要素を⾃らのデザイン要素でデザインする完成形としての作
品に辿り着いていない。 

表４−１−２に P-B 群のデザイン要素出現表を⽰す。作品 P19『ルナロード美容院』、
作品 P20『アゼリア』、作品 P25『⽇本リクルートセンター銀座ビルティーラウンジ』など
で、それ以前に多⽤された「グリッド」で空間を均⼀化する「シングルデザイン」の引⽤
である「格⼦割付」S1、「対称配置線」S2、「斜⾏線」S4 がデザイン要素として出現してい
ない。   

A 群前半作品の特性であった「格⼦割り付け」S1 による「グリッド」が使⽤されなくな
った理由は，杉本⾃⾝が反モダニズムを表現した「シングルデザイン」に感化されてきた
事への反省で「それは違うと思い少しそらした⽅向を⽬指した」７)と杉本⾃⾝が語ってい
る事で説明できる。 

代わりに平⾯計画においては、芸術性を表すと考えられる曲線の「全円」C1 が新たに
出現している。平⾯計画では、P-A 群のデビュー時期の店舗機能の優先順位を下げてもデ
ザイン要素が機能よりも優先されてきた強引なデザイン⼿法から、この群に表れる商空間
以降は、売り上げ、客動線管理のために機能等が重要となりデザイン要素と店舗機能が融
合され始めたと推測される。杉本によれば、「環境を微細に感性化することではなく、い
かに的確な⽬的性（売り上げ）を保有することができるか、という事が何よりも急ぐべき
問題」８)と商空間のデザインと売り上げ（的確な⽬的性）の関係を説明している。 

また、同時期に「物販店なので商品の性格を分析し、そのデータを常に商品に置き⽅、
⾒え⽅を⼤事にし、デザイン作業を⾏った」９)とも説明し、商空間のデザイン⼿法におい
て商品は重要なデザイン要素として変化してきたと考えられる。 

空間仕上げ要素では、作品 P18『ナルセフローリスト ノブ』から壁⾯仕上げには建築
要素である「⽯膏ボード壁⾯」WM7 の表⾯に杉本のデザイン要素である「⽊材系壁⾯」
WM1 が仕上げとして出現している。建築空間仕上げに杉本のデザイン要素を付け加え、
空間を⾃らのデザイン要素で構成していく⼿法が確⽴されたと考えられる。天井のデザイ
ン要素には、「曲⾯天井」L2 が出現し、P-A 群と同様に杉本がデザインした「天井付帯照
明」IL4 も出現している。これは、既存建築の天井仕上げに対して、杉本のデザイン要素



- 104 - 
 

が加えられた天井がデザインの特徴になることへの関⼼が向いたと考えられる。 
P-A 群で多⽤された「壁⾯付帯照明」IL2、「壁付帯照明」IL3 は出現していないことも

P-B 群の特性と考えられる。 
作品 P31『ラジオ（⼆期）』では、東京藝術⼤学の先輩である芸術家・若林奮注５)との協

働作業である「芸術家協働作業」EX1 が初めて出現し、1982 年以降の作品に影響を与えて
変⾰していく⼤きな出発点となっている。若林との協働作業を杉本は「⿇薬のような危険
性を持っていて、そこに強く惹かれることもあるが、計画していた過程で全く違和感を感
じなかったことに驚いている」1０)と、協働作業が、設計の初期段階から対等な形で実施さ
れ、芸術作品とも⾔える商環境が完成したことを説明している。 

杉本と協働でデザインを⾏ったグラフィックデザイナーの⽥中⼀光注６)は、この彫刻作
品のような商環境デザイン作品を「利休の⽬指した精神空間の⽷⼝であり、⼈が彫刻を鑑
賞するのを裏返したように、彫刻が包み込んでいる」1１)と、商環境デザイン作品がインテ
リアデザイナーと芸術家の協働作業で芸術作品へと昇華したことを解説している。 

鈴⽊（2000）は他分野の芸術家との協働作業により、商業施設のインテリア空間が芸術
作品との境が無くなった最初の作品である 1２)と説明している。 

L-B 群の作品 P31『ラジオ（⼆期）』は、1972 年のデビュー時から、作品ごとに変⾰使
⽤して斬新なデザイン要素による設計⼿法が，他分野の芸術家との協働作業によって⼤き
く変換していく時代の節⽬となったと考えられる。 
 
表４−１―２ P-B 群の対象作品のデザイン要素の出現表（著者作成） 
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P19 1979 ルナロード美容室 E 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 1 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 1 0 0 13 27.1%

P20 1979 アゼリア B 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 12 25.0%

P21 1979 フクダモーターズ F 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0 1 0 0 12 25.0%

P22 1980 100%ファクトリー BE 0 0 1 0 1 0 1 1 0 0 1 0 1 0 0 0 1 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 1 1 0 0 0 1 1 0 19 39.6%

P23 1981 シルバーポット C 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 1 0 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 12 25.0%

P24 1981 ショップ　スパイラル G 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 1 0 0 11 22.9%

P25 1981 日本リクルートセンター銀座ビル　ティーラウンジ D 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 0 1 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 16 33.3%

P27 1981 モンジュ G 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 12 25.0%

P28 1981 アイボリー G 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 9 18.8%

P29 1981 司 D 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 9 18.8%

P30 1981 貝作 D 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 7 14.6%

P31 1982 ラジオ B 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 1 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 1 15 31.3%

P39 1983 セラ B 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0 1 0 1 15 31.3%

B

デザイン要素
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詳細 直線 曲線 複合 床 家具什器 照明・設備

空間構成要素
空間仕上要素 空間設計要素

計数表示記号

壁 天井 壁 床 壁 天井
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３） P-C 群の特性 
P-C 群の作品には、「平⾏線」S3 と平⾯のデザイン要素に曲線である「全円」C1、「部分

円」C2、壁と床に「スケルトン壁」WM8、「スケルトン天井 CM4、「設備露出天井」EQ1
が出現し、既存建築の床、壁、天井の仕上げを剥がし、建築躯体のまま仕上げをしない
「スケルトン空間」にするという過去の作品には⾒られない独特の⼿法が初めて出現する。
P-C 群は、P-CⅠ群の 2 作品と、それ以外の P-CⅡ群の作品としてグルーピングされる。 

表４−１−３に P-C 群のデザイン要素出現表を⽰す。P-C1 群の作品は、作品 P15『ザ 
バイブレーション』作品 P17『まる⼋』の 2 作品で構成され、この⼆つの作品の平⾯計画
では、1983 年以降の平⾯計画で作品に多く出現する曲線の「全円」C1、「部分円」C2 と
直線の「交差線」P1 で複合的にデザインされている。空間は「スケルトン壁⾯」WM8、
「スケルトン天井」CM4 による、「スケルトン空間」内を杉本のデザイン要素の「格⼦天
井」CM2、「設備露出天井」EQ1 で構成する先駆的作品と位置付けられる。ここでは「部
分円」C2 が初めて出現している。 

P-CⅡ群の作品は 1981 年から 1987 年と幅広く、1980 年代後期の景気上昇が本格的に始
まりバブル最盛期へと移⾏する 1986 年に多く集中する期間の作品である。デザイン要素の
特性は、「平⾏線」S3、「装飾壁⾯」R5、「⽯材床材」FM4、「⾦属系壁⾯」WM2、「スケル
トン壁」WM8、「スケルトン天井」CM4、「設備露出天井」EQ1 が挙げられる。 

作品 P26『レディーポテト』、作品 P51『イー．エム．エイ．』をはじめとして作品 P38
『オールドニュー』の 3 店舗がある。作品 P38『オールドニュー』、作品 P55『オールドニ
ュー 六甲』、作品 P56『オールドニュー 吉祥寺』は同業態である『オールドニュー』ブ
ランドの２作品が芸術家との協働作業でデザインされていることに対して、他の 4 作品は
芸術家との協働作業は封印されている。芸術家との協働作品ではない 4 作品は、普遍的な
既製品である建築仕上げ材料を使いながらも複雑な空間に仕上げていく試験的な設計⼿法
が⼀時的に試されている。また、「壁⾯付帯装飾」R4 は普遍的な仕上げ要素ではないが他
とは違う特性があり、「設備露出天井」EQ1 も出現し独特の特性を有していると考えられ
る。 

この群で初めて出現した「スケルトン空間」と店舗機能の関係について、杉本は「コン
クリート打ち放しの空間（スケルトン空間）の内部に部品のように仕掛け（機能）を嵌め
込む」1３)と表現している。 

P-C 群は先駆的な P-CⅠ群の 2 作品と、それ以外の⼿法が⼀般化していく P-CⅡ群の作
品としてグルーピングされていると考えられる。 
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総じて、全作品において壁の「スケルトン壁⾯」WM8、天井の「スケルトン天井」
CM4 を採⽤して、商空間の建築仕上げを取り去り、店舗機能だけを残した新しいデザイン
の試みにも関連していると考えられる。 

 
表４−１―3 P-C 群の対象作品のデザイン要素の出現表（著者作成） 

 

 
４） P-D 群の特性 

P-D 群は、1982 年から 1989 年をまでを含む幅広い期間の群である。表４−１−４に P-
D 群のデザイン要素出現表を⽰す。デザイン要素としては、平⾯計画に「平⾏線」S3、
「複合図形」P2、「多重図形」P3、⽴⾯計画では「⽬隠し壁⾯」R3、「ルーバー壁⾯」R4、
「⽔平天井」L1、「空間仕上要素」に、床は「⽊材系床」FM1、「⾦属系床」FM2、「⽯材
系床」FM4、「複合材床」FM6、「れんが系床」FM5、壁に「⽊材系壁⾯」WM1、「⾦属系
壁⾯」WM2 と多くの要素が作品に出現している。特に他群と異なるデザイン要素は、「⾃
⽴壁」W1、「⽬隠し壁」R3 等が複合的に使われ、床に「複合材床」FM6 が多く出現して
いる。直線系の平⾯と天井に対して壁の設置の特異性と、床材料が複合的に使⽤され複雑
な様相を⽰している点が⼤きな特性として捉えられる。 

この点に関して杉本は「形態を壁によって浮遊、連結させることでむしろ狡猾な様式化
としているのではないかと」1４)と⾃らのデザイン⼿法が定着してきたことを「様式化」と
いう⾔葉で説明している。デザイン要素の多様複雑化は、仕上げ材料を多種類使うため資
⾦増加を伴うが、バブル期の豊富な資⾦が可能とさせたと考えられる。 

商環境デザインに多くのデザイン要素を使うことは、商品を埋没させることになるが、
杉本は「素材は、商品が持っている様々な性格と対⽴してしまう空間要素は、視覚を全体
に広げてみれば素材よりもショップ⾃体が異様な空気をまき散らし、商品特性を露出し、
強調する結果となった」1５)と異様なバブル経済の空気感の創成を優先し、バブル経済全盛
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P15 1978 ザ・バイブレーション H 0 1 1 0 0 1 1 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 1 1 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 1 1 0 0 1 0 1 0 21 43.8%

P17 1978 まる八 B 0 0 1 0 1 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 18 37.5%

P26 1981 レディーポテト B 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 15 31.3%

P53 1986 上野　ティーオー A 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 10 20.8%

P55 1986 オールドニュー六甲 H 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 10 20.8%

P56 1987 オールドニュー  吉祥寺店 BC 0 0 1 0 1 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 1 0 1 0 1 1 0 0 0 1 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 1 20 41.7%

P38 1983 オールドニュー BC 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 1 1 0 1 0 1 1 1 1 0 1 0 1 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 1 1 21 43.8%

P51 1986 イー．エム．エイ． B 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 1 1 0 1 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 15 31.3%

P52 1986 ヒロコオム A 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 10 20.8%

表示記号

壁 床 壁 天井 家具什器 照明・設備

特記

計数

平面 断面 立面

C

詳細 直線 曲線 複合 床

デザイン要素

要素種別
空間構成要素

空間仕上要素 空間設計要素

壁 天井



- 107 - 
 

期に対応したことを複合素材と商空間の関係で説明していることで推測できる。 
作品 P50『バゼットウォーカー新宿店』、作品 P54『春＆秋』、作品 P60『オールドイン』

の 3 作品を除き、他の９作品では、芸術家と協働する「装飾壁⾯」R5、「芸術家協働作業」
EX1 が多く出現しており、この協働作業について、杉本は「絵画（芸術作品）が屏⾵のよ
うに店舗空間に積極的に働きかける装置たる事を⽬論んでいた」1６)と解説していることか
ら、芸術家との協働作業はデザイン要素として重要な位置付けになっていたことが分かる。 

この P-D 群も P-C 群ほどの差ではないが 2 分することができる。すなわち作品 P32
『テルース』、作品 P58『パシュ 松⼭』、作品 P57『オールドニュー 新宿ルミネ店』、作
品 P61『セット オフ イノ』、作品 P49『セットオフ』の 5 作品群と、作品 P36『パシ
ュ ラボ』他 3 作品と作品 P45『EX』他 2 作品の群に分けられる。前者と後者の違いは、
天井仕上げのデザイン要素の違いである。後者は「スケルトン天井」CM4 と「設備露出天
井」EQ1 のデザイン要素が⽤いられ、前者は「設備露出天井」EQ1 は全く使⽤されてい
ない。同じ群内ではあるが、明瞭な差が⽰されている。このことは過去のデザイン⼿法・
要素を再利⽤するデザイン⼿法がバブル期の華やかな作品に展開されていたと考えられ
る。 

バブル経済全盛期の商環境デザインについて、杉本は「街つくりなどの建築が社会の⼀
つのイメージメーカーであったが、今、コマーシャルリズム（インテリアデザイン）が負
い始めている」1７)と商環境をデザインするインテリアデザインが建築設計を凌いでいたと
著述し、この時代にインテリアデザイナーが建築を設計することが多く展開されたことが
証明する。 

多様なデザイン要素を複合化させて商環境をデザインする杉本のザイン⼿法は、贅沢な
資⾦がデザインに投下されたバブル景気下において多くのインテリアデザイナーに影響を
与えた。 
表４−１―4 P-D 群の対象作品のデザイン要素の出現表（著者作成） 
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P54 1986 春&秋 B 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 1 0 1 0 1 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 16 33.3%

P32 1982 テルース G 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 13 27.1%

P36 1983 パシュ　ラボ A 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 1 1 15 31.3%

P45 1984 ＥＸ BC 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 1 0 1 0 1 1 1 0 0 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 20 41.7%

P49 1985 セットオフ B 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 1 0 1 1 1 0 1 0 1 0 1 1 0 0 0 1 0 1 0 0 1 1 0 0 1 1 1 0 0 1 22 45.8%

P50 1986 バセット  ウォーカー  新宿店 A 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 1 0 1 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 15 31.3%

P57 1987 オールドニュー  新宿ルミネ店 BC 0 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 1 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 16 33.3%

P58 1988 パシュ松山 A 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 9 18.8%

P59 1988 セラトレーディングトョールーム F 0 0 1 1 0 0 1 0 1 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 17 35.4%

P60 1989 オールド  イン B 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 1 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 1 0 19 39.6%

P61 1989 セット  オフ  ノイ B 0 0 1 0 1 1 1 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 1 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 1 18 37.5%

P62 1989 TOTOスーパースペース F 0 0 1 1 1 0 1 0 1 0 1 1 0 1 0 0 0 0 1 1 0 1 1 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 1 20 41.7%
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５） P-E 群の特性 
P-E 群は、バブル経済崩壊前の 1983 年から 1985 年の作品に集中した作品群であり、デ

ザイン要素の顕著な特性は、⽴⾯仕上げにおいて、⽊材系と他の空間仕上要素との複合化
と考えられる。 

表４−１−５に P-E 群のデザイン要素出現表を⽰す。作品 P34『無印良品』、作品 P42
『ビーイン』、作品 P43『ジュンメンパルコ１店』、作品 P45『EX』等が代表作であり、デ
ザイン要素の顕著な特性は、⽴⾯計画に「ルーバー壁⾯」R4、床仕上げには「⽊材系床」
FM1、「⾦属系床」FM2、「れんが系床」FM5、壁仕上げに「⽊材系壁⾯」WM1、「⾦属系
壁⾯」WM2、「複合材壁⾯」WM6 と⽊材系と他の仕上げ要素との複合化である。 

⽊材系素材（廃棄古⽊）、⾦属系素材（腐⾷⾦属）を使う理由を杉本は「古くも新しく
もない空間」によって「空間は時間で左右されるものではない」１８)と⽊材系材料（古⽊）、
⾦属系材料（腐⾷⾦属）の使⽤が商空間の継続性を持たせるものと位置付けて商空間を⼀
過性で終わらせない継続性として説明している。「ルーバー壁⾯」R4 と「⽊材系床」FM1
は P-D 群のデザイン要素の特徴とも⼀致するが、「⽊材系壁⾯」WM1 と「複合材壁⾯」
WM6 は他の群では卓越して⾒られないデザイン要素の使⽤頻度である。 

平⾯的には「多重図形」P3、断⾯としては「⾃⽴壁」S12、⽴⾯では「ルーバー壁」R4
と共に「⽬隠し壁」R3 の出現頻度は⽐較的多く、P-E 群の特性と考えられる。材料につい
ては、「複合材壁⾯」WM6 と共に「壁⾦属系」WM2、「床⾦属系」FM2 と⾦属材料が取り
⼊れられている。これも P-E 群の特⾊ともいえる。 

「芸術家協働作業」EX１は 5 作品で⾏われている。作品 P35『パシュ 札幌』の店舗設
計では、芸術に造詣の深い施主であるファッションデザイナー細川伸注７)が主体となり、
若林や他の芸術家との協働作業により⽣み出されたインテリア空間は、芸術作品との境が
無くなったと考えられる１９)。それは，若林の芸術作品に使⽤される素材(腐⾷した⾦属素
材)が、杉本のインテリア空間の重要なデザイン要素となる仕上げ素材「⾦属材」となって
いくことでも明解である。 

杉本によれば、芸術家との協働作業を「積極的に作家の作品を素材化し、空間化するこ
とを試みている」2０) と表現して芸術家の作品を空間素材とデザイン要素としていることが
分かる。さらに「芸術家協働作業」EX1 による商環境は芸術作品との境界が無くなったと
考えられる。鈴⽊（2015）も作品 P35『パシュ 札幌』について「積極的に作家の作品を
素材化し、空間化することを試みている」2１)と著述していることからも、杉本が芸術家と
協働することを⾃⾝のデザイン要素として取り⼊れしていると理解できる。 



- 109 - 
 

このバブル経済最盛期の時期は、インテリアデザインが商環境に重要な位置を占める時
期である。経済がバブル時代への展開に伴って、インテリアデザインは商品を売るための
重要な要因と位置付けられ、インテリアデザイナーの仕事の領域が拡⼤していった２２)。
また、芸術と⼀体になった杉本のデザインしたファッションデザインを商品とする「ブテ
ィック」は、時代の流⾏を牽引する存在 2３)になり、時代の流⾏を先導していたと考えられ
る。 

この P-E 群の作品では、各デザイン要素が複雑に商環境空間内で融合して、拡⼤された
商環境に展開される機能全体のデザインコンセプトとしていることが、杉本の「使⽤する
素材をお互いに横断させること、コンクリート造の構造と表⾯を積極的に内装材として組
み⼊れることなどを共通項として、各ブロック個別のデザインで複合することで全体で語
る」2４)との解説で⽰されているものと考えられる。 

この群の作品は、贅沢な資⾦によって多様な仕上げ素材を⽤いてデザインされ、杉本の
商環境作品としての⼀つの⼿法として完成されたものと考えられる。この作業を杉本⾃⾝
は、デザイン上の「編集」作業と表現している 2５) 。 
 

表４−１―５ P-E 群の対象作品のデザイン要素の出現表（著者作成） 
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P33 1983 ラ・ブレア A 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1 0 0 17 35.4%

P34 1983 無印良品青山 G 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 12 25.0%

P35 1983 パシュ　札幌 A 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 11 22.9%

P37 1983 無印良品アメリカ村 G 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 1 0 1 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 14 29.2%

P40 1983 ビギ青山ビル %th club & TAKEO KIKUCHI AOYAMA A 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 11 22.9%

P41 1984 パシュ丸井ファッション館 A 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 1 15 31.3%

P42 1984 ビーイン B 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 1 0 0 0 1 1 0 0 1 1 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 15 31.3%

P43 1984 ジュン　メン　パルコⅠ店 A 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 1 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 11 22.9%

P44 1984 木乃花 B 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 12 25.0%

P46 1985 青山ティーオー  ジュン  メン B 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 1 0 1 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 1 17 35.4%

P47 1985 オールド・ニュー  北白河店 D 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 15 31.3%

P48 1985 オールド・ニュー  田園調布店 D 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 1 1 1 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 17 35.4%

デザイン要素

要素種別
空間構成要素

空間仕上要素 空間設計要素
特記

計数

平面 断面 立面

詳細 直線 曲線 複合 床 家具什器 照明・設備

表示記号

壁 天井 壁 床 壁 天井

E
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４．１．2 前期作品 分類された群の年代的位置付けとデザイン特性 
クラスター分析の結果による分類について明確になった作品の竣⼯した年代と作品のデ

ザイン特性の関係を検討するため、P-A 群から P-E 群での各群ごとに作品の竣⼯年次に対
応する作品の分布を⽰す表４−２を作成した。 

この表中で、各群ごとに着⽬し、竣⼯年代的にまとまっている作品を分かりやすくする
ために⾊分けした。すなわち P-A 群（橙⾊）、P-B 群（⻘⾊）、P-C1 群（⻩⾊）、P-C2 群
（⾚⾊）、P-D 群（緑⾊）、P-E 群（紫⾊）とした。 

各群の特性を⾒ていくと、はじめに、P-A 群は 1972 年から 1979 年、P-BⅠ群は 1979 年
から 1983 年、P-BⅡ群は 1981 年、P-CⅠ群は 1978 年、P-CⅡ群は１作品の 1981 年と
1983 年、およびまとまった 1986 年と 1987 年、P-D 群は 1982 年から 1989 年の間である
が、分布中⼼は 1986 年から 1989 年ともみえる。最後の P-E 群は 1983 年から 1985 年で
ある。 

P-A 群では、図４−１の樹形図を詳しく⾒ると 2 つの⼩群が⾒られる。⼀つの⼩群の構
成は 10 作品（作品 P1『ブティック ワイズ』、作品 P2『ラジオ』、作品 P3『コーヒーハ
ウス コロ』、作品 P4『パブオレンジ』、作品 P5『ナルセフローリスト』、作品 P6『テフ
テフ』、作品 P7『ブティック ISSEY MIYAKE』、作品 P11『カフェフィガロ』、作品 P12
『ストロベリー』、作品 P18『ナルセグローリスト ノブ』）中 9 作品が 1972 年から 1975
年の作品が占める。 

作品 P1『ブティック ワイズ』は分類上最も端部に位置し、P-A 群の中でも特別な位置
が現れたものと考えられる。デビュー作品らしく、過去のデザインに捕らわれない新しい
実験的なデザイン要素が多く出現して、後年の作品に引き継がれている。 

作品Ｐ18『ナルセフローリスト ノブ』は、1979 年の作品であるが P-A 群の初期に多⽤
された「格⼦割付」S1 使⽤の特性を備えているので、P-A 群に分類されたものと考えられ
る。他の⼩群（作品 P8『カワキチ ⼤阪⽀店』、作品 P9『ポスト』、作品 P11『カフェフ
ィガロ』、作品 P13『カッチャータカハシ ⻘⼭店』、作品 P14『マラソンクラブ』、作品
P16『コアフール⽯井』）では、P-A 群の後半にあたる 1974 年から 1978 年までにまとまっ
ている。 

P-B 群は、1979 年から 1983 年までにまとまっている作品群である。1981 年の作品が最
も多い 7 作品（作品 P23『シルバーポット』、作品 P24『ショップスパイラル』、作品 P26
『レディポテト』、作品 P27『モンジュ』、作品 P28『アイボリー』、作品 P29『司』、作品
P30『⾙作』）である。表４−２に⽰されるようにデザイン要素が P-A 群の⼀部を継承しつ
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つも、作品群として明確に区分され、時代の変化に沿った新しいデザインが⽣み出された
ことが⽰されていると考えられる。 

P-C 群は、P-CⅠ群と PC-Ⅱ群の⼆つの作品群に分けられる。 
P-CⅠ群は作品 P15『ザ バイブレーション』、作品 P17『まる⼋』であり、直線、曲線を

複合的に交差させる等に取り扱い、P-B 群のデザイン要素へと繋がる先駆的な試みで 1978
年に現れているものと考えられる。 

P-CⅡ群は、1981 年から 1987 年と広く出現している。この年代でも新しいデザイン要
素が出現しているが（表４−２）、急激な変化ではなく⽐較的時間をかけて先駆的な特性を
⽰す転換点となる作品群と捉えることができる。最多の作品は 1986 年に作品 P51『イー 
エム エイ』、作品 P52『ヒロコオム』、作品Ｐ53『上野 ティーオー』、作品Ｐ55『オー
ルドニュー 六甲』の 4 作品がある。この作品群は年代を跨いでいるが、⼀つの特性を⽰
している群と捉えることができる。 

P-D 群は、1982 年から 1989 年までと⽐較的⻑い時間で作品が分布している。そして
1982 年から 1988 年までは、年代ごとに各 1 作品と分布している作品は、作品 32『テルー
ス』、作品 P36『パシュ ラボ』、P45『EX』、作品 P49『セットオフ』であり、2 作品とし
て分布するのは、1986 年の作品 P50『バセットウォーカー』、作品 P54『春＆秋』と、
1988 年の作品 P58『パッシ松⼭』、作品 P59『セラトレーディングショールーム』である。 

1989 年には 3 作品の作品 P60『オールドニュー』、作品 P61『セットオフノイ』、作品
P62『TOTO スーパースペース』となっている。 

この P-D 群の作品は、それ以前の時代でデザインされた作品からの影響の下、さまざま
なデザイン⼿法が考案されてデザイン要素が⽤いられ、多様な要素を取り⼊れた作品が反
映された群と考えられる。 

表４−２に⽰されるように、1982 年から 1989 年の 8 年間という幅広い年代に分布し、
新しく出現したデザイン要素の利⽤を含め、デザイン⼿法として他の群とは違う過去のデ
ザイン⼿法・デザイン要素を再利⽤して複合化することを含んだ作品として⻑い時間の中
で展開されている。 

P-D 群でも、時代としてはまとまっていないが 2 つの⼩群が⾒られ、その群の特性は天
井仕上げのデザイン要素の違いが⼤きい要因として現れている。  

P-E 群は、P-A 群、P-B 群、P-CⅡ群、P-D 群の前半作品と同様に 1980 年代バブル経済
期の時期に集中し、1983 年から 1985 年に集中して現れる。 

この P-E 群の作品が多様なデザイン要素の仕上げを⽤い、店舗機能をも既存の置き什器
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ではなく杉本⾃⾝がデザイン化しているのは、バブル経済による贅沢な建設資⾦を使える
ほどにインテリアデザインが商環境に重要な位置を占める時期であったからと考えられ
る。鈴⽊によれば(2013)戦後の⾼度成⻑期を経て経済がバブル経済期へ向かうに伴い、商
環境ではインテリアデザインは商品と共に「売る、買う」、「飲⾷」、「時間を過ごす」ため
の重要な要因と位置付けられ、インテリアデザイナーの仕事の領域が⾶躍的に拡⼤したこ
と、またデザイン（特にファッションデザイン）と芸術が⼀体になったインテリアデザイ
ンが時代の流⾏を牽引する存在 2６)になっていたことが作品のデザイン要素分析からも⽰さ
れる。 

作品の分類と年代的位置付けの関係を探るために、表４−２で、群ごとに着⽬し、年代
的なまとまりを検討する。 

P-A 群は 1972 年から 1979 年、P-B 群は 1979 年から 1983 年、P-D 群は 1982 年から
1989 年、P-E 群は 1983 年から 1985 年であり、各群内で年代幅の中にまとまって、年を追
い連続的に出現している。P-C 群では、P-CⅠ群 1978 年、P-CⅡ群 1981 年から 1987 年ま
でに間隔を空けながら出現している。 

P-C 群としてみると作品分布の時間は 10 年にわたっている。このような時間的な連続
性・不連続性は以下のように推測される。作品の企画から設計そして竣⼯に⾄るまでに作
品によって、企画や設計が⽐較的近似的な場合であっても時間的なズレが⽣じることも考
えられる。⻑い期間で同じ群の作品が分布するのは、表４−２に⽰す通り、デザイン要素
をある⼀定期間は⽤いることがあると共に、⼀度中断した使⽤を再利⽤して再開する、そ
して新しい⼿法の中でかつて使⽤した要素が適したものとして再評価し複合化されたため
と考えられる。 

これら各群の年代幅のまとまりを⾒ると、年代が重なりながら時代の流れに沿って作品
の群が遷移している様⼦が⽰されている。年代がまとまった遷移として、P-A 群→P-CⅠ
群→P-B 群→P-E 群→P-CⅡ群→P-D 群の時代的な流れが表４−２の「分類群ごとに竣⼯
年次に対応作品の分布」から推察され、P-CⅡ群と P-D 群は⽐較的⻑い期間のなかで連
続・中断・継続・復活してデザイン要素が複合的に⽤いられたと判断される。 

これは、デザイン要素の使⽤・出現が年代とともに徐々に変化していることを⽰唆して
いるものである。もちろん変化の少ないデザイン要素もあると考えられるが、デザイナー
としての杉本が、空間創造の思想の推移とともに求められた空間の時代的変化や材料・技
術の変化、経済状況も含めて、その時代に反映されたデザインを⾏なってきたものと推察
される。 
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以上より、分類された前期作品群は、それぞれの特性を⽰すデザイン要素が各群にて使
⽤され、相互に他群のデザインと区別されており、経済状況の変化に沿った時代的推移も
含めて杉本作品の分類毎の特性を⽰すことができたと考えられる。 

 
表４−２ 分類群ごとの竣⼯年次に対応する作品の分布（著者作成） 

年
1972 1 2 3
1973 4 5
1974 6 7 8
1975 9 10 11 12
1976 13
1977 14
1978 16 15 17
1979 18 19 20 21
1980 22
1981 23 24 25 27 28 29 30 26
1982 31 32
1983 39 38 36 33 34 35 37 40
1984 45 41 42 43 44
1985 49 46 47 48
1986 51 52 53 55 50 54
1987 56 57
1988 58 59
1989 60 61 62

P-E
群

P-A P-B P-CⅠ P-CⅡ P-D
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第２節 1990 年〜2018 年までの後期作品（作品番号 L1〜L55） 
４．２．１ 分類された後期作品の特性 

研究対象の 1990 年から 2018 年までの前期 55 作品について、『商店建築』から各作品の
データをまとめた⼀覧表の図２−１データシートから、「２．⽅法」の章で述べた「空間構
成要素」「空間仕上要素」「空間設計要素」のデザイン要素を抽出し、デザイン要素を空間
化して表現した⼀覧表を表２−１、表２−３、出現要素を表３−８としてまとめた。 

その出現表を⽤いて、林の数量化Ⅲ類による分析を⾏った。クラスター分析の結果の樹
形図として図３−４にて⽰した。 

本研究の分析結果と考察の理解を深めるために、表４−２の情報を図３−２の樹形図と
編集して図４−２にて⽰す。デザイン要素の出現結果から各群ごとに作品特性を考察する。 
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L1 徳寿　カンパリ店 1990_04 C 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
L2 春秋　赤坂 1990_10 C 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 1
L11 アクシア 1994_10 B 0 1 1 0 0 1 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0
L29 旬房　六緑　六本木 2003_04 C 0 1 1 0 0 1 0 0 1 1 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 1 0 1 1 0 1 1 1 1 0 0 0
L5 キササ 1991_04 C 0 1 1 0 0 1 1 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 1 1 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1
L45 パークハイアット釜山ダイニング 2013_05 C 1 1 0 0 0 1 1 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 1 1 0 1 1 0 1 1 0 1 1 1 0 0 1 1 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 1 1 1 0 1
L34 分とく山 2004_03 C 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 1
L25 響　丸の内店 2001_11 C 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 1 0 0 1 1 0 1 0 1 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0
L38 MUJI 六本木 2007_03 E 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0
L41 コレド室町 2010_03 F 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 1 0 0 0 1 1 0 1 0 1 0 0 0 1 1 1 0 0 1 0 0 1 1 1 0 0 1
L16 メザナイン 1998_06 C 0 1 1 0 0 1 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 1 1 1 0 0 1 0
L23 由庵　恵比寿 2001_10 C 0 1 1 0 0 1 0 1 0 1 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 0 1 1 0 0 1 0
L30 ケセラ 2003_10 BC 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 1 1 1 0 1 1 0 1 1 0 0 0 1 0
L32 ハウスプラス 2003_09 BC 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 1 0 1 1 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1
L37 マナーハウス島津重冨荘ダイニング 2006_11 C 0 1 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 1
L33 グランドハイアットシンガポールダイニ2004_12 C 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 1 0 1 0 1 1 1 0 1 1 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 1 1 1 0 0 1 0
L36 ハイアットリージェンシー京都　東山 2006_03 C 0 1 1 0 0 1 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 1 0 1 0 1 1 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 1
L40 春秋ユラリ 2009_06 C 0 1 1 0 0 1 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 1 0 1 0 1 0 1 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1
L53 星野リゾート 界 アンジンダイニング 2017_10 C 0 1 1 0 0 1 0 1 0 1 1 1 1 1 0 0 0 0 1 0 1 1 1 0 0 1 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1
L54 無印良品　大阪 2018_07 E 1 1 0 0 0 1 1 1 0 1 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 1 1 0 1 0 0 0 0 1 1
L55 MUJI HOTEL SHENZHENダイニング 2018_11 C 0 1 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 1 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 1 0 1 1 1 0 1 1 0 0 1 1 1
L4 TOTO陶器ショールーム 1991_03 D 0 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0
L39 MUJI 新宿 2008_07 E 1 1 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1
L42 カフェ&ミール MUJI 南青山 2011_04 C 0 1 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 1 0 1 1 0 1
L51 無印良品シンガポール 2017_06 E 1 1 0 0 0 1 1 1 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 1 1 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 0 1 1 0 0 0 1 1
L43 MUJI テラスモール湘南店 2011_07 E 1 1 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 1 0 1 0 0 1 0 1 0
L49 MUJI　上海 2016_10 E 0 1 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 1 0 1 0 0 0 1 1 0
L52 ライトオン調布 2017_09 A 0 1 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1 1 1 0 1 0 0 0 1 1 1
L47 ライトオン　MOZOワンダーシティ店 2015_08 A 1 1 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 1 1
L44 アンダーズホテルダイニング 2012_06 C 0 1 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 1 0 0 1 1 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 1 0 1 1 0 1
L46 マナーハウス 島津 重富荘ダイニング 2014_11 C 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 1
L48 AZIA 2015_05 C 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 1 1 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 1
L50 パークハイアットソウルダイニング 2017_04 C 0 1 0 0 0 1 1 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 0 1 0 1
L3 春秋  福岡店 1990_05 C 0 1 1 0 1 1 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 1 0 1 1 0 1 0 1 1 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1
L6 春秋 響　西麻布 1992_12 C 0 1 1 0 1 1 0 1 1 1 1 0 1 0 0 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 1 1 1 1 1 0 0 0 1 1 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 1 0 0 0 1 1
L7 モルツクラブ　京都 1992_06 C 1 0 0 0 0 1 1 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1
L10 由庵　新宿 1994_09 C 0 1 0 0 0 1 0 0 1 1 1 0 1 0 0 1 0 1 0 1 0 0 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 1
L14 二期倶楽部　ダイニング 1997_09 C 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 1 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
L17 猿丸　渋谷 1998_04 BC 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0
L9 フーフー 1994_06 F 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0
L12 燦　大阪 1995_06 C 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0 1 1 1 0 0 1 0 0 0 1 1 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 1 1 0 0 1 0
L15 燦  神戸 1997_07 C 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 1 1 0 0 1 1
L13 春秋  鳥居坂店            1996_07 C 0 1 0 0 0 1 0 0 1 1 1 0 1 0 0 1 0 0 0 1 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0
L18 二期　六本木 1999_01 BC 0 1 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 1 1 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 1 1
L19 銀座二期 1999_12 C 0 1 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 1 1 0 0 1 1 0 0 1 0
L22 ジパングスーパーダイニング　永田町 2000_02 C 0 1 1 0 0 1 0 1 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 1 1 0 0 0 1 1 0 1 1 0 0 0 0 1 0
L20 無印良品＆カフェムジ 青葉台 2000_03 E 0 1 0 0 0 1 1 1 0 1 1 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 1 1 0 1 0 1 0 0 1 0
L31 ROKA and Shochu Lounge 2003_12 BC 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 1 1 0 1 0 0 0 0 1 0
L21 春秋 溜池山王店 2000_05 C 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0
L35 春秋 ツギハギ 2005_09 C 0 1 1 0 0 1 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 1 0 0 1 0 1 1 1 0 0 0 0 1 1 0 1 0 1 0 1 1 1 0 0 0 1 0 0 1 1
L24 カフェトゥー 2001_10 C 0 1 1 0 0 1 0 0 0 1 1 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 1 1 0 1 0 0 0 0 1 0
L28 ZUMA 2002_12 C 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 1 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0
L26 無印良品有楽町 2001_11 E 0 1 0 0 0 1 1 0 0 1 1 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 1 0 1 0 0 0 0 1 0
L27 キッチ・しゅんじゅう　銀座 2002_11 C 0 1 0 0 0 1 1 0 0 1 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 0 1 1 1 0 1 0 0 0 0 1 0
L8 デポ　上野 1993_08 BC 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 1 0 1 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1
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空間仕上要素

作品名 年月
業
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距離
12                 10                8                  6                  4                  2                  0

L-J群

L-G群

L-F群

L-E群

L-D群

L-C群

L-B群

L-A群

L-H群

L-I群

A2群

A1群

 
 
図４−２ 表３−８の情報をクラスター分析結果による図３−４の樹形図と編集した図（著者作成） 



- 116 - 
 

１） Ｌ-A 群の特性     
L-A 群の作品は、1990 年から 2013 年の⻑い時間にまたがる 10 作品（作品 L1『徳寿 カ

ンパリ店』、作品 L2『春秋 ⾚坂』、作品 L5『キササ』、作品 L11『アクシア』、作品
L25『響 丸の内店』、作品 L29『旬房 六録 六本⽊』、作品 L34『分とく⼭』、作品
L38『MUJI 六本⽊』、作品 L41『コレド室町』、作品 L45『パークハイアット釜⼭ダイ
ニング』）である。作品 L5『キササ』と作品 L29『旬房 六録 六本⽊』の例外があるが、
1990 年から 1994 年の作品群が L-AⅠ群、2001 年〜2013 年の作品群が L-AⅡ群と⼆つの
グループに分かれている。 

表４−3−１に L-A 群のデザイン要素出現表を⽰す。L-AⅠ群の作品には前半に特徴的な
「斜⾏線」S4、「交差線」P1、「浮遊壁」W2、「ルーバー壁⾯」R4 が多⽤されている。
作品の完成した 1990 年以前に計画された店舗であるためであると考えられる。代表作であ
る作品 L2『春秋 ⾚坂』には、空間仕上要素として、「古⽊材系壁⾯」WM9、「左官系
壁⾯」WM11 という和⾵を演出する伝統的仕上げ材が新しく出現する。 

バブル経済崩壊直後の建設資⾦減少により、前期のデザイン⼿法であるデザイン要素を
新しく考案して更新していく実験的な⼿法が封印され、以前に使われた空間構成要素を再
利⽤して「編集」する⼿法を模索していた時期と判断できる。鈴⽊（2013）が「杉本はも
の派であったが、この作品（L2『春秋 ⾚坂』）はデザインしないという姿勢に変わった
転換期である」27)との指摘とも⼀致している。 

L-AⅡ群の後半作品では、⾼価な建築資材である「並列型装飾壁」R6、「⾃然⽯材系壁
⾯」WM11、「ガラス系壁⾯」WM12 が出現していることは、バブル崩壊の混乱からの回
復傾向が反映されたと推察される。この群の特徴的作品である作品 L38『MUJI 六本⽊』
は、景気回復に伴う商品の多種化による「無印良品」が⼤型化した物販店であり、「デザ
イン」よりも「売る」、「管理」の機能を重視した店舗づくりを模索し始めた作品である
と考えられる。杉本の「基本的な構成はそれまでのデザインに倣いつつ、ギャラリー的な
⾒せ⽅でない売り⽅のシステムを作ろうとした」28)からも判断できる。 

L-AⅠ群、L-AⅡ群で共通しているデザイン要素は、天井は「⽔平天井」L１、「⽯膏ボ
ード天井」CM3 の既存仕上げの上に「天井付帯照明」IL4 だけでデザインされていること
である。これは、杉本のスタッフであった飯島注８)が「デザインの恣意を空間に⼊れない。
そこに出現する瞬間の現象があれば良かった」29)と、バブル経済崩壊後の「恣意的なデザ
インを避ける」注 9)杉本のインテリアデザイン⼿法を解説していることと⼀致する。 
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表４−３−１ L-A 群の対象作品のデザイン要素の出現表（著者作成） 

 
 
２）L-B 群の特性 

L-B 群の作品は、1998 年から 2009 年の各年代に 1 作品（作品 L16『メザナイン』、作品
L23『由庵 恵⽐寿』、作品 L33『グランドハイアットシンガポールダイニング』、作品 L36
『ハイアットリージェンシー京都』、作品 L37『マナーハウス島津重重荘ダイニング』、）と、
年代ごとに作品が重複していない。業態は全て飲⾷店である。 

表４−3−２に L-B 群のデザイン要素出現表を⽰す。前期に⽤いられたデザイン要素で
ある「⾃⽴壁」W1、「格⼦壁⾯」R1、「装飾壁⾯」R5、「ルーバー天井」CM1、「壁間
接照明」IL2 が出現している。「ガラス系壁⾯」WM11 は 8 作品中の 4 作品に出現し、他
群全体では 2 作品にしか出現しておらず、7 作品に出現した「ルーバー天井」CM1 ととも
に L-B 群の特徴である。 

新しいデザイン要素は、8 作品中の 6 作品に使われた「並列型装飾壁（リピート）」R6
以外は出現していない。この時期に杉本は「こういう空間、⾵景を作ろうと考えていたの
は、ずいぶん前のことであった。恣意的なデザインを避けている」30)と記述していること
から、新しいデザイン要素を考案する⼿法から、恣意的なデザインを避ける⼿法に移⾏し
たと考えられる。これは、鈴⽊が「杉本は、⼯芸といった⾃分の⼿で物をつくることから
始め、デザインと常に距離を置き、デザインしていながらデザインしていないように⾒せ
る」ことを「杉本のデザインレス」31)と定義したことの証左でもあると考えられる。 

「並列型装飾壁（リピート）」R6 については、壁⾯、⾃⽴壁に既製品を並列させる⼿法
で、商店建築編集⻑の松本注 10)は「役割を終えた既製品が、単独であるいは集合的にハイ
ブリッドで登場する新しいデザイン」32)と説明しており、新しいデザイン⼿法と位置付け
られる。さらに、デザインの脈略を持たない「並列型装飾壁（リピート）」R6 は、恣意的
なデザインを避けるためのデザイン要素として多⽤されるようになったと考えられる。 

この群の代表作である作品 L16『メザナイン』注 1１)は、最初の海外作品で床⾯積 1600 ㎡
という⼤空間のホテルダイニングである。杉本のスタッフであった橋本注 1２)は「杉本はア
ジアの市場に魅かれていたのも、その中に感動されるものがあったからである」と作品の
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L1 1990 徳寿　カンパリ店 438 B 0 1 0 0 1 1 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 1 1 1 0 0 1 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 19 36.5%

L2 1990 春秋　赤坂 131 C 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 1 19 36.5%

L5 1991 キササ 305 B 0 1 1 0 0 1 1 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 17 32.7%

L11 1994 アクシア 74 A 0 1 1 0 0 1 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 13 25.0%

L25 2001 響　丸の内店 511 C 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 1 0 0 1 1 0 1 0 1 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 18 34.6%

L29 6-05 旬房　六緑　六本木 590 C 0 1 1 0 0 1 0 0 1 1 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 1 0 1 1 0 1 1 1 1 0 0 0 20 38.5%

L34 2004 分とく山 149 C 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 1 16 30.8%

L38 2007 MUJI 六本木 720 E 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 14 26.9%

L45 2013 パークハイアット釜山ダイニング 870 D 1 1 0 0 0 1 1 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 1 1 0 1 1 0 1 1 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 1 1 1 0 1 28 53.8%

L41 2010 コレド室町 16,166 H 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 1 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 1 0 1 1 1 0 0 1 0 0 1 1 1 0 0 1 21 40.4%
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背景をアジアの雑多な市場の平⾯にあるとし、「⼤空間のホテルダイニングを雑多な飲⾷
店の集合体によって完成させている」33)と説明している。 

杉本は「これはインテリアの仕事でも建築の仕事でもない。環境のデザインであり建築
と⽣活の中間をデザインすることであり、今まで⾒過ごされてきた」34)と新しいインテリ
ア領域のデザインと断⾔している。これは、杉本の著作 35)の全体構成や掲載された市場や
様々な写真、解説にも如実に現れていると考えられる。飯島は「メザナインは商業的にも
⼤成功し、⽇本⼈デザイナーが海外で活躍する⾜掛かりをつくったという意味でも⼤きな
出来事であった」36)と、以降のインテリアデザイナーの商環境デザインに与えた影響を指
摘している。 

この複雑なプログラムを、⼤空間店舗内に独⾃のデザイン要素を組み合わせてまとめ上
げる⼿法は、作品 L32『ハウスプラン』、作品 L37『マナーハウス島津重富荘ダイニン
グ』、作品 L33『グランドハイアットシンガポールダイニング』、作品 L36『ハイアット
リージェンシー京都東東⼭』の⼤空間店舗作品にも転⽤されており、この群の特性と考え
られる。 

その後の国内外の⼤型案件に展開されていく原点と位置付けられる。 
 
表４−３−２ L-B 群の対象作品のデザイン要素の出現表（著者作成） 

 
 
３） L-C 群の特性 

L-C 群は、2017 年と 2018 年の最後期の 3 作品（作品 L53『星野リゾート 界 アジア
ン ダ イ ニ ン グ 』 、 作 品 L54『 無 印 良 品  ⼤ 阪 』 、 作 品 L55『MUJI HOTEL 
SHENZEN』）であり、異業種業態であるが、何れも⼤空間店舗作品である。 

3 作品で 15 要素、2 作品で 8 要素に同⼀デザイン要素が出現している。表４−3−３に
L-C 群のデザイン要素出現表を⽰す。「多重図形」P3、「浮遊壁」W2、「曲⾯天井」L2、
「既存⽯材系壁⾯」WM４が多⽤されている。「多重図形」P3 によって⼤空間を機能的に
仕切り、「並列型装飾壁」R6、「古⽊材系壁⾯」WM9、「左官系壁⾯」WM11 を使い、
「芸術家協働作業」EX1 によって計画されている共通点が⾒出せる。     

S1 S3 S4 C1 C2 P1 P2 P3 F1 F2 W1 W2 L1 L2 L3 L4 R1 R2 R3 R4 R5 R6 FM1 FM2 FM3 FM4 FM6WM1 WM2WM3WM4WM5WM6WM7 WM8 WM9 WM10 WM11 WM12 CM1 CM3 CM4 FN1 FN2 FN3 FN4 IL2 IL3 IL4 IL5 EQ1 EX1

ク

ラ

ス

タ
ー

分

類

作
品

番
号

竣

工
年

作品名
面積
㎡

業

態
格

子
割
付

平
行
線

斜
行
線

全
円

部
分
円

交
差
線

複

合
図
形

多

重
図
形

段
差
床

水
平
床

自
立
壁

浮
遊
壁

水

平
天
井

曲

面
天
井

吊
天
井

掘
込

み
天
井

格

子
壁
面

素

材
壁
面

目
隠

し
壁
面

ル
ー

バ
ー

壁
面

装

飾
壁
面

並
列

型
装

飾
壁
面

木

材
系
床

金

属
系
床

T
/

C
系
床

石

材
系
床

複

合
材
床

既
成

木
材

系
壁
面

金
属

系
壁
面

タ

イ
ル

系
壁
面

既
成

石
材

系
壁
面

れ

ん
が

系
壁
面

複
合

材
壁
面

石
膏

ボ
ー

ド
壁
面

ス
ケ

ル
ト

ン
壁
面

古

木
材

系
壁
面

自
然

石
材

系
壁
面

左
官

系
壁
面

ガ

ラ
ス

系
壁
面

ル
ー

バ
ー

天
井

石
膏

ボ
ー

ド
天
井

ス
ケ

ル
ト

ン
天
井

壁

面
一

体
什
器

独

立
型
デ

ザ
イ

ン
什
器

独
立

型
骨

董
什
器

機
能

独
立

型
什
器

壁
間

接
照
明

壁
付

帯
照
明

天

井
付

帯
照
明

独
立
型

吊
天

井
照
明

設

備
露

出
天
井

芸
術

家
協

働
作
業

出
現

要
素
数

出
現

割
合
%

L16 1998 メザナイン 1,600 D 0 1 1 0 0 1 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 1 1 1 0 0 1 0 19 36.5%

L23 2001 由庵　恵比寿 189 C 0 1 1 0 0 1 0 1 0 1 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 0 1 1 0 0 1 0 19 36.5%

L30 2003 ケセラ 520 AB 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 1 1 1 0 1 1 0 1 1 0 0 0 1 0 21 40.4%

L32 2003 ハウスプラス 760 D 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 1 0 1 1 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 18 34.6%

L33 2004 グランドハイアットシンガポールダイニング 820 D 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 1 0 1 0 1 1 1 0 1 1 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 1 1 1 0 0 1 0 23 44.2%

L36 2006 ハイアットリージェンシー京都　東山 760 D 0 1 1 0 0 1 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 1 0 1 0 1 1 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 1 20 38.5%

L37 2006 マナーハウス島津重冨荘ダイニング 3,293 D 0 1 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 1 0 1 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 1 17 32.7%

L40 7-05 春秋ユラリ 296 C 0 1 1 0 0 1 0 0 0 1 1 1 1 0 0 0 1 0 1 0 1 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 1 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1 21 40.4%
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B

詳細
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晩年の作品となる作品 L55『MUJI HOTEL SHENZHEN』は、前期に完成された「編集」
作業によって⼤空間内に多種のデザイン要素を組み合わせる「デザインレス」の⼿法によ
ってデザインされている。橋本は「杉本の作ってきたものの奥深い部分が⼀気に噴き出し
たような空間」「普通だったら雑然としてしまいそうなものを集積して空間をつくる」37)

と説明し、杉本は「我々の未来を⾒ても、デザインしないという傾向はますます強まって
いくと思う」38)と予⾒している。 

これは L-C 群のデザイン⼿法が、前期の「編集」作業に回帰したデザインと考えられる。
建築家の⽵⼭注 1３)は「杉本の特徴である断⽚をコラージュして全体をつくる⼿法には普遍
性があり、部分の重ね合わせによって全体を⽣む。」39)と評している。異業種業態であっ
ても同⼀のデザイン要素で⼤空間を「編集」するデザイン⼿法を⽤いていることが L-C 群
の特性であると考えられる。 
 
表４−３−３ L-C 群の対象作品のデザイン要素の出現表（著者作成） 

 
 
４） L-D 群の特性 

L-D 群は、1991 年の作品 L4『TOTO 陶器ショールーム』の 1 作品である。業態はショ
ールームである。 

表４−3−４に L-C 群のデザイン要素出現表を⽰す。「全円」C1、「部分円」C2、「吊
天井」L3、「独⽴型デザイン什器」FN2 などの他群では稀にしか出現しない固有のデザイ
ン要素が出現し、同時代の「平⾏線」S３、「ルーバー壁⾯」R4、「⾦属系壁⾯」WM2 の
要素を持つ L-A 群、L-G 群の作品との共通点も⾒られる。「複合図形」P2、「多重図形」
P3 によって平⾯が計画され、「T/C 系床」FM3 と「⾦属系壁⾯」WM3 が固有の特性であ
る。「ショールーム」の展⽰機能として空間がデザインされ、業態よって他群と区別され
たと考えられる。 
表４−３−４ L-D 群の対象作品のデザイン要素の出現表（著者作成） 
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L53 2017 星野リゾート 界 アンジンダイニング 760 D 0 1 1 0 0 1 0 1 0 1 1 1 1 1 0 0 0 0 1 0 1 1 1 0 0 1 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 22 42.3%

L54 2018 無印良品　大阪 1,340 E 1 1 0 0 0 1 1 1 0 1 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 1 1 1 0 1 0 0 0 0 1 1 23 44.2%

L55 2018 MUJI HOTEL SHENZHEN 840 F 0 1 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 1 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1 0 1 0 1 0 1 1 1 0 1 1 0 0 1 1 1 25 48.1%
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D L4 1991 TOTO陶器ショールーム 180 G 0 1 1 1 1 1 1 1 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 19 36.5%
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５） L-E 群の特性 
L-E群は、2008年から2017年までの⽐較的幅の広い期間にデザインされた作品群の7作

品（作品L39『MUJI 新宿』、作品L42『カフェ＆ミール南⻘⼭』、作品L43『MIJIテラ
スモール湘南店』、作品L47『ライトオンMOZOワンダーシティー店』、作品L49『MUJI 
上海』、作品L51『無印良品シンガポール』、作品L52『ライトオン調布』）である。 

業態は、作品L42『カフェ＆ミール南⻘⼭』、作品L43『MIJIテラスモール湘南店』の複
合物販店を除き、全て⼤型物販店である。 

表４−3−５にL-E群のデザイン要素出現表を⽰す。「格⼦割付」S1、「⽯膏ボード壁⾯」
WM7、「独⽴型吊天井照明」IL5が特徴的デザイン要素である。 

作品L39『MUJI新宿』、作品L51『無印良品シンガポール』、作品L43『MUJIテラスモ
ール湘南店』、作品L47『ライトオンMOZOワンダーシティ』は、景気回復に伴う商品の
多種化による⼤型化した物販店であり、「デザイン」よりも「売る」、「管理」の機能を
重視した店舗つくりを模索し始めた時期の作品であると考えられる。杉本の「基本的な構
成はそれまでのデザインに倣いつつ、ギャラリー的な⾒せ⽅でない売り⽅のシステムを作
ろうとした。」40)の説明から判断できる。 

デザイン要素では、「格⼦割付」S1、「並列型装飾壁⾯」R6、「⽯膏ボード壁⾯」WM7、
「独⽴型デザイン什器」FN2が特徴的デザイン要素であり、1970年代前半で多⽤された
「平⾏線」S3による「格⼦割付」S1が復活して出現している。 

平⾯計画においては、直線によって空間を⼤きく区分けし、「複合図形」P2によって多
種の商品が平⾯毎に細分化されて配置されている。これは、⼤空間内で多種商品を効率的
に展⽰するためのデザイン⼿法と考えられる。 

平⾯の仕上げにおいては、「⽯材系床」FM4が1作品に出現する以外は、床は「⽊材系
床」FM1仕上げである。 

壁は、「並列型装飾壁」R6、「⽯膏ボード壁⾯」WM8に「既成⽊材系壁⾯」WM1、
「古⽊材系壁⾯」WM9によって共通に仕上げられていることは、同⼀ブランド「無印良
品」、「ライトオン」によるものと考えられる。 

L-E群の「並列型装飾壁」R6では、壁⾯装飾として「役割を終えた既製品（廃棄物）」
を並べるのではなく、「商品」の陳列と装飾を同時に扱うデザイン要素に進化したと解釈
できる。空間に独⽴して置かれる「独⽴デザイン型什器」FN2、「機能独⽴型什器」FN4
の利⽤は、壁の少ない⼤型物販店への対応と考えられる。 

照明設備に「独⽴型吊り天井照明（シャンデリア）」IL5が、作品L42『カフェ＆ミール



- 121 - 
 

MUJI南⻘⼭』に初めて出現し他の作品にも多⽤されているのは、物販店『無印良品』に別
業態の飲⾷空間を併設し、エンターテイメント性を求めた『MUJI』への業態変更によると
考えられる。 

L-E群は⼤型物販店の時代に適応した業態づくりが特性と考えられる。 
 
表４−３−５ L-E 群の対象作品のデザイン要素の出現表（著者作成） 

 
 
６） L-F 群の特性 

L-F群は、2012年から2017年の4作品（作品L44『アンダースホテル ダイニング』、作
品L46『マナーハウス島津重富荘』、作品L48『AZIA』、作品L50『パークハイアットソ
ウルダイニング』）である。業態は、⼤空間のホテルダイニングである。 

表４−3−6にL-F群のデザイン要素出現表を⽰す。平⾯計画では、「平⾏線」S2、「複
合図形」P2によって⼤空間を⽤途に沿って均⼀に区分し、空間内を仕切る「⽬隠し壁⾯」
R3、「装飾壁⾯」R5が「並列型装飾壁」R6によって仕上げられているが、新しい「空間
構成要素」は出現していない。 

床は、「⽊材系床」FM1、「T/C系床材」FM3、「⽯材系床」FM4、壁は既製品である
「既成⽊材系床材」WM1、「既成⽯材系壁⾯」WM4を「複合材壁⾯」M6、仕上げ材では
ない「⽯膏ボード壁⾯」WM7で仕上げられている。 

天井には、他群では出現頻度が少ない「吊天井」L3、「独⽴型吊天井照明」IL5が4作品
すべてに出現している。これは、天井が⾼い⼤空間に多⽬的なエンターテインメントを求
めるホテルダイニングのプログラムに合わせた演出対応であり、L-F群の特性であると考
えられる。 
 
表４−３−６ L-F 群の対象作品のデザイン要素の出現表（著者作成） 
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L39 2008 MUJI 新宿 1,419 F 1 1 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 18 34.6%

L42 2011 カフェ&ミール MUJI 南青山 231 F 0 1 0 0 0 0 1 1 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 1 0 1 1 0 1 17 32.7%

L43 2011 MUJI テラスモール湘南店 1,240 F 1 1 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 1 0 0 1 0 1 0 17 32.7%

L47 2015 ライトオン　MOZOワンダーシティ店 580 E 1 1 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 1 1 17 32.7%

L49 2016 MUJI　上海 1,650 F 0 1 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 1 1 0 1 0 0 0 1 1 0 17 32.7%

L51 2017 無印良品シンガポール 960 E 1 1 0 0 0 1 1 1 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 1 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 1 0 1 1 0 0 0 1 1 21 40.4%

L52 2017 ライトオン調布 1,760 E 0 1 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 1 1 0 1 0 0 0 1 1 1 16 30.8%
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L44 2012 アンダーズホテルダイニング 680 D 0 1 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 1 0 0 1 1 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 1 0 1 1 0 1 20 38.5%

L46 2014 マナーハウス 島津 重富荘ダイニング 1,401 D 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 1 16 30.8%

L48 2015 AZIA 700 B 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 1 1 1 0 1 1 0 1 0 0 1 1 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 1 20 38.5%

L50 2017 パークハイアットソウルダイニング 520 D 0 1 0 0 0 1 1 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 1 1 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 0 1 0 1 18 34.6%

表示記号

特記
計数

平面 断面 立面

詳細 直線 曲線 複合 床

空間設計要素

壁 天井 壁 床 壁 天井 家具什器 照明・設備
デザイン要素

要素種別
空間構成要素

空間仕上要素

F
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７） L-G 群の特性 
L-G群は、バブル経済崩壊直後の1990年から1998年の6作品（作品L3『春秋 福岡店』、

作品L6『春秋 響 ⻄⿇布』、作品L７『無留津クラブ 京都』、作品L10『由庵 新
宿』、作品L14『⼆⽊倶楽部 ダイニング』、作品L17『猿丸 渋⾕』）である。業態は、
全て中規模の飲⾷店である。 

表４−3−７にL-G群のデザイン要素出現表を⽰す。作品L3『春秋 福岡店』作品L6
『春秋 響 ⻄⿇布』には『春秋』の系列店として、壁には同⼀の伝統的仕上げ要素であ
る「古⽊材系壁⾯」WM9、「左官系壁⾯」WM11が出現している。作品の担当者であっ
た橋本は、1990年代前半の作品について「⽇本の伝統的な考えに則ったうえで新しい価値
観を作ろうとしていた時期」41)と指摘していることから、伝統的な「和」の空間をベース
に新しいデザイン⼿法を模索していた時期と考えられる。 

空間に出現するデザイン要素数は、1990年以降では23要素と少なめで、仕上げ材には
「既成⽊材系壁⾯」WM1、「既成⽯材系壁⾯」WM4の安価な既製材料と共に「左官系壁
⾯」WM11が使われている。 

家具什器は作り付けではなく、「独⽴型デザイン什器」FN2、「独⽴型⾻董什器」FN3、
「独⽴型什器」FN4が出現し、バブル経済崩壊後の経済状況に合わせて予算の掛からない
置き型什器に代わっている。 

L-G群には、潤沢な資⾦を背景にした多くのデザイン要素を複雑に組み合わせるバブル
経済期にみられたデザイン⼿法は出現していないと考えられる。これはバブル経済崩壊前
後に計画されて1990年中期に竣⼯した作品群であり、経済の停滞による予算の減少による
影響と考えられる。   

L-G群は、バブル経済崩壊後の経済状況により予算が絞られ、それまでの新規のデザイ
ン要素を編集した実験的なデザイン⼿法を避け、伝統的あるいは既存の空間仕上要素を⽤
いて⾏われたデザイン⼿法が特性と推察される。 
 
表４−３−７ L-G 群の対象作品のデザイン要素の出現表（著者作成） 
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L3 1990 春秋  福岡店 399 C 0 1 1 0 1 1 0 1 1 1 1 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 1 0 1 0 1 1 1 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 23 44.2%

L6 1992 春秋 響　西麻布 230 C 0 1 1 0 1 1 0 1 1 1 1 0 1 0 0 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 1 1 1 1 0 0 1 1 0 1 1 0 1 0 0 1 1 0 0 1 1 1 0 0 0 1 1 28 53.8%

L7 1992 モルツクラブ　京都 574 AB 1 0 0 0 0 1 1 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 16 30.8%

L10 1994 由庵　新宿 245 C 0 1 0 0 0 1 0 0 1 1 1 0 1 0 0 1 0 1 0 1 0 0 1 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 1 18 34.6%

L14 1997 二期倶楽部　ダイニング 270 D 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 1 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 15 28.8%

L17 1998 猿丸　渋谷 147 AB 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 0 0 0 14 26.9%
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特記

天井 壁 床 壁 天井 家具什器 照明・設備
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G
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８） L-H 群の特性 
L-H群は、1994年から2000年までの７作品（作品L9『フーフー』、作品L12『憐 ⼤

阪』、作品L13『春秋 ⿃居坂店』、作品L15『燦 神⼾』、作品L18『⼆期 六本⽊』、
作品L19『銀座 ⼆期』、作品L22『ジパングスーパーダイニング 永⽥町』）である。業
態は、中規模の⼤型飲⾷店である。 

表４−3−８にL-H群のデザイン要素出現表を⽰す。「空間仕上要素」において、床は
「⽊材系床」FM1、「T/C系床」FM3、「⽯材系壁⾯」FM4、壁は「既成⽊材系壁⾯」
WM1、「既成⽯材系壁⾯」WM4、「複合材壁⾯」WM6、「⽯膏ボード壁⾯」WM7、
「スケルトン壁⾯」WM8、「左官塗装系壁⾯」WM11、天井には、「⽯膏ボード天井」
CM3、「スケルトン天井」CM4と、既製品等の安価な材料が多⽤されていることから、バ
ブル経済崩壊後の影響が⼤きいと判断できる。 

杉本は「恣意的にデザインしたくない。その⾃⼰⽭盾を抱えた時期が10年くらいあった」
42)と、90年代を語っていることで、経済の低迷状況下で新しい設計⼿法を模索していたこ
とが伺える。 

その中で2000年の作品L22『ジパングスーパーダイニング 永⽥町』においては、⾼価
な材料である⾃然⽯を加⼯する「⾃然⽯材系壁⾯」WM10が出現している。バブル経済崩
壊後10年の時間を経て経済が落ち着いたことによる変化と考えられる。 

初めて出現したデザイン要素として1995年の作品L12『燦 ⼤阪』の「並列型装飾壁」
R6がある。L-B群で述べたその後につながる起点であったと考えられる。 

天井では、P-H群共通であるが全店舗に出現している「スケルトン天井」CM4、「設備
露出天井」EQ1は、杉本が「関わる商業施設の現場は建築確認をとった後の物が多く、建
築の仕上げを剥がし、空間を裸にむいたところから仕事をはじめる」43)と語っているよう
に、⼤空間に適合する天井仕上げの適⽤と考えられる。 

 

表４−３−８ L-H 群の対象作品のデザイン要素の出現表（著者作成） 
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L9 1994 フーフー 413 B 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 1 0 15 28.8%

L12 1995 燦　大阪 350 C 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0 1 1 1 0 0 1 0 0 0 1 1 1 1 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 1 1 0 0 1 0 20 38.5%

L13 1996 春秋  鳥居坂店            310 C 0 1 0 0 0 1 0 0 1 1 1 0 1 0 0 1 0 0 0 1 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 1 0 17 32.7%

L15 1997 燦  神戸 526 C 0 1 1 0 0 1 1 0 0 1 1 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 1 1 0 0 1 1 18 34.6%

L18 1999 二期　六本木 261 AB 0 1 0 0 0 0 1 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 0 0 1 1 17 32.7%

L19 1999 銀座二期 109 C 0 1 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 1 1 0 0 1 1 0 0 1 0 18 34.6%

L22 2000 ジパングスーパーダイニング　永田町 1,030 C 0 1 1 0 0 1 0 1 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 1 1 0 0 0 1 1 0 1 1 0 0 0 0 1 0 19 36.5%

照明・設備

表示記号
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９） L-I 群の特性 
L-I 群は、2000年から2005年の8作品（作品L20『無印良品＆カフェジム ⻘葉台』、作

品21L『春秋 渋⾕⽂化村店』、作品L24『カフェトゥー』、作品L26『無印良品有楽町
店』、作品L28『ZUMA』、作品L27『キッチン・しゅんじゅう 銀座』、作品L31
『ROKA and shuchu Lounge』、作品L35『春秋 ツギハギ』）である。業態は物販店、飲
⾷店に分かれるが何れも⼤空間の作品である。 

表４−3−９にL-I群のデザイン要素出現表を⽰す。平⾯は、「平⾏線」S2を基本に、
「斜⾏線」S4、「交差線」P1の直線で⼤空間をプログラムに従って区画し、「複合図形」
P2、「多重図形」P3が「⾃⽴壁」W1によって空間が組み⽴てられている。 

この⼤空間の空間構成について杉本は「店舗をデザインするときは、什器を⽤いてシス
テマティックに空間を作ることに重きを置かない」、「商品は必ず秩序を作ってしまう。
店をデザインするときはある種の秩序を壊していい」44)と、従来の単調な什器配置で⾏う
⼤型店舗の平⾯計画を、平⾏線などの基本要素と⾃⽴壁などの固有要素による空間構成を
⾏うデザイン⼿法を説明している。 

天井では、全店舗に「スケルトン天井」CM4、「設備露出天井」EQ1が復活して出現し
ている。⼤空間に適合する天井仕上げの利⽤がなされたものと考えられる。2000年以降に
は、⼤型商業施設内の⼤空間をデザインする作品が増加したからと考えられる。 

作品L27『キッチンしゅんじゅう 銀座』、作品L35『春秋 ツギハギ』には新しいデザ
イン要素が3要素出現している。P-I 群は『春秋』『無印良品』の系列店において、経済の
⽴ち直りが店舗数の増加と⼤型化に繋がり、同じ設計⼿法での多店舗展開によるマンネリ
化を防ぐために新しいデザイン要素により演出していると考えられる。 

作品L42『無印良品＆カフェムジ ⻘葉台』は、物販店と飲⾷店の融合の試みが上⼿く
作⽤したと推察される。 
 
表４−３−９ L-I 群の対象作品のデザイン要素の出現表（著者作成） 
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L20 2000 無印良品＆カフェムジ 青葉台 3,211 F 0 1 0 0 0 1 1 1 0 1 1 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 1 1 1 0 1 0 1 0 0 1 0 20 38.5%

L21 2000 春秋渋谷文化村 600 C 0 1 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 1 0 1 0 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 18 34.6%

L24 2001 カフェトゥー 870 B 0 1 1 0 0 1 0 0 0 1 1 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 1 1 1 0 1 0 0 0 0 1 0 18 34.6%

L26 2001 無印良品有楽町 3,500 F 0 1 0 0 0 1 1 0 0 1 1 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 1 1 1 0 1 0 0 0 0 1 0 16 30.8%

L27 2002 キッチ・しゅんじゅう　銀座 201 B 0 1 0 0 0 1 1 0 0 1 1 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 1 0 0 1 1 0 0 0 1 1 1 0 1 0 0 0 0 1 0 20 38.5%

L28 2002 ZUMA 270 B 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 1 0 1 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 1 0 1 0 0 1 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 17 32.7%

L31 2003 ROKA and Shochu Lounge 320 B 0 1 0 0 0 1 0 0 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 1 0 1 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 1 1 1 0 1 0 0 0 0 1 0 15 28.8%

L35 2005 春秋 ツギハギ 910 C 0 1 1 0 0 1 0 0 1 1 1 0 0 0 0 0 0 0 1 0 1 1 1 0 0 1 0 1 1 0 0 0 1 1 0 1 0 1 0 1 0 1 1 1 0 0 0 1 0 0 1 1 24 46.2%

床 壁 天井 家具什器 照明・設備

表示記号
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要素種別
空間構成要素

空間仕上要素 空間設計要素
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I
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１０） L-J 群の特性 
L-J 群は、1993 年の作品 L8『デポ 上野』の 1 作品である。表４−3−10 に L-J 群のデ

ザイン要素出現表を⽰す。業態は「バー」であり、デザイン要素の総数は 16 と他群に⽐べ
て極端に少なく、他群では出現頻度の低い「⾦属系床」FM2、「スケルトン壁⾯」WM10
が使われて、他群とは類似性が低い。ただし、前期の「バー」45)において「⾦属系床」
FM2 の利⽤頻度の⾼さとの共通点が特性と考えられる。バブル経済崩壊後の建設予算の影
響と特徴的なデザイン要素使⽤により、要素数が少なくなり他群と分けられたと考えられ
る。 
 
表４−３−１０ L-J 群の対象作品のデザイン要素の出現表（著者作成） 
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J L8 1993 デポ　上野 234 A 0 1 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 1 0 1 0 1 0 0 1 0 1 1 0 1 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0 0 1 0 1 0 0 0 0 0 0 1 1 16 30.8%
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４．２．２ 後期作品 分類された群の年代的位置付けとデザイン特性 
クラスター分析の結果による分類について、年代とデザイン特性、業態の関係を検討す

るために、群ごとに竣⼯年次に対応する作品の分布を⽰す表４−４を作成し、店舗の業態
と年代的推移を合わせて特性を分析した。 

その結果、クラスター分析による L-A 群、L-C 群および L-I 群と 1 作品の L-D 群を除く
と、「飲⾷店」または「物販店」に⼤きく分けられた作品群となっている。 

さらに飲⾷店を、「和⾷飲⾷店」、「ホテルダイニング」に⼤別すると、それぞれのまと
まりが⾒出される。業態が「和⾷飲⾷店」の L-G 群及び L-H 群と、「飲⾷店」、「ホテルダ
イニング」の L-B 群と L-F 群とまとめられる。「和⾷飲⾷店」の作品の推移をまとめると
表４−５−１となり、年代の推移とともに作品群が L-A 群→L-G 群→L-H 群→L-I 群→L-
B 群と推移している。⼀部の「飲⾷店」を含む「ホテルダイニング」の作品の推移をまと
めると表４−５−２となり、年代の推移とともに作品群が L-A 群→L-G 群→L-I 群・L-B
群→L-F 群→L-C 群と推移している。「物販店」についても同様に表４−５−３に⽰される
ように L-I 群→L-A 群→L-E 群→L-C 群と推移している。 

どの作品群にも含まれる L-A 群では、1990 年から 2010 年までの幅広い年代の作品群で、
業態は「バー」、「飲⾷店」、「和⾷飲⾷店」、「ホテルダイニング」、「物販店」、「その他（商
業ビル）」と、同じ群内で多種の業態が含まれ、年代ごとに広く分布している。 

上述の「飲⾷店」、「物販店」以外の業態である作品 L4『TOTO 陶器ショールーム』は
L-D 群、作品 L8『デポ 上野』は L-I 群と独⽴した単独の群となっており、その特徴・固
有性が現れていると考えられる。デザイン要素の出現が変化していることに各業態が対応
しており、時代に応じて業態への適応を⾒据えてデザインされた結果であると考えられる。 

以上を総合的に考えると、作品ごとに、その年代に求められる業態、施主の意向、そし
てデザイナーの考える表現が変化していることに対応していることが⽰されていると考え
られる。バブル経済崩壊による 1990 年からの社会状況が変化したことに、インテリアデザ
イナーの近藤注 13)は「90 年頃を境に、施主、デザイン事務所、施⼯者、全てが組織化して
いき、組織同⼠のビジネスライクな関係性に代わり、施主とデザイナーの関係が逆転し、
デザイナーにオリジナリティが求められなくなってきた。」46)と説明している。 

デザイン作業におけるインテリア要素の組み合わせ利⽤・取捨選択が⾏われ、各作品に
出現していることが⽰されていると判断される。これは、4.1 デザイン要素の考察でも⽰し
た通り、前期に杉本が⾏っていたデザインの「編集」に他ならないと考えられる 47)。 

後期に現れた唯⼀の新しい空間構成要素である「並列型装飾壁 R6 は、⼤店舗空間への
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適⽤のためと考えられる。1995 年作品 L12『燦⼤阪』に初めて出現するが、本格的な利⽤
は L-B 群の⼤店舗空間である 1998 年の作品 L16『メザナイン』からと考えられる。L-E
群、L-F 群、L-C 群では 75%以上で⽤いられているが、L-B 群においても 60%以上で利⽤
され、L-A 群では 2001 年以降に出現している。 

⼤空間を区画し、「商品」の陳列、装飾と兼ねて⼤空間を取りまとめる「恣意的にデザ
インを避ける」設計⼿法として取り⼊れられたと推察される。杉本の⾔う「⼈が⼈為的に
つくったものを捨てる、恣意を捨てたいという思いがずっとある。恣意が⾒えるデザイン
はつまらない。」48)の実践である。 

1990 年以降、経済状況に合わせた業態ごとに求められる機能に従った空間性を創造する
にあたり、前期に確⽴した「編集」⼿法を継続したことは、「編集」⼿法を利⽤しつつも、
「デザイナーの恣意」に陥らないように改善を図りながら実践していたと考えられる。そ
の根拠としては、作品分類が年代とともに業態ごとに異なるものとして変化し、デザイン
要素の利⽤状況の変化として裏付けられていると考えられる。 

特に、2000 年以降の⼤型化した商環境のデザインが、前期の空間構成要素を基本に構成
され、唯⼀の新しい要素である「並列型装飾壁」R6 を頻度⾼く利⽤して空間を「編集」す
ることは後期の顕著な特性といえる 
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表４−４  各クラスター作品の年代推移（著者作成） 
L-D L-J L-F

1990 1 2 3
1991 5 4
1992 6 7
1993 8
1994 11 10 9
1995 12
1996 13
1997 14 15
1998 17 16
1999 18 19
2000 22 20 21
2001 25 24 26 23
2002 28 27
2003 29 31 30 32
2004 34 33
2005 35
2006 36
2007 38 37
2008 39
2009 40
2010 41
2011 42 43
2012 44
2013 45
2014 46
2015 47 48
2016 49
2017 51 52 50 53
2018 54 55

  番号は作品Noを⽰す。
正体グレー地：和⾷業態 斜体：ホテルダイニング アンダーライン：物販業態 正体：その他

L-E L-C

年
推
移

クラスター群 L-A L-G L-H L-I L-B
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表４−５  和⾷飲⾷店・ホテルダイニング・物販店の業態を持つ作品の年代推移 
（著者作成） 

表 4-５-1           表 4-５-2           表 4-５-3  

L-G L-I L-B L-A L-G L-I L-F L-C L-I L-A L-C

1990 1 2 3 1990 1990

1991 1991 5 1991

1992 6 1992 7 1992

1993 1993 1993

1994 10 1994 1994

1995 12 1995 1995

1996 13 1996 1996

1997 15 1997 14 1997

1998 17 1998 16 1998

1999 18 19 1999 1999

2000 22 21 2000 2000 20

2001 2001 25 24 23 2001 26

2002 27 2002 28 2002

2003 29 2003 31 30 32 2003

2004 34 2004 33 2004

2005 35 2005 2005

2006 2006 36 2006

2007 2007 37 2007 38

2008 2008 2008 39

2009 40 2009 2009

2010 2010 2010

2011 2011 2011 42 43

2012 2012 44 2012

2013 2013 45 2013

2014 2014 46 2014

2015 2015 48 2015 47

2016 2016 2016 49

2017 2017 50 53 2017 51 52

2018 2018 55 2018 54

(1)和⾷飲⾷店 （2）ホテルダイニング （3）物販店
作品群 L-E

年
推
移

作品群 L-A L-H

年
推
移

作品群 L-B

年
推
移
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第３節 1989 年バブル経済崩壊前後の前期、後期作品の⽐較検討 
４．３．１ バブル経済崩壊前後の前期、後期作品の⽐較と位置付け 

前節までに⽇本のバブル経済が崩壊する 1989 年以前に発表された 1972 年から 1989 年
までの前期作品（P1〜P62）と、バブル経済崩壊後の 1990 年から杉本の晩年である 2018
年までの後期作品（L1〜L55）の作品データからデザイン要素を抽出し、前期と後期に分
けて分類された群ごとに分析した結果を考察した。その結果の考察から前期と、後期と⽐
較検討する。 
 
４．３．２ 各作品ごとのデザイン要素数による時代的⽐較 

作品に出現するデザイン要素の総数は作品の⽐較には重要なデータと考え、前期の作品
と後期の作品を⽐較し、その相違を各作品に出現するデザイン要素数について⽐較検討す
る。杉本により 1972 年から 2018 年までデザインされた竣⼯年毎の各作品に⽤いられたデ
ザイン要素数の平均値を図４−３に⽰す。 

各作品に出現するデザイン要素数は、前期作品では平均要素数は 11.2（標準偏差 3.42）
で⽐較的安定した時代的推移を⽰す。バブル経済崩壊後の 1990 年以降の後期作品のデザイ
ン要素数が 18.0（標準偏差 3.80）と⾶躍的に増加していることで⼤きな相違がみられた。 

前期と後期の差について T 検定を⾏ったところ 1%の有意⽔準で有意差が認められ、バ
ブル経済崩壊を境に前後でデザイン要素の使⽤数が変化したことが⽰された。 

1989 年までの前期作品のデザイン要素数は、後期に⽐べて少ないが平均した状態で安定
している。これは、前期の商環境デザイン作品の多くが、物販店は単⼀ブランドの「ブテ
ィック」、「ショールーム」、飲⾷店は⼩規模な「飲⾷専⾨店」、「カフェ」、「バー」等であ
り、⽐較的⼩規模の店舗が多いため、⼀つのデザインコンセプトだけでデザインしたため
にデザイン要素数が少ないことで完結したと考えられる。 

そのため前期は、⽇本の経済発展期であり、商業施設のクライアントが他の施設との差
異を求め、店舗のデザインをインテリアデザイナーに依頼し、インテリアデザイナーの強
いデザインコンセプトによって商環境がデザインされたと考えられる。インテリアデザイ
ナーデザイナーは機能等を無視してでもデザインコンセプトを優先させたために、機能等
のデザイン要素が省略されて要素数は少なくなっていたと考えられる。 

杉本は、インテリアデザイナーとしてデビューし、⾃らのデザイナーとしての地位確保
のためにデビューから 10 年程は「恣意的なデザイン」を優先させていたことは考察にて⽰
した。その結果、杉本、内⽥等の「第三世代」の活躍がインテリアデザイン界を先導し、
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インテリアデザイナーの職能の確⽴や商環境デザインの領域を拡げたことに貢献した。 
バブル経済崩壊直後の 1990 年から景気回復時の 2000 年までの景気後退による経済状況

が不安定な 10 年間の作品では、デザイン要素数の変動が⼤きいことが特徴である。この
10 年間という短い時間のサイクルでの要素数の変動は L-AⅠ群、L-G 群、L-H 群の作品に
みられる。バブル経済崩壊前の前期作品では、空間を構成する新しい「空間構成要素」を
時代に合わせて次々と実験的に出現させていたが、バブル経済崩壊を境に、建設資⾦の縮
⼩が要因となり杉本の独⾃の表現である「恣意的なデザイン」から離れるデザイン⼿法が
試験的に模索された時期の変動と考えられる。 

景気が回復した 2000 年からの作品の要素数は増加した状態で安定している。1998 年の
作品 L16『メザナイン』で初めての⼤空間作品を⼿がけ、商業的な⼤成功をもたらしたこ
とにより、物販店、飲⾷店ともに⼤空間の商環境作品をデザインするようになったことが
考えられる。このバブル経済崩壊後の低迷期を経て経済が回復してからの 2000 年以降の作
品は、⼤空間を店舗として成⽴させるためのデザイン⼿法が求められ、前期作品にみられ
た常に新規のデザイン要素を出現させる「編集」⼿法に代わり、既存の「空間構成要素」、
「空間設計要素」を「編集」し、広い⾯積の床⾯や壁⾯への新しい「空間仕上要素」の組
み合わせによって「編集」するデザイン⼿法を考案したことは、後期作品に、「空間仕上
要素」に新しいデザイン要素が多く出現していることで⽰されている。 

また、バブル経済崩壊後は DC ブランド注 1５)が衰退し、⼤量で安価な商品をマーケティ
ングに基ついて店舗機能が決められ、同⼀の店舗デザインで多店舗展開するファストファ
ッション注 1６)の繁栄も要因としてあげられる。杉本が 2007 年の作品 L38『MUJI 六本⽊』
について「1 号店以来の『無印良品』の延⻑であると同時に、新しい『無印良品』の新ブ
ランド展開である。もう⼀度原点に返るということから考えた。」49)と、当初の店舗コンセ
プトからバブル経済崩壊を契機に、同じブランドの「無印良品」から⼤型店舗の「MUJI」
へと運営から変⾰したと説明していることからも推測できる。 

バブル経済崩壊前の前期作品では、前半はデビューからの「恣意的なデザイン」によっ
て作品ごとに「空間構成要素」を更新していったために、デザイン要素数は安定していた。 

前期の後半でも、芸術家との協働作業によるデザイン⼿法が主になることによって、デ
ザイン要素数は安定していた。 

バブル経済崩壊後の 1990 年から 2000 年までの１０年間は「恣意的なデザイン」から離
れるためと、崩壊前のデザイン⼿法との混迷期であり、デザイン要素数は変動が⼤きい。 

バブル経済崩壊後の経済が安定した 2000 年前後にデザインされた商環境作品は、飲⾷店
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では 1998 年作品Ｌ16『メザナイン』、物販店であり複合店の作品Ｌ20『無印良品＆カフェ
ムジ ⻘葉台店』であり、両業態ともに⼤型化し、⼤空間を店舗として成⽴させるために
デザイン要素数が増加したと推測できる。 

次に⽤いられたデザイン要素の内容について検討する。表４−６に、前期と後期作品群
の作品で、1 作品の L-D 群と L-J 群を除き、年代推移に対応する P-A 群から L-H 群までの
１３の作品群を並べた場合、分類の中で 75%以上⽤いられたデザイン要素の内容を⽰す。 

1 つでも現れた要素数は 38 あり、前期と後期の群の全てに出現している要素は「平⾏線」
S3 である。後期では「⽔平床」F2、「⽊材系床」FM1 が全てに出現している。 

各群に多く出現する要素としては、前期で３つの群に出現する要素は「平⾏直線」S2、
「⽯材系材」FM4 であり、後期で５以上の群に出現する要素は「⽔平天井」L1、「交差線」
P1、「既成⽊材系壁⾯」WM1 が出現している。後期の「⽔平天井」L1 は後期の L-E 群以
外に出現しているが、前期では P-A 群だけに出現している。 

要素の合計数が 4 要素の分類作品群は後期の 1 件で、3 要素は前期は２件、後期は 3 件
に出現している。2 要素は前期で３件、後期で 9 件出現している、1 要素は、前期で１３
件、後期で 14 件である。出現件数が０要素は、前期で１９件、後期で５件となっている。 

3 要素以上の場合、前期では「平⾏直線」S2、「⽯材系床」FM2 が同じ年代の群に出現
し、後期では「⽯材系床」FM4、「左官系壁⾯」WM11 を除きほぼ連続した年代の群に出
現している。 

2 要素の場合は、前期では３要素と同じく同じ年代の群に出現し、後期では連続あるい
は⼀つおきに出現している。1 要素の場合と合わせて考えると、これら要素は作品群固有
の特性を⽰すものとなっていると考えられる。 

前期における 75%以上の要素数の要素が出現する群が少ないこと、連続して出現しない
ことは、前期はデザイン要素を年代、作品ごとに新しい要素を更新していくデザイン⼿法
が⾏われていたと考えられる。 

前期では前半に更新されながら出現していた要素で要素数 5 以上の「平⾏線」S3、「⽔平
床」F2、「⽊材系床」FM1、「⽔平天井」L1、「交差線」P1、「既成⽊材系壁⾯」WM1 は、
後期の基本的なデザイン要素であると考えられる。その要素はデザイン構築の基本として
採⽤され、要素数 3 以下の要素をその年代、業態、施主の要望、商環境の機能などから個
別の作品を表現するものとして繰返されて使われるもの、ある時点で特徴的に使われるも
のとが出てきている結果であると推察される。これは、社会状況の反映として、「編集」
作業によるデザインが⾏われていることの表れと考えられる。 
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図４−３ 各作品に⽤いられたデザイン要素数の年次推移（著者作成） 

 

 

 

表４−６ 前期(1989 年以前)と後期(1990 年以降)の分類作品群内で 75%以上出現する要素 

     （著者作成） 
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４．３．３ 前期作品と後期作品の⽐較と相違点 
図４−４に、年次⽇経平均株価に、前期と後期の作品群の出現時期を付記した図を⽰す。 
1970 年代から 1989 年バブル経済崩壊前の前期作品では、年代的には作品を更新してい

く順で年代が更新されていった。分類された P-A 群から P−D 群までは、P-E 群が 1983 年
から 1985 年と短い時間で P-D 群と重なることはあるが、概ね年代が重なりながら作品の
群が遷移している様⼦が⽰されている。 

1990 年以降、数回の株価暴落があり経済的な低迷の時期が現れるが、バブル経済崩壊後
の時期と重なる L-G 群、リーマンショックに重なる L-E 群では実際の作品が空⽩となり連
動している。  

2012 年の株価上昇に伴い、L-F 群とともに、L-E 群の作品も再び出現しはじめた。上述
のように⼤空間のホテルダイニングや物販店などの作品が依頼されたと考えられるが、デ
ザイン要素から⾒る限り、合理的な⼿法が取られていることが⽰されている。 

前期と後期の関係を分析するために表４−６に前期の作品群が年代推移に対応するよう
に 5 つの作品群の中で 75%以上⽤いられたデザイン要素の内容を⽰す。ここでは、「⽔平
床」FM2 のみが全体で出現している。「平⾏線」S3、「⽯材系床」FM4、「⽊材系床」FM1、
「複合材床」FM6 は、年代的に連続した作品群に出現している。１つの作品群のみに出現
する要素が多く存在し、作品群の特⾊を如実に⽰していると考えられる。 

上述の表４−６に⽰される後期と⽐較すると、後期では複数の基本的な要素が多くの作
品群で使⽤されることを基本に、1 つの作品群の特⻑を⽰す 1 要素ともに繰り返し⽤いら
れる要素が複数存在している。これは、前期の作品分類毎に要素が異なるものを⽤いるデ
ザイン⼿法とは異なっていると判断され、上述の⼿法変化を裏付けるものである。 

すなわち、前期では、P-A 群で「格⼦割付」S1、P-B 群は共通する卓越要素がなく、P-
C 群は「スケルトン壁⾯」WM8、「スケルトン天井」CM4 と「装飾壁⾯」R5、L-E 群は
「複合材壁⾯」WM6、「⾃⽴壁」W1、P-D 群は、「⾦属系壁⾯」WM2、「芸術家共同作業」
EX1 と新しい要素を多⽤・考案することでデザインの更新が⾒られた。 

後期では新しい要素は出現するが、ある作品群で卓越的に使⽤せず、必要に応じて繰り
返し使⽤している様相が読み取れる点が、前期との相違と考えられる。 

経済的な側⾯から図４−４の年次⽇経平均株価をもとに前期と後期の違いを分析すると、
上昇曲線の前期、乱⾼下する後期とは経済的状況は全く異なっている。この相違点が商環
境のインテリアデザインに反映されていると判断すれば、前期の新しい要素の更新による
デザイン⼿法よりも、後期では安定した既存の要素の再利⽤による「編集」のデザイン⼿
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法が優先されたと考えられる。前期の新規性を更新していくデザインの「編集」⼿法とは
異なり、業態や年代による経済状況や施主の要求に対応した機能を優先し、バブル崩壊後
の経済的な変化に寄り添ったデザイン⼿法に再編されたためと考えられる。 

杉本は前期の代表作である「無印良品」について、「1 号店の店舗設計は考えに考えた末
のデザインというよりも、ある確信犯的な乱暴さが必要であった」50)、と説明し、⼤型化
した「MUJI」に関しては「今は⼤型店舗のように、先ず什器が決まり、それらの什器をど
う展開するかで店舗デザインが決まる。」51)と述べていることでも前期と後期のデザイン⼿
法の相違点が説明できる。 
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図４−４ 各作品に⽤いられたデザイン要素数の年次推移（著者作成） 
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第４節 第４章のまとめ 
第 3 章のクラスター分析の結果を基に、全 117 作品の各群ごとに作品分類を試み、杉本

作品の商環境デザイン特性を検討し、以下に得られた知⾒を前期と後期に分けて各群ごと
に⽰す。 
前期のデザイン要素の各群の特性 

１）P-A 群は、「格⼦割付」S1、「平⾏線」S3 による「グリッド」は、空間を均質化する
「シングルデザイン」に影響を受けて空間の機能を無視するように設計され、この群の特
性を⽰している。 

２）P-B 群は、初期のようなデザインのために店舗に必要な機能を無視することなく、
「シングルデザイン」からの脱⽪を試みた。既存の建築に付属する仕上げと「独⽴型什器」
FN2 にてデザインされている。商環境デザインに機能が重要と判断した結果と考えられる。 

３）P-C 群は、P-CⅠ群と P-CⅡ群に 2 分される。P-CⅠ群は、 普遍的な仕上げ要素を
使い、複雑に仕上げていく「多重性」の試験的な設計⼿法が⼀時的に試されている。 

P-CⅡ群は、「スケルトン天井」CM4、「設備露出天井」EQ1 が多⽤され、この群の特性
と考えられる。 

４）P-D 群は、「⾃⽴壁」W1 や「交差線」P1 の配置が⾏われ、「芸術家協働作業」EX1
の多⽤がこの群の特性である。過去のデザイン要素の再利⽤を含め、多種多様な「空間仕
上要素」を複合化させて展開させている。「芸術家協働作業」EX1 は、重要な位置付けにな
っている。バブル経済最盛期の華やかな作品群と考えられる。 

５）P-E 群は、「空間構成要素」が複雑に商環境空間内で融合し、多様な仕上げ要素を⽤
いて多くの芸術家との協働作業で商環境がデザインされている。この群の作品で杉本の
「編集」するという杉本独⾃のデザイン⼿法が確⽴されたと考えられる。 

６）1972 年から 1989 年までの前期作品を年代幅で分析すると、竣⼯年が作品群として
重なりながら作品の群として遷移している様⼦が⽰された。これは、デザイン要素の使
⽤・出現が年代とともに徐々に変化させていったことを⽰唆している。また、杉本の商環
境デザインのインテリア特性を年代区分で変化していることを読み取ることが出来た。 
後期のデザイン要素の各群の特性 

１）L-A 群は、前半と後半との群で明瞭な差が⽰されている。前半では、前期のデザイ
ン要素を新しく更新する⼿法が封印され、空間構成要素を「編集」する⼿法を模索してい
たと判断できる。後半は、景気回復に伴う⼤型化した物販店が出現し、「デザイン」より
も「売る」機能を重視した店舗づくりを模索し始めたと考えられる。 
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2）L-B 群は、「並列装飾壁（リピート）」R6 が初めて出現し、「ルーバー天井」CM1 が
多く出現していることが特性である。作品 L16『メザナイン』に代表される複雑なプログ
ラムに沿って、基本のデザイン要素と「並列型装飾壁」R6 を組み合わせて、⼤空間をまと
め上げる⼿法は、後期の⼤空間店舗作品にも転⽤され、この群の特性と考えられる。 

3）L-C 群は、異業種業態であってもデザイン要素の多くが重複していることで商空間を
「編集」する「デザインレス」の⼿法を⽤いていることが特性であると考えられる。 

4）L-E 群は、直線 S によって空間を⼤きく区分けし、「複合図形」P2 によって細分化
されて配置され、⼤型物販店の業態に適応した⼤空間内で多種商品を効率的に展⽰するた
めのデザインする⼿法が考案されていることが特性である。 

5）L-F 群は、⼤空間であるホテルダイニングに要求されるフレキシブルなプログラムの
多様さに対応できるように新しい空間構成要素は出現していない。⼤空間の天井には「吊
天井」L3、「独⽴型吊天井照明（シャンデリア）」IL5 が求めるプログラムに合わせて出
現していることが特性であると考えられる。 

6）L-G 群の業態は、全て中規模の飲⾷店である。バブル経済崩壊後の経済状況により
前期の実験的な⼿法を封じ、伝統的あるいは既存の空間仕上要素を⽤いて⾏われたデザイ
ン⼿法が特性である。 

7）L-H 群は、経済低迷期下で新しい設計⼿法を模索していたことが伺え、空間仕上要
素に既製品等の安価な材料が多⽤されていることが特性である。 

8）L-I 群は、作品は何れも⼤空間作品であり、業態は「物販店」、「飲⾷店」に分かれ
るが、異業態に同じ設計⼿法を使⽤し多店舗に展開したことが特性である。 

9）L-D 群および L-J 群は、L-１群 1 作品で、出現頻度の低いデザイン要素が使われて、
業態も類似性が低いことで他群と分けられたと考えられる。 

10）後期作品では業態ごとに年代推移に従い出現する作品群が変化している。年代ごと
に求められる業態のあり⽅、施主の要望、デザイナーの考える表現が変化していることに
対応し、「恣意的なデザインにしない」ことを⽰していると考えられる。それを実践する
ために、デザイン要素の組み合わせ利⽤・取捨選択という「編集」が⾏われた作品が出現
していることが⽰されている。 
前期、後期作品の⽐較検討 

1）前期と後期とデザイン要素数の⽐較では、前期は平均要素数 11.2 と⽐較的安定した
推移を⽰し、後期は平均要素数 18.0 と⾶躍的に増加している。両者に有意差が認められ、
バブル経済崩壊前後を境に、デザイン要素の使⽤数が変化したことが⽰された。 
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2）前期では新しいデザイン要素をその作品群の中で多⽤・考案すること⾒られたが、
後期には新しいデザイン要素を取り⼊れてはいるが、ある作品群で多⽤するのではなく、
必要に応じて繰り返し再利⽤している様相が読み取れた。複数の基本的なデザイン要素が
多くの作品群で使⽤され、1 つの作品群の特⻑を⽰す 1 要素ともに繰り返し⽤いられる要
素が複数存在しており、前期の作品群毎に要素が異なるものを⽤いるデザイン⼿法とは明
らかに異なっている。 

3）前期では、「空間構成要素」、「空間設計要素」が基本デザイン要素として完成された。
後期のデザイン⼿法では組み替えて「編集」し、時代の経済状況に沿った「空間仕上要素」
を発⾒して更新していく⼿法に変化し、商環境のデザインに於ける普遍性を⾒出したと⾔
える。 

４）年次⽇経平均株価の年代的な経済状況と、各群ごとのデザイン要素の平均出現数と
を分析すると、デザイン要素の特性で考察した結果と同じ結果が導かれた。これは、前期
の新規性を更新していくデザインの「編集」⼿法と後期のデザイン⼿法を⽐較すると、後
期では、業態や年代による経済状況や施主の要求に対応した機能を優先し、バブル崩壊後
の経済的な変化に寄り添った安定した既存の要素の再利⽤による「編集」のデザイン⼿法
が優先されたと考えられる 
 
 
 
注記 
注１）⼭本耀司は、⽇本を代表するファッションデザイナー、1943 年東京⽣まれ。1972 年に Yʻｓ（ワイ

ズ）を設⽴する。1994 年フランスより芸術⽂化勲章を受章、2004 年に紫綬褒章を受章等国内外か

ら⾼く評価されている。 

注２）ワイズは、1972 年に⼭本耀司のブランドである。時代に流されない普遍的な価値を追求

し現在もブランドのアイデンティティとなっている。 

注３）スーパースタジオは 1966 年にイタリアで、アドルフォ・ナタリーニとクリスチアーノ・トラル

ド・ディ・フランシアにより設⽴された建築家集団である。デザインに付与される意味を徹底して

壊すという反デザインの思想のもと、挑戦的、批評的、時に⽪⾁を交えた過激なドローイングを発

表し、同時期のイギリスのアーキグラムのラディカル運動を展開した代表的なグループである。 

注４） 「シングルデザイン」は、イタリアでデザイン批評活動を⾏ったスーパースタジオが唱えた均質で

画⼀された格⼦割付を繰り替えし空間に浸透させる⼿法であり、同時期のインテリアデザイナー
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に影響を与えた。 

注５）若林奮は 1936 年東京都出⾝、2003 年没。戦後の⽇本美術を牽引した彫刻家である。鉄、銅、鉛、 

硫⻩等の⾦属材料を⽤い、⾃⾝を含む周縁世界としての⾃然の諸相をモチーフに数多くの作品 

を残している。 

注６）⽥中⼀光は 1930 年奈良市⽣まれ、2002 年没。⽇本のグラフィックデザイナーである。東京オリン

ピックのメダルデザインや⼤阪万博⽇本政府⼀号館の展⽰デザイン等国家的プロジェクトを⼿が

け、アートディレクターとしても活躍し、多くのデザイナーに影響を与えた⼈物である。 

注７）細川伸は 1949 年兵庫県⽣まれ。ファッションデザイナーである。1974 年株式会社 BIGI にて

「MENʻS BIGI」に携わる。1979 年株式会社パシュを設⽴、ブランド「パシュ」を始動させる。 

注８）飯島直樹は 1949 年埼⽟県⽣まれ。飯島直樹デザイン室所⻑、インテリアデザイナーである。武蔵

野美術⼤学⼯芸⼯業デザイン先⾏卒業後、スーパーポテトに⼊社。1976 年〜1985 年、10 年間の

在籍時に⻄武百貨店の店舗デザインや無印良品など数々のプロジェクトを担当した。 

注９）杉本は、「⼈が⼈為的につくったものを捨てる、恣意を捨てたいという思いがずっとある。恣意が

⾒えるデザインはつまらない。」と語っている。（「商店建築」2018年9⽉号、205項） 

注１０）松本軍四郎は、1992 年〜2003 年まで「商店建築」の編集⻑を務め、⻑くインテリアデザインを

俯瞰して⾒てこられた⼈物である。 

注１１）シンガポールのグランドハイアットにオープンした飲⾷店である。オープンキッチンを備え「シ

アターレストラン」として⼤成功し、その後の海外ホテルの仕事への⾜掛かりとなった。 

注１２）橋本⼣紀夫は 1962 年愛知県⽣まれ、2022 年没。インテリアデザイナーである。1986 年に愛知

県⽴芸術⼤学デザイン学科を卒業しスーパーポテトに⼊社している。1996 年に橋本⼣紀夫デザ

インスタジオを開設、現代インテリアデザインの主流をなした⼈物である。 

注１３）⽵⼭聖は 1954 年⼤阪府出⾝。建築家である。東京⼤学⼤学院、在学中の 1979 年に宇野求、⼩林

克広らと「設計組織アモルフ」を創設する。「TERAZZA ⻘⼭」や「新宿瑠璃光院⽩蓮堂」など

数多くの独創的な建築作品を残している。 

注１４）近藤康夫は 1950 年東京⽣まれ。近藤康夫デザイン事務所代表、インテリアデザイナーである。

東京造形⼤学造形学部デザイン学科室内建築専攻卒業後、三輪正弘環境造形研究所を経て、1977

年〜1981 年までクラマタデザイン事務所に勤務していた。 

注１５）1970 年から 80 年代に流⾏した、⾼級ファッションブランドの総称である。⼤⼿メーカの製作す

る⼤量⽣産の既製服に対して、デザイナーの個性を⽣かした少量⽣産の既製服が流⾏した。 

注１６）ファストファッションは最新の流⾏を取り⼊れた低価格な商品を短いサイクルで世界規模に⼤量

に供給するファッションブランドが提供する⾐料品の総称である。 



- 140 - 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



- 141 - 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

第５章 

商環境デザインとしての考察 
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第１節 杉本作品の商環境デザインとしての考察 
５．１．１ 杉本作品の商環境デザインの時代的位置付けと意義 

杉本の商環境デザイン作品は第４章の考察から 
１−１）バブル経済崩壊前の前期前半期作品 
１−２）バブル経済崩壊前の前期後半期作品 
２）バブル経済崩壊後から 2000 年までの経済低迷期の作品 
３）経済復興後の 2000 年から 2018 年までの作品 
3 つの⼤きな転換期による上記の４つの時代の遷移が存在することが⽰された。その区

分された年代に分けて杉本の商環境作品を総合的に考察する。 
 

５．１．２ 1989 年バブル経済崩壊後の前期、後期作品の総合的考察 
１）すでに述べたように杉本は、インテリアデザイナー「第三世代」と位置付けられて

いる。倉俣、北原等の「第⼆世代」の活躍に影響を受けインテリアデザイナーを志向した
1)。その⼀端として「第三世代」の内⽥と杉本が影響を受けた作品を図５−１−１で⽰す。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図５−１−１ 「第三世代」の内⽥繁、杉本貴志が影響を受けたインテリアデザイン、

アーティスト（「商店建築」、2015 年 8 ⽉号、42 項） 



- 143 - 
 

そこで、⽇本のインテリアデザイナーの職能を成⽴させ、インテリアデザイナーの地位
を社会に認知させた「第⼆世代」を代表する倉俣のデザイン⼿法と、⾼度成⻑期に商業と
⼀体になって商環境デザインを発展させ、インテリアデザイナーの職能を確⽴させた「第
三世代」の杉本のデザイン⼿法との類似点と相違点を⽐較検討する。それによって、杉本
のバブル経済崩壊前の商環境デザイン作品の位置付けと意義を考察する。 

２）倉俣は、1956 年に桑沢デザイン研究所注１)・リビングデザイン科を卒業し、1964 年
に株式会社三愛宣伝部から独⽴して 1965 年にクラマタデザイン事務所注２)を設⽴した。⽐
較対象とする商環境デザイン作品は、1965 年発表のデビュー作品から、没年の 1991 年ま
での 26 年間の作品を対象にする。 

その作品発表において 1977 年に⼤きな転換点があることを加藤(2012)は「転換期の前期
作品では、空間構成要素には「直線」を中⼼にした幾何学的な直線的空間の⽣成が多く、
後期作品となる 1977 年以後の作品は、空間構成要素には空間を複雑に構成する曲線、曲⾯
が出現する」と論じている２)。この前期での直線の活⽤は、当時の世界的な潮流であった
スーパースタジオが提唱する「シングルデザイン」の影響があったと考えられる。 

転換後は「シングルデザイン」から離れ「直線、曲線、曲⾯を空間内で複雑に絡め、多
様なフォルムと光（間接照明）の操作の中で、倉俣のデザインする「インテリアシェルタ
ー」が空間の浮遊感を創成した(加藤 2012)と論じている３)。類まれな独創的発想⼒による
デザイン要素から「インテリアシェルター」の浮遊性の⽣成や、「モノ」（店舗の機能）
の消去による空間⽣成に注⼒したデザイン要素を優先して商環境をデザインした。それま
でのインテリアデザインに重要とされた「装飾」、「機能」は重要視しなかったと捉えら
れる。鈴⽊（2015）によれば「私にとって売り上げに対する読みが無意識のうちに働くこ
とは⼀つの恐怖ですらある」４)と倉俣が語っていたことからも商環境デザインに⾃らが思
考するデザイン⼿法を優先させていたことが推測できる。 

倉俣の商環境デザイン作品には、⾃らが思考する前例のないデザイン⼿法が実践され、
それまでの室内装飾から機能をデザインして発展していったインテリアデザインを根本的
に変えるデザイン⼿法を出現させた。空間全体をインテリアデザイナーがデザインするこ
とで、空間のインテリアシェルターが浮遊性を持ち、空間⽣成に注⼒した倉俣独⾃のデザ
イン⼿法と捉えられる。 
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図５−１ イストグラミ（スーパースタジオ） 
（JAPAN INTERIOR DESIGN 別冊 スーパースタジオ＆ラディカルス、125 項、130 項） 

 
３）杉本は、1968 年東京藝術⼤学⼯芸科を卒業後にイタリアに何度も遊学のために旅し

５)、最先端のイタリアンデザインを学び、1973 年に株式会社「スーパーポテト」を設⽴し
た。遊学時の 1960 年代後半のイタリアでは、イタリアの建築家集団である「スーパースタ
ジオ」が展開したあらゆるデザイン分野に拡がったザイン⼿法である「シングルデザイン」
が全盛であった。ジョエ・コロンボ注３)の影響も受けたと本⼈が述べている６)。 

杉本のデビュー作である 1972 年作品 P-1『ブティック ワイズ』（図５−２―（１）、
（２））に「格⼦割付」S１による「シングルデザイン」（図５−１）が採⽤され、初期
の前半作品では、ほぼすべての作品に出現する。 

倉俣の初期の作品は、加藤（2012）によれば、「空間構成要素」は直線で構成されてい
たとの分析である。デビュー間際の 1968 年作品『レストランサーカス』（図５−３）で
は、「格⼦割付」S1 である「シングルデザイン」の実践が試みられ「シングルデザイン」
に初期の段階で影響を受けていたと考えられる。杉本の 1973 年作品 P-5『ナルセフローリ
スト』（図５−４）では、倉俣の作品『レストランサーカス』を引⽤した作品となってい
る。 
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図５−２―（１） P1『ブティックワイズ』 図５−２―（２） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

     図５−３ レストランサーカス                       図５−４ P5『ナルセフローリスト』 
（「倉俣史郎 1967-1987」Parco 出版局）    

 

飯島によれば、この前期前半の時期に杉本は「倉俣から離れようと意識しながら近づい
てしまう」と倉俣の影響を認識していた７)。前期前半作品は、商環境機能を無視しても
「機能」よりもデザインを優先する倉俣と同様のデザイン⼿法を考えていたことがこの飯
島の証⾔からも推測できる。倉俣に倣い作品ごとに新しいデザイン要素を出現させ更新し
ていくデザイン⼿法を採⽤し、「第⼆世代」に次ぐインテリアデザイナーとしての地位を
築いていった。 
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その後、倉俣は加藤（2012）によれば、1977 年に直線から曲線、曲⾯を含む複雑な空間
設計によりデザイン要素として「浮遊性」を⾒出し、「シングルデザイン」から離れ、
1991 年まで独⾃のデザイン⼿法を築いていった。その時代の代表作として図５−５作品
『コンブレ』、図５−６作品『ルッキーノ』を⽰す。 

杉本の前期前半作品では、1977 年の作品 P14『マラソンクラブ』（図５−７）、1978 年
の作品 P17『まる⼋』（図５−８）で曲線が積極的に使われ始め、倉俣のデザイン⼿法に
同期している。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
図５−５ 『コンブレ』            図５−６ 『ルッキーノ』 
（「商店建築」、2015 年 9 ⽉号、53 項）    （「倉俣史朗」、財団法⼈アルカンシェール美術財団、

1996 年、182 項） 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
図５−７ P14『マラソンクラブ』       図５−８ P17『まる⼋』 
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杉本のデザイン⼿法は常に進化する中で、前期作品の前半では「シングルデザイン」を
引⽤し、商環境の機能は無視してでも空間を構成する要素として優先した「格⼦割付」S
１、「平⾏線」S3、「斜⾏線」S4、「全円」C1、「交差線」P1 を複雑に関係させたデザ
イン⼿法を展開した。 

４）前期後半の作品では、他分野のデザイナー、芸術家との協働作業による「芸術家協
働作業」EX1 のデザイン要素によって創造された芸術作品のような商環境デザイン作品が
出現した。前半に⽤いた強引な「シングルデザイン」の引⽤を封印し、商環境空間を仕上
げる素材の「空間仕上要素」に着⽬し、1982 年の作品 P31『ラジオ（⼆期）』（図５−
９）、1983 年の作品 P36『パシュ ラボ』（図５−１０）、1984 年の作品 P45『ビーイ
ン』（図５−１１）で芸術家の若林豪（図５−１２）との協働作業によって出現した腐⾷
⾦属である「⾦属系壁⾯」WM2、1983 年の川俣正（図５−１４）注４)との協働作業による
『パシュ 原宿』（図５−１３）で出現させた廃⽊材である「⽊材系壁⾯」WM1、1982
年作品 P32『テルース』（図５−１５）では⻑沢秀幸注５)との協働作業によって「装飾壁⾯」
R5、1983 年作品 P34『無印良品 ⻘⼭』では「れんが系壁⾯」WM5 など、建築仕上げ素
材としては使われることがない多様な仕上げ材をデザイン要素として出現させた。 

杉本は芸術家との協働作業のきっかけを「ニューヨークで、リチャード・セラ注６)の鉄
板を⼸型にそらせた⻑さ４０m の作品の迫⼒に圧倒されて「空間とはこういうものか」と

考えが変わったんだ」８)と芸術作品と空間の関係を述べていることから、杉本が東京藝術
⼤学⼯芸学部彫⾦科で⽴体芸術を学んだことが影響していると考えられる。 

また、倉俣の「インテリアシェルター」から離れるための杉本独⾃のデザイン⼿法とし
て前期後半作品からは、既存建築仕上げを取り払って躯体表しの「スケルトン空間」を商
業空間とするデザイン要素も出現させた。 
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図５−９ P31『ラジオ 』          図５−１０ P36『パシュラボ 』  
 
 
 
 
 
 
 
 
図５−１１ P42『ビーイン』           図５−１２ 若林奮彫刻作品  

      ：httpswww.  pinterest.compin60334168131079788 

 

図５−１３ パシュ原宿      図５−１４ 1982 年ヴェネチアビエンナーレ⽇本館

（⽂献 12、228 項）          ：https://thestore.shiseido.co.jp/article/4645） 
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図５−１５ P32『テルース』           図５−１６ ⻑沢秀幸作品  
                        ：https://nagasawahideyuki.net 

 
５）1989 年バブル経済崩壊前の商環境デザイン作品を時代的な位置付けで考察した結果、 

前期前半の店舗機能を無視する強引なデザイン⼿法から、前期後半では商環境の機能に重
点を置きながら、「スケルトン空間」に「空間構成要素」、「空間仕上要素」、「空間設
計要素」を「編集」し、芸術家との「芸術家協働作業」EX1 によって新しいデザイン⼿法
の試みが⾏われたことが証明できた。これは、鈴⽊(2015)の「空間設計、素材の斬新性
（中略）の妙⼿が、以降の室内環境に⼤きな変⾰をもたらした」９)との指摘と⼀致する。
前章でのデザイン要素分析の考察結果とも⼀致している。 

「第⼀世代」「第⼆世代」が築いたインテリアデザインを進化させ、新しいデザイン要
素を作品ごとに更新し、商空間や商環境機能を⼀過性に終わらせない「編集」デザインを
実践したと考えられ点が「第三世代」である杉本の特性である。 
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５．１．３ バブル経済崩壊後の経済低迷期における杉本の商環境デザイン作品の考察 
 1990 年バブル経済崩壊後の杉本の商環境デザイン作品と経済低迷期との時代的位置付け
の関係性を考察する。 

バブル経済は、経済動向指数からは 1980 年代から始まったとされる。鈴⽊（2015）に
よれば、1973 年に東京・渋⾕宇⽥川に複合商業施設である「渋⾕パルコ注７)」が誕⽣し、

20 世紀渋⾕カルチャーを出現させた１０)。その後、全国に出店して発展した「パルコ」は、
70 年代から世界に認められた⽇本のファッションデザイナーのブティックを集合させた商
業施設である。 

「パルコ」では、ファッションデザイナーが、他のブランドとの差異化による独⾃の店
舗デザインを求めてインテリアデザイナーに店舗デザインを依頼したことによって「イン
テリアデザインとファッションデザインの融合」注８)が起き、渋⾕を中⼼に⽇本中に若者
⽂化を展開さていたことはバブル経済への助⾛と考えられる。 

これは、⽇本のファッションデザイナーが中⼼となるＤＣブランド・ブームとして捉え
られた。内⽥（2011）の「市場に出回った贅沢な資⾦はデザインに対して多様な実験を可
能とし、探求のための実験をも可能とした」１１)との証⾔からも 1980 年代バブル経済全盛
期のインテリアデザインとファッションとの融合による実験的な試みが商環境デザインを
進化させた。バブル景気と商環境デザインの発展は同期していたことが推測できる。 

1975 年から 1980 年代に華やかなＤＣブランドのブランディングとは⽅向性を変え、堤
清⼆注９)が標榜した「ノンフリルマーチャンダイズ」注１０)によるブランドを前⾯に出さない
業態である「無印良品」注１１)などの⻄武系セゾン⽂化も「パルコ」と同時に浸透し、若者
⽂化とアートとの協調が渋⾕を中⼼に展開した注１２)。 

杉本は、ファッションデザイナーを前⾯に出しブランド化された商環境デザインを推進
することと同時進⾏で、バブル経済崩壊以前の 1980 年代からブランドを前⾯に出さないノ
ンブランド業態「無印良品」（図５−２２）の商環境デザインの店舗開発を企業と同時進
⾏で⾏っていた１２)。 

その時代の中で杉本が発表した代表的な作品としては 1983 年作品 34『無印良品 ⻘⼭』
（P-E 群）、作品 P36『パシュ ラボ』（P-D 群）、作品 P38『オールドニュー』（P-CⅡ
群）がある。この時代に DC ブランドとの先進的な商環境デザインと、企業（セゾングル
ープ注１３)）とのノンブランドの商環境デザイン作品と業態が違う作品が杉本によって同時
にデザインされている。 

杉本は、バブル経済崩壊前の前期作品ではデザイナー、芸術家と協働し作品ごとに新し
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い「空間構成要素」を「編集」作業によって作品を完成させた。しかし、バブル経済崩壊
後は、バブル経済全盛期のような贅沢な建設資⾦が枯渇し、物販業界では DC ブランドは
衰退し、デザイナーの差別化された商品を売る「ブティック」注 1４)から、個性を持たない
安価な商品を⼤量に販売する「ユニクロ」注 1５)（図５−２０）などのファストファッショ
ンの時代へと移⾏していった。飲⾷業界でも、空間デザインを売りにする「カフェバー」
「ダイニングバー」注 1６)などバブル経済全盛期に反映した専⾨的な飲⾷店から、⼤衆を相
⼿にする⼤型店舗の「つぼ⼋」「和⺠」などの居酒屋チェーン店注 1７）（図５−２１）へと同
様な現象が起こった。 

バブル経済崩壊は、多くの⼈々が経済的に影響を受けて、節約や質素な⽣活を強いられ
るようになり、インテリアデザインも贅沢さや過剰なデザインが避けられ、機能性やシン
プルさが重要視されるようになった。しかし、杉本は、バブル経済全盛期で試みられた華
やかなデザインの「編集」作業を展開することが難しい状況下においても精⼒的にデザイ
ン活動を続けた。 

バブル経済崩壊後から 2000 年代までの 10 年間は、試⾏錯誤を繰り返しながら前期で完
成させたインテリアデザイナーとしての「恣意的なデザイン」を封印し、時代に合わせた
業態に合致した商環境デザインを創造することへと重点が移⾏していったとは前章で考察
している。これは、時代の変化に対応し、前期でデザインしたブランドを前⾯に押し出す
店舗業態の「ブティック」とは異なるノンブランド業態である「無印良品」（図５−１８）
の店舗開発にインテリアデザイナーの領域を超えて関わっていたことで、商環境デザイン
の領域を拡⼤させた。また、⾃らがオーナーとなる飲⾷店「春秋」の店舗展開でも運営も
含めて、商業施設に係る全ての業務に精通していった１３)。 

杉本は、この経済低迷期の 10 年間に⾃らがオーナーとなって飲⾷店「春秋」である作品
Ｌ2『春秋 ⾚坂』、Ｌ3『春秋 福岡店』、Ｌ6『春秋 響 ⻄⿇布』、作品Ｌ13『春秋 ⿃
居坂』、⼤⼿企業との作品 L７『モルツクラブ 京都』、作品 L14『⼆期倶楽部 ダイニン
グ』、作品 L18『⼆期 六本⽊』を発表している。いずれも、時代に合った居酒屋の業態で
あるが質の⾼い商環境デザイン作品をデザインしている（図５−１９）。 

ノンブランド業態店舗の拡⼤は、バブル経済崩壊の経済不況を要因として、インテリア
デザイナーの仕事に⼤きな変化があった。その経済状況下では、デザイナー個⼈の才能の
発揮よりも、経済的低迷による業態の変化、不景気化での利益性の追求など、商環境に求
められる社会的時代性が反映され、より多様な要求に答えるデザインが求められた。 

この経済低迷期の期間に、1980 年代に活躍した多くのインテリアデザイナーは淘汰され
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た。この時代に、新しい世代のインテリアデザイナーが出現していないことでも、バブル
経済崩壊後の 10 年は、インテリアデザイナーにとっての「失われた 10 年間」である注１８)。 

バブル経済崩壊後の後期では、前期とは違った社会の経済状況に合わせた商環境を取り
まとめるディレクター的な⼒量が、インテリアデザイナーに必要とされたと考えられる。 

それはまさにデザインとしての「編集」作業がより複雑で広範化してきたことの反映で
あると考えられる。前期のような新規性を持つデザイン要素を時代ごとに更新していくデ
ザイン⼿法からバブル経済崩壊後の低迷期への杉本の変化は、インテリアデザイナーとし
て時代に適応したディレクション⼒を持つ新しいデザイナーへの志向が⽰されたものと推
察される。その相反する志向を両⽴させる⼒量を持ち合わせたことで、この経済低迷期を
乗り切り、第⼀線でのデザイン活動を可能にしたと考えられる。 

 

 
図５−１８ 無印良品⼋尾店       図５−１９ L15『燦  神⼾』 
（https://yao.goguynet.jp/2017/07/09/muji-return/ 

 
図５−２０ ユニクロ            図５−２１ ⼤規模居酒屋チェーン店 
（http:s//liveapan.com/ja/in-tokyo              （わん本厚⽊店） 

                                         （https://aumo.jp/articles/92661） 
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５．１．４ バブル経済崩壊後の景気回復におけるインテリアデザイナーのデザイン領域、
職能の変化 

杉本は、インテリアデザインの確⽴期である 1970 年代から 2018 年の約 50 年間に渡り
第⼀線で活躍したインテリアデザイナーである。その半世紀にも及ぶ⻑い期間には、バブ
ル経済崩壊に始まり、多くの経済的な変動が起きた。時代の経過とともに新しいインテリ
アデザイナーが登場していく中で、常に変化する時代の要求を読み込み、先進的な作品を
発表してきたことは他のデザイナーでは類を⾒ない。 

後期となるバブル経済崩壊後から 2000 年代まで経済低迷期の 10 年間の作品では、杉本
のデザイン⼿法は試⾏錯誤を繰り返しながら前期で完成させたインテリアデザイナーとし
ての「恣意的なデザイン」を封印し、新しい業態に合致した商環境デザイン作品を創造す
ることへと重点が移⾏していった。 

杉本は、バブル経済崩壊後に多くのインテリアデザイナーが経済の恩恵によるデザイン
⼿法の変換が出来ないでいる中で、前期でデザインしたブランドを前⾯に押し出す店舗業
態とは異なる新しいノンブランド業態である「無印良品」の開発に加わった。その発展形
である「MUJI」の多店舗展開、⼤型店舗開発にインテリアデザイナーの職域を超えて参加
し、運営に係ることによってインテリアデザイナーの領域を拡⼤させた。 

また、飲⾷店である「春秋」の多店舗、⼤型化店舗展開では、⾃ら「春秋」の共同経営
者となり店舗開発全てに係わることで、インテリアデザイナーの職能を超えたディレクタ
ーとしての職能を⾝に付けたことは、バブル経済崩壊を原因としての経済環境の⼤きな変
化があったからと考えられる。デザイナー個⼈の才能の発揮よりも、経済的低迷による商
業形態の変化、経済復活後の⼤空間店舗に対しての対応、利益性の追求など、社会的な変
貌の時代性が反映され、より多様な要求に答えるデザインがインテリアデザイナーに求め
られたからである。それは、バブル経済崩壊後の低迷期を経て、景気回復に伴う社会の経
済状況に合わせた商環境を取りまとめるディレクター的な⼒量が必要とされたと考えられ
る。インテリアデザイナーの領域がデザインとしての「編集」作業が、より複雑で広範化
してきたことの反映であると考えられる。前期のような新規性を時代ごとに更新していく
デザインから後期への変化は、バブル経済崩壊後にデザイナーとして時代に適応したディ
レクション⼒を持つ新しいデザイナーへの志向が⽰されたものと推察される。 
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図５−２２ P34『無印良品 ⻘⼭』     図５−２３ L20 無印良品＆カフェムジ 
⻘葉台  

 
図５−２４ P54『春＆秋』         図５−２５ 『春秋 溜池⼭王』 

 

 
 図５−２６ バブル経済崩壊後の多店舗・⼤型化の説明（筆者作成） 

 
その後、バブル経済崩壊後の景気回復時にあたる 1998 年作品 L16『メザナイン』にて初

の海外プロジェクトであり⼤型空間のデザインを担当し、⼤成功の結果に導いた。通常で
は 1600 ㎡という飲⾷店の⼤空間を⼀⼈のインテリアデザイナーがデザインをすることは稀

バブル経済
崩壊前

経済復活以降
（2000年〜）多店舗

⼤型化・ブティック
・カフェバー、ダイニングバーetc

・ファストファッション
・居酒屋チェーン店etc
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であった時代に、杉本はバブル崩壊後の低迷期に培ったディレクション⼒で、⼤空間の商
環境デザインをまとめあげた（図５−２６）。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
図５−２７ メザナインの平⾯図 
（Locher, Mira 2015「Super Potato Design  The Complete Works of Takashi Sugimoto」 Charles Lee 

Tuttle Publishing、2015 年、133 項） 

 
正にディレクターとしての⼒量が、この作品の成功の要因である。2000 年以降の景気回

復以降は、1980 年代にインテリアデザイナーがデザインしていた商環境の領域を超えて⼤
型空間の商環境デザインを完成させていった。この杉本によるインテリアデザイナーから
ディレクターへの職能の拡⼤は、経済回復以降に出現する「第五世代」の若⼿インテリア
デザイナーに影響を与え、商環境デザインは「モノ」をデザインすることと同時に、店舗
の運営、商品開発などの「コト」をデザインすることが⼀体となっていった。 

杉本は、時代の経済状況によって変化してきたインテリアデザイナーの新しい領域を開
拓し、世代交代の激しいインテリアデザイナーとしてデザイン界の中⼼で活躍したことは、
時代の要求に対応して進化させた杉本の「進化する編集」デザイン⼿法によると考えられ
る。 
 
 
 



- 156 - 
 

第２節 第５章 のまとめ 
杉本の商環境デザイン作品を、4 つの時代別に区分して商環境デザインとしての考察を

⾏った。 
１）「第⼆世代」の倉俣は、活動前期では、機能よりデザインを優先する⼿法を⽤いて商

環境作品をデザインしていた。デビュー後の杉本の前期前半作品には、倉俣のデザイン⼿
法の影響が試みられていたと考えられる。 

倉俣が活動後期に浮遊性を持つ独⾃のデザイン⼿法に変化したとことと同期して、杉本
は、店舗機能にも重点を置いた「編集」する独⾃のデザイン⼿法へと変化した。その⼿法
は、既存の建築空間の仕上げを取り払い「スケルトン空間」とし、芸術家や他分野のデザ
イナーとの協働作業により商環境デザイン作品を「芸術作品」にまで昇華させたことで、
「第⼆世代」である倉俣の浮遊性あるデザインへの探求との相違が⾒出せた。 

２）1980 年代から始まったバブル経済と共に「ファッションデザインとインテリアデザ
インとの融合」が起き、華やかなバブル経済の下で杉本の作品は発表された。バブル経済
崩壊後から 10 年間の経済低迷期に⼊り、杉本は時代に合わせたデザイン⼿法を模索し、前
期後半に企業と共にノンブランド業態「無印良品」の企画、運営に参加し、低迷期のファ
ストファッションの多店舗、⼤型化の流れに対応できたと考えられる。 

経済状況に合わせた商環境を取りまとめる「編集」作業がより複雑で広範化したと考え
られる。経済低迷期では、ディレクション⼒を持つ新しいデザイナーへの志向が⽰され、
この経済低迷期でのデザイン活動を可能にしたと考えられる。 

３）2000 年以降の経済復活期からは、ディレクターとしての⼒量を⽣かし、⼤型空間の
商環境デザインを完成させていった。杉本による職能の拡⼤は、「第五世代」の若⼿インテ
リアデザイナーに影響を与えた。「モノ」のデザインと、店舗の運営、商品開発などの「コ
ト」のデザインが⼀体となったことが⽰された。 

杉本の商環境デザイン作品の時代的変化は、時代の要求に対応して進化させる杉本の
「進化する編集」デザイン⼿法によるものと考えられる。 

４）倉俣の作品は、加藤（2012）よれば、年代推移により変化が⾒られる。これは杉本
の作品の年代推移による作品の変化と同様な時代的な変化である。それは、最新の作品を
インテリア雑誌等に発表する他のインテリアデザイナーに共通することである。その流れ
は「デザインの流⾏」となり、倉俣、杉本は多くのインテリアデザイナーに影響を与えた。 
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注記 
注１）1954 年桑澤洋⼦によって設⽴された⽇本で最初のデザイン教育機関である。ドイツのバウハウスを

モデルとして発⾜し、これまでに国内外で活躍するデザイナーを輩出し、現在も存続している。 

注２）クラマタデザイン研究所は、1965 年設⽴。インテリアデザイナー倉俣史朗を代表とするデザイン

事務所である。近藤康夫や吉岡徳仁などその後のインテリアデザインに影響を与える⼈物を輩出し

た。 

注３）ジョエ・コロンボは 1930 年イタリア⽣まれ。1971 年没。プロダクトデザイナーである。1962 年

⾃⾝のデザイン事務所を開設後数多くの作品を残している。イタリアのモダンデザインを代表

するデザイナーである。 

注４）川俣正は 1953 年北海道⽣まれ。芸術家・造形作家である。東京藝術⼤学美術学部油絵科卒業。ヴ

ェネチアビエンナーレ⽇本館、サーペンタインギャラリーなど⽇本のみならず世界各国で作品を制

作し、多くのデザイナーに影響を与えている。 

注５）⻑沢秀幸は 1947 年埼⽟県⽣まれ。画家・美術家である。1972 年武蔵野美術⼤学卒業、2018 年同

⼤学名誉教授。80 年代から現代にいたるまで多くの作品を残している。作品はセゾン現代美術館や

東京国⽴近代美術館等にも収蔵されている。 

注６）リチャード・セラは 1938 年⽣まれ。アメリカ合衆国の現代美術家である。⾵化した鉄で作られた

巨⼤な彫刻を⾃然環境や公共空間の中に配置する環境彫刻で知られており、ミニマリズムの芸術家

と位置付けられている。 

注７）渋⾕パルコは 1973 年ファッションビル。当時流⾏していた DC ブランドが数多く⼊り、流⾏の発

信拠点であった渋⾕を象徴する場所であり、渋⾕カルチャーの代名詞的存在である。 

注８）インテリアデザインとファッションの融合 

注９）⻄武企業グループの流通部⾨を引き継いだ堤清⼆が⻄部流通グループとして独⽴、のちに⻄武セゾ

ングループに改称する。バブル経済景気を背景に「⻄武・セゾン⽂化」を築いた。 

注１０）商品やサービスの⾼級品や豪華な要素を削減し、基本的な機能や品質を重視することで低価格な

商品やサービスを提供することを⽬的として制作されたもの。 

注１１）無印良品は 1980 年開業。セゾングループ代表だった堤清⼆が、ブランドを与えないことと⽣産

プロセスを合理化することで、価格を抑えた品質の⾼い商品を提供することを⽬的に⽴ち上げられ

た。無駄のない簡潔な質の⾼い商品を提供している。 

注１２）セゾングループが⽂化事業として、セゾン美術館や劇場、六本⽊ WAVE やリブロなど前衛⽂化を

紹介する場を展開した。 

注１３）⻄武グループの創業者で⽗である堤康次郎の死後、堤清⼆が流通部⾨を引き継ぎ、セゾングルー
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プに改称。⻄武百貨店、⻄友を⺟体にパルコや無印良品、ロフトなどを展開した。 

注１４）⾼級なアパレル商品や宝飾品を扱っている⼩規模な⼩売店。 

注１５）1984 年広島市に「ユニーク・クロージング・ウェアハウス」を開店、同年、「ユニクロ」へと改

称。アメリカ⾐料⼩売店「GAP」をモデルに低価格で⾼品質な商品を展開する⽇本を代表するファ

ストファッションブランドである。 

注１６）1980 年代に流⾏した、カフェやダイニングとバーが融合した飲⾷店形態である。独⾃性のある内

装やメニュー、接客スタイルを売りとしていた。 

注１７）統⼀された商品や運営⽅針のもと複数の店舗を展開した、⼀般⼤衆向けの総合型居酒屋である。 

注１８）国あるいは地域の経済が、およそ 10 年に渡って停滞期を迎えること。⽇本ではバブル経済崩壊

後の 10 年間を指す。 
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第 1 節 総括 
本研究は、杉本貴志の商環境デザイン作品についてインテリア特性を構成するデザイン

要素に着⽬しその出現状況を分析し、作品特性とデザイン⼿法を明らかにすることを⽬的
として⾏った。 

以下に各章で得た知⾒をまとめ、本論⽂を総括し、今後の課題と展望を併せて記し結論
とする。 
 

第１章「序節」では、インテリアデザインの概要、歴史から研究の背景を⽰すことで現
代ではインテリアデザインが⽣活に必要不可⽋であることを整理した。また、⽇本のイン
テリアデザインの歴史からインテリアデザイナーの世代分けをし、「第三世代」である杉
本貴志を研究対象とする⽬的および意義を⽰した。 

また、関連する先学の研究を整理し、本論⽂の位置付けを⾏った。 
第２章「研究⽅法」では、杉本がデザインした商環境デザイン作品のインテリア特性の

分析を進める上での研究⽅法を⽰した。 
杉本がデザイナーとして活動した 1972 年から 1989 年のバブル経済崩壊前までの前期期

間、1990 年から 2018 年までの後期期間を研究対象期間とした。『商店建築』に発表された
前期 62 作品、後期 55 作品を研究対象作品とした。 

研究対象である杉本の商環境デザイン作品データをインテリア専⾨雑誌『商店建築』か
ら取集してデータ表を作製した。データ表より抽出する商環境空間を構成するデザイン要
素を「空間構成要素」、「空間仕上要素」、「空間設計要素」の３要素とした。 

多くの作品に対して使⽤されるデザイン要素は多岐に渡るため、定量的な取り扱いも試
みるために全作品から抽出したデザイン要素を数量化Ⅲ類の分析により定量化し、クラス
ター分析等の研究⽅法を説明し、研究テーマの位置付けと研究の構成を⽰した。 

第３章「結果」では、前期作品（作品番号 P1〜P62）、後期作品（作品番号 L1〜L55）
から抽出されたデザイン要素の抽出結果から「空間構成要素」「空間設計要素」のデザイ
ン要素を⽴体化して表現した⼀覧表を作製した。そのうえで、「空間仕上要素」で⽰したデ
ザイン要素の出現を調査し、その結果からデザイン要素の出現⼀覧表を作成し、林の数量
化Ⅲ類によるクラスター分析結果より次のような知⾒を得た。 

１）前期 62 作品は、各作品のデザイン要素の出現から P-A 群から P-E 群までの 5 群に
分類することが出来た。同様に、後期 55 作品では 10 群に分類することができた。 

２）各群に分けられた作品のデザイン要素の出現を整理し、作品分類の特性が確認でき
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た。また、各作品ごとの要素の種類数および組合せの違いが判明した。 
第 4 章「考察」においては、デザイン要素である「空間構成要素」、「空間仕上要素」「空

間設計要素」を出現表として作成し、その出現特性を抽出して検討した。 
デザイン要素の出現表を⽤いて数量化Ⅲ類により分析を⾏い、 サンプルスコアを⽤いて

クラスター分析を⾏った。クラスター分析の結果を基に作品分類を試み、商環境デザイン
特性を検討した。 

以下に杉本の商環境デザイン作品に於いて得られた知⾒を⽰す。 
１）杉本の商環境デザイン作品を前期と後期に分け、前期作品、後期作品のデザイン要

素の出現結果から各作品および各作品群ごとに作品特性が確認できた。 
２）前期前半作品では、「シングルデザイン」に影響を受けて店舗機能を無視してでも

「恣意的なデザイン」が重要とされる⼿法を使⽤した。作品ごとに新しい「空間構成要素」
が出現し、「第⼆世代」の倉俣の影響が⼤きいことが確認できた。 

前期後半作品では、商業施設としての機能を満たしながらも芸術家との協働作業によっ
て多種多様なデザイン要素を試験的に更新して「編集」するデザイン⼿法を確⽴させた。 

後期作品では、多種多様なデザイン要素の再利⽤・複合利⽤する実験的な「編集」する
デザイン⼿法を出現させた。 

３）前期作品は、全体として作品群として重なりながら、群として遷移している様⼦が
⽰され、杉本の商環境デザイン作品のインテリア特性を年代区分で変化していることを読
み取ることが出来た。 

後期作品では、作品の業態ごとに年代推移に従い、作品が出現する作品群が変化し、年
代ごとに求められるデザインが変化していることが確認できた。 

４）各群の平均デザイン要素の種類数は、前期は 11.2 と⽐較的安定し、後期は 18.0 ⾶
躍的に増加しており、バブル経済崩壊前後を境に、デザイン要素の使⽤数が変化したこと
が⽰された。さらに使⽤要素の組合せの変化が⽰された。これは、前期は⼩規模の専⾨店
のデザインが多く、後期では⼤型店舗、多店舗展開が増加したことへのデザイン対応を⽰
していることが確認できた。 

第５章「商環境デザインとしての考察」では、「杉本の商環境デザインの時代的位置付
けと意義」を杉本のデザイナー活動期間を 4 つの期間に分けて総合的に考察を⾏った。 

１）前期前半作品では、デザイナーとしての位置が定まっておらず、最先端のイタリア
デザイン、「第⼆世代」の倉俣の影響が作品の特性に現れていることが明らかとなった。 

２）前期後半作品では、芸術家との協働作業が出現し、建築的には普遍的ではない「空
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間仕上要素」、「空間設計要素」を「編集」する杉本独⾃のデザイン⼿法が完成したことが
確認できた。 

３）バブル経済崩壊後の 2000 年までの 10 年間の経済状況下では、「恣意的なデザイン
から避けている」ことで「空間構成要素」には新しいデザイン要素が出現しないことが確
認できた。 

４）2000 年以降の景気回復後は、作品 L16『メザナイン』の成功により⼤型空間のデザ
インが増加したことが確認できた。前期で完成された「空間構成要素」「空間設計要素」
のデザイン要素を基本に「編集」し、「空間仕上げ要素」の組み換えによって商環境をデ
ザインする⼿法が確⽴されたことが明らかとなった。 

５）⼤型空間、多業態、同⼀業態の多店舗展開への対応は、バブル経済崩壊前の時代か
ら店舗作りの運営、企画に参加してディレクターとしての⼒量を蓄えていたことで、時代
変化における要求に合わせて「編集」するデザインが可能になった事と考えられる。 
 

本研究の総括として、杉本貴志の商環境デザイン作品におけるデザイン特性を作品デー
タとして分析した結果、杉本のデザインは時代と共に変化し、その普遍性と影響⼒が⽰さ
れ、新しいデザイン要素の出現と再利⽤のデザイン⼿法が明らかになり、インテリアデザ
イナーとしての進化と変遷が判明した。 

前期では、スーパースタジオのシングルデザインに影響を受けた「グリッド」から芸術
家との協働作業、編集⼿法の確⽴そして商業的な機能への無関⼼が⾒られ、後期では編集
⼿法を進めていく過程、作品 16『メザナイン』以降に確⽴したデザイン⼿法と商業的な思
考とのハイブリット、商環境としての成功が⼤きな⽬標となり、⼤空間に対応するデザイ
ン⼿法を確⽴させた。同時に、時代に沿った商環境にディレクション能⼒が求められるこ
とが杉本のデザインへの考え⽅の変遷と連なっていると考えられる。 

また、本研究の分析に⽤いたデザイン要素の「空間構成要素」、「空間設計要素」は、イ
ンテリアデザインの空間を構成する基本であることが確認でき、各要素の組み合わせによ
って新規性を表現できることが確認できた。「空間仕上げ要素」では、時代の変化に合わ
せた新しい素材を出現させることで、新規性を表現できることも確認できた。 

インテリアデザインがデザイナーの感性によって完成するといわれる作品を数量化する
ことによって分析することが可能であることが明らかとなった。 
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第２節 今後の課題と展望 
⽇本のインテリアデザインの歴史は浅く、特に商環境デザイン分野は戦後の 1950 年代か

らが起源とされているが、1960 年代に⼊っても商業空間をデザインすることは不純なもの
と捉われていた。しかし、現在では⽇本のインテリアデザイン、インテリアデザイナーは
世界のトップに君臨し、世界中で⽇本のインテリアデザイナーが活躍している。しかし、
学術的に商環境デザインは認知されているとは考えにくい現状が存在する。それは、論⽂
等による研究結果が不⾜していることにも関係していると考える。 

研究の⽀えとなっていただいた杉本貴志のスタッフであった飯島⽒の取材では、杉本貴
志の没後に展覧会を企画したが引き受ける美術館は皆無であったと報告された。その要因
が、インテリアデザイナー杉本貴志の知名度の低さであったとのことである。現在におい
てもインテリアデザインは建築に付随するものとの認識が残っているからだと考えられる。 

本研究では、インテリアデザインの確⽴期から、世界的な評価を受けるまでになった現
在まで、デザイン界の第⼀線で活躍した杉本貴志の商環境デザイン作品のデザイン要素を
分析して、インテリアデザインの特性を明らかにした。 

「感性」で例えられるデザインを分析し明らかにすることは困難とされていたが、空間
を構成するデザイン要素を丁寧に⾒つけ出し、整理して分析することによって、インテリ
アデザイン特性を解明することが可能となった。本研究が商環境デザインの本質を研究す
る礎になり、インテリアデザインの研究に貢献できたらと願いながら、この研究で得られ
た今後の研究課題を述べることで、今後のインテリアデザインの展望としたい。 

1）本研究では、商環境を「空間構成要素」、「空間仕上要素」、「空間設計要素」のデザ
イン要素によって作品分析、時間的遷移等の検討を⾏った。そのうえで、商環境デザイン
には「業態」が⼤きく影響することも明らかとなり、「業態」の整理は分析に必要である
と考えられる。例を挙げれば、時代に沿って物販店、飲⾷店、宿泊施設等の多業態が融合
した新しい「業態」が出現している。商環境の基本となる「業態」をデザイン要素として
考え、商環境の分析に加えて研究を深めることが、これからの多様化する時代の課題と考
える。 

２）本研究で使⽤したデザイン要素のデータを他のインテリアデザイナーの商環境作品
分析に応⽤し、各世代ごとの分析データとしてまとめ、杉本だけでなく時代分けしたイン
テリアデザイナーを群として捉え、時代的な変化の検討をする必要があると考える。 

３）本研究の分析⽅法が、インテリアデザイン作業のメソッドと成り得るために今後も
インテリアデザインの特性の分析は重要な課題であると考える。 
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４）現在のインテリアデザイナーには「コト」をデザインすることが重要となった事は
考察でも確認できたが、倉俣史朗、杉本貴志等の「モノ」派のように常に新しいデザイン
要素を探求する姿勢が重要であることも再確認できた。この「モノ」のデザイン探求を若
いデザイナーへの啓発として、⾃らのデザイン活動の実践でも⽣かすことを今後の課題と
する。 

５）インテリアデザイナーのデザインする店舗ジャンルの偏りが分析結果に与えている
影響について、デザイナーが依頼される業態と⼀般的な業態とがあり、デザイナーが依頼
される業態は特殊性が重要で、その研究の意義は重要であると考える。 

６）「編集」というデザイン⼿法は本研究の論点の⼀つであり、考察の上で「編集」に
対する「新たな解釈と定義」を導くことは今後の課題とする。 

 

最後に、インテリアデザインを実践するデザイナーの視点よりデザインの向上を⽬指す
ため、本研究の⼿法と成果を基に、今後のデザインを実践するにあたり、以下の点が重要
であると考えられる。 

インテリアデザインは、⼀般的に建築デザインと⽐較し、論理的な説明が不⾜している
ために学術的な評価が低い場合も⾒受けられる。しかし、デザイン要素を丁寧に定量化し
て分析することによって 、デザイナーの感性の⼀端ともいえるデザイン特性が論理的に説
明できたことは、デザイナーによる新規デザインの論理的な根拠を発⾒できると考えられ
る。 

インテリアデザインの実践者として、デザイン作品特性分析の研究に留まらず、常に新
規性を求められる⽇常のデザイン作業に本研究をデザイン⼿法として活⽤していくことが
インテリアデザインにおける新規性の発⾒に繋がると考え、インテリアデザイナーとして
今後の展望としたい。 

 
 

 
 
 
 
 

 



- 165 - 
 

参考⽂献⼀覧 
 
第 1 章 

１）中野明（1998 年）:「インテリアデザイン」、建帛社、2 貢 

２）内堀繁⽣（2010 年）： 「インテリアデザインの基礎知識」、⿅島出版会、2 貢 

３）インテリアデザイン教科書研究会編（1993 年）： 「インテリアデザイン教科書」、彰国社、10 貢 

４）鈴⽊紀慶，今村創平，内⽥繁（2013 年）： 「⽇本インテリアデザイン史」 オーム社、150 貢 

５）鈴⽊紀慶（2015 年）： 「インテリアデザインが⽣まれたとき：60 年代のアートとデザインの衝突のな

かで」、⿅島出版会、2015 年、34 貢 

６）鈴⽊紀慶，今村創平，内⽥繁（2013 年）： 「⽇本インテリアデザイン史」 オーム社、153 貢 

７）鈴⽊紀慶（2021 年）： 「⽇本商空間デザイン史 1980-2020」、商店建築社、12 貢 

８）中野明（1998 年）： 「インテリアデザイン」、建帛社、2 貢 

９）中野明（1998 年）： 「インテリアデザイン」、建帛社、2 貢 

１０）鈴⽊紀慶，今村創平，内⽥繁（2013 年）： 「⽇本インテリアデザイン史」、 オーム社、51 貢 

１１）内⽥繁（2011 年）： 「戦後⽇本デザイン史」、 みすず書房、58 貢 

１２）内⽥繁（2011 年）： 「戦後⽇本デザイン史」、みすず書房、58 貢 

１３）⼩泉和⼦（2015 年）： 「⽇本のインテリアの歴史」、河出書房新社、122 貢 

１４）鈴⽊紀慶，今村創平，内⽥繁（2013 年）： 「⽇本インテリアデザイン史」、 オーム社、93 貢 

１５）ICS カレッジオブアーツ校友会 50 周年記念出版編集委員（2014 年）：「インテリアデザインの

半世紀」、六耀社、6 貢 

１６）内⽥繁（2011 年）： 「戦後⽇本デザイン史」、みすず書房、26 貢 

１７）鈴⽊紀慶，今村創平，内⽥繁（2013 年）： 「⽇本インテリアデザイン史」、 オーム社、138 貢 

１８）鈴⽊紀慶（2015 年）： 「インテリアデザインが⽣まれたとき：60 年代のアートとデザインの衝突の

なかで」、⿅島出版会、34 貢 

１９）鈴⽊紀慶（2015 年）「インテリアデザインが⽣まれたとき：60 年代のアートとデザインの衝突の

なかで」、⿅島出版会、34 貢 

２０）「JID 設⽴からのインテリアデザイナー」、shingakunee.com 

２１）鈴⽊紀慶（2021 年）： 「⽇本商空間デザイン史 1980-2020」、商店建築社 

２２）鈴⽊紀慶（2015 年）： 「インテリアデザインが⽣まれたとき：60 年代のアートとデザインの衝突の

なかで」、⿅島出版会、34 貢 

２３）ICS カレッジオブアーツ校友会 50 周年記念出版編集委員（2014 年）：「インテリアデザインの



- 166 - 
 

半世紀」、六耀社、20 貢 

２４）内⽥繁（2011 年）： 「戦後⽇本デザイン史」、みすず書房、153 貢 

２５）鈴⽊紀慶，今村創平，内⽥繁（2013 年）： 「⽇本インテリアデザイン史」 オーム社、286 貢 

２６）鈴⽊紀慶，今村創平，内⽥繁（2013 年）： 「⽇本インテリアデザイン史」 オーム社、145 貢 

２７）鈴⽊紀慶（2021 年）： 「⽇本商空間デザイン史 1980-2020」、商店建築社、10 貢 

２８）内⽥繁（2011 年）： 「戦後⽇本デザイン史」みすず書房、234 貢 

２９）「杉本貴志＋スーパーポテト」、npo-plat.org、2021 年 7 ⽉ 21 ⽇ 

３０）内⽥繁（2011 年）： 「戦後⽇本デザイン史」、みすず書房、311 貢 

３１）⼩泉和⼦（2015 年）： 「⽇本のインテリアの歴史」、河出書房新社、12 貢 

３２）⼩泉和⼦（2015 年）： 「⽇本のインテリアの歴史」、河出書房新社、17 貢 

３３）本⽥安治（1968 年）：インテリア・デザインノート、デザイン理論 Vol.7、73/81 貢、42/43 貢 

３４）福岡喜久雄（1971 年）：インテリアデザインの形態、デザイン理論 Vol.10、 42/51 貢、51/52 貢 

３５）野⼝茂（1977 年）：<書評>種村真吉著「⽇本の室」 ⽇本インテリアデザインの体系、 デザイン理

論 Vol.16、 113/115 貢 

３６）⼩泉和⼦（2015 年）： 「⽇本のインテリアの歴史」、河出書房新社、102 貢 

３７）伊藤孝紀，佐川桃⼦，吉⽥夏稀，⻄⽥智裕（2020）：商環境における空間デザインの変遷-DSA ⽇

本空間デザイン賞・JCD デザインアワードの⼊賞作品を対象として-、デザイン学研究、66 巻 4

号、31/40 貢 

３８）鈴⽊紀慶，今村創平，内⽥繁（2013 年）： 「⽇本インテリアデザイン史」、 オーム社、93 貢 

３９）鈴⽊紀慶，今村創平，内⽥繁（2013 年）： 「⽇本インテリアデザイン史」、 オーム社 

   鈴⽊紀慶（2015 年）「インテリアデザインが⽣まれたとき：60 年代のアートとデザインの衝突の

なかで」、⿅島出版会 

４０）橋本啓⼦（2014 年）：倉俣史朗のデザイン構想に関する⼀考察 -空間としての家具デザインという

視点から-、美術史論集(14)、36/54 貢、47 貢 

４１）島村昇（1978 年）： 「京の町家 ⽣活と空間の原意」、⿅島出版会 

４２）島村昇（1983 年）： 「⾦沢の町家」、⿅島出版会 

４３）島村昇（1998 年）： 「住空間史論」京都⼤学学術出版会 

 

第２章 

１）三井秀樹（2006 年）： 「新構成学」、六耀社 

２）三井秀樹（2006 年）： 「新構成学」六耀社 



- 167 - 
 

３）⽇本グラフィックデザイナー協会教育委員会（編）（2002 年）： 「VISUAL DESIGN 1 Basic 

Design 」、六曜社 

４）⾼橋正⼈（1987 年）： 「構成 ジオメトリック・パターン」、岩崎美術社 

５）加藤和雄，堀越哲美（2012）：倉俣史朗のインテリアデザインにおける空間創造⼿法、⼈間と⽣活環

境 19(1)、17/24 貢 

６）内堀繁⽣，中村嘉樹（2010 年）： 「インテリアデザインの基礎知識」、⿅島出版会、38〜39 貢 

７）インテリアデザイン教科書研究会（2011 年）： 「インテリアデザイン教科書」、彰国社、70〜77 貢 

8）杉本貴志（1992 年）： 「春秋 杉本貴志の空間 辻晴明の器」六曜社 

9）杉本貴志（1995 年）： 「Super Potato Design: The Complete Works of Takashi Sugimoto」by Mira Locher 

10）杉本貴志（2010 年）：「杉本貴志のデザイン 発想/発酵」TOTO 出版 

11）杉本貴志（2011 年）： 「無為のデザイン」TOTO 出版 

12）杉本貴志（2018 年）： 「A life with MUJI」株式会社無印品 

 

第４章 

１）鈴⽊紀慶，今村創平，内⽥繁（2013 年）： 「⽇本インテリアデザイン史」、 オーム社、145〜146 貢 

２）鈴⽊紀慶，今村創平，内⽥繁（2013 年）： 「⽇本インテリアデザイン史」 オーム社、286 貢 

３）鈴⽊紀慶（2021 年）： 「⽇本商空間デザイン史 1980-2020」、商店建築社、45 貢 

４）商店建築社：商店建築、1981 年 8 ⽉号、99 貢 

５）商店建築社：商店建築、1972 年 5 ⽉号、105 貢 

６）商店建築社：商店建築、1977 年 7 ⽉号、14 貢 

７）鈴⽊紀慶，今村創平，内⽥繁（2013 年）： 「⽇本インテリアデザイン史」、 オーム社、284〜288 貢 

８）商店建築社：商店建築、1975 年 9 ⽉号、132 貢 

９）商店建築社：商店建築、1981 年 10 ⽉号、187 貢 

１０）商店建築社：商店建築、1982 年 5 ⽉号、85 貢 

１１) 商店建築社：商店建築、1982 年 5 ⽉号、83 貢 

１２）鈴⽊紀慶（2015 年）： 「インテリアデザインが⽣まれたとき：60 年代のアートとデザインの衝突の

なかで」、⿅島出版会、144〜145 貢 

１３）商店建築社：商店建築、1978 年 8 ⽉号、92 貢 

１４）商店建築社：商店建築、1983 年 3 ⽉号、88 貢 

１５）商店建築社：商店建築、1983 年 5 ⽉号、150 貢 

１６）商店建築社：商店建築、1982 年 9 ⽉号、17 貢 



- 168 - 
 

１７）商店建築社：商店建築、1983 年 8 ⽉号、99 貢 

１８）商店建築社：商店建築、1983 年 11 ⽉号、83 貢 

１９）鈴⽊紀慶（2015 年）： 「インテリアデザインが⽣まれたとき：60 年代のアートとデザインの衝突の

なかで」、⿅島出版会、144〜145 貢 

２０）商店建築社：商店建築、1984 年 12 ⽉号、167 貢 

２１）鈴⽊紀慶（2015 年）： 「インテリアデザインが⽣まれたとき：60 年代のアートとデザインの衝突の

なかで」、⿅島出版会、 

２２）商店建築社：商店建築、1984 年 12 ⽉号、167 貢 

２３）Locher, Mira （2015 年）： 「Super Potato Design  The Complete Works of Takashi Sugimoto」Charles 

Lee Tuttle Publishing、1-17 貢 

２４）商店建築社：商店建築、1985 年 5 ⽉号、119 貢 

２５）鈴⽊紀慶，今村創平，内⽥繁（2013 年）： 「⽇本インテリアデザイン史」 オーム社、290〜291 貢 

２６）鈴⽊紀慶，今村創平，内⽥繁（2013 年）： 「⽇本インテリアデザイン史」 オーム社、232〜235 貢 

２７）商店建築社：商店建築、2018 年 10 ⽉号、161 貢 

２８）商店建築社：商店建築、2007 年 3 ⽉号、9 貢 

２９）商店建築社：商店建築、2018 年 10 ⽉号、195 貢 

３０）杉本貴志（2010 年）： 「杉本貴志のデザイン 発想/発酵」、TOTO 出版、98 貢 

３１）鈴⽊紀慶，今村創平，内⽥繁（2013 年）： 「⽇本インテリアデザイン史」、 オーム社、289 貢 

３２）商店建築社：商店建築、2018 年 10 ⽉号、168 貢 

３３）商店建築社：商店建築、2018 年 10 ⽉号、164 貢 

３４）商店建築社：商店建築、1998 年 5 ⽉号、151 貢 

３５）杉本貴志（2010 年）： 「杉本貴志のデザイン 発想/発酵」、TOTO 出版 

３６）商店建築社：商店建築、2018 年 10 ⽉号、164 貢 

３７）商店建築社：商店建築、2018 年 10 ⽉号、170 貢 

３８）鈴⽊紀慶，今村創平，内⽥繁（2013 年）： 「⽇本インテリアデザイン史」、 オーム社、289 貢 

３９）商店建築社：商店建築、2018 年 10 ⽉号、181 貢 

４０）商店建築社：商店建築、2007 年 3 ⽉号、9 貢 

４１）商店建築社：商店建築、2018 年 10 ⽉号、161 貢 

４２）杉本貴志（2010 年）： 「杉本貴志のデザイン 発想/発酵」、TOTO 出版、98 貢 

４３）新建築社（1983 年）：「建築家のためのインテリアデザイン」、新建築社、1983 年 7 ⽉臨時増刊

号、78 貢 



- 169 - 
 

４４）杉本貴志（2018 年）： 「A life with MUJI」、無印良品 

４５）安井秀夫（2023 年）：デザイン要素分析による杉本貴志デザインの商環境インテリア特性−1972 年

から 1989 年までの作品について−、⼈間と⽣活環境 

４６）商店建築社：商店建築、2015 年 8 ⽉号、53 貢 

４７）安井秀夫（2023 年）：デザイン要素分析による杉本貴志デザインの商環境インテリア特性−1972 年

から 1989 年までの作品について−、⼈間と⽣活環境 

４８）商店建築社：商店建築、2018 年 9 ⽉号、205 貢 

４９）杉本貴志（2011 年）： 「無為のデザイン」、TOTO 出版、192 貢 

５０）杉本貴志（2011 年）： 「無為のデザイン」、TOTO 出版、172 貢 

５１）杉本貴志（2011 年）： 「無為のデザイン」、TOTO 出版、172 貢 

 

第５章 

１）飯島とのインタビュー：2023 年 8 ⽉ 24 ⽇、飯島直樹デザイン室にて 

２）加藤和雄，堀越哲美（2012 年）： 「倉俣史朗のインテリアデザインにおけるインテリア・シェルター

の離隔性からみた空間の浮遊性と消去性の創出」⼈間と⽣活環境 19(2)、75/90 

３）加藤和雄，堀越哲美（2012 年）：倉俣史朗のインテリアデザインにおけるインテリア・シェルターの

離隔性からみた空間の浮遊性と消去性の創出、⼈間と⽣活環境 19(2)、75/90 

４）鈴⽊紀慶（2015 年）： 「インテリアデザインが⽣まれたとき：60 年代のアートとデザインの衝突のな

かで」、⿅島出版会、110 貢 

５）杉本貴志（2018 年）： 「A life with MUJI」、無印良品、７貢 

６）杉本貴志（2018 年）： 「A life with MUJI」、無印良品、9 貢 

７）飯島とのインタビュー：2023 年 8 ⽉ 24 ⽇、飯島直樹デザイン室にて 

８）商店建築社：商店建築、2015 年 8 ⽉号、43 貢 

９）鈴⽊紀慶（2015 年）： 「インテリアデザインが⽣まれたとき：60 年代のアートとデザインの衝突のな

かで」、⿅島出版会、146 貢 

１０）鈴⽊紀慶（2015 年）： 「インテリアデザインが⽣まれたとき：60 年代のアートとデザインの衝突の

なかで」、⿅島出版会、136 貢 

１１）内⽥繁（2011 年）： 「戦後⽇本デザイン史」、みすず書房、236 貢 

１２）良品計画（2018 年）： 「無印が⽣まれる思考と⾔葉」、⾓川出版、91 貢 

１３）杉本貴志，岩⽴マーシャ（2004 年）： 「春秋」、チャールズ・イー・タトル出版株式会社 

 



- 170 - 
 

既発表論⽂⼀覧 
 
 
査読付き論⽂ 
安井秀夫、⽯松丈佳、堀越哲美、「デザイン要素分析による杉本貴志デザインの商環境イ
ンテリア特性：1972 年から 1989 年までの作品について」『⼈間と⽣活環境 第３０巻、第
１号』⼈間-⽣活環境系学会、2023 年 5 ⽉。 
 
安井秀夫、⽯松丈佳、堀越哲美、「バブル経済崩壊後の杉本貴志の商環境インテリア作品の
デザイン特性-1990 年から 2018 年までの作品のデザイン要素分析-」『⼈間と⽣活環境 第
31 巻、第 1 号』⼈間-⽣活環境系学会、2024 年 5 ⽉。 
 
⼝頭発表論⽂ 
安井秀夫、⽯松丈佳、堀越哲美、「杉本貴志の商環境デザインのインテリア特性」『第 42 回
⼈間-⽣活環境系シンポジウム報告集』⼈間-⽣活環境系学会、2018 年 12 ⽉。 
 
安井秀夫、⽯松丈佳、堀越哲美、「インテリアデザイナー杉本貴志の 1970 年から 1989 年
に於ける商環境デザインのインテリア特性」⼀般社団法⼈⽇本建築学会、2019 年 7 ⽉。 
 
安井秀夫、⽯松丈佳、堀越哲美、「インテリアデザイナー杉本貴志の 1990 年から 2018 年
に於ける商環境のインテリア特性」『第 43 回⼈間-⽣活環境系シンポジウム報告集』⼈間-
⽣活環境系学会、2019 年 12 ⽉。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



- 171 - 
 

 
謝辞 

 
本論⽂の執筆にあたっては、多くの⽅々に協⼒、ご指導いただきました。ここに、⼼から
の御礼を申し上げます。 
 愛知⼯業⼤学安井研究室所属⼤学院⽣の修⼠設計に不正が発覚し、その責任により私の
⼤学院での指導資格がはく奪されました。その後の影響を⼼配した名古屋⼯業⼤学堀越研
究室 OG の加藤⾥実⽒から愛知産業⼤学学⻑堀越哲美先⽣を紹介していただき、博⼠学位
取得を勧められ、名古屋⼯業⼤学⽯松研究室に所属して博⼠論⽂をまとめるに⾄りました。 

論⽂執筆経験の無い私に、堀越哲美先⽣からは研究のテーマを探す初歩的なことから指
導が始まりました。学会論⽂、博⼠論⽂提出と 5 年間の⻑きに渡って、学外でありながら
学⻑職務での激務の中、貴重な時間を割いて⼿取り⾜取りの指導していただきました。途
中、論⽂執筆に意欲が無くなることがありましたが、先⽣の懇切丁寧な指導で乗り切るこ
とが出来ました。多くの失礼、迷惑をお掛けしたことを深く謝罪させていただき、⼼から
の感謝を申し上げます。 

また、審査員主査の⽯松丈佳教授には、他⼤学から研究室に所属させていただき、ご指
導と共に、学位取得等の⼿続きを助けていただいたことを感謝いたします。 

審査員副査の北川啓介教授には、審査、指導以外にも論⽂執筆の⼼構え等の指導を頂き
ました。審査員副査夏⽬欣昇教授、審査員副査の筑波⼤学橋本剛教授には審査の過程で適
切な指導を頂き細かい論⽂修正の指導を頂きました。各先⽣に感謝の意を表します。 
 研究のデータ集計のための貴重な基礎資料を快く提出いただいた商店建築編集⻑の塩⽥
健⼀⽒、資料の説明及び研究の過程において適切な解説をいただいたインテリアデザイナ
ー飯島直樹⽒の両⽒に感謝申し上げます。 
 愛知⼯業⼤学安井研究室⼤学院⽣⽊村優介⽒、宮澤優夫⽒、安井秀夫アトリエ所員會⽥
豊⽒には、膨⼤な資料からデータを整理してまとめるにあたって、多⼤なる協⼒を頂きま
した。ここに深く感謝の意を表します。 
 この研究は、私を含めた⽇本のインテリアデザイナーの軌跡を巡ることでもあり、その
意義を何度も教授頂き、私の背中を押し続けて頂いた椙⼭⼤学加藤和雄教授に感謝します。 
 ⼤学院指導はく奪後の失意の中、学位取得の道筋を作って頂き、事あることに相談相⼿
として適切なアドヴァイスを頂いた加藤⾥実⽒、論⽂執筆中の⼤学業務軽減に協⼒いただ
いた⼭本薫⽒には⼼より感謝申し上げます。  



- 172 - 
 

還暦からの遅い博⼠論⽂執筆であることに加えて、執筆中に突然のコロナ禍に置かれた
ことによる精神的な負担への⽀えとなり⽀援を頂いた伴侶の⿇理、友⼈達に深く感謝しま
す。 
 最後に重ねて、堀越哲美先⽣には論⽂執筆全てにおいて指導して頂いただけでなく、教
授職にあった私に教育者の姿勢までも教授頂けたことを感謝申し上げます。 
 本研究が、今後のインテリアデザイン分野の研究の礎になり、若いインテリアデザイナ
ーへの啓蒙となることを願い、皆様への謝辞とさせて頂きます。 
 
                                   2024 年 1 ⽉ 
                                   安井 秀夫  
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



- 173 - 
 

 
 
 
 

 
 

 
 
 
 
 

資料編 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



前期（P1〜P62）データシート 
作品番号 P1 年代 1972年 作品番号 P2 年代 1972年

建築名 ブティックワイズ ⽤途 ブティック 建築名 ラジオ ⽤途 バー

所在地 東京都新宿区歌舞伎町13 商店建築 1972年7⽉号 所在地 東京都渋⾕区原宿 商店建築 1973年1⽉号

⼯期 1972年4⽉15⽇〜5⽉10⽇ ⾯積 35㎡ ⼯期 1972年10⽉1⽇〜10⽉23⽇ ⾯積 30㎡

材料仕様 材料仕様

作者による
作品解説

作者による
作品解説

図⾯・写真 図⾯・写真

作品番号 P3 年代 1972年 作品番号 P4 年代 1973年

建築名 コーヒーハウスコロ ⽤途 カフェ 建築名 パブ オレンジ ⽤途 バー

所在地 東京都渋⾕区原宿 商店建築 1972年12⽉号 所在地 東京都渋⾕区道⽞坂2-14-20 商店建築 1973年9⽉号

⼯期 1972年9⽉20⽇〜10⽉10⽇ ⾯積 30㎡ ⼯期 1973年8⽉20⽇〜9⽉20⽇ ⾯積 50ｍ²

材料仕様 材料仕様

作者による
作品解説

作者による
作品解説

図⾯・写真 図⾯・写真

床 ：⼤理⽯
壁・天井 ：鉄板ホワイトブロンズ仕上パンチング600⾓⼀部⽯膏ボードパテ処理の上VP

店をデザインする場合、商品の特徴・性格によってデザインが進⾏・決定されるのが⼀般的であるが、ブ
ティックのようにファッション傾向の強い場所ではインテリアデザインが商品を指向していくとデザイン
そのもののリアリティが曖昧になる傾向がある。ここでは商品を販売することを⼀つの現象としてとら
え、現象を包み込む容器としてのデザインを進めることによってデザインそのもののリアリティを強めよ
うと考えた。そのため素材を限定しフォルム性をできるだけ除去することによりデザインすることで⽣じ
るあいまい性をできるだけ少なくし容器が原則的に存在することを考えた。

床 ：⿊御影⽯
壁・天井：ラッカー吹付け仕上グレー、⼀部ステンレス鏡⾯仕上
イス：スチールパイプヘアラインホワイトブロンズメッキ仕上、エナメルレザー張り⿊
天井照明器具：ステンレス板⾖球埋め込み

グレーのニュートラルな空間の中に⿊御影⽯の⼤きなテーブルが⼆つ、それを囲んで椅⼦が16個。そのほ
かこまごまとした設備⼀切は壁の中とテーブルのかげに押し込められており、店の⼈と客が分け隔てなく
⼀つのテーブルを囲むといったささやかなファミリーパーティーの情景が現出することを狙っている。天
井⾯にはほとんど気ままに貼りついた⼆つの照明装置だけがこの空間の中で唯⼀の”装飾”といえるかもし
ない。（編集部）

床   ：⼤理⽯
壁   ：シナベニヤ下地ラッカー仕上げシルバーグレー
天井  ：パンチングメタル2重貼り照明内臓
テーブル：トップ真鍮
脚部  ：スチールパイプφ250
イス  ：スチール⾓パイプ籐張る

テーブルは真鍮、天井照明はパンチングメタル2重貼り、塗装はシルバーグレーである。私にとってどんな
ところで酒を飲んでも、場所からの影響はあまりないが、できるならば、なるべくシステリアな⽅が好ま
しい。いいかければ、宇宙的な場所というか、軽い場所というか。ギッシリと規定された関係の中に⻑時
間いのは苦しくなる。デザインすることは、私にとってそのまま私の宇宙であり続けていえば、酒を飲む
こと、飯を⾷うこともそれに重なる。だとすれば、なるべく浮遊できるというか、切り離されるという
か。私⾃⾝の宇宙の形成。私にとって⾮常に個⼈的な意味でのほんのちょっとした神秘という意味での内
で仕事を考えていかざるを得ない

床 ：ロンリウム グレー
壁・天井：プラスターボードCL仕上
⾚椅⼦・テーブル：ベニヤ積層板 ⾚ テーブルトップ：メラミン化粧板 ⾚

住宅地にある⽐較的グレードの⾼いマンションビルのドライエリアに⾯した地下1階にあり、かなり⼩⾯積
でしかもコーヒー専⾨店である。
われわれは設計を始める前にあまり美しく設計するとコーヒーがうまいと感じられないのではないかと
思ったのでなるべくあたりまえにしようと考えた。たとえば照明器具、家具バックバーをなるべく特別美
的な意味を持たせないようにし、⾊彩も任意の⼀⾊を施主に選択してもらうことにした。
結果として意図とデザインされた結果との関係、つまりどうしてもデザイン⾏為そのものが持ってしまう
ある種の意図性、あるいはデザイン性というものが問題となって残っている。

アクソメ図 アクソメ図

アクソメ図

平⾯図

平⾯図

 
図１ P1~P4 



 
作品番号 P5 年代 1973年 作品番号 P6 年代 1974年

建築名 ナルセ フローリスト ⽤途 フラワーショップ 建築名 テフテフ ⽤途 バー

所在地 東京都渋⾕区渋⾕3-18-7 商店建築 1973年12⽉号 所在地 東京都港区⾚坂6-19-47 商店建築 1974年4⽉号

⼯期 1973年9⽉25⽇〜10⽉15⽇ ⾯積 40ｍ² ⼯期 1974年5⽉10⽇〜６⽉2⽇ ⾯積 39ｍ²

材料仕様 材料仕様

作者による
作品解説

作者による
作品解説

図⾯・写真 図⾯・写真

作品番号 P7 年代 1974年 作品番号 P8 年代 1974年

建築名 ISSEY MIYAKE ⽤途 ブティック 建築名 カワキチ ⽤途 ショールーム

所在地 東京都渋⾕区神宮前 商店建築 1974年3⽉号 所在地 ⼤阪市⻄区京町堀4-33 商店建築 1974年7⽉号

⼯期 1974年2⽉15⽇〜3⽉9⽇ ⾯積 18㎡ ⼯期 1974年4⽉1⽇〜5⽉5⽇ ⾯積 137ｍ²

材料仕様 材料仕様

作者による
作品解説

作者による
作品解説

図⾯・写真 図⾯・写真

床   ：クリンカータイル⽩
壁   ：⽩磁器タイル108⾓
天井  ：ブラスターボード下地ラッカー仕上げ
天井照明：ハロゲンランプ40個

床   ：パーティション/ミカゲ（ブルーパール）
壁   ：ラッカー塗装仕上げ（エメラルドグリーン）
天井  ：ブラスターボード下地経師仕上げ
照明内蔵：ベルニーニ
イス  ：ベルニーニ
テーブル：パーティション/ミカゲ（ブルーパール）

花屋は今までわれわれが⼿がけてきたいろいろな店の中では、おそらく⼀番原則的で明確な業種といえよ
う。ファッションショップのような商品の加⼯性は少なく、コーヒーショップやバーのように空間のイ
メージ性を問われることもあまりない。要素の⼤半は商品すなわち花の魅⼒にあると⾔える。実際どこの
花屋に⼊ってみても、まるで花束に迷い込んだようにあたりは花でうずもれている。せまいスパイラル階
段を昇ったところにある⼩さなバルコニー⾵の中2階では特殊な顧客のための特殊な商品を展⽰する場所と
して計画されている。

この店のためのオリジナルなイスと新しい考え⽅の壁の仕上げ材が⽤意されていたようだが、前述の問題
が整理されないまま"デザイン"が先⾛りするのを恐れて急遽既存のイスと使い慣れたミカゲ⽯の壁⾯に変
更したという。布を透過する光のグリッドによる天井もオニックスを透過する光を扱った照明器具展や、
パンチングメタル2重貼りで内部照明⼊りの天井を使った「バブオレンジ」などの⼀連の透過光による作品
と相通じるものがあるようだ。これをもって彼らの"体質"とするのはあまりにも早計だが、1作ごとにガラ
リと⼀変するよりも何かしら⼈間くさいものが感じられる。(編集部)

床 ：モルタル⾦ゴテ下地ワールドマット（シュロ）敷き込み
壁・天井：プラスターボードｔ12下地サテン（洋服地）貼り

床   ：ミカゲ⽯貼り
壁⾯  ：壁紙 ステンレス・アブストラクト
天井  ：壁紙 ステンレス・アブストラクト

マンションの中庭を2層にとりまく新たしいショッピング回廊「パズル⻘⼭」の1階にオープンした三宅⼀
⽣のブティックである。最近〈アンティックな構成〉〈⾃分の部屋としての演出〉など店が買物客にとっ
て親しみのある「場」であるために店づくりの上でもいろいろな試みがなされている。たしかにスチー
ル、プラスチック、ガラスを使ってミニマルな表現さえすればこと⾜れりといった安易な⾵潮がないわけ
ではないがさりとて（レンガ壁に⾻とう品〉では創造とはほぼ遠い。スーパーポテトのメンバーはここで
は感触のある仕上材の吟味に熱中しているように思える。壁はありふれた経師仕上であるが素材は服地に
使うサテンを三宅⽒を通じて⼊⼿、床は靴吹き⽤のシュロのマット敷きつめカウンターは⾃分達の⼿でス
ライスした天然コルク貼りと店全体をソフトな感触のマテリアルで包んでいる。

記載なし。

アクソメ図

平⾯図
平⾯図１階

平⾯図２階

平⾯図

平⾯図

建築パース

 
図２ P5~P8 



 
作品番号 P9 年代 1975年 作品番号 P10 年代 1975年

建築名 ポスト ⽤途 バー 建築名 アール・ビバン ⽤途 ⻄武美術館ブックコーナー

所在地 東京都港区⾚坂7-6-47  商店建築 1975年10⽉号 所在地 東京都豊島区南池袋1-28-1 商店建築 1975年11⽉

⼯期 1975年6⽉20⽇〜8⽉4⽇ ⾯積 56.1ｍ² ⼯期 1975年8⽉18⽇〜9⽉3⽇ ⾯積 73.92ｍ²

材料仕様 材料仕様

作者による
作品解説

作者による
作品解説

図⾯・写真 図⾯・写真

作品番号 P11 年代 1975年 作品番号 P12 年代 1975年

建築名 カフェフィガロ ⽤途 カフェ 建築名 ストロベリー ⽤途 カフェ・バー

所在地 東京都豊島区南池袋1-28-1 商店建築 1975年11⽉号 所在地 東京都渋⾕区宇⽥川町21-1 商店建築 1976年1⽉

⼯期 1975年8⽉6⽇〜9⽉4⽇ ⾯積 123ｍ² ⼯期 1975年10⽉20⽇〜11⽉6⽇ ⾯積 91ｍ²

材料仕様 材料仕様

作者による
作品解説

作者による
作品解説

図⾯・写真 図⾯・写真

床          ：寄⽊貼り
壁       ：鉄板錆び仕上げ
天井      ：鉄板錆び仕上げ
空調ガラリ   ：⽊組み
テーブル甲板  ：鉄板t＝12mm磨き仕上げ
その他  間接照明ラインカバー・鉄板・パーティション
     鉄板錆び仕上げ トップのみ磨き仕上げ

記載なし。

空間に対して45度こ⾓度をもつ天井と客席のグリッド。設計対象が、それぞれここに持っている問題とい
う意味でなく、設計者の意味性の認識といった意味で何を⽬的にでデザイン、設計を⾏うかということが
常に⼀番重要な問題であります。
⾃分たちにとって、より重要なことは、⼀つの空間、また象徴であり、問題の多くは⾃分に対するもので
ありました。しかし視点を多少⻑くし、デザインの特的性から考えてみると、多くの収穫をあげ得たとは
とてもいえず、むしろそうして⽣じて来た多くのゾーンから⽣じる。ある種の鄙猥さは⾃分たちの無⼒感
とあいまって、われわれの持っている⽂化の脆弱性を強調していると⾔えるか持ってしれません。

冷たく輝くステンレスの本棚とケース。ロアジール館(8〜12階)の最上階に位置する⻄武美術館は、常設で
美術展を開催しているデパートとしては異⾊の付属施設である。この美術館の⼊り⼝と出⼝の間の通路を
利⽤して設置されたのがアール・ビバンと名付けられたブック・コーナーである。名前の通り現代美術に
関する輸⼊書籍と前衛⾳楽のレコード・楽譜を販売しており、⾳楽関係については⼀柳慧⽒がセレクトし
ている。美術館のエレベーターホール・ロビーと接続している関係上、同じ材質を使⽤するということで
ステンレスが本棚・ケースの素材としてら選ばれている。コーナー的な性格しか持ち合わせていないが、
多⽥美波⽒の天窓を中⼼としたロビーの効果的なデザインと有機的に組み合わされていれば、よりまと
まった空間になっていたと思われる。(⽂貴編集部)

床    ：フローリング貼り（サクラ）
壁・柱巻 ：⼤理⽯貼り
天井   ：塗装仕上げ
照明アーチ：スチールバンチング焼付け塗装仕上げ
カウンター：甲板・腰・真鍮貼り
テーブル ：枠・スチール 甲板・フローリング貼り（サクラ

床     ：ナラフローリング
壁・天井  ：ステンレスHL
円柱    ：ステンレスパイプφ200
テーブル  ：t＝15ガラス
ベンチシート：栄松
照明    ：⾖球埋込み

同線を確保するための光のアーチ。11階のブックセンターは、ほぼワンフロアを占める⻄武直営の本屋で
その⼀隅にこの喫茶店に位置するり今回の増改築にあたっては、各フロア毎に個性の強い喫茶店をアクセ
ントとしてちりばめるというのが基本⽅針となっており、この店もその⼀例である。経営者の最初の意図
はフランス⾵のビストロを再現するということで営業的な⾯ではその形態が⽣かされているが、空間とし
ては室内にもかかわらず開放的な感じになっている。それは窓側開⼝部と本屋との間仕切が透明ガラスで
構成されていること。および、中央のアーチにより動線が確保され、⾃由な客席配置が可能なことによる
とのといえる。カウンター部分とボックス席分断する2本の巨⼤な⼤理⽯貼りの円柱は窓側が構造体であ
り、その存在を消すためにもう1本が同じ⼤きさで内側に対になって置かれ、内部にレジが設置されてい
る。(⽂貴/編集部)

63個の円柱たち。63個の等間隔に並べられた円柱がこの店のすべての機能⾯を⽀えているように思える。
円柱の上にそっと置かれたガラス板がテーブルであり、円柱にくわえさせた板材がベンチシートであり、
円柱と円柱の間隔が動線を決定づける。63個の円柱はたるで太古からそこに存在していた遺跡たちのよう
にら、あるいは物質の最⼩単位である分⼦構造のようにお互いの距離を、微塵も変えようとしない。この
強い存在感によりかかっているため、イスやテーブルはその本来の固有のイメージをほとんど拭い去られ
ている。こうして出現した空間は、ステンレスやガラスや天井裏にらこんがらがっているであろう⾖球⽤
のビニール線等の現代的で冷たいイメージとうらはらに、カバーされない素材とのごく⾃然な触れ合いが
あって楽しい。むしろガラステーブルに反映した星くずの間にコーヒーカップを置くとき、それはロマン
チックですらある。(編集部)

アクソメ図

平⾯図

平⾯図

平⾯図

アクソメ図

平⾯図  
図３ P9~P12 



 
作品番号 P13 年代 1976年 作品番号 P14 年代 1977年
建築名 カッチャータカハシ⻘⼭店 ⽤途 ヘアサロン 建築名 マラソンクラブ ⽤途 ライブハウス
所在地 東京都港区⻘⼭5-1-3 商店建築 1977年3⽉号 所在地 東京都中野区中野5-63-1 商店建築 1978年2⽉号
⼯期 1976年11⽉10⽇〜11⽉30⽇ ⾯積 49.5ｍ² 1977年7⽉4⽇〜7⽉25⽇ ⾯積 92.5ｍ²（改装床⾯積72㎡）

材料仕様 材料仕様

作者による
作品解説

作者による
作品解説

図⾯・写真 図⾯・写真

作品番号 P15 年代 1978年 作品番号 P16 年代 1978年
建築名 ザ・バイブレーション ⽤途 複合スペース 建築名 コアフール⽯井 ⽤途 ヘアサロン
所在地 東京都渋⾕区神宮前6-4-1 商店建築 1978年7⽉号 所在地 福島県郡⼭市中町3-1 商店建築 1978年12⽉号
⼯期 1978年4⽉10⽇〜5⽉14⽇ ⾯積 275ｍ² ⼯期 1978年4⽉10⽇〜4⽉29⽇ ⾯積 57ｍ²

材料仕様 材料仕様

作者による
作品解説

作者による
作品解説

図⾯・写真 図⾯・写真

床    ：ブナ材フローリング
壁・天井 ：既存壁、天井に樹脂系塗料ローラ仕上げ（⽩）
壁⼀部  ：ミラー貼りt＝6mm
その他  ：透明フロートガラスt＝8mmFIX スチールバンチングメタルt＝1mm⼆重貼り
      ステンレスt＝1.5mm⽬地Vカット ステンレス・ワイヤー吊り（かしめ＋ターンバック
      ル⽌め） ハイミラーt＝５mm貼り合わせ

床      ：ステベニア下地 アピトンフローリング45°貼り オイルフィッシュ3回仕上げ
壁      ：既存の上VP吹付仕上げ グレーチング貼り ⼀部下地⽊組PB貼り
天井     ：既存ビニルクロス貼り ⼀部PB貼り VP吹付仕上げ
バーティション：アビトン
テーブル・椅⼦：⽶松

ディスプレイ・スペースとカウンターを全⾯に押し出しセット・スペースなどの作業スペースを奥へ引込
めた平⾯構成とブナ材を⽬透かし貼りにした壁⾯・天井とステンレスのカウンターおよびボックススク
リーンとの素材的な対⽐が来客にコーヒーショップとブティックを⾜して2で割った印象を来客に与える。
ビル全体のファッショナブルで華やか雰囲気と融合したオープンな店舗構成ということで美容器具が外部
から直接⾒えないようなプランとし通路に⾯した接点にカウンターを中⼼としたコミュニケーション・ス
ペースを配置している。店内の中央はワイヤ

空間を包み込むもうひとつの⽪膜の存在この壁⾯に使⽤されている素材はグレーチングという。あの地下
鉄の空気抜きやU字溝に使われている鉄のルーバーである。「建築の構造体と内部空間との接点を⽪膚のよ
うな⽪膜質で覆いつくす」抽象的なこの⾔葉がこの素材にいきつくまでの⾏程である。
グレーチングは⼟⽊⽤に加⼯されるので精度は厳密な物ではなく施⼯グレードは難を要する。実測の上、
⼯場において定⼨に裁断されたものをあらかじめ壁⾯に取り付けた鉄⾻柱にボルトでしめ上げ、仕上がり
はコストと時間の関係でV P塗装仕上げとなっている。

記載なし 床  ：ナラフローリング ワックス仕上げ
壁  ：ナラフローリング ⼀部クリアミラー
天井 ：PBt＝9VP仕上げ

4つの店がそれぞれマグネットとなって振動しあいさらに街に対しても電波を送るというのが名前の由来で
ある。4つの店の相互浸透性ということの他に時間帯による相互浸透性が計画されている。8時の閉店後の
利⽤⽅法が課題。単なるレンタルスペースとしてでなくもっとリラックスして使え街の⽂化にとっても有
意義なものは何か。
（コミッティ・メンバーによるフリートーキングより:⽂責編集部）

記憶の中の床屋の鏡、記憶の中を⽀配する床屋の物理的な空間というのはこの在って無き物体鏡に他なら
ない。
はからずも記憶の中にではなく現実に美容室という場所を設定するハメに陥って男とはまったく異なる鏡
に映る⼥性の⾃意識なども想いもよらずともかくも専⾨誌などをひっくりかえしながら鏡を置きその周囲
を今⾵のデザインというオブラートで包みはしたものの果たして⼥性⽅の記憶にこの店の造作の印象が残
るかどうかは知るところではない。（飯島 直樹）

平⾯図

アクソメ図

平⾯図

平⾯図

平⾯図

 
図４ P13~P16 



 
作品番号 P17 年代 1978年 作品番号 P18 年代 1979年

建築名 まる⼋ ⽤途 バー 建築名 ナルセフローリスト ノブ ⽤途 フラワーショップ

所在地 東京都渋⾕区東1-3-1 商店建築 1978年10⽉号 所在地 東京都渋⾕区宇⽥川町15-1 商店建築 1979年5⽉号

⼯期 1978年7⽉10⽇〜８⽉5⽇ ⾯積 85ｍ² ⼯期 1979年2⽉10⽇〜2⽉28⽇ ⾯積 35ｍ²

材料仕様 材料仕様

作者による
作品解説

作者による
作品解説

図⾯・写真 図⾯・写真

作品番号 P19 年代 1979年 作品番号 P20 年代 1979年

建築名 ルナロード ⽤途 ヘアサロン 建築名 アゼリア ⽤途 バー

所在地 東京都渋⾕区宇⽥川町15-1 商店建築 1979年6⽉号 所在地 東京都渋⾕区北⻘⼭3-2-2 商店建築 1979年11⽉号 1981年9⽉号

⼯期 1979年2⽉1⽇〜３⽉7⽇ ⾯積 132ｍ² ⼯期 1979年7⽉2⽇〜9⽉10⽇ ⾯積 42.4ｍ²

材料仕様 材料仕様

作者による
作品解説

作者による
作品解説

図⾯・写真 図⾯・写真

床             ：ブラジル産⿊御影⽯貼り
壁・天井          ：コンクリート打放し・スリムライン特注照明 1部ビームランプ直付け
カウンター・テーブル・ベンチ：南部産⾚松ワックス仕上げ
造り付け収納棚       ：メラミン化粧板貼り

壁    ：ベニヤ下地クロス貼り
外壁   ：御影⽯野⾯仕上げ積み
外部床  ：舗⽯ブロック敷き
店内床  ：ベニヤ下地ジューたん敷込み
⼱⽊・天井：⽶松OS塗り

コンクリート打放しの空間の内側に部品のように仕掛けを嵌込む
たとえば硬く重い⿊御影⽯の床は鏡⾯状に磨かれることによって⾒る⾓度によっては天井の照明や床の上
の物体を映し出し空間に上下関係の副次的効果を⽣む。
ごく普通の素材のごく普通の仕掛け（磨き上げ）が置かれる状況によってはその場の性格に偏⼼を与える
ことになる。
まる⼋の空間はそうした仕掛けのいくつかをコンクリート打放しの内側に部品のようにしてはめ込んでお
りそれぞれの部品の表⾯が演じる強度の度合いを測ることがデザインのパフォーマンスであった。
（飯島 直樹）

まず正⾯外装の仕上げ材を何にするかでした。それを契機として深⼊りしたといえる。店内の⾊調につい
ても同様。その結果、外壁を御影⽯の野⾯積みに決めたが、その仕上げ材で⼊り⼝から店舗までトンネル
状態のアプローチを作り、それも出来るだけ狭くし、その先に売り場を置く。ウインドーの照明を⾃動化
した。内部空間を占めるケース類を固定式とせず、可動式とし、時々配列度を変えることで店内の雰囲気
を変えて使うことができるよう設計してある。（⾼橋 純治・建築家）

床     ：200⾓タイル貼り
壁     ：亜鉛鉄板t＝1.2⽬透貼り グレーペンミラー貼り
天井    ：PBt＝9 2枚貼り
⼱⽊    ：ステンレスヘアライン
VP吹付け・イス・ベンチ：  エクセーヌ貼り
その他   ：クリヤミラーおよびダークミラー ステンレスヘアライン巻き

床  ：モルタル下地⿊御影⽯貼り   （内装、床）：モルタル下地⿊御影⽯貼り
壁  ：スタッコ仕上げ        （外壁）：グレーペンガラスt＝10
天井 ：ラスボード下地スタッコ仕上げ
照明 ：特注間接照明・スチールメラミン焼き付け
ベンチ・テーブル・バックバー：ローズウッド
⼀部ステンレス丸パイプ横ルーバーカウンター：⿊御影⽯

鏡のもつ「作動性」に空間をあづける
鏡の効⽤といえば、まず映ることによる媒介としての効⽤がある。⼈が鏡を⾒、⾃分の分⾝を⾒ること。
この鏡の最も始原的な⾝振り。美容室の鏡は⽂字通りこの始原的な⾝振りを体現しているのだが、それ
は、たとえば虚の空間という鏡の効⽤の空間への貢献といった⾵な⼿垢（視垢）にまみれて「空間」に順
致する以前の、もっぱら映し出し視線をその表⾯に宙吊りにする鏡それ⾃⾝の作動性の体現ではないか。
空間を部分と全体とが整合する有⽤性あるいは機能に依存させることよりも、部分の装置的な作動性、そ
の全体に対する偏差の機構として捉えること。鏡の奇形性をそのままに放置し、その作動の為すところに
空間を預けてしまうこと-空間-出来事の企て。  （飯島 直樹）

デザイン論としては、数年間に⼿掛けたバーの話が1番⾯⽩い領域で⽂化等とそれぞれ説を⽴てたところで
お互い深遠なリアリティーには事⽋かない。裏を返せば、都市の環境計画あるいは商業空間の⽂化性、さ
らには地⽅⽂化の空間としての確⽴、等々、仕事、仕事といいながら、あっちこっちとうろついてるわけ
だけれども、つまるところバーのデザインについての話におちつくわけでそこで評価が定まる。
考えて⾒ると、この数年間に数軒のバーをほぼ⼀年に⼀軒の割合で⼿掛けてきた。その数軒を順にしゃべ
ることであれこれ決めつけられるのは、かなわない気もするけれど、いわれるままにたどって⾒たら、表
現・技術に差があるにせよ、その類似性には、⾃分でも愕然とする。
思想、思想とはいいながら、案外、ふるい記憶に沈着しているおぼろげな⾵景とでもいうようなことかも
知れない。（杉本 貴志）

平⾯図

平⾯図

平⾯図 平⾯図

 
図５ P17~P20 



 
作品番号 P21 年代 1979年 作品番号 P22 年代 1980年

建築名 フクダモーターズ ⽤途 ⾞ショールーム 建築名 １００%ファクトリー ⽤途 ブティック+美容院+サンドイッチハウス

所在地 東京都港区⾚坂2-10-10 商店建築 1980年4⽉号 1981年9⽉号 所在地 ⿃取県⽶⼦⾓盤町1-27 商店建築 1981年2⽉号

⼯期 1979年9⽉25⽇〜10⽉18⽇ ⾯積 107.9㎡ ⼯期 1980年4⽉10⽇〜5⽉14⽇ ⾯積 153ｍ²

材料仕様 材料仕様

作者による
作品解説

作者による
作品解説

図⾯・写真 図⾯・写真

作品番号 P23 年代 1981年 作品番号 P24 年代 1981年

建築名 シルバーポット ⽤途 カフェ 建築名 ショップスパイラル ⽤途 物販店

所在地 函館市梁川町9-3 商店建築 1981年11⽉号 所在地 東京都港区六本⽊5丁⽬17-1 商店建築 1981年11⽉号

⼯期 19881年1⽉15⽇〜2⽉10⽇ ⾯積 178.8ｍ² ⼯期 1981年8⽉31⽇〜9⽉21⽇ ⾯積 38ｍ²

材料仕様 材料仕様

作者による
作品解説

作者による
作品解説

図⾯・写真 図⾯・写真

外部床   ：モルタル下地 タイル貼り200⾓（HS-2107-BL）
壁   ：亜鉛鉄板⽬透貼り ⼀部クリアミラー貼り
外壁   ：透明ガラススクリーンt=12 2階部分⼀部スチール横ルーバー
天井   ：PBt=12 VP 塗装仕上げ
看板   ：スチールメラヤキ アクリル切⽂字              店頭プロセニウム   ：スチールメラヤキ
照明器具   ：基本照明・100Wダウンライト（⼤光D72-3843） 間接照明 ・FL40W×25本
バッグ収納：デコラ貼り   ヘルメット展⽰棚：デコラ貼り   カウンター：甲板・⽶松t=50 腰・タイル貼り

床    ：ナラ材フローリング斜め貼 オイル拭き仕上
壁    ：ラスモルタル下地 しっくい塗装＆鉄板磨き 防錆仕上 ⼀部ナラ材フローリング斜め貼
天井：既存天井撤去 蛭⽯吹付仕上
⼱⽊：スプルス材OP
吊パネル（ブティック⽤）：ステンレス板HL
ディスプレイステージ：ステンレス板HL
円形テーブル＆ベンチ：ナラ材ムク板寄せ斜め貼

ハーレ・ダビットソン・BMW・モトグッチなどの名⾞から国内各社のオートバイ、これらのマシンの
ショールーム兼ショッピングモールを兼ねた空間。各々の個性を持つマシンを⼀挙に並べ、かつ美的に損
なわれることなく、また何よりもお客様にくつろいだ気持で⼼ゆくまでご覧いただけるショールーム兼
ショッピングモールが欲しいと依頼を受け、設計。
今までのオートバイショールームに対する概念を洗い流し、油のシミ⼀つ許されないような空間である。
（福⽥晴次：オーナー）

商店街にあるごく普通の雑居ビルの⼆階に美容室、ブティック、サンドイッチハウスの三店舗を経営的に
も店舗の造りとしても⼀つの店舗展開して同居させるという企画。
全く別の三業種の寄せ集めが、⼀つの店舗展開を促すさまは、祭りの際の屋台の集合によって、縁⽇とい
うまとまった商空間を形成する様⼦に似ている。実際に計画でも屋台の区画をするように150㎡の短形の拡
がりに線を引き並置することからはじまった。150㎡の拡がりを容器として設定し、全体におかれたり、宙
につるされる装置郡のコラージュがそれぞれの機能を満たしながら、縁⽇の境内のように⼀つに融合した
場⾯を演出。
装置のコラージュという、単純な⼿続きを介して、異なる業種の間に連続するランドスケープを与える試
みであった。（スーパーポテト/飯島直樹）

床・⼱⽊：ナラ材フローリング
壁：ラッカー塗装仕上
天井：PBt12下地 VP塗装仕上（⽩）
照明器具：スチール曲げ加⼯メラミン焼付塗装 10Wクリア球内蔵
テーブル：甲板・サクラ集成材 脚・ステンレス鏡⾯仕上
イス：アルフレックスAV-MGN&インターデコール
カウンター：御影⽯（⿊）本磨きt30

床：⿊御影⽯
壁・天井：PB⽩塗装（⽔性）
照明：中央・IKWハロゲンDL 壁⾯ボーダー ライト・スチール折曲加⼯ ハロゲン75W 500ピッチ
什器：t15強化ガラス脚部 ⽶松漂⽩仕上および⿊梁仕上

雪の函館にオープンした百貨店。その百貨店の全ての売り場を⽩いGRCの壁⾯で徹底して覆いつくすこと
を基本概念とした建築。シルバーポットはマッシブな建築において唯⼀“覗き⾒”することが許されたカ
フェテラス。つまり、建築の形態が発するイメージコンセプトのほかに、内部のショップイメージが街に
露呈し、通りの⼈々とのコンタクトする唯⼀の接触点として役割を果たす。
細⻑いテラスの天井は、エントランスから売り場の中⼼に⾄るメイン動線上部の天井照明と対応し光のト
ンネルを仕組んでいる。また、⽥中⼀光のデザインで壁⾯を⾊彩構成によるお⾯のレリーフで満たし、緩
衝空間の空気を極⼒温める作業を施している。道にシークエンスを与えること、建築と雪との“⽩”と“⽩”
の対⽐の中にミューチュアル・スペクテイター・シップ（⾒つ⾒られつの関係）を介⼊させることで建築
の体内の温度を予感させる狙いがある。（新藤⼒）

「スパイラル」は様々な素材を⾼度な技術で加⼯し、⾼品質のオリジナルなインテリアアクセサリーとし
て提案するショップである。⽐較的⼩さくて、⼤量にない商品をどう⾒せるか、ということがデザインの
ポイントとなった。マッスとしての材⽊をそのまま、空間の中に浮かせる⼿法で、空間に緊張感を与える
とともに、ディスプレイ棚としてのラインを明快に位置づけることとした。
また、商品は⽐較的⾦属が多いので、⽊の⾃然な肌合いとの対⽐も考慮している。
15ミリの強化ガラスを⼀部⼗字形にすることで、かなり重いムクの⽊材の全重量を⽀えている。（編集
部）

 
図６ P21~P24 



 
作品番号 P25 年代 1981年 作品番号 P26 年代 1981年

建築名 ⽇本リクルートセンター銀座ビル ティーラウンジ ⽤途 ラウンジ 建築名 レディ-ポテト ⽤途 バー

所在地 東京都中央区銀座8-4-17 商店建築 1981年11⽉号 所在地 神奈川県⼤和市中央2-4-4 商店建築 1982年1⽉号

⼯期 1981年3⽉20⽇〜４⽉20⽇ ⾯積 118.9ｍ² ⼯期 1981年9⽉7⽇〜10⽉6⽇ ⾯積 114.45ｍ²

材料仕様 材料仕様

作者による
作品解説

作者による
作品解説

図⾯・写真 図⾯・写真

作品番号 P27 年代 1981年 作品番号 P28 年代 1981年

建築名 モンジュ ⽤途 ジュエリーショップ 建築名 アイボリー ⽤途 ジュエリーショップ

所在地 愛知県名古屋市中村区名駅4-3-25 商店建築 1982年1⽉号 所在地 愛知県名古屋市中村区名駅4-3-25 商店建築 1982年1⽉号

⼯期 1981年9⽉20⽇〜10⽉14⽇ ⾯積 63.78ｍ² ⼯期 1981年9⽉20⽇〜10⽉14⽇ ⾯積 30ｍ²

材料仕様 材料仕様

作者による
作品解説

作者による
作品解説

図⾯・写真 図⾯・写真

床：⾚ミカゲ⽯貼  ⼀部カーペット敷
壁：⾚ミカゲ⽯貼  ガラススクリーン＆カラーステンレス（⿊）貼
天井：PB下地 VP
接客椅⼦：⽪貼
ガラスケース：枠・ステンレスHL

床：トラバーチン貼
壁：トラバーチン貼＆⾊ラッカー吹付
天井：PB下地 VP
カウンター：トラバーチン
ガラスケース：枠・ステンレスHL
棚：ステンレスHL

⼈は“硬いもの”に対するどこか偏った憧憬がある。
その中で宝⽯は“硬いもの”の筆頭で硬質たる事の美しさを物語っていると同時に、原⽯から磨かれ商品
化される過程で、宝⽯はいくつかの神話の⾐をまとってゆく。
宝⽯店はそんな神話の流通する場所であり、“硬いもの”の物語がひそかに語られる場所である。ただ、
多くは神話的な物置がハバをきかしていて、“硬いもの”の物語は⽚隅に追いやられているのが実情。
この店の設計では、店頭での販売よりショウルーム的なあり様が求められたため、宝⽯の観せ⽅におい
て、⽐較的宝⽯の“硬いもの”

アイボリーは名古屋駅前にあるシティホテルの⼆階ショッピングプラザ内に計画された。
計画にあたり、ホテル側との環境的な⽴場での打ち合わせとともにクライアントの⼈間味ある具体な店
づくりへの打ち合わせを進めた。
商品内容は象⽛を素材としての置物やアクセサリー類が主体である。
今回の仕事は、物販店なので商品の性格を分析し、そのデータを基に商品の置き⽅、⾒え⽅を⼤事に
し、デザイン作業を⾏った。
デザイン作業をして完成した物は、良し悪しにかかわらず、現実に⼈間とのかかわりをもって存在する
事実は、とてもスリリングな現象

床：⼤理⽯貼（⽩）
壁：⼤理⽯貼（⽩）＆御影⽯ジェット仕上げ（⿊）
天井：ステンレス鏡⾯パネル貼
厨房仕切ルーバー：ステンレスHL仕上 プレート加⼯ 下⾒板貼
特注天井スリット照明：ステンレス鏡⾯仕上

床：御影⽯（⿊）
壁：コンクリート打放しサンダー仕上  厨房仕切・御影⽯（⿊）  丸テーブルRルーバー・⽊下地 ラッ
カー吹付塗装仕上
天井：コンクリート打放しサンダー仕上
照明：天井・特注 スチール下地  メラニン焼付塗装  ネオン管内臓  バックバー・特注 蛍光アクリル  ス
リム管内臓

リクルートビルのティーラウンジの設計は、ロビー環境のほとんどが建築計画として枠づけられた後
に、壁⾯の⼀部、家具、照明器具を落とし込むだけでかたち作ったものである。
結果的に、壁⾯の⼀部、家具、照明器具のデザインワークであるが、単にパーツとしての家具や照明の
設計ではなく、これらの部分からの働きかけによるロビー全体への順致と違反の接点にかろうじて“イン
テリアの仕事”を成⽴させている。（飯島直樹）

新宿から⼩⽥急線の急⾏に乗って約50分、⼤和駅に位置する。
レディーポテトは駅前ロータリーから少し横道に⼊った新築ビルの⼀階に位置し、階段を2.3段降りる
と、ガラス⾯にならんでツゲの植栽が5メートルのエントランスに沿って、向かい⼊れてくれる。
カウンターから中央の三段の御影⽯の階段を登ると円盤テーブルが並び、円盤を誘導するレーダーのご
とくテーブルバックは同⼼円のルーバーがより ⼀層テーブルの性格的な位置を引き⽴たせる。そのテー
ブル上のネオン光源は宇宙に浮遊する円盤が照らされているように、魅⼒的で神秘的な光
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作品番号 P29 年代 1981年 作品番号 P30 年代 1981年

建築名 司 ⽤途 ⽇本料理店 建築名 ⾙作 ⽤途 ⽇本料理店

所在地 愛知県名古屋市中村区名駅4-3-25ホテルキャッスルプラザ地下1階 商店建築 1982年3⽉号 所在地 愛知県名古屋市中村区名駅4-3-25ホテルキャッスルプラザ地下1階 商店建築 1982年3⽉号

⼯期 1981年9⽉25⽇〜10⽉17⽇ ⾯積 130㎡ ⼯期 1981年9⽉20⽇〜10⽉17⽇ ⾯積 115㎡

材料仕様 材料仕様

作者による
作品解説

作者による
作品解説

図⾯・写真 図⾯・写真

作品番号 P31 年代 1982年 作品番号 P32 年代 1972年

建築名 ラジオ ⽤途 バー改装 建築名 テルース ⽤途 靴店

所在地 東京都渋⾕区神宮前2-31-7ビラグロリア地下1階 商店建築 1982年7⽉号 所在地 東京都中央区銀座5-8-20コアビル地下1階 商店建築 1983年1⽉号

⼯期 1982年4⽉24⽇〜5⽉16⽇ ⾯積 32㎡ ⼯期 1982年8⽉24⽇〜9⽉2⽇ ⾯積 74㎡

材料仕様 材料仕様

作者による
作品解説

作者による
作品解説

図⾯・写真 図⾯・写真

床 ：カーペット敷
壁 ：タモ材練付け染⾊ ジュラク壁（和室）
天井：V P
照明：D L スリット照明特注
椅⼦：ジオポンティ（インターデコール）
テーブル：トップ/⽩御影⽯ 脚/スチールパイプメラニン焼付

床 ：真クロタイル（150⾓）
壁 ：⽶松練付け&シックイ壁&クロス貼（フジエテキスタイル）
天井：V P
⼱⽊：真クロタイル
照明：D L （⼤光電気）
椅⼦：特注品（アイデック）
カウンター：⽶松練付けウレタン仕上

表情と全体のバランスを保つために、各店に特有の表情を⼀度分解して、再度コラージュする⽅法をとっ
た。ある程度共通して使えそうな素材とディテールを任意に選び出し、ファサード相互のバランスを計
り、あるいは予算に応じて加減したりして、それらの分布図を描くこと。いわば全体のゲームにゆだねる
格好で各店のデザインが決定されている。
“司”は和⾷⼀般を⾷べさせる店であるが、和室を除いて格別和⾵の体をとっていない。⽩御影⽯とタモ材
の質感、それに⽩と⿊の配⾊で、「なんとなく和⾵」になっている。（飯島直樹）

原意識としての和⾵。誰でも、⾃分の体験に抜きがたく居坐る⾃分なりの和⾵の空間を持っている。布を
張り巡らすだけで⾃然の⼀部を変容させ濃密な空間を作る「陣」には、機能的な空間区分以上に⽇本の空
間意識の典型を⾒ることができる。特に⽇本のそれは、そのままの⽇本⼈の⾃然観、空間把握の仕⽅を⽰
している。⾃然の⽂節。⾃然に分け⼊り、差異づける空間の原型。そんな⾃然との呼応において、陣幕の
作る空間は、⽇本の空間意識のティピカルなあらわれであるといえる。（飯島直樹）

床 ：⿊御影 本磨
壁 ：12.3および3.2鉄板 錆加⼯ ウォッシュプライマー塗装 C L ツヤ消仕上
天井：ルーバー・アルミ引抜き材 ⿊塗装 ドーム部分・鉄板 ⿊塗装 ⾖球650灯付
外壁：⿊御影ジェット仕上 サイン・真鍮切⽂字
カウンター：桜 ⿊O S
バックバー収納：桜練付 ⿊O S

床 ：グレー御影⽯貼 ⼀部ナラ材寄⽊貼
壁 ：グレー御影⽯貼&P B下地 ⾊ラッカー吹付 絵画パネル・スチール板ペインティング仕上
天井：P B下地 V P仕上
⼱⽊：竪⽊O P仕上
家具＆カウンター：ナラ材&ラワン材寄⽊加⼯
什器：ラワン⾓材&透明ガラスBOXステージ
照明器具：ビーム球ダウンライト&ローボルトハロゲンダウンライト

新しいラジオは、彫刻家の若林奮さんの彫刻の壁で囲まれ、ソリッドな⽊材のテーブルが置かれる。やや
薄暗い、鉄の壁は静かに詩を語り、テーブルは暖かく⼈の⼼を包む表情で存在していた。⼈が彫刻を鑑賞
するのを裏返したかのように彫刻が⼈を囲み込んでいる。照明は球体の胎内のようなオレンジ⾊の点を置
き、これからのクリエイターの挑みを待ち構えているように⾒える。新「ラジオ」はかつて利休が茶に⽬
指していた精神的空間への⼀つの⽷⼝がかくされている。（たなか いっこう）

商いの場所というのは、舞台のようなもの。交換ということ⾃体が、単に物と物、物と財貨の経済上の等
価交換である以上に、物の象徴交換であり、⼈と⼈との相互作⽤であるから、元来が芝居がかっている。
こうした⾮⽇常なコンテクストに⽀えられており、店舗は、いわばその舞台であるわけだ。
この店のスターは婦⼈靴で、ワキ役にバッグとプレタポルテという具合。いくつかの⼤道具が台本に従っ
て組み込まれた。客に飲物をサービスするディスプレイカウンターがBarの仕草を演ずれば、この⽴体的な
⼤道具の拝啓に絵画が描かれて、ギャラリーという場⾯が仕組まれるといったように。
絵画には絵画の⾃⽴した在りようがあり、対して我々は、この絵画が屏⾵のように空間に積極的に働きか
ける装置たることを⽬論んでいた。この差異は埋めようのない差異であるけれども、同時に⼤変スリリン
グで刺激的な台本でもあった。

平⾯図

平⾯図

平⾯図 平⾯図  
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作品番号 P33 年代 1983年 作品番号 P34 年代 1983年
建築名 ラ・ブレア ⽤途 ブティック 建築名 無印良品⻘⼭ ⽤途 物販店
所在地 東京都渋⾕区神宮前1-11-6ラフォーレ原宿3階 商店建築 1983年8⽉号 所在地 東京都港区南⻘⼭ 商店建築
⼯期 1983年5⽉9⽇〜5⽉20⽇ ⾯積 54.5㎡ ⼯期 ⾯積

材料仕様 材料仕様

作者による
作品解説

作者による
作品解説

図⾯・写真 図⾯・写真

作品番号 P35 年代 1983年 作品番号 P36 年代 1983年
建築名 パシュ札幌 ⽤途 ブティック 建築名 パシュ ラボ ⽤途 ブティック
所在地 北海道札幌市中央区南三条⻄2丁⽬ 商店建築 1983年7⽉号 所在地 東京都港区⾚坂 商店建築 1983年10⽉号
⼯期 1983年2⽉13⽇〜3⽉13⽇ ⾯積 56.78㎡ ⼯期 1983年7⽉1⽇〜8⽉2⽇ ⾯積 157㎡

材料仕様 材料仕様

作者による
作品解説

作者による
作品解説

図⾯・写真 図⾯・写真

床 ：古⽊材乱貼ワックス仕上 ⼀部古レンガ乱貼
壁 ：腐触鉄板E P塗装の上サンダーがけ ⼀部古レンガ乱貼（溶鉱炉解体材）
天井：P B下地V P塗装 ⼀部⽉型掘込 ⾖球間接照明
照明器具：ウシオスペックス
半円型パーティション：古⽊材乱貼ワックス仕上
棚：松古⽊材ワックス仕上
サイン：スチールメラニン焼付（照明内蔵）

床：古⽊材パターン張⼀部古レンガ張
壁：既存躯体の上塗装仕上げ⼀部古⽊材パターン張⼀部古レンガ張
天井：既存躯体のまま⼀部既成天井張

ファッションそのものが、過密化・先鋭化され豊富なカラーバリエーションやパターン、また異素材の組
み合わせなどによって内容を濃くしている。「ラ・ブレア」では、商品を念頭にいれず、空間を築く素材
に主眼を置き、⾵化した⽊や⼟などの⾃然材に加え、年⽉によって腐触した鉄という３要素のコラージュ
によりショップを演出している。
構成としては、２つのR壁と床につながる煉⽡壁で輪郭をつくり、それぞれを画⾯として素材を添附する。
壁⾯は什器としての役割を果たすだけでなく、ショップ内の回遊性を促し、パブリックゾーンとショップ
空間を

店内は、古⽊材、古レンガなどのいわゆる⾃然素材を再⽣し、素材の持つそれぞれのテクスチャーを組み
合わせ、緊張感の表現を試みている。並⾏して、棚などの売り場の⼤半を占める機能以外に、飼葉桶、葦
籠といった、現在ではあまり⽇常的でなくなってしまったものを容器として再⽣させ、フレキシブルな機
能、楽しさの演出のための⼩道具として使⽤している。結果、全体的に形態感ではないラフな印象となっ
ているが、商品群の持つイメージを共有できる売り場空間になり得たと思っている。＜岡本好司＞

（内装）                          （外装）
床 ：古材寄⽊乱貼O S塗装 乾燥後サンダー仕上     外壁・外部床：⽞昌⽯貼
壁 ：古材寄⽊乱貼V P塗装 ⼀部錆鉄板O P塗装      サイン：スチール照明内蔵
天井：P B下地 V P塗装仕上
照明器具：間接照明 20WIL取付
什器：棚板/古材O S塗装 ⼀部O P塗装
カウンター・バックバー：古材O S塗装 ⼀部O P塗装

床 ：コンパネ下地 クリ古材 挽板貼 染⾊後ウレタン塗装
   ⼀部御影⽯本磨き、⼀部古鉄貼
壁 ：躯体（スケルトン） コンクリート打放、軽鉄下地 コンパネ貼 古鉄板表⾯処理後ビス⽌
天井：躯体（スケルトン） コンクリート打放
照明：直付DL ローポールテージSP SP⼀部特注スリット照明
その他：カウンター天板・クリ古材 挽板 集成 OS後オイルフィニッシュ
    カウンター腰・⿊御影⽯本磨

「ポスト・モダン」以後、デザインにおける⾃由さ、という⾔葉が⽿につくように思われる。⾃由という
のはいったい何なのか。折にふれ、⽬にふれる⽂章、あるいはそのように称する作品をみて、私には今
もってそれが謎のままである。
「デザイン上の⽴場」はともかくして、その空間の意味性という観点から現代デザインを考えてみると、ま
ずは⾃⼰の⽂体とでもいうべき構造体を⽀える⾔葉を吟味、推敲し、⾃分の⾔葉に化すべきなのは⾄極当
然のことで、そうする努⼒を放棄することが⾃由といえるだろうか。形態を浮遊、連結させることで、む
しろ狭隘な

街づくりなど建築が社会の中でひとつのイメージメーカーだったときがあるが、今、その役割をコマー
シャリズムが負いはじめている。最近の建築の考え⽅というのはつくづく形⽽性が強いと思う。〇□△と
いった形態的意味論に熱中しているようである。
現在マテリアルは防災・環境⾯で縮⼩制限されてきている。⼿持ちの素材で扱い⽅を変えていく⽅法はこ
れからも探求していく価値はあると思う。⽊は東北の⺠家を解体したものを半年ぐらいかけて集めた。鉄
板は専⾨のスクラップ屋からプレスしてのばしたものを買ってきたため、意外とローコストである。

平⾯図

平⾯図

平⾯図
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作品番号 P37 年代 1983年 作品番号 P38 年代 1983年
建築名 無印良品アメリカ村 ⽤途 物販店 建築名 オールドニュー ⽤途 カフェ＆バー
所在地 ⼤阪府⼤阪市南区南炭屋町38-2 商店建築 1984年4⽉号 所在地 東京都豊島区南池袋1-25東京観光ビル地下１階 商店建築 1984年2⽉号
⼯期 1983年3⽉20⽇〜7⽉5⽇ ⾯積 348㎡（1階 176㎡／2階 172㎡） ⼯期 1983年11⽉10⽇〜11⽉28⽇ ⾯積 228㎡（うち厨房37.3㎡）

材料仕様 材料仕様

作者による
作品解説

作者による
作品解説

図⾯・写真 図⾯・写真

作品番号 P39 年代 1983年 作品番号 P40 年代 1983年
建築名 セラ ⽤途 バー 建築名 ビギ⻘⼭ビル %th club & TAKEO KIKUC ⽤途 ブティック
所在地 東京港区⾚坂2-13-8 ⾚坂ロイヤルプラザB1F 商店建築 1983年10⽉号 所在地 東京都港区南⻘⼭6-6-22 商店建築 1983年11⽉号
⼯期 1983年1⽉10⽇〜2⽉8⽇ ⾯積 43㎡（うち厨房7.2㎡） ⼯期 1983年6⽉20⽇〜8⽉30⽇ ⾯積 1階（フィフスクラブ）73.34m²／2階（タケオキクチ⻘⼭）73.34m² 

材料仕様 材料仕様

作者による
作品解説

作者による
作品解説

図⾯・写真 図⾯・写真

床 ：⽶松集成材フローリング貼
壁 ：コンクリート打放
天井：PB下地AEP仕上
家具：⽶松CL仕上

床 ：コンバネ下地 松古材挽板乱貼染⾊後CL塗装 ⼀部御影⽯（⾚・⿊）ジェット仕上げ
   ⼀部腐⾷鉄板乱貼W仕上
壁 ：躯体CR打放 本軸下地コンパネ貼 腐⾷鉄板表⾯処理後乱貼 ⼀部⾚御影⽯ジェット仕上げ
天井：躯体CR打放 ダクト類OP塗装
照明器具：ローボルテージSP ⼤型サーチライト カウンター上部・特注スリット照明
家具：カウンター天板・桜挽集成材OSCL 腰・⿊御影⽯ジェット仕上 丸テーブル天板＆ベンチシート
   桜挽集成材OSCL バックバー上部収納扉・南洋材（ブヒンカ） CL塗装

建物の２階部分を壁にし、⾯の意識を強く出し、古レンガをパターン的に貼ることで、ファサードに表情
を与えた。エントランス部分では吹き抜けを作り、縦軸に対しての視覚的なつながりを取り⼊れている。
店内は、躯体をフレキブルボードで被覆させ、モノトーンの空間として捉え、その中に古⽊材、古レンガ
などのいわゆる⾃然素材を再⽣して、床、壁、棚などに使⽤している。そのほかに亜鉛鉄板、腐⾷した鉄
などを使い、素材の持つそれぞれのテクスチャーを組み合わせ、緊張感の表現を試みている。並⾏して、
棚などの売り場の⼤半を占める機能以外に、

空間は時間で左右されるものではない、とはいいながら、この店名は偶然ながら、今の僕の空間への考え
⽅、興味の持ち⽅を⾔い当てている。この数年来、空間の情報性ということが注⽬されているのだが、ど
ういうわけか表現された、そのことについてゆっくり考え、吟味する前に、類似のものが集積された⼀つ
の様式と化して⾏くという、極めて奇妙な現象が存在するように僕には思える。他者の地平をうかがうこ
とではなく、⾃分のそれを冷徹に⾒つめるという意味で、本来デザインは徹底的に孤独な作業である。⾔
い換えると、⾃⼰と他者には獰猛な思惟の闘

床 ：カーペット敷
壁 ：⽊製（スプルス）ルーバー染⾊CL仕上 ⼀部収納 壁⾯ソラコード塗装仕上
天井：PB下地 パテ処理 VP（⽩）塗装仕上
照明器具：スチールR型ルーバー ⾖球取付
家具：カウンター／ブナ古材集成材 染⾊ウレタン塗装

（1階・フィフスクラブ内装）
床 ：RC洗出 ⼀部松古材乱貼ワックス仕上
壁 ：亜鉛鉄板t＝1.6希塩酸塗布CL＆松古材乱貼ワックス仕上 ⼀部RC打放
天井：PB下地 パテVP塗装（⽩）
棚板：松古材集成材ワックス仕上 スリムライン間接照明
カウンター：甲板・⿊御影⽯バーナー仕上 腰・RC打放ハツリ仕上
（2階・タケオキクチ⻘⼭内装）

飲み屋の仕事は楽しんでやることを⾝上にしています。飲んでいる時の空間という意味は物理的な状況だ
けではないということは、飲む⼈ならすぐわかります。酒飲みどころを選ばずの通りですが、多少⼈を選
ぶことはあるようです。その飲み屋なりの⼈を選ぶのが空間の役割ということでしょうか。ここでハスプ
レス材を１０⾊あまりに染⾊し、わずかにサンダーが消して淡い⾊調にしたルーバーでバックバー廻りの
壁⾯を点描画のように構成しています。

最近、テナント出店という形態が、建物のずさんな計画もあって、環境として⾒る限りアパシィ化が著し
い。コンクリートの箱の中に押し込められた牢屋のようなコマ割りの空間は、インテリアデザインの⼯夫
の際こそあれ、魅⼒的な環境とは程遠い。フィフスクラブは⼤規模ビル内に較ベると、防災制限が緩やか
なこと、天井⾯に複雑な設備の網羅を要しないこと、加えて天井がかなり⾼いこと等、路⾯店でしか⼿に
⼊らない空間があらかじめ⽤意されていた。ただ、このあらかじめの条件には、６本の構造柱が含まれて
いた。室内に配された６本の円柱は、すでに
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図１０ P37~P40 



 
作品番号 P41 年代 1984年 作品番号 P42 年代 1984年

建築名 パシュ丸井ファッション館 ⽤途 ブティック 建築名 ビーイン ⽤途 バー

所在地 東京都新宿区新宿3-30-16丸井新宿店ファッション館5階 商店建築 1984年7⽉号 所在地 ⼤阪府⼤阪市南区東清⽔町29番地 商店建築 1984年8⽉号

⼯期 1984年2⽉7⽇〜2⽉10⽇ ⾯積 28.05㎡ ⼯期 1984年4⽉10⽇〜6⽉10⽇ ⾯積 1階 83.2m²／2階 36.94m² 

材料仕様 材料仕様

作者による
作品解説

作者による
作品解説

図⾯・写真 図⾯・写真

作品番号 P43 年代 1984年 作品番号 P44 年代 1984年

建築名 ジュン メン パルコⅠ店 ⽤途 建築名 ⽊乃花 ⽤途 バー

所在地 東京都渋⾕区宇⽥川町15-1パルコI5階 商店建築 1984年12⽉号 所在地 東京都渋⾕区宇⽥川町9-16-9パプパルコ4階 商店建築 1985年2⽉号

⼯期 1984年4⽉12⽇〜4⽉26⽇ ⾯積 75.8㎡ ⼯期 1984年10⽉29⽇〜11⽉30⽇ ⾯積 158.1㎡（うち厨房21.8㎡）

材料仕様 材料仕様

作者による
作品解説

作者による
作品解説

図⾯・写真 図⾯・写真

床 ：⽩ラワン⿊染⾊仕上
壁 ：⼀部亜鉛鉄板希塩酸塗CL仕上
天井：ジプトーン
⼱⽊：コンパネ塗装（グレー）
什器：ハンガーパイプ スチール亜鉛メッキ仕上

床 ：1階 ⽊染⾊仕上&⿊御影⽯ジェット仕上／⽊染⾊仕上&亜鉛鉄板仕上
壁 ：1階 ⽩塗装仕上／2階 レリーフ
天井：⽩塗装仕上
⼱⽊：⽊染⾊仕上&⿊御影⽯ジェット仕上
照明器具：DL（ユニバーサル型／⼤光電機）
カウンター：ウォールナットワックス仕上

対等したいくつかのブティックの並びにあるこの空間を考えていく場合、⼀列に並んだブティックをどの
ようにして他店と差別化し、独⾃の世界を切り拓くかということに我々の仕事は終始した。その結果とし
て、単純なシンメトリーというものが、浮かび上がった。まず床だが、適度な緊張感を与えるために、１
００m /m⽴ち上げたし、このブース全体をステージとして捉えた。このステージ上に３枚の亜鉛鉄板でで
きた壁でシンメトリーを構成した。この壁は、亜鉛鉄板を⾊々に貼りわけ、⽫ビス⽌メとし、表情を作っ
ている。この壁に⼤きな⽳を開け、その中に棚機能を⼊れ込んでいる。３つの壁で空間をシントリックに
囲んで内包し、さらに真ん中の軸線上にハンガーパイプを⽴てている。造形的処理を単純なシンメトリー
の構造の中に消し去ることで、逆に様々な商品が、この環境の中から突出する効果を狙ったものである。
＜清⽥博典＞

この仕事は、'82「Radio」、'83「Pashu」、'84「Be-in」とつづく、三つの連続した計画として、ぼくの
内にあった。この数年来、我々の周辺の環境は、急速に整備されたというか（途上かもしれないが）、デ
ザイン化されつつあるとも⾔える。当然、ぼくらも、その渦中で、発⾔し、仕事をして⽣きているのだけ
れども、ずいぶん以前から、それに逆らう気持ちがあることにも気づいていた。デパートの⾷品売り場よ
り、下町の市場の⽅が馴染むし、カフェバーより、駅前の飲み屋だったり、寿司屋だったりし、デザイン
という概念は同時に、そうでない部分も引きずってくるような気がする。それは、多分、⼀⻫に陽がさし
て来たときに、それまで慣れた闇を振り返ることかもしれない。しかし、未知なものは闇の内にこそある
ような気がしてならない。⾃分の内に存在する、なんだかよくわからないものー未知ーを切り出して空間
化することが、この三つの仕事につながっている。

床 ：⿊御影⽯ジェット仕上 ⼀部御影⽯本磨き＆コンパネ下地 亜鉛鉄板
壁 ：モルタル⾦鏝仕上＆スプルース材挽板ルーパー加⼯
   ＆亜鉛メッキ板（希塩酸処理）加⼯平ビス⽌
照明：DL・ハロゲン75W（ユニバーサル）
スクリーン：亜鉛メッキ板（希塩酸処理）加⼯

床 ：⼤⾕⽯貼 ⿊御影⽯貼
壁 ：シックイ壁 彫刻・ナラ材染⾊仕上
天井：PB下地パテVP
照明器具：ウルトラスーパービーム スケルトンスポット スーパービーム ハロゲンDL

23坪ほどの敷地は３⽅向を壁で囲まれた不定形をなしており、柱を持つ広い間⼝が通路に⾯していた。ま
ずこの孤⽴した構造柱に６m近いスチールのパーティションを絡ませることで新たな⾯を創り出した。こ
のパネルにより⼆分された空間は視覚を操りコントロールし、ファサードに表情を與、またディスプレ
イ・スペースと店内での売り場機能を持つ壁⾯となっている。このように平⾯上はスクエアに捉えること
で定形に近い空間の印象を与えるように整理したうえで、それぞれの⾯に対してエッセンスとしての素材
を幾つか嵌め込んでいる。床は⿊御影のジェット仕上げと本磨きの仕組み合わせ。壁⾯ではコンクリート
に被覆させた⽊製ルーバーにプレーナー加⼯したものを使⽤している。亜鉛鉄板の使い⽅も製品のままの
仕上げでなく、希塩酸を塗布することで亜鉛メッキされた表⾯に反応を起こさせ、さらにペーパーで磨
き、より硬質な表情を創り出している。＜岡本好司＞

作家の作品を素材化し、空間化する。The Bar「⽊乃花」という名で、この店は渋⾕パブパルコ４階にオー
プンした。今回は積極的に作家を素材化し、空間化することを試みた。作品が作られて、周囲とうまく調
和するのは、危険なことであると思う。それを避けるには、周囲から作品に移っていくところの境界⾯で
ある表⾯を、はっきりしなければならない。あるいは、ぼやかさなければいけないのだ、と思う。作品で
は、表⾯は重要な問題である。そこのところに意識を集中させて、調和を避ける⼀⽅法を⾒つけねばなら
ない、と思う。確かに、それまで⾃分の記憶していたものを通り越して、集中的な１点を⾒つけたように
思えることがあれば、その１点だけで充分である。＜⾼橋昌司＞
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作品番号 P45 年代 1984年 作品番号 P46 年代 1985年

建築名 EX ⽤途 カフェ＆バー 建築名 ⻘⼭ティーオー ジュン メン ⽤途 ブティック

所在地 東京都渋⾕区渋⾕ 商店建築 1985年2⽉号 所在地 東京都港区⻘⼭ 商店建築 1985年6⽉号

⼯期 ⾯積 403㎡ ⼯期 1985年1⽉15⽇〜2⽉28⽇ ⾯積 121.53㎡

材料仕様 材料仕様

作者による
作品解説

作者による
作品解説

図⾯・写真 図⾯・写真

作品番号 P47 年代 1985年 作品番号 P48 年代 1985年

建築名 オールド・ニュー 北⽩河店 ⽤途 レストラン 建築名 オールド・ニュー ⽥園調布店 ⽤途 レストラン

所在地 京都府 商店建築 1985年6⽉号 所在地 東京都⼤⽥区⽥園調布 商店建築 1985年7⽉号

⼯期 1984年12⽉25⽇〜1985年3⽉17⽇ ⾯積 98.82㎡ ⼯期 1984年12⽉1⽇〜1985年5⽉4⽇ ⾯積 938.34㎡

材料仕様 材料仕様

作者による
作品解説

作者による
作品解説

図⾯・写真 図⾯・写真

床・壁 ：⿊御影⽯及び⽩御影⽯ジェット及び磨き うずくりウレタンつや消し
   各種タイル ガラス ⼤理⽯ 古鉄貼
天井：躯体コンクリート打放

床 ：⿊御影⽯貼りバーナー仕上 ⼀部スチール平ビス⽌め磨き加⼯t2.3ウレタン塗装仕上
壁 ：コンクリート打放し&コンクリートブロック&古鉄磨き板サビ仕上&新鉄磨き板平ビス⽌めCLツヤ消
し仕上 スチールパイプルーバー磨き仕上 ⼟壁 古材脱⾊仕上クギ打ち⽌め
天井：コンクリート打放し
照明器具：ハロゲンスポット ローボルトハロゲンスポット ⼀部スリムライン（昼光⾊&ブルー）間接
光

⽂章で⾃分の考えを表すことは、僕にとって⾄難の業である。年を経るに従い、⾼度に、複雑に進化して
いるようで、それらもろもろを、うまく表現するボキャブラリーを⾃分でみつけることができず、原⽣動
物に似て頭脳よりも別の部品からパルスが出されているように思える。僕は基本的に仕事が嫌いである。
いよいよ1⼈で、核⼼について考えなくてはならなくなることがいやで、従って、楽しみながら仕事が出来
上がるという夢のようなことは⼀回もなく、苦痛を重ねて完成する。1⼈で酒を飲むことは、⾃分の内部の
⾵景を選びながら楽しむ、あるいは悲しむことになるのだろうが、1⼈で仕事をすることは、その⾵景への
コンストラクションを⾏うことになる。1⼈の⼈間として、やさしく、楽に軽く存在していたいのに、反対
に危険で獰猛な思惟をひそかに磨くことといえるかもしれない。

階段を利⽤したスキップフロア構成になっているコンクリート打放しの空間。安藤⽒独⾃の空間と呼応す
る⽅向で、売り場の動線も計画されており、素直なレイアウトになっている。
これに垂直、⽔平に空間を貫通するスチールタイプを付加することで、空気の流れを強くし、さらに空気
だまりをかき混ぜる効果を与える。
内装の素材もそれぞれの素材の持つ表情を空間の中に散りばめてリズムを与えている。また、間接光、点
光源を持ち込み、空間の中に共通した視覚的⼀体感を取り込むようにした。全体として、「空間を肌で感
じる空気を作り出すこと」に終始した。

床 ：モルタル洗出し 古レンガ貼り 桟敷席/アメリカンアッシュ材フローリング貼り 染⾊仕上
壁 ：モルタル掻落し 古レンガ貼り PB ⽩ツヤ消し塗装
天井：PB ⽩ツヤ消し塗装
照明：DL スポットライト
家具：テーブル/タモ練付板⽊染⾊仕上

床 ：御影⽯ フローリング ⽟砂利洗出し
壁 ：⽊製パネル 古レンガ シックイ ⽟砂利洗出し
天井：PB貼りVP仕上 RC打放し
照明：DL スポットライト
家具：カッシーナジャパン（リマ、レオナルド）
   アンビエンテ（ノト）他

外⾷産業はメニュー、味、環境の演出で他にないものが求められ、多種多様を競っている。この差異の度
合いのポテンシャルは昔の⾷堂とは⽐べものにならない。しかし、外⾷の持っている⾮⽇常性と芝居じみ
た体験を満⾜させるというコンテクストはまちの⾷堂から最新のレストランまで通底して変わらない。
「ゲストハウス オールド・ニュー」はレストランの商いの⽅法としても⽬新しい。新しいメニュー開発
と環境のオブラートに包まれるスケルトンを抽出すれば、デパートの⾷堂と同様、メニューと環境のコン
グロマリット化であるから⽂字通り古くて新しい。周辺に同様の店舗が⽴ち並ぶ中で差異化の道標をどこ
に求めるかももちろんあったが、原型たるデパートの⾷堂は仲々イイという気持ちが働いていたことは確
かだ。

いくつかの業態のコンプレックスとそのコンプレックスの環境的な解の⽅法も北⽩河店に準拠している。
⼀⼾建ての店舗で、建物のデザインがダイポロジカルな家（館）の様相を⾒せていることだ。字義通りゲ
ストハウスというべき直喩的な表現になっている。内部はあらかじめ業態を想定して区分されていたの
で、各ブロックの分節がよりはっきりしている。しかし、各ブロックは同⼀店舗の中で相互補完的な役割
を果たしており、環境⾯でのコンプレックスが必要不可⽋であった。使⽤する素材を互いに横断させるこ
と、RC造の構造と表⾯を積極的な内装材として組み⼊れることなど共通項として、各ブロック個別のデザ
インで多くを語らずに複合する全体で語ることを⼼がけた。
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作品番号 P49 年代 1985年 作品番号 P50 年代 1986年

建築名 セットオフ ⽤途 バー 建築名 バセットウォーカー 新宿店 ⽤途 ブティック 

所在地 東京都新宿区 商店建築 1986年2⽉ 所在地 東京都新宿区 商店建築 1986年8⽉

⼯期 1985年10⽉1⽇〜11⽉25⽇ ⾯積 87.7㎡ ⼯期 1986年3⽉10⽇〜４⽉10⽇ ⾯積 55.8㎡

材料仕様 材料仕様

作者による
作品解説

作者による
作品解説

図⾯・写真 図⾯・写真

作品番号 P51 年代 1986年 作品番号 P52 年代 1986年

建築名 イー.エム.エイ ⽤途 バー 建築名 ヒロコオム ⽤途 ブティック 

所在地 東京都港区六本⽊ 商店建築 1986年10⽉ 所在地 ⼤阪府 商店建築 1987年2⽉号

⼯期 1986年6⽉1⽇〜6⽉24⽇ ⾯積 35㎡ ⼯期 1986年8⽉13⽇〜8⽉27⽇ ⾯積 89.1㎡

材料仕様 材料仕様

作者による
作品解説

作者による
作品解説

図⾯・写真 図⾯・写真

床 ：1階/⿊御影⽯貼りジェット仕上 2階/スチール板亜鉛メッキ稀塩酸処理CL＆アメリカンアッシュ
W150フローリング⿊染⾊ウレタン
壁 ：1階/ウォールナットつき板貼り染⾊CL ⼀部⿊御影⽯貼りジェット仕上 2階/⿊塗装古鉄板貼り亜鉛
メッキ稀塩酸処理CLパネル貼り
天井：軽鉄組みPB下地AEP ⼀部波板鉄板OP
照明：⼤光電機

床 ：インド砂岩貼り 古材貼り
壁 ：モルタルかき落し ⼀部亜鉛鉄板稀塩酸処理スチール下地 メラミン焼付け塗装
天井：コンクリート打放しのまま
照明：ハロゲンスポット メタルハライドスポット
家具：古材、チーク材、ナラ材にヤスリ、サンダーがけの上染⾊、⼀部クリアラッカー吹付け

新たに階段を作り、内部に吹き抜けを持たせることで１階と２階の独⽴したスペースを⼀つにまとめると
ころからプランを始めた。1階はカウンターのみのバー。2階はカウンターと丸テーブルの2要素の空間。
ファサードは100⾓の⾯格⼦のより、外部の光を吹き抜けと客席に取り⼊れる装置を組み込んだ。素材は1
階で⽯や⽊の構成で落ち着いた雰囲気を出し、2階は丸テーブルを囲むグレーゾーンとカウンターを含むブ
ラックゾーンで作られた。

３層、３mに満たない間⼝のため、⼤型店に挟まれた印象の⼀⾓に⽴地している。与えられたなんお変哲
もないロケーションやら⾯積に対して、空間としての意志、意識を新たに表現することを試みた。具体的
に、2階の半分近くをボイドとすることで免責不⾜が⽣じたが、補う空間・質の変化を主要な⽅向としてい
る。店舗として必要な与件を明確にする過程で、線としてスチールロッドを中⼼に放射させ、各部と空間
の関係を⽣じさせ、緊張・空気感を表す。組み合わせは別にしても、ここで⽤いた素材は特に新たしいも
のではない。⼿による作業や探すための時間的なロスのような⾒えない⼯程を持つ素材に光、ディテール
などを加味させて、それぞれの表情を取り込むことでイメージの味付けを完了させている。

床＆腰壁：⿊御影⽯ジェット仕上げ ⼀部⿊御影⽯本磨き仕上
壁    :スチール磨き仕上 サビ鉄板CLツヤ消し ⼀部亜鉛メッキ加⼯
天井  ：コンクリートあらわし ステンレスワイヤー張り
照明   :スポットライト
家具  ：テーブル＆ベンチ・くるみ材染⾊仕上OS
        カウンター・⿊御影⽯本磨き仕上

床 ：⿊御影⽯ジェット仕上
壁 ：コンクリート打放し コンクリートブロック積み
天井：コンクリート打放し
照明：スポットライト
家具：ウォールナットムク材OS 銅板緑⻘仕上の上CL

今までのブティック にない⼤胆な切り⼝により贅沢な空間の使い⽅を試み、他店舗と差別化された。カウ
ンター、コーディネートテーブルを兼ねそなえた棚、逆側にスチールのハンガー機能および空間の両端を
位置付ける関係を持たせるワイヤー、そして銅板の緑⻘仕上を表⾯に露出させた収納棚の３点で具体的に
成り⽴っている。空間をナタでズバッと切り込んだものをポイントだけ少々切り刻んでいき、最後に薬味
を⼊れて仕上げた空間。

平⾯図

アクソメ図

平⾯図

平⾯図  
図１３ P49~P52 



 
作品番号 P53 年代 1986年 作品番号 P54 年代 1986年
建築名 上野 ティーオー ⽤途 ブティック 建築名 春&秋 ⽤途 レストラン
所在地 東京都台東区上野 商店建築 1986年12⽉ 所在地 東京都世⽥⾕区三宿1丁⽬3-22 商店建築 1991年4⽉号
⼯期 ⾯積 424.62㎡ ⼯期 1986年8⽉20⽇〜10⽉20⽇ ⾯積 春79.2㎡（厨房9㎡） 秋66㎡（厨房5㎡）

材料仕様 材料仕様

作者による
作品解説

作者による
作品解説

図⾯・写真 図⾯・写真

作品番号 P55 年代 1986年 作品番号 P56 年代 1987
建築名 オールドニュウー六甲 ⽤途 ゲストハウス 建築名 オールドニュー吉祥寺店 ⽤途 カフェ＆バー
所在地 兵庫県神⼾市難区六甲台町6-2 商店建築 1987年5⽉号 所在地 東京都武蔵野市吉祥寺本町1丁⽬8-1 井ノ頭会館ビル地下1階 商店建築 1988年4⽉号
⼯期 1985年11⽉30⽇〜1986年12⽉23⽇ ⾯積 806.49㎡（うち厨房110㎡） ⼯期 1987年10⽉20⽇〜12⽉1⽇ ⾯積 247㎡（うち厨房83㎡）

材料仕様 材料仕様

作者による
作品解説

作者による
作品解説

図⾯・写真 図⾯・写真

床 ：1階/⿊御影⽯バーナー仕上 稲⽥御影⽯バーナー仕上 2階/⿊御影⽯バーナー仕上 3階/⿊御影⽯
バーナー仕上 4階/モザイクタイル貼り 5階/錆孔雀⽯貼り
壁 ：1階/コンクリート打放し 2階/コンクリート下地漆喰塗り スチール焼付け塗装（ボンスウェード塗
装） 3階/コンクリート打放し スチール焼付け塗装（ボンスウェード塗装） 4階/コンクリート下地VP

床  ：松材チョウナ仕上染⾊ 御影⽯貼り分け  外部床：：
壁  ：コンクリート打放し 古鉄板貼り
天井 ：コンクリート打放し
外壁 ：コンクリート打放し 網⼊りガラス スチールサッシュ
その他：スチールメラミン焼付けt 1.6⿊つや消し仕上 ⽩アクリル切⽂字取り付け（FL内蔵）
    配線ダクト式スポットライト（ハロゲンランプ/⼤光電機） ⽶松材
    クルミ材チョウナ仕上染⾊

「ティーオー」は広⼩路に⾯した⽐較的雑多な街並みの中に⽴地しており、決して快適とは⾔えない回り
の景観の中で⽩く塗装されている。歩道から少し奥まって始まる1本の階段は4階の広場（中庭に近い）へ
とつながり、この広場は5階への折り返し地点にある。光・⾵・緑といった⾃然が取り込まれており、〈路
地〉ー広場（中庭）典型的で明快なまちのイメージを具体化している。
1階から3階にショップ、4階の広場にはカフェ、5階の事務所スペースへと続く階段が併設されている。こ
のように⼀つの半ば閉じられた空間の中に〈物販〉ー〈飲⾷〉ー〈

渋⾕から三軒茶屋に向かう途中、三宿の交差点から少し⼊った住宅地にある「⾷」と「飲」の店。
店内の極⼒単純な構成、および⽊、鉄、⽯という素材感は両店とも⼀貫しているが、⽊の中でも「春」は
柔らかい松を使い、「秋」は堅い栗を使うといった材料の選定や「春」は茶系の染⾊、「秋」は⿊系の染
⾊をすることによってそれぞれ炉端のにぎわい、バーの落ち着きを性格づけた。
チョウナ名⼈の松井⽒があらゆる⽊部にチョウナを施す。（新藤 ⼒）

外部床 ：⿊御影⽯貼りt 25ジェット仕上
外壁  ：合板型枠コンクリート打放し防⽔剤塗布
サッシュ：スチール防錆処理マリンペイント塗布
屋根  ：スチールパネル貼りt 1.6 防錆処理フッ化樹脂塗料塗布

床 ：⿊御影⽯本磨き仕上及びジェットバーナー仕上⼀部南洋材フローリングOS
壁 ：モルタルかき落とし 鉄板錆出しの上サンドペーパー研磨CL ⼀部亜鉛メッキ希塩酸処理CL
   ⻲甲形テンションバー/スチールロッドφ6パーカライジング処理
天井：PB下地VP吹付け ⼀部既存躯体のまま
   テンションバー/スチールロッドφ6パーカライジング処理

空間を分断し連結する中庭と回廊オールドニューは阪急六甲駅から⼭側へ15分ばかり歩いたところに建つ
レストラン・カフェ等の飲⾷のための複合商業施設である。建築の2階のバーからは、遥かに海のきらめき
を望むことができる。
建築は、四つのレストランスペースが中央のヴォイドによって、分断されつつも連続している構成になっ
ている。⼀階では、エントランスにつづく中庭とホールによって、イタリアン・レストランとカフェとの
２つの空間が分断されている。2階では、そのホールの上部に架かる回廊が、和⾷とバーとを連続させてい
る。（安藤

単独業態では4店舗を数える「カフェバー・オールドニュー」は、時間の経過により形態的な変化をする
が、他店同様、その根底にあるテーマはいつも変わらない。内部を形態の異なる三つのコーナーに分け、
飲⾷機能を持つ各エレメントを記号化してレイアウトし、コンクリート打放しのロフト空間に特異素材を
コラージュする。⾦属や天然⽊の廃材で構成された空間はやや重厚な印象を感じさせるが、今回は縦横に
張りめぐらされたφ6m/mのスチールロッドで独⽴しながらスペースやパーツを関与させ、視線の導⼊を
促し、重い空気を攪拌させる。このデフォ

平⾯図

１階平⾯図

地下１階平⾯図

⽴⾯図

2回平⾯図

1階平⾯図 平⾯図  

図１４ P53~P56 



 
作品番号 P57 年代 1987年 作品番号 P58 年代 1988年
建築名 オールドニュー新宿ルミネ店 ⽤途 カフェ&バー 建築名 パジュ松⼭ ⽤途 ブティック
所在地 東京都新宿区新宿3丁⽬38-2 商店建築 1988年4⽉号 所在地 愛知県松⼭市⼀番町2丁⽬3 商店建築 1988年4⽉号
⼯期 1987 ⾯積 300㎡ ⼯期 1983年11⽉17⽇〜11⽉30⽇ ⾯積 25㎡

材料仕様 材料仕様

作者による
作品解説

作者による
作品解説

図⾯・写真 図⾯・写真

作品番号 P59 年代 1988年 作品番号 P60 年代 1989年
建築名 セラトレーディングトョールーム ⽤途 ショールーム 建築名 オールド イン ⽤途 バー
所在地 東京都港区⾚坂2丁⽬8-3 商店建築 1988年8⽉号 所在地 京都府京都市中京区三条通り河原町東⼊ル中島商店建築 1989年11⽉号
⼯期 1988年3⽉17⽇〜5⽉2⽇ ⾯積 1階245㎡ 2階137㎡ 合計382㎡ ⼯期 1989年2⽉20⽇〜4⽉10⽇ ⾯積

材料仕様 材料仕様

作者による
作品解説

作者による
作品解説

図⾯・写真 図⾯・写真

床：⽯張り、フローリング張り
壁：鉄板張り、特殊塗装
天井AEP塗装、⼀部鉄板張り

床  ：⿊御影⽯バーナー仕上
壁  ：⿊御影⽯バーナー仕上
天井 ：軽鉄⾻PBt12下地VP
レジ、包装台、ストック、フィッティングルーム：⽊下地亜鉛鉄板平ビス貼りの上スチールメッシュ取
                       り付け
棚：スチールプレートt１.６折曲げ加⼯パーカライジング処理

壁、天井とも単純な構成の⾯で包む
空間の構成は、それぞれの店構えを不透明、あるいは透過性のある⾯の組み合わせで仕切り、確固たる区
画割りの意識を和らげて、⾯積の広がりや異なる空間の関連づけをしている。店内も、壁、天井ともに単
純に構成された⾯で包み込み、視認⾯の照度をあげ、重量感のある素材を⽤いながら静謐で冷たい空間に
ならぬよう務めた。
（⼩倉 義⾏）

メッシュで被覆された異なる機能を持つ4本の⽴⽅体ほぼ正⽅形の床⾯を持ち、3⽅向を壁で仕切られた約8
坪のコンパクトな区画である。ハンガー、棚というボリュームを持つ機能を壁⾯に付属させているが、与
えられた３つの壁⾯と床⾯を同⼀の⿊御影⽯の素材で仕上げることでスクエアな空間をそのまま表⽰して
いる。
本来、バックヤードで処理することが⼀般的なストック、あるいはフィッティングルーム、レジまわり、
包装台をそれぞれ分離させて、モジュールを同⼀にした⽴⽅体の中に取り込み、同⼀のメッシュで被覆
し、異なる機能を持つ4本の⽴⽅

床 ：１階/⿊御影⽯ジェットバーナー仕上
   ２階/⿊御影⽯本磨き ⼤理⽯本磨き ウォルトナットフローリングOS
壁 ：１階/⿊御影⽯ジェットバーナー仕上 ⼀部スチールパネルウレタン系塗装
   （ボンスウエード/武蔵塗料） ２階/⿊御影⽯本磨き ⼤理⽯本磨き
天井：１階/コンクリート打放しのまま ２階/PBt＝９クロス貼り
その他：固定枠スチール⾓パイプ20×50 亜鉛メッキ希塩酸処理CL スチールパイプφ15・
    φ25亜鉛メッ希塩酸処理CL φ35クロームメッキ ウォールナットムク材OS

床  ：コンパネ下地松古材フローリング貼り ⼀部⼤⾕⽯・耐⽕レンガパターン貼り
壁  ：躯体コンクリート打放し ⼀部⼤⾕⽯貼り 格⼦スクリーン/タモ材染⾊CL仕上
    柱巻/モルタル⾦ゴテ押え ⼀部軽鉄⾻下地ラスモルタル⾦ゴテ押え
天井 ：躯体コンクリート打放し
家具 ：アンティーク家具（アイビー・インターナショナル）
    ⼤テーブル・ベンチシート・カウンター/ウォルナット材染⾊CL仕上

「域」を発⽣させる透過スクリーン⼀階において抽象化されストックに配されたスチールパイプのスク
リーンはスタジオ的にもロフト的にも⾒えるが、実は半分可視化された屏⾵として製品群をその関連に
よって区切り、回遊する⼈々のシルエットを写し出す。透過性を持たせ、⾓度を撮ることによって空間の
広がりを視覚化させ、区画によって存在⾃体を認知させた空間よりも、設置された展⽰品の「域」を発⽣
させる装置なのである。2階でも基本的な考えは変わらず、個々の主張の強いクラシックな製品群に、⾓度
を振った共通の展⽰壁を付けることによって、

安⼼感やゆったりとした内空間を得るためにスクリーンを設けている。上階にあるバー「オネサイト」と
⼿法は同様だが、「オネサイト」が硬質な⾦属パイプで⾻格を形成したのに対して、「オールド イン」
では⽊製で開⼝率の低い格⼦状のパターンで、より外景の侵⼊を濾過している。
店内の中央には、マントルピースを配し、テーブル、椅⼦、収納扉や壷は、イギリスから仕⼊れたかなり
年⾦が⼊った⾻董品である。単なる懐古趣味なコピー空間にならぬよう、天井や壁⾯はコンクリートの躯
体を打放しの状態でスタジオ内に設定した「イギリス⾵⺠家のリビ

平⾯図

アクソメ

2階平⾯図

1階平⾯図 平⾯図  

図１５ P57~P60 



 
作品番号 P61 年代 1989年 作品番号 P62 年代 1989年
建築名 セット オフ ノイ ⽤途 バー 建築名 TOTOスーパスペース ⽤途 ショールーム
所在地 東京都新宿区新宿3丁⽬27-5 商店建築 1990年4⽉号 所在地 東京都新宿⻄新宿１丁⽬６−１ 商店建築 1990年1⽉号
⼯期 1989年9⽉1⽇〜10⽉20⽇ ⾯積 173.2㎡（うち厨房17.4㎡） ⼯期 1989年9⽉1⽇〜10⽉31⽇ ⾯積 2583.0㎡

材料仕様 材料仕様

作者による
作品解説

作者による
作品解説

図⾯・写真 図⾯・写真

床  ：地下1階/蛇紋岩t 25本磨き貼り ナラフローリング染⾊ウレタンCL
    地下2階/蛇紋岩t 25本磨き貼り
壁  ：地下1階/⽩御影⽯t40〜t50削岩機加⼯ ⼀部モルタル掻落し
    地下2階/蛇紋岩t 25本磨き貼り ⼀部スチール板t2.3パンチング加⼯ウレタン系塗装
              (ボンスエード/武蔵塗料）
その他：ウォールナット無垢材ウレタンCL 古材&ウォールナット無垢材&アンティーク部品
   コラージュ貼り 蛇紋岩t 25本磨き貼り フロントガラスt 19

床   ：躯体床CL防塵塗装仕上 デッキ部/コンパネ下地ラバータイル貼り（ニチマン）
壁   ：PBt 12下地VP仕上 ⼀部波板鉄板希塩酸処理CL仕上
   スクリーン/パンチングメタルメタリック焼付け塗装仕上げ
天井  ：躯体天井AEP吹付け仕上 スチールメッシュシステム天井メラミン焼付け塗装
   ⼀部粉体焼付け塗装
照明器具：⼤光電機 ウシオスペック
家具  ：カッシーナジャパン アンビエンテインターナショナル

⾃然素材&光空間アプローチの階段に、⾃然のままの肌の⿊御影⽯を使い、地下空間へのプロフィールを設
けている。店内は、地下1階と地下2階の⼆層にわかれて、地下1階は⽊と⽯という⾃然素材を⽤いている。
⽊は、古材・ウォルナットの無垢材・アンティーク部品を集積し、⽯は⾃然⽯をもう⼀度削岩機で削ると
いう作業を加えて、新たな素材を作り出した。それにより、⽊と⽯が今までには表しえなかったおのおの
性格を醸し出す空間ができあがった。光を追求した空間を作り、この構成要素は、ペーパークラフトを思
わせる螺旋階段、パーティション、バ

地下1階平⾯図

地下2階平⾯図

27階平⾯図

26階平⾯図

 

図１６ P61~P62 



後期（L1〜L55）データシート 
作品番号 L1 年代 1990年 作品番号 L2 年代 1990年

建築名 徳寿 カンパリ店 ⽤途 焼⾁店 建築名 春秋 ⾚坂 ⽤途 レストラン

所在地 東京都渋⾕区神南1丁⽬6-8 商店建築 1991年1⽉号 所在地 東京都港区⾚坂2丁⽬16-19 商店建築 1991年4⽉号

⼯期 1990年1⽉17⽇〜4⽉20⽇ ⾯積 438.82㎡（うち厨房82.79㎡） ⼯期 1990年7⽉25⽇〜10⽉15⽇ ⾯積 131.1㎡（うち厨房14.1㎡）

材料仕様 材料仕様

作者による
作品解説

作者による
作品解説

図⾯・写真 図⾯・写真

作品番号 L3 年代 1990年 作品番号 L4 年代 1991年

建築名 春秋 バイ クロス 福岡店 ⽤途 レストラン 建築名 TOTO東陶陶器ショールーム ⽤途 ブース

所在地 福岡県福岡市中央区⼤名1丁⽬12-52 商店建築 1991年9⽉号 所在地 東京国際⾒本市会場 商店建築 1991年6⽉号

⼯期 1990年5⽉20⽇〜7⽉10⽇ ⾯積 399.83㎡（うち厨房32.38㎡） ⼯期 1991年3⽉19⽇〜3⽉21⽇ ⾯積 180㎡

材料仕様 材料仕様

作者による
作品解説

作者による
作品解説

図⾯・写真 図⾯・写真

6階は吟醸酒を集めた⽇本酒のバーカウンター、炭⽕で料理が楽しめるイロリテーブル、野だて感覚の⼩上がり席で
構成される「春」である。7階は 300種からの洋酒を揃え、庭園が眺められるバーカウンター、⿊⼈の弾き語りが
連夜聴けるピアノテーブル、アンティーク家具を使ったテーブル席で構成される「秋」である。トップライトを持
つ内部階段により⾃由に⾏き来ができ、キャッシャーは６階に設置されている。意匠的には、トータルなまとまり
としての印象度を⽋くことなく、どの席に座っても違った景⾊が楽しめるような、ひだの深い空間づくりを⽬指し
た。（川上尊道）

東陶機器の開発したグレー＆ブラウンタイルの持つ微妙な⾊のニュアンスを、空間の中で展開させていく
ことを試みた。展⽰空間は、⼆つのゾーンに分割され、その⼀⽅は、円形に切り離された床⾯と列柱で、
微妙に⾊合いの異なるタイルの展⽰をダイナミックなグラデーションにより展開している。そしてもう⼀
⽅では、単純な⾯の構成で、タイルの持つ⾊彩の微妙な味わいを、さまざまな素材や器具とのコンポジ
ションで⾒せていく⽅法をとっている。（⿊川勉）

床：６階/⽩御影⽯貼りジェットバーナー仕上 ⾃然⽯貼り 松，ケヤキ，栗フローリング貼り
  ⼩上がり席・⽵組 松，ケヤキ，栗貼り
  ７階/⿊御影⽯貼りジェットバーナー仕上 カバ桜フローリング貼り
壁：６階/⽩御影⽯貼り本磨き仕上 ⼟壁仕上 ⽯灰岩貼り（ライトムーン/アドヴァン）
  松古材染⾊CL 和紙パネル ⽵組パーティション
  ７階/⼤理⽯貼り本磨き仕上（ホリーモンシェル） レンガタイル貼り アンティークタイル貼り
  古鉄板貼り カバ桜ノミ削出し⿊塗装パーティション 古パイプパーティション  透明ガラスパーティション
天井：スケルトン
照明器具：配線ダクト＋スポットライト
家具：６階/ケヤキ古材 松古材 ７階/カバ桜ノミ削出し⿊塗装 アンティーク家具

床：⽊軸組コンパネ下地炻器質施釉タイル貼り（グレー＆ブラウン/東陶機器）
       ゴムタイル貼り（アストロフェース・プレーン/ニチマン商事） サクラ材染⾊CL
  スチール2.3磨きCL
壁：PBt9下地パテシゴキAEP 陶器質施釉タイル貼り（グレー＆ブラウン/東陶機器）
  天然⽯タイル貼り（ジオストーン/東陶機器） ⼀部⼟壁
  スクリーン/スチールエキスパンドメタルOP
照明器具：ウシオスペック
什器：受付カウンター/ポリ合板フラッシュ仕上 展⽰⽤カウンター/タモ材⼿斧仕上染⾊CL

床：⼤理⽯貼り400⾓ ⼀部古⽊材貼りオイル仕上
壁：スチールプレートt1.6+合成ボード下地ネオプレイン粒⼦⼊りツヤ消し塗装（ネクステル/住友スリーエム）
天井：PBt9下地AEP
テーブル：ウォルナット無垢材CL ⼤理⽯ 無煙ロースター埋込み（東産業）
レセプションカウンター：スチールプレートt1.6ネクステル吹付け塗装

床：⿊御影⽯t40ハツリ仕上 ⼩上り席/栗縁甲板貼り
壁：軽鉄組ラスボードt9下地⼟壁⽊ゴテ中塗り仕上 ⼀部栗⽻⽬板貼り ⼀部古⽊材貼り
  鋳鉄グレーチングスクリーン
天井：軽鉄組PBt12下地真⽵（晒し⽵）貼り
家具：カウンター/栗材t100⼿斧の上特殊オイル仕上囲炉裏/神代杉t150⼿ガンナ仕上 椅⼦/カバ桜⼿ガン
ナの上抜きうるし仕上 レセプションカウンター/ケヤキ⼿斧の上特殊オイル仕上
幅⽊：⿊御影⽯ H=40

1階のオープンな飲⾷エリアと２階の個室エリアとにあ分かれているが、空間構成に関しては、外装と同様、⼀つの
エレメントに絞り込んだ。様々な曲⾯版の集合体で構成されているが、それらは合わせ⽬のスリットから漏れる間
接光のための脇役にしかすぎない。スリットの向こう側にもう⼀つの空間をよそ感させ、それぞれの⾯は影絵のよ
うにその実体を失っていく。（橋本⼣紀夫）

いつの間にか記号化され、形式化された素材や形から、本来持つやさしさや、⼒や、温かさを引き出した
い。ここで⽬指したのは、イリュージョンの空間ではない。確かに安定した空間ではある、この空間に
は、辻 清明という傑出した陶芸家が必要であった。⽒の作品をもとに発想の展開がなされた。陶器はそ
の作家の⼒であると同時に、⼟と⽕という⾃然そのものの⼒の拮抗である。⼿の⼒であると同時に、そう
ではない何かがある。この空間も、設計された意思であると同時に、全く違った何かー⾃然のようなも
のーの意思とも⾔えるのかも知れない。

平⾯図 平⾯図

平⾯図 平⾯図  

図１７ L1~L4 



 
作品番号 L5 年代 1991年 作品番号 L6 年代 1992年
建築名 キササ ⽤途 レストラン 建築名 春秋 響 ⻄⿇布 ⽤途 レストラン
所在地 ⼤阪府⼤阪市中央区東⼼斎橋2丁⽬8-26 商店建築 1992年2⽉号 所在地 東京都港区⻄⿇⽣4丁⽬7-10 商店建築 1993年5⽉号/7⽉号
⼯期 1991年3⽉8⽇〜4⽉13⽇ ⾯積 305㎡（うち厨房30㎡） ⼯期 1992年10⽉15⽇〜12⽉15⽇ ⾯積 230.3㎡（うち厨房26.8㎡）

材料仕様 材料仕様

作者による
作品解説

作者による
作品解説

図⾯・写真 図⾯・写真

作品番号 L7 年代 1992年 作品番号 L8 年代 1993年
建築名 モルツクラブ 京都 ⽤途 ビアレストラン 建築名 デポ 上野 ⽤途 レストラン＆バー
所在地 京都府京都市東⼭区縄⼿通新橋東⼊ル 商店建築 所在地 東京都台東区上野2丁⽬12-11 商店建築 1994年4⽉号/9⽉号
⼯期 1992年 ⾯積 574㎡（うち厨房185㎡） ⼯期 1993年9⽉1⽇〜11⽉30⽇ ⾯積 234㎡（うち厨房44㎡）

材料仕様 材料仕様

作者による
作品解説

作者による
作品解説

図⾯・写真 図⾯・写真

床：タイルパターン貼り（⿊，⽩） キササクラブ/カーペット貼り
壁：タイルパターン貼り（⿊，⽩） 古鉄板貼り キササクラブ/鏡⾯塗装仕上げ突き板貼り
  外国製ストライプ模様布地貼り 通路/⿊モルタル⾦ゴテ凹凸仕上げの上蛍光塗料模様塗り
天井：既存天井塗装（ダークグレー） キササクラブ/クロス貼り（ライトグレー）
照明器具：スポットライト キササクラブ/間接光（FL） ダウンライト
家具：松ノミ削り出し⿊塗装 キササクラブ/サンパン（カッシーナジャパン）に外国産ストライプ模様布地貼り テーブル・鏡
⾯塗装

床：地下1階/コンパネ下地ケヤキ古材フローリング 1階/杉古材フローリング 階段/砂岩貼り
壁：地下1階/⼟壁⽊ゴテ中塗り仕上げ（ワラ⼊り）
  1階/ 古鉄板貼り レンガ貼り ⼟壁⽊ゴテ中塗り仕上げ（ワラ⼊り） 鋳鉄グレーチングスクリーン
天井：地下1階/ 軽鉄組みコンパネラスアミ下地⼟壁⽊ゴテ中塗り仕上げ（ワラ⼊り）
   1階/躯体コンクリート打ち放し
家具：地下1階/アンティーク家具(韓国) 1階/アンティーク家具(ピーピーエムコーポレーション)
カウンター：ケヤキ古材t100特殊⽊オイル仕上げ

環境のテーマとして、「アフリカ」があった。アプローチ（階段）の壁・天井に蛍光塗料で描いた模様を始めとし
て（ブラックライトを当てて照度を得ている）、店内の仕上げの⼤半を占めるタイルのパターン、曲がった鉄筋
（廃材）を伸ばして造ったパーティションや⽊をノミで削り出し⿊塗装した家具等が、その表現となっている。照
明もまた、地明かりを「⾚」と「⻘」でとっている。唯⼀、完全に異なっているのが「キササクラブ」である。客
席を、ゆったりした⼀⼈⽤ソファだけで構成し、壁には鏡⾯塗装仕上げの突き板とソファと同⼀の布地を使⽤して
い

⼤空間であるよりは、むしろ居⼼地のいい狭さがほしい。光もきらめかず、⾝近なやさしい灯を使い、⼈と⼈の距
離が空間により分断されるのではなく、そのすき間を埋めるように肩を寄せ席を設ける。デザインもラジカルであ
るよりは温かさがある素材で包まれ、なつかしい記憶を持つ収まりでありたい。そう思いつづけ春秋「響」の設計
にあたった。鉄や⽊、⽯やレンガが、あるものは⼀度使われ、放置され⾵⾬に削られながらそれぞれに⻑い時間が
浸透すると、ある共通性格を帯びるようになる。それはただ天然素材であることや単に古いということにとどまら

コンセプトは「家」。⼤⼩さまざまな住居空間の集積、または回遊性を表現するには絶好の物件であった。⼩上が
り、パオ、焼き場（台所）、応接間、テラス。スタイルは違えども必要最⼩単位のシーンで、家に招かれたように
囲む楽しみ。⽇常⽣活の⼀部がプリミティブに表現されている。素材は、⼟、古⽊、古鉄、陶板を中⼼に。演出照
明に⾄るまで、それをサポートするための役に徹しており、デザインもまたしかりである。（佐藤⼀郎）

バーカウンターを中⼼としたホール席と、それを取り囲み、床が⼀段⾼くなっているデッキ席とに⼆分されるが、基本的には
オープンでどの席からも店内が⾒渡すことができる。素材はホールの床に⽯、デッキの床の⼀部と収納、テーブルトップに⽊を
使った以外はすべて鉄を使⽤している。“鉄だけの空間”と聞くと、冷たくて寒々しいイメージがあるようだが、今回は廃材（板材
と⽴体になっているパーツ類）を数多く使⽤することによって、⾒る⼈にそれ以外の何かを感じさせている。パーツ類は、都内
某所にあった廃⼯場から直接解体して現場へ持ち込んだも

床：古⽊材染⾊ウレタンツヤ消しクリア 陶板貼り ホワイトアッシュツヤ消しクリア
  塗り床材塗布（カラクリート/ABC商会）
壁：ラスボード＋モルタル下地⼟壁塗り ラスボード下地本シックイ ⾓パイプ組み古サビ鉄板
   各種タイル ガラス ⼤理⽯ 古鉄貼
天井：ラスボード下地本シックイ コンパネ下地⽵染⾊クリア貼り

床：ホール/モルタル下地⿊御影⽯ジェットバーナー仕上げ ⼀部⾓パイプ組み鉄板t9貼り
  デッキ/コンパネ下地松古材貼り⿊染⾊ウレタンクリア仕上げ
  ⼀部⾓パイプ組み亜鉛メッキ鉄板t9張りおよびチェッカードプレート
壁：コンクリート打ち放し ⾓パイプ組み古鉄板t9貼りCL仕上げ
  ⼀部亜鉛メッキ鉄板t1.6貼りおよびエキスパンドメタル貼り
天井：コンクリート打ち放し
家具：甲板/カバ桜染CL仕上げ 鉄板 脚/スチールCL仕上げ
什器：ランバーコア下地サビ鉄t1.6貼り

平⾯図 平⾯図

平⾯図 平⾯図  

図１８ L5~L8 



 
作品番号 L9 年代 1994_06 作品番号 L10 年代 1994年

建築名 フーフー ⽤途 野外⾷市 建築名 由庵 ⽤途 ⽇本料理店

所在地 ⼤阪府⼤阪市阿倍野区阿倍野筋１丁⽬1-43 阿倍野橋ターミナルビル３階 近鉄イベント広場 商店建築 1994年9⽉号 所在地 東京都新宿区⻄新宿３丁⽬７−１ 新宿パークタワー地下１階 パークタワ商店建築 1995年1⽉号

⼯期 1994年5⽉6 ⽇〜5⽉30⽇ ⾯積 413㎡（うち厨房⾯積55.6㎡） ⼯期 1994年6⽉1⽇〜8⽉31⽇ ⾯積 245㎡（うち厨房45㎡）

材料仕様 材料仕様

作者による
作品解説

作者による
作品解説

図⾯・写真 図⾯・写真

作品番号 L11 年代 1994年 作品番号 L12 年代 1995年

建築名 アクシア ⽤途 バー 建築名 燦 ⼤阪 ⽤途 ダイニングレストラン

所在地 愛知県名古屋市中区新栄１丁⽬6−23 シャイン新栄地下１階 商店建築 1995年3⽉号 所在地 ⼤阪府⼤阪市帰宅⻄天満４丁⽬15−10 同和⽕災フェニックスタワー27階 商店建築 1995年8⽉号

⼯期 1994年9⽉3⽇〜9⽉30⽇ ⾯積 74㎡（うち厨房5.9㎡） ⼯期 1995年4⽉1⽇〜5⽉25⽇ ⾯積 350㎡（うち厨房80㎡）

材料仕様 材料仕様

作者による
作品解説

作者による
作品解説

図⾯・写真 図⾯・写真

控えめでありながら華やかさも持つ空間−すすきのの夜は⻑い。午前零時を過ぎても⼈出は減ることがない。雑居
ビルからは無数のネオンが輝いている。「アクシア」はそんな中にある⼩さなバーである。店全体が彼⼥の分⾝で
あり、舞台となるような空間である。店はカウンターバーと居間的な個室で構成している。バー部分は柔らかい曲
⾯を持つバックバーと、無垢のブビンガを使⽤したカウンターのみのシンプルな空間であるが、柔らかい光の間接
照明とシャープに光るアクリルのエッジライトを随所に配して、空間に⾊を添えている。控えめでありながらも華
やかさも併せ持つような空間を意図した。ある意味では、バーは現代の茶室ということができるかもしれないし、
最⼩の劇場と⾔えるかもしれないし、最⼩の劇場と⾔えるかも知れない。カウンターを境にして、亭主と客、ある
いは舞台と客席とを分設しているような場である。

オープンキッチンと展望を楽しむ
燦（SUN)は⼤阪の⾼層ビルの最上階に、展望型の飲⾷施設として計画された。コンテンポラリーな和をベースにし
た空間は動的なホール席と静的な座敷席とに対⽐して分けられ、それらをまた、座敷席では追い込み式の板の間、
暖炉裏の座、そして個室が⼆つ、特に座敷の景観は展望のためというより借景の考え⽅で成り⽴っている。それぞ
れの席は、それらのために⼀点⼀点集められた廃材のスクラップや古⽊材をリサイクルして⼿を加えることで床や
壁や什器等に姿を変え、空間的な特徴付けがなされている。そして、それぞれの空間を透過性のあるスクリーンで
仕切ることによって、個々の空間が⾒え隠れしながら全体の像をおぼろげに体感できるように意図した。

床：カーペット敷き（ニューカントリーホームⅡ／東リ）
壁：PB下地スエード調吹き付け塗材 バックバー／軽鉄組み天然⽊化粧合板貼り（ダンウッド／⽇東紡績）パー
ティション／エキスパンドメタルCL
天井：PB下地AEP
照明器具：天井・バックバー間接照明／ミニクリプトン球25W アクリルエッジライト／スリムライン
什器：カウンター／天板・ブビンガ無垢材ウレタンクリア（桜製作所） 腰・ダンウッド貼り 洗⾯化粧ボール
（マテリア／セラトレーディング）

床：テーブル席／モルタル下地⿊御影⽯JB 座敷／⽊軸コンパネ下地古⽊材フローリング貼りおよび畳敷き 厨房
／モルタル下地タイル貼り150⾓
壁：テーブル席&座敷／PB下地⼟壁⾵⼿漉き和紙貼り（紙舗直）パーティション／アンティークグレーチング（晴
耕社）
天井：直天井リシン吹き付けおよび軽鉄組みPB下地エマルション系吹き付け塗材塗布（ジョリパット／アイカ⼯
業）
家具：膳／ナラ材拭き漆仕上げ（桜製作所）

屋台屋根：コンパネt12 アスファルトルーフィング下地カラー鉄板t0.4貼り
屋台外装：化粧⽊⽚セメント板t12（センチュリーボード／三井⽊材F320シーラー処理裏⾯仕様）腰／コンパネt9OSCL塗装カウンター／杉⾜場板t
28CL塗装
屋台床：コンパネt 12下地⻑尺シート貼り サイン：シナ合板t 12VP塗装 サイン／シルク刷り
屋台壁：ケイカル板t8⽬透かし貼りCL塗装 屋台天井：ケイカル板t6⽬透かし貼りVP塗装
照明器具：基本照明／ウシオスペックスSXー11改ビーム75W 演出照明／廃材再利⽤特注品 ⽵⿓等利⽤特注品 イサムノグチ「AKARI」
家具：テーブル／天板・コンパネt 12OSCL塗装 ベンチ／座板・合板⾜場板t 28OSCL（ともに脚部・スチール⾓パイプSOP塗装）
客席部パーティション：単管パイプ組み ⽵すだれ 脚形すだれ 蝶⽮⽵ 晒⽮⽵ よしず よしすだれ（いずれも防煙加⼯）

床：テーブル席／軽量コンクリート下地⼤⾕⽯貼り座敷／⽊軸組み古⽊材フローリング貼り（晴耕社）および畳敷
き
壁：透明ガラス＋パンチングメタルスクリーン（晴耕社）ケイカル板２重貼り下地スサ⼊り厚塗り材⼟壁⾵塗装
軽鉄組み錆鉄板貼り（晴耕社）
天井：PB下地エマルション系吹き付け材塗布（ジョリパット）／アイカ⼯業
照明器具：置き⾏灯／⽵編み込み（晴耕社）
家具：テーブル&イス／カバ桜剤染⾊

「野外⾷市ふーふー」は、従来の百貨店が持っているリッチさとは異なった豊かさの開発⾒から始まった。⾔い換
えるなら、百貨店という業態が持っている今までの豊かさという認識のアンチテーゼであったといえる。
当初の考えは、既存の屋台村から何処に脱却するかということだった。⽴地は京阪神地区で屈指の売り場⾯積を誇
る近鉄百貨店阿倍野店の３階屋外イベント広場という超⼀等地。ところが、周辺には地場に根ざした安い飲⾷店舗
がひしめきあっているという競争の激しい環境でもあった。屋台の集合⼒で勝負する既存の屋台村をここで営業し
ても、周辺にひしめく⽼舗の飲⾷店とくらべて専⾨性・顧客保有度などの要素をとっても太⼑打ちできるわけがな
かった。そこでわれわれはどの街にでも古くからある店舗が連なる街⾓・横丁といった原体験を具現化することを
⽬指した。
環境構成の具体的⽅法として、まず厨房設備を備えた各個店（屋台）を⾒え隠れする⾯によって遮り、中央に⼤き

「⾒⽴て」で構成する和の空間
和⾷の空間のあり⽅‒‒それは⾷の素材から家具、器、そして環境のすべてにまで客をもてなす⼼が反映されている空間であるこ
と。
それは、茶⼈が客をもてなす⼼（茶道）の考えにも通じるところがある。また、⽇本の空間には「⾒⽴てる」という独特の考え⽅
があるが、今回の由庵ではその「⾒⽴てる」という考え⽅で空間が構成されている。たとえば、スクラップの抜き鉄板を⽤いてス
クリーンを作り、障⼦のように外部との仕切りとして使い、鉄の塊は花器に⾒⽴てられ、⼤正、明治に使われていた古い帯は壁の
クロスとして⽣き返っている。⼀つ⼀つは韓国、その他様々な国の物であるが、⼀つの指向に基づいて⾒⽴てられ、作り込まれて
ゆくことによって居⼼地の良い空間を作っている。いわば現代の数奇屋である。

平⾯図

平⾯図

平⾯図 平⾯図  
図１９ L9~L12 



 
作品番号 L13 年代 1996年 作品番号 L14 年代 1997年
建築名 春秋  ⿃居坂店 ⽤途 レストラン 建築名 ⼆期倶楽部 ⽤途 ホテル
所在地 東京都港区六本⽊5丁⽬16-47 商店建築 1996年4⽉号 所在地 那須塩原 商店建築
⼯期 1996年6⽉1⽇〜7⽉20⽇ ⾯積 310㎡ ⼯期 ⾯積

材料仕様 材料仕様

作者による
作品解説

作者による
作品解説

図⾯・写真 図⾯・写真

作品番号 L15 年代 1997年 作品番号 L16 年代 1998年
建築名 燦  神⼾ ⽤途 ダイニングレストラン 建築名 メザナイン ⽤途 ホテル
所在地 兵庫県神⼾市中央区三宮町1丁⽬10-1 神⼾交通センタービル10階 商店建築 1997年11⽉号 所在地 シンガポール 商店建築 掲載なし
⼯期 1997年5⽉5⽇〜7⽉4⽇ ⾯積 526㎡（うち厨房120㎡） ⼯期 1998年 ⾯積 1600㎡

材料仕様 材料仕様

作者による
作品解説

作者による
作品解説

図⾯・写真 図⾯・写真

床：エントランス／モルタル下地⿊御影⽯t 25貼り600⾓JB 「秋」／コンパネ下地けやき古⽊材フローリングt 20染⾊ワックス仕
上げ 「春」／コンパネ下地松古⽊材フローリングt 20染⾊ワックス仕上げ
壁：「秋」／PB下地古レンガ積み（深川建材）および⼟壁⾵塗材（ニーノジャパン） 「春」／PB下地⼟壁⾵塗材および和紙貼
り パーティション／鋳物グレーチング（晴耕社）
天井：既存躯体の上VP吹き付け ⼀部PB下部エマルション系塗材吹き付け（ジョリパット／アイカ⼯業）
家具：バー／イギリス製アンティークソファ

床：フローリング張
壁：鉄板張、⽊質パネル張、コンクリート打ち放し
天井：PBの上EP塗装

さまざまな⽂化・情景・素材が空間をつくる
六本⽊の喧騒から離れ、地下への階段を⾒下ろすと、⼩さな⽵庭が迎えている。⽊の扉を開き、庵治⽯の庭を持つホールから
「春」と「秋」の⼆つの空間は始まっている。ドライエリアを持つ鉄とガラスの建築、⽐較的⾼い天井、特異な形の円柱、こう
いった建築空間と「春秋」という⾔葉のイメージ、この⼆つが新たな環境をつくる上での指針となり、デザインはそれらの中か
らひとつひとつ答えを引き出す作業となった。居酒屋「春」と、バー「秋」からなる⼆つの空間は、独⽴した環境造りと営業時
間上の配慮から

素材の⾃然な品質を表現する。ブロンズパネルはざらざらしていてほとんど⽯のようで、滑らかで露出し
たコンクリートと並置されています。床から天井までのガラス。明るい⽩い布で覆われたシンプルな⽊製
の椅⼦とテーブルは、ダークウッドの床とコントラストを成す。ガラス壁でキッチンとダイニングエリアを
仕切り、お客様は料理の準備を⾒ることができます。 ⾦属パネルの壁は上層階へ続いており、暖炉の背景
として機能します。窓は⾃然を眺めることができるように設計されており、特別な外部照明が強調されて
います。上層階のスペースはバーエリア

さまざまな表情を持つ“リビングルーム”170坪の店の中央にはオープンキッチンと⼟のかまどがあり、さまざまな料理はすべてここで作られている。
活気あるこれらの様⼦はショーを⾒ているように楽しく、そのまわりにはしっとりとした席がそれぞれの表情を持ちながら展開している。三宮の夜
景を⾒下ろす⾮⽇常的空間の中に暖炉裏の座、⾻董の李朝の膳を囲む⽯、⽯の庭を囲む座敷など、今では失われつつある豊かな⽇常がある。バーは
緊張感のある気取った空間というよりも、むしろ居⼼地の良いリビングルームのようであり、ソファの貼り地はアジアか

レストラン名「Mezza9」 Mezzaは中⼆階レベルを意味します。キッチンの数9と組み合わせると、
Mezza9となります。以前は、別々のフロアにレストランがありましたが、スーパーポテトのデザインコン
セプトとして、オープンキッチンを備えた「シアターレストラン」として再構成されています。顧客は彼ら
の料理が準備されているのを⾒て、シェフのスキルによって楽しみます。 座席エリアは、 さまざまなサイ
ズのテーブル席、キッチンを間近に⾒渡せるカウンター席、プライベート席。料理はそれぞれ専⾨で シー
フード、寿司、中国料

床：ナラおよび松古材フローリング 縁なし畳敷き
壁：本⼟壁荒壁仕上げ ⼿漉き和紙 古鉄板およびスチールスクリーン⼿磨き仕上げ
天井：スケルトン天井の上吹き付け塗装 軽鉄組みPB下地エマルション系吹き付け塗料塗布（ジョリパット／アイ
カ⼯業）
家具：イギリス、⽇本および李朝アンティーク家具
照明器具：ダウンライト スポットライト ⽵カゴ和紙スタンド 銅板⽳開けブラケットおよびペンダント

床：フローリング張
壁：⽊質パネル張、鉄板張、⽯割肌
天井：アルミ格⼦天井、内部EP塗装

平⾯図 平⾯図

平⾯図 平⾯図  
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作品番号 L17 年代 1998年 作品番号 L18 年代 1999年
建築名 猿丸 ⽤途 レストラン＆バー 建築名 ⼆期 六本⽊ ⽤途 レストラン＆バー
所在地 東京都渋⾕区宇⽥川町13-16 国際ビル地下１階 商店建築 1988年4⽉号 所在地 東京都港区六本⽊４丁⽬11-4六本⽊ビル地下１階、商店建築 1999年4⽉号
⼯期 1998年２⽉16⽇〜３⽉27⽇ ⾯積 147㎡（うち厨房27㎡） ⼯期 1998年4⽉26⽇〜8⽉25⽇ ⾯積 261㎡(うち厨房62㎡）

材料仕様 材料仕様

作者による
作品解説

作者による
作品解説

図⾯・写真 図⾯・写真

作品番号 L19 年代 1999年 作品番号 L20 年代 2000年
建築名 銀座⼆期 ⽤途 飲⾷店 建築名 無印良品＆カフェムジ ⻘葉台 ⽤途 物販店
所在地 東京都中央区銀座7丁⽬４-14 光ビル地下１階 商店建築 2000年5⽉号 所在地 神奈川県横浜市⻘葉区⻘葉台２丁⽬1-1 ⻘葉台東 商店建築 2001年11⽉号
⼯期 1999年10⽉１⽇〜12⽉１⽇ ⾯積 109㎡(うち厨房24㎡) ⼯期 2000年9⽉上旬〜10⽉31⽇ ⾯積 2階1261㎡(うち「カフェムジ」331㎡） ３階1950㎡ 合計3211㎡

材料仕様 材料仕様

作者による
作品解説

作者による
作品解説

図⾯・写真 図⾯・写真

外壁：漆喰⽊ゴテ仕上げ 庵治⽯野積み
サイン：スチールおよび⾏灯切り⽂字サイン
床：恵那錆御影⽯ショットブラスト タモ材フローリングワックス仕上げ
幅⽊：恵那錆御影⽯およびタモ材
壁：銅板塗装仕上げ 古⽊材パターン貼り 庵治⽯野積み ⼟壁 タモ材突き板貼り 庵治⽯野積み ⼟壁 タモ材突板貼り 和紙貼り
天井：網代天井 スラブ天井 PB下地樹脂系複層仕上げ材(ジョリパット/アイカ⼯業)
家具：テーブル＆座卓/桧材 イス/ウォールナット材(桜インターナショナル) イギリス製アンティークチェスト
照明家具：⽵編

外壁：御影⽯本磨き サイン：ステンレス⿊HL
〈１階〉床・壁：御影⽯本磨き 天井：スケルトン
    家具：イス、ローテーブル/インドネシアアンティーク テーブル/銅板
〈地下１階〉床：タモ材フローリング染⾊
      壁：鉄⾻組み下地⿊⽪鉄板19 ⼀部銅板象眼 古材染⾊ 個室/庵治⽯割り肌
      天井：樹脂系複層仕上げ材吹き付け(ジョリパット/アイカ⼯業）
      家具：ホールイス/座・ウォールナット 背・コートバン ホールテーブル/ウォールナット ⼦上がり/座卓・古材⽣地
照明器具：⾏灯/

「猿丸」の⼊り⼝は若者の⾏きかう通りのビルの地下へと続く⾏灯の設けられた階段を下りたガラス扉の先に奥へ
と続く路地の先である。路地を抜けると天井の⾼い吹き抜け空間が現れ、そこには⼟、古⽊、⽯、和紙、銅板など
で構成された炭⽕焼のあるカウンター、テーブル席、中２階の⼦上がり席、⽯の庭に望む座敷の３つのシーンが共
存している。素材そのものの”実態”と、素材の持つ懐かしい記憶、または作られるまでの過程や、意識という”⾮実
態”であり、それらは空間の中で⼀体化され、微妙に表情を変えながら全体を包み込み、⼼地よい空間を作り

１階をあえてメーンキッチンにし、ガラスで仕切ることにより、訪れた客ばかりでなく、通りを⾏きかう⼈にも積
極的に料理の過程を⾒せている。
客席のある地下はもともと天⾼5ｍのコンクリートの駐⾞場であったが、コンクリートを⼀部残しながら、鉄板や古
材で微妙に表情を変えながら、全体を包み込み、⼼地よい空気を作り出している。素材の実態ではなく、においの
ようなもので表現したかった。そのため曖昧な形態は徹底的に排除し、灯りと闇により濃厚な味付けをしている。
アートもまた素材化され、⼼地よさの要因として空間に溶け込んでいる。階

店内へのアプローチは地下の倉庫へ通じるがごとく、やや古びた狭い歓談である。ガラス扉越しに店内をのぞくと
ワインセラーかと錯覚するほどワインボトルと⽊箱の集積が⽬に⼊ってくる。カウンタ越しにオープンキッチンが
あり、隣接する形でジェフズテーブルがある。ガラス越しに調理⼈の⾜元まで⾒せることで、さながらキッチンの
中で⾷事のとれる特等席となる。
またワインバーでありながら、オープンキッチンを採り⼊れることで⿊⽥ジェフ率いる調理⼈、カウンターに⽴つ
若泉⽒の動きが重なり、約30坪のワンルーム空間に臨場感を与えている。

⼤空間で商品ラインナップの広がりを⾒せることと売り場の中の透明感ということを意識した。なるべく遮蔽物を
作らないで、明るく広く感じられるようにした。商品のコンセプト同様、素材を⽣かしたデザインといった点は⼀
貫しているが、関節照明を多様するなど「軽さ」や「明るさ」が新しい「無印」の特徴といえる。MDの⾯では、商
品⾃体がディスプレイであるという考え⽅で、ボリューム陳列を基本としてきたが、それだけでなく中間領域も増
やして、個々の商品をしっかりとアピールできるスペース、提案できる環境を整えていく⽅向にした。こうした

床 ：ウォールナット材フローリング貼り
壁：躯体表し⼟壁⾵塗装 銅板煮⾊仕上げ ウォールナット突き板貼り（サンフット/北三） ステンレスHL 中
国産⽩御影⽯JB
天井：躯体表し ⼀部アルミアルマイト仕上げサンフット貼り

床 ：2階/コンパネt12.5下地AEP ホワイトバーチ突き板貼り(サンフット/北三） アルミマイト貼り 光壁/鉄⾻
下地フロストガラスt8+乳半シート貼り ガラススクリーン/クリアガラスt8⾶散防⽌フィルム貼り
天井：軽鉄組PBt12.5下地AEP ⼀部スケルトンAEP

平⾯図

平⾯図

平⾯図

平⾯図  
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作品番号 L21 年代 2000年 作品番号 L22 年代 2000年
建築名 春秋 渋⾕⽂化村 ⽤途 ショールーム 建築名 スーパーダイニング ジパング ⽤途 レストラン
所在地 東京都渋⾕区神宮前 商店建築 2000年10⽉号 所在地 Shanrila Hotel Kuala Lumpur 2F 商店建築 2000年4⽉号
⼯期 2000年3⽉27⽇〜5⽉15⽇ ⾯積 600㎡(うち厨房120㎡） ⼯期 2000年 ⾯積 1030㎡（うち厨房210㎡）

材料仕様 材料仕様

作者による
作品解説

作者による
作品解説

図⾯・写真 図⾯・写真

作品番号 L23 年代 2001年 作品番号 L24 年代 2001年
建築名 由庵 恵⽐寿 ⽤途 ⽇本料理店 建築名 カフェトゥー ⽤途 レストラン
所在地 東京都渋⾕区恵⽐寿南1丁⽬5-5 アトレ恵⽐寿６階 商店建築 2001年10⽉号 所在地 ⾹港區法院道太古廣場 アイランドシャングリラホテル ７階 商店建築 2002年1⽉号
⼯期 2001年5⽉４⽇〜６⽉７⽇ ⾯積 189㎡(うち厨房58㎡） ⼯期 2001年6⽉1⽇〜9⽉30⽇ ⾯積 870㎡（うち厨房300㎡）

材料仕様 材料仕様

作者による
作品解説

作者による
作品解説

図⾯・写真 図⾯・写真

床 ：⽊軸組みコンパネ下地フローリングt120染⾊ワックス仕上げ(ホワイトアッシュ/望造） バー/同仕上げ(ホ
ワイトオーク/望造)
壁：PB下地ステンレスHL ⼟壁⾵塗装 古⽊⾵塗装 古⽊格⼦⾵(和泉屋⽯材） バー/PB下地古レンガ積み(深川
建材⼯業)
天井：スケルトンにVP ⼀部PB下地樹脂系複層仕上げ材(ジョイパット/アイカ⼯業）
家具：ホール/カバ桜材 ニレ材 クルミ材 バー/イス、テーブル・インドネシアアンティーク〈晴耕社〉 ソ
ファ・タイシルク張り〈スタンダーズ〉 オーブンキッチンカウンター/庵治

床 ：スチール⾓パイプ組コンパネt15⼆重貼り下地ホワイトオーク材フローリングt20染⾊ウレタンクリア仕上げ
御影⽯t25錆⼊りJB仕上げ 壁：御影⽯張り錆⼊り割り肌、ドリル⽬、本磨き仕上げ 楮和紙草⽊染め⼗透明強化ガ
ラスt19 ⼟壁塗装仕上げ 天井：アルミニウムルーバー吹き付け塗装 ⼀部PB吹き付けゆず肌仕上げ 家具：ホ
ワイトオーク染⾊ウレタンクリア仕上げ
什器：寿司カウンター/ヒノキ無垢材ウレタンクリア カウンター/御影⽯錆⼊り本磨き⼀部⾃然肌残し 照明器
具：和紙張りフロアスタンド

隠れ家的な演出で展開してきた「春秋」シリーズ最⼤の床⾯積と、上空という初のロケーションを与えられ、Ｌ字形の平⾯を利
⽤したシークエンスの獲得と、天と地の狭間がもたらす浮遊感を、いかに取り込むかが設計テーマとなった。物語はスカイロ
ビーに⽤意されたガラスの箱の扉を探すことから始まる。シガーラウンジを右⼿に、「静」としてのバーコーナーを進み、レンガ
ゲートを潜ると、古⽊組みの格⼦が柔らかく次のシーンへと繋げる。ゲストの視線を導くよう、斜に振られた庵治⽯のカウン
ターが鎮座する⼤ホール席・「動」の空間。「In The

「シャングリラホテル区アランプール」の全⾯改装で、それにとも㋐ぬ施設内にある灘薫運営の和⾷レストランの
リニューアル計画。伝統的な内装やオペレーションも⼀新し、東京で好評を得たカジュアルダイニングの「ジパン
グ」が海外出店となった。
シンプルな構成のフロアプランで、透明性をもった素材ーガラスのワイン＆⽇本酒セラー、⽊製ルーバーガラスス
クリーンなどを使⽤することにより様々な景⾊が⾒え隠れするように計画している、そして、現代和⾵を表現するた
めに⾃然観を持った庭園レストランをコンセプトにした。⽯と⽔と緑の庭園を内部

JR恵⽐寿駅の駅ビルである「アトレ」の6階には、和、洋、中のさまざまなジャンルの飲⾷店が混在している。恵⽐寿の駅ビルと
いう⼟地柄、ビジネスマンや⼥性客、外国⼈が多く集まる場所であるため、多種多様な⼈々が、⼀⼈でも多⼈数でも対応できる
よう、また、夜の営業を感じさせつつランチタイムとディナータイムを全く違う表情を与えることが不可⽋と考え、その⼿段とし
て光を⼀つの要素に取り込んだ。店のファサードは、ガラス張りでありながら適度に遮られ、⼊り⼝には⼤きな暖簾が下がって
いる。⾖腐を作る⼯程は腰の位置から下の作業が多く

インターナショナルブランドのブティックが⽴ち並び、外国⼈ビジネスマンが多い⾹港アイランド。⽇本⼈観光客にも⼈気のファ
イブスターホテル「アイランド・シャングリラ ⾹港」内に「カフェ トゥー」はオープンした。
最近のレストランではブティックのように明るくカジュアルで、軽快な感じが強くなっている傾向にある。それをここでは、⽩
⽊のフローリングやベージュの⽯などの明るくナチュラルな素材をベースにして、ガラスでできた発光するカウンターや光壁、光
るパイプのスクリーンなどを使って光による軽快なリズム感を与えている。
そし

床：砂セメント下地サビ⽯t25貼り仕上げ
壁：PBの上ラスカット下地⼟壁⾵モルタル(⽡壁/ニーノジャパン）
腰/サビ⽯貼りJB
光壁/ペアガラスt5+t8突き板挟み込み+ミニレフ球25W
天井：スケルトンに吹き付け ⼀部PB下地樹脂系複層仕上げ材（ジョリパット/アイカ⼯業）
家具：メープル材 カバ桜無垢材
什器：レジカウンター/サビ⽯本磨き+フロントガラスt10内照式 ⼤テーブル/庵治⽯⽔磨きt80 ⼀部⾃然肌まま

床 ：システムフロア+合板t12下地ホワイトオーク材t20フローリング染⾊ウレタンCL ⼀部御影⽯t20⽔磨き
壁：スチールベース組みクリアガラスt5パネル加⼯乾燥⾷材詰め ⼀部ホワイトオーク材突き板貼り
柱/御影⽯R加⼯ブッシュハンマー仕上げ
天井：アルミ押し出し材ルーバー
家具：ホワイトオーク染⾊ウレタンCL
照明器具：アクエイルクリアスタンド(和紙・突き板・布挟み込み)
光柱/アクリルパイプ

平⾯図 平⾯図

平⾯図 平⾯図  

図２２ L21~L24 



 
作品番号 L25 年代 2001年 作品番号 L26 年代 2001年
建築名 響 丸の内店 ⽤途 飲⾷店 建築名 無印良品有楽町 ⽤途 物販店
所在地 東京都千代⽥区丸の内１丁⽬2-1 商店建築 2001年11⽉号 所在地 東京都千代⽥区丸の内３丁⽬8-3 商店建築 2001年1１⽉号
⼯期 2001年9⽉1⽇〜10⽉23⽇ ⾯積 511.5㎡ ⼯期 2001年8⽉20⽇〜10⽉15⽇ ⾯積 3500㎡

材料仕様 材料仕様

作者による
作品解説

作者による
作品解説

図⾯・写真 図⾯・写真

作品番号 L27 年代 2002年 作品番号 L28 年代 2002年
建築名 キッチ・しゅんじゅう 銀座 ⽤途 飲⾷店 建築名 ZUMA ⽤途 飲⾷店
所在地 東京都中央区銀座2丁⽬6-9 商店建築 2002年11⽉号 所在地 ロンドン 商店建築 掲載なし
⼯期 2002年 ⾯積  201.73㎡ 2002年 ⾯積 270㎡

材料仕様 材料仕様

作者による
作品解説

作者による
作品解説

図⾯・写真 図⾯・写真

床：モルタルコテ押さえ下地サビ⼊り御影⽯ビシャン仕上げ
  ⼩仕上げ/⽊軸組み合板下地ホワイトオーク柾⽊材フローリング(望造)
壁：スチールパイプ組み庵治⽯積み(和泉家⽯材店) 軽鉄組みPB下地サビ⼊り御影⽯本磨き
  ⼀部ステンレスt=15HL 光柱/フロントガラス内部AEP塗装
天井：PB下地樹脂系仕上げ材吹き付け(ジョリパット/アイカ⼯業) ⼩上がり/PB下地杉突き板貼り(サンフット/北
三) 家具：イス・テーブル/タモ材 個室テーブル/楓材 バーカウンター：トップ/スチールベース＋光拡散シー
ト

床：t=12コンパネ下地 1階・パーケットフロア⼀貼 2階・NCパンチカーペット貼
壁：1階・t=9PB下地 ビニールクロス貼 2階・t=7ラスボード下地 ブラスター塗装 ⽊ズリ仕上
天井：⽊下地 1階・t=9PB VP塗装 松ルーバー 2階・t=10スプルス板張＋t=9PB VP塗装
家具：椅⼦・カラブランカ ダイナスティ(村⽥合同) テーブル・唐松集成材(北⾒唐松センター)
什器：ステージ・セン合板＋コルクタイル貼 収納棚・t=21ランバーコア材
その他：WAGAMI

オフィス街に光る箱。都内でも有数の歴史あるオフィス街「丸の内」の⼀⾓。銀座の客層が求める新しい飲⾷店の
空気感を探る作業ではありましたが、今回飲⾷といえば地下レストランが思い浮かぶオフィス街に、路⾯店として
の新しい「響」のあり⽅を提案することが設計の主題となりました。
外観は周辺環境との調和を守り、意図的なサインは設けていません。国際性を意識して”HIBIKI”の⽂字のみです。
3.2mピッチに整列した柱に挟まれたガラスの箱は、街路から店内の賑やかさが垣間⾒られ、夜は光が洩れるオフィ
ス街の⾏灯となります。(

倉庫⾵インテリアに盛り込まれた新企画。川ノ上⽒は「空間」の重要さにも触れた。「『無印』というブランドは
ターゲットである働く⼥性に⼀定の安⼼感、信頼感は得ていると⾃負しています。それゆえに⼥性が1⼈で安⼼して
いれる空間の提供は⽋かせませんでした」。シンプル&ナチュラルな素材構成に5m近い天井⾼は快適さを提供し、
「想定よりもイートインが多い」ため、昼時は⾏列が絶えない。設計にあたったスーパーポテトでは倉庫感覚を強
調し、あえて耐⽕被覆だけの⼤梁を⾒せる⽅向を採った。集積のディスプレイやボリューム展⽰によるMDも

極めて⽇常的なもの。エレベーターでたどり着くと、⾷器と果実酒で集積されたエントランスの正⾯に、オープン
キッチンが出迎える。このキッチンは洗浄スペース以外、客からの視線が遮られるところはない。細⻑い建築の中
にギリギリまで、客とシェフの距離を縮めた。オープンキッチンの右⼿は、テーブル席となっており、果実酒の他
に、⾷材の集積壁⾯を覆っている。⾷材を利⽤して⽣まれた⾃然観を確認してほしい。左⼿はシェフズテーブル、ベ
ンチシート席を経て、セミプライベート席となっている。古材の柱と梁、パネルで構築された個室の周りは新聞

杉本隆は、この新しい空間を「煙が⽴ち上るような」と説明している。繊細さは⼊り⼝から始まる。ガラスの壁に設置された重
い⽊製のドアは、滑らかな⽯とガラスのカウンターで作られたレセプションエリアに通じており、隣接するバーエリアとその向
こうのレストランをのぞくことができます。素材と照明は空間から空間へとわずかに変化し、各エリアに明確でありながら補完
的な雰囲気を与えます。頭上に消えるように濃い灰⾊に塗られたむき出しの天井と⽯の床だけが連続しています。最初に⾒える
のは、半透明のガラスパネルが点在し、繊細で薄いガラスの

床：モルタル防塵塗装(ツヤあり) ⼀部タイルカーペット貼り ナラ材フローリング寄せ⽊貼り
  ナラ材フローリング寄せ⽊貼り
壁：PBt=12.5下地クロス貼り(ジャンガラ/マナトレーディング) ⼀部⽶松(追柾)OSCL貼りAEP
天井：スケルトンAEP
家具：ニヤトーOSCL
什器：⼤テーブル/天板・ニヤトーOSCL 腰・スチール格⼦焼き付け塗装
照明器具：スチールクロムメッキ仕上げ

床：⽯張
壁：古材乱張り、⽊格⼦
天井：スケルトン天井

平⾯図

２階平⾯図

３階平⾯図

平⾯図

平⾯図

 

図２３ L25~L28 



 
作品番号 L29 年代 2003年 作品番号 L30 年代 2003年
建築名 旬房 六緑 六本⽊ ⽤途 飲⾷店 建築名 ケセラ ⽤途 バー/飲⾷店
所在地 東京都港区六本⽊6丁⽬10-3 商店建築 2003年4⽉号 所在地 東京都港区六本⽊1丁⽬6-1 商店建築 2003年10⽉号
⼯期 2002年12⽉1⽇〜2003年3⽉30⽇ ⾯積 590㎡ ⼯期 2003年8⽉10⽇〜10⽉15⽇ ⾯積 520㎡

材料仕様 材料仕様

作者による
作品解説

作者による
作品解説

図⾯・写真 図⾯・写真

作品番号 L31 年代 2003年 作品番号 L32 年代 2003年
建築名 ROKA and Shouhu Lounge ⽤途 バー/飲⾷店 建築名 ハウスプラス ⽤途 バー＆カフェ
所在地 ロンドン 商店建築 掲載なし 所在地 東京都港区六本⽊5丁⽬5-1 六本⽊ロアビル12階 商店建築 2003年9⽉号
⼯期 2003年 ⾯積 320㎡ ⼯期 2003年7⽉28⽇〜9⽉8⽇ ⾯積 760㎡（うち厨房100㎡）

材料仕様 材料仕様

作者による
作品解説

作者による
作品解説

図⾯・写真 図⾯・写真

床：フリーフロア下地庵治⽯⼩叩き仕上げ ⽊軸組み縁無し琉球畳張り 離れ/⽊軸組み畳張り
  吉野松無垢材張り
壁：鉄⾻組み庵治⽯⾃然肌 ⼀部加⼯仕上げ LGS組みPB下地⼟壁中塗り仕上げ 和紙張り
天井：LGS組み樹脂系複層仕上げ材仕上げ(ジョリパット柚⼦肌/アイカ⼯業) ⽊軸組みタモ材天井板張り
家具：樺桜無垢材ウレタンクリア仕上げ
什器：寿司カウンター/吉野桧無垢材無塗装仕上げ
照明器具：煤⽵下地和紙張り仕上げ

床：モルタル下地⼤理⽯600⾓貼り(クレママーフィル) ホワイトオーク材フローリングt=20
  バー/ウオールナット材フローリングt=20
壁：LGS組みPB下地クレママーフィル600⾓貼り 本⼟壁版築⼯法 本漆喰塗り
  パーティション/クリア強化ガラス ⼀部フロント加⼯LED内蔵 バー/ウオールナットt=10
天井：樹脂系複層仕上げ材吹き付け(ジョリバット/アイカ⼯業)
家具：ホワイトオーク無垢材 ウオールナット無垢材

新たなコミュニケーションの形。「旬房」と「六緑」はそれぞれが独⽴した建物でもある。しかし、これら⼆つの
レストランは外壁としての透明ガラス、内部と外部で隔てることなく設置された⽯、建物内部にまで⼊り込んだ
樹々により、建物としての内外の境界をなくしている。またそれらは、レストランのゲストと外を⾏くゲストとの
境界までをもなくし、新たなコミュニケーションとしての形を提⽰することとなる。(⾕⼭直義)

ライブキッチンと光のパーティション。泉ガーデンテラスの内の中央広場に⾯した3階にあり、バーとレストランお
のおの独⽴したエントランスを持つ。ウエーティングも兼ねるバーは、ピアノバーという⼤きな特徴があり、空間
はピアノを中⼼として左右にカウンターとソファ席で構成される。バーとして重厚感をもたらすための⼀つとして、
材料はすべてウォールナットの無垢材を使⽤した。ソファ席の壁⾯に縦にスリット状の飾り棚を設け、歴史的価値
の⾼い美術品を陳列、⽬と⽿で楽しめる空間を⽬指した。(岩間眞紀)

ロンドンのにぎやかな地区の⼀⾓にあるロカの静かなファサードは、メニューを表⽰するニッチと美しく形作られた⽊製のドア
によってのみ構成され、レストラン内の豊かな空間とさまざまな素材を⽰唆しています。ブラッシュドメタルパネルのクールなグ
レーは、ガラスで満たされた⼤きな開⼝部と交互になっており、レストランの内外の景⾊を眺めることができます。暖かい⽇
は、ガラスの壁が開き、テーブルや椅⼦が歩道に出され、レストランの内部と街の境界がぼやけます。インテリアのオープンス
ペースには、すっきりとしたラインとピュアなフォルムのエ

「家」を構成する機能を分解して、ゆっくりとしたスペースの中で平等にゾーニングし、各シーンを緩やかにつな
ぎ、「+α」の要素として、古着や⼿作り雑貨の物販スペース・CD視聴できるように点在させたアートピースと
いった、今では当たり前のコミュニケーションの⼿段を織り交ぜている。これによって、「⼈が⼈とコミュニケー
ションできる環境の⼼地よさ、あるいは⼈の気配を感じることのできる楽しい店に」という杉本貴志さんの考えを
ダイレクトに表現。

床：古材フローリング張、タイル張
壁：⽊板パネル ⽯張 テキスタイル巻き
天井PBの上EP塗装、スケルトン天井

床 ：ホワイトアッシュ材フローリング貼り
   モルタルコテ仕上げ ⼀部ビニルタイル張り
   エントランス/22⾓⽩タイル貼り
   オープンキッチン/450⾓⽩タイル貼り（モンテビアンコ）
   絨毯ルーム/コンパネ下地防炎⽑⻑絨毯敷き込み
壁 ：既存モルタル補修の上AEP⽩
   ⼀部ガラスボックスに乾燥⾷材・古布など集積
   エントランス/スチール曲げ加⼯下地グラフィックシート貼り
天井：LGS組み寒冷紗パテシゴキの上AEP⽩

平⾯図

平⾯図

平⾯図

平⾯図  

図２４ L29~L32 



 
作品番号 L33 年代 2004年 作品番号 L34 年代 2004年

建築名 グランドハイアットシンガポールダイニング ⽤途 カフェ 建築名 分とく⼭ ⽤途 カフェ

所在地 シンガポール 商店建築 掲載なし 所在地 東京都港区南⿇布5丁⽬1-5 商店建築 2004年3⽉号

⼯期 2004年 ⾯積 820㎡ ⼯期 2003年10⽉1⽇〜2004年3⽉1⽇ ⾯積 149.66㎡（うち厨房51.7㎡）

材料仕様 材料仕様

作者による
作品解説

作者による
作品解説

図⾯・写真 図⾯・写真

作品番号 L35 年代 2005年 作品番号 L36 年代 2006年

建築名 春秋 ツギハギ ⽤途 カフェ 建築名 ハイアットリージェンシー京都 ⽤途 カフェ

所在地 東京都千代⽥区有楽町1丁⽬1-1 ⽇本⽣命ビル地下1商店建築 2005年9⽉号 所在地 京都府京都市東⼭区三⼗三間堂廻り644-2 商店建築 2006年3⽉号

⼯期 2005年6⽉6⽇〜8⽉20⽇ ⾯積 910㎡（うち厨房180㎡） ⼯期 2005年9⽉〜2006年2⽉ ⾯積 2万7358.96㎡

材料仕様 材料仕様

作者による
作品解説

作者による
作品解説

図⾯・写真 図⾯・写真

床：フローリング張
壁：レンガ積
天井：スケルトン天井

床 ：1階/モルタルコテ押さえ下地⽩御影⽯JP600⾓貼り 2階/アメリカンチェリー材フローリング貼り（望造）
壁 ：1階/LGS組みPB下地タモ板⽬練り付け
   2階/LGS組みラスボード下地錆⽯・⽡・古陶器⼊り⼟壁⾵仕上げLGS組みPB下地カバ桜板⽬突き板貼り
   ⼀部鉄⾻組み庵治⽯（⾃然肌+本磨き）貼り
天井：LGS組みPB下地樹脂系複層仕上げ材（ジョリバット/アイカ⼯業）吹き付け塗装 トリムレスリニアボックス内蔵
家具・什器：L字型カウンター天板/ヒノキ無垢材 カウンターバック棚扉/タモ無垢材

街並みと連続性を意識した建築は、注意深く配置されたアスロックという名のコンクリートの存在によって道⾏く
⼈々に柔らかく敷地境界線を暗⽰しつつ、向かわざる得ない都市レストランの宿命である、外部からレストラン内
部への視線をコントロールしている。その配慮により、レストラン内部から最⼤限に柄う開⼝部を確保することが
可能になり、敷地内に残された桜の⽊の存在をレストランの内部に引き込むことができた。
意図的な意匠壁などは極⼒避け、天井照明は全て間接照明とし、料理の⾊彩、内装仕上げに施された無垢材、⼟、
⽯などの⾃然素材の

鉄の廃材で出来た半個室が点在し、その奥にはインドネシア・スラウェシ島のトラジャ様式の伝統家具を再構成し
た半個室群がある。そのまた更に奥に4⼈のアーティストとコラボレーションした四つの個室がある。メーンの空間
から離れたところには、路地のような道があり、伝統的な和を感じさせる茶室的な部屋が⼆つ存在している。ジャ
パニーズスタイル、インドネシアスタイル、ヨーロピアンスタイル、アメリカンスタイル、これらが混ざり合い国
境のない融合された空間になっている。

ハイアットの持つ現代性が地域の⽂化と融合し、京都という街に流れる時間、その⼟地に残された記憶や⽂化に溶
け込み、同調しつくられる「現代における和」が今回のコンセプト。これをデザインとして具現化する際に、様々
な時代の古布からの情報を抽出した。布は、その時代特有の⽂様や⾊、素材、⼈の⼿で作られた温もりがある。そ
れらをデザインに取り込むことにより、⼈間味感じられる温かな空間を⽣み出すと同時に、シンプルで原点に返る
部分がありながらも、それらを編集し、提供することで今までになかった空間を提案。
格⼦や⼩紋などのパター

床 ：モルタル下地⽩御影⽯貼りJB コンパネ下地クルミ
   古材フローリング貼り 個室/無垢材フローリング貼り カーペット敷き
壁 ：⽩御影⽯ビシャ仕上げ 古鉄板貼り 廃鉄材集積⼟壁 庵治⽯⾃然肌積み
  ガラスブロック積み（グラソア/⽇本電気硝⼦） 廃材集積アート壁⾯ 古材組みパーテーション
天井：⾓パイプ下地鉄板ルーバー 不燃内装材ルーバー塗装仕上げ（モイスト/トステム）⼀部スケルトンにAEP
   カウンター席・個室/LGS組みPB下地樹脂系複層材吹き付け（ジョリパット/アイカ⼯業）
家具・什器

＜東⼭＞ レストラン/床 ：中国産庵治⽯⼩叩き上げ
            壁 ：鉄格⼦パターン貼り
            天井：AEPグレー塗装
バーエリア/床 ：ウォールナット無垢材フローリング
       壁 ：古材集積（⽊、鉄、本） ⽊格⼦パターン貼り 錆⽵φ30 ⼟壁ワラスサ⼊り
       天井：AEPグレー塗装 錆⽵貼り φ30

平⾯図 平⾯図

平⾯図

平⾯図

 

図２５ L33~L36 



 
作品番号 L37 年代 2006年 作品番号 L38 年代 2007年
建築名 マナーハウス 島津重冨荘 ⽤途 カフェ 建築名 MUJI  ⽤途 物販店
所在地 ⿅児島県⿅児島市清⽔市31-7 商店建築 2006年11⽉号 所在地 六本⽊ 商店建築 2007年3⽉号
⼯期 2006年8⽉3⽇〜11⽉6⽇ ⾯積 3293.93㎡（うち厨房185.50㎡） ⼯期 2007年 ⾯積 720㎡（うち倉庫60㎡）

材料仕様 材料仕様

作者による
作品解説

作者による
作品解説

図⾯・写真 図⾯・写真

作品番号 L39 年代 2008年 作品番号 L40 年代 2009年
建築名 MUJI 新宿 ⽤途 物販店 建築名 春秋ユラリ ⽤途 レストラン
所在地 新宿 商店建築 掲載なし 所在地 東京都渋⾕区恵⽐寿南1丁⽬7-8 商店建築 2009年
⼯期 2008年 ⾯積 1419㎡ ⼯期 2009年 ⾯積 296.82㎡

材料仕様 材料仕様

作者による
作品解説

作者による
作品解説

図⾯・写真 図⾯・写真

2F/床：古材フローリングパターン張り⽩塗布仕上げ
    壁：廃材ベニヤ張り、布集積
1F/床：古材フローリングパターン張りグレー塗装仕上げ
    壁：古鉄板張り、本集積
1MF/床：古材フローリングパターン張り
    壁：PB+AEP
B1F/床：古材フローリングパターン張り
    壁：⼟壁、古材パターン張り

床 ：モルタル下地オーク無垢材フローリング貼り（望造） ⽊漏れ⽇エリア/⽩御影⽯⽔磨き貼り 波紋エリア/⽩御影⽯JB貼り
壁 ：LGS組みPB下地ワラスサ⼊り樹脂系複層仕上げ材吹き付け塗装（ジョリパット 爽⼟/アイカ⼯業）⽩御影⽯⽔磨き張り
⽊漏れ⽇エリア/ヒノキ材突き板貼り 個室1/古材梁貼り 布集積スチールPL磨きの上CL焼き付け塗装
天井：LGS組みPB下地AEP  ⽊漏れ⽇エリア/スチールボンデ鋼板レーザーパターンカットの上焼き付け塗装
家具：⽊漏れ⽇エリア/カウンター・サワラ無垢材（桜製作所）

床 ：バンケット/モルタル⾦ゴテ押さえの上特注カーペット敷き（川島織物）
   フレンチレストラン/オークフローリング貼り（望造）
壁 ：バンケット/PB⼆重貼り寒冷紗パテしごきAEPツヤ消し塗装の上ホワイトオークルバー⽩⽊⽤ウレ
   タン塗布 コンパネ⼆重貼り下地和紙パネル貼り
   フレンチレストラン/修復、美装
天井：PB⼆重貼り下地寒冷紗パテしごきAEPツヤ消し塗装
   バンケット/セン格⼦⽩⽊⽤ウレタン塗布
   フレンチレストラン/修復、美装

床 ：モルタル下地⽩御影⽯600⾓JB仕上げ コンパネ下地古材フローリング貼りオイル仕上げ（望造）
壁 ：古鉄板t4.5貼り 古材不燃処理パターン貼り
   光り壁/タスペリーガラス
天井：PB下地AEP
照明器具：家具、雑貨コーナー/ダウンスポット（DDH-2046XW/⼤光電機）
     ⾐服コーナー/ダウンスポット（SX-LD153-GP+SL-B2662D/ウシオスペックス）
     ⽊材壁⾯、柱のウォールウォッシャー⽤ダウンスポット（NDS15301SK/松下電⼯）

地元で潜在的に保たれていら、格式⾼い施設イメージや、歴史的な建物などすべてを造り直すのではなく、保存、
修復、増築を⾏いながら、将来的には国内のみではなく近隣諸国も商圏に⾒据えたグローバルな現代化を⽬指して
計画。
保存した屋敷以外は、国籍、地域、宗教などの意識を極⼒取り除き、光、形態、素材のテクスチャーを簡易な表現
にすることで、⽇本建築とは相容れない教会やフレンチレストランと違和感なく融合。また、新設の宴会場やチャ
ペルを通して、伝統と現代が織り成す独⾃の施設を⼿掛けた。

⾐服を扱う空間では、廃鉄板を集め「鉄そのもの」を感じるよう、できるだけ素直な仕上げでダイナミックに壁や
什器を使⽤し、鉄と⽯の空間に。家具を扱う空間では、古材で構成された「⽊そのもの」か感じられる⽊の空間
に。雑貨・⼩物類を扱う空間では、商品の持つ素材感がガラスや光を通して浮かぶ上がってくるような光の空間に
設計。無印の思想を体現するにふさわしく⼤胆に構成し融合させることで、ある種素っ気ないが空気に共通の統⼀
感・緊張感を与え、どこからでも素材を感じることができる。

⼤きく⼆つに分かれた店内には、開放的なガラスファサードから吹き抜けの光が注ぎ込む。⼆つの空間のテーマを
⽊漏れ⽇と波紋とした。光を中⼼のエレメントとして⽤いて、光の効果を⾼めるために素材感を極⼒絞り込んだ。
従来の春秋のイメージである素材感のパッチワークではない新たな試みで、進化した春秋を表現した。
⽊漏れ⽇の空間は、⽊と鉄を基調とした温かく柔らかさのある壁⾯や床⾯に、あらゆる個所から注がれる光の粒で
空間を包み込む。⽯とガラスを基調にした波紋の空間は、メーンキッチンとなる⽯のオープンカウンターとワイン
セラーを

本館平⾯図

ウエディングサロン平⾯図

平⾯図

平⾯図
平⾯図  

図２６ L37~L40 



 
作品番号 L41 年代 2010年 作品番号 L42 年代 2011年
建築名 コレド室町 ⽤途 商業ビル 建築名 カフェ&ミール MUJI 南⻘⼭ ⽤途 カフェ
所在地 東京都中央区⽇本橋室町2丁⽬3-1 商店建築 2010年 所在地 東京都港区南⻘⼭5丁⽬11-9 商店建築 2012年3⽉号
⼯期 2010年 ⾯積 16,166.19 ⼯期 2011年4⽉25⽇〜6⽉1⽇ ⾯積 231㎡

材料仕様 材料仕様

作者による
作品解説

作者による
作品解説

図⾯・写真 図⾯・写真

作品番号 L43 年代 2011年 作品番号 L44 年代 2012年
建築名 MUJIテラスモール湘南店 ⽤途 物販店 建築名 アンダーズホテル ⽤途 ホテル
所在地 神奈川県湘南 商店建築 なし 所在地 上海 商店建築 なし
⼯期 2011年 ⾯積 1240㎡ ⼯期 2012 ⾯積 680㎡

材料仕様 材料仕様

作者による
作品解説

作者による
作品解説

図⾯・写真 図⾯・写真

床：フローリング張 ⼀部鉄板張り
壁：PBの上EP塗装 ⼀部スケルトンの上EP塗装 ⼀部古⽊材張り
天井：スケルトン天井EP塗装
什器：古鉄板加⼯、単管パイプ組⽴加⼯

床：磁器質タイル張、⼀部⽯本磨き、⼀部フローロング張
壁：PBの上EP塗装、⼀部⽊レンガ積
天井：PBの上EP塗装、⼀部スチールパネル張

〈コレド室町2〉
床：地下1鑓／花崖岩貼り、 無垢ホワイトオーク材フローリング貼り、 1、 2朧／スライスレンガ貼り 無垢ホワイトオーク材フローリング貼り
位：地下l爾／特注スライスレンガバターン貼り 花島岩貼り 1階／特注タイルパターン貼り／特注スライスレンガバターン貼り
天井：地下1譜／AEP（ ⽇塗エ） 1鼈／AEP アルミキャスト特注仕上げ 2階／AEP
〈コレド室町3〉
床：地下l障／オーク材フローリング貼り、 1隋／サピ⽯ピシャン仕上げ、 」8仕上 げ 平安＋ピシャン仕上げ 2、 3、 4議／

床 ：コンパネ下地オーク材フローリング貼りの上UC仕上げ
壁 ：LGS組みPB下地⼟壁ワラスサ⼊り仕上げ 古材⽊不燃処理パターン貼り グラフィックシート貼り
天井：LGS組みPB下地AEP ⼀部⽶松材突き板貼り（サンフット/北三）染⾊仕上げ
家具：ダイニングチェア、ソファ/オリジナル仕様（無印良品）ハイスツール（ゲートジャパン）
   ビッグテーブル、パン台/古材オイル仕上げ
照明器具：⼤光電機
その他：シャンデリア/商材（無印良品）利⽤オリジナルディスプレイ/果実酒瓶、オイル瓶、⾹⾟料瓶

明治時代のエネルギーを現代に表現する
今回の「コレド室町2」では「明治時代」をモチーフに地下1階から地上2階までの商業施設共⽤部のデザインを担当した。「明治時代」は江⼾⽂化を引き継ぎながらも、 ⻄
洋の新しい⽂化を吸収し、⽇本が⼤国へと発展していった最も勢いのある時代だった。そうした「明治時代」と「現代」がこの地で出合い、 にぎわいのある新しい⽂化への
エネルギーとなる商業空問を計画した。その空間の主な構成要素として壁⾯にタイルを採⽤した。タイルは明治時代から⼤正時代にかけて多⽤されてきた建築資材。各階で
⾵合

壁⾯には無印の「素の⾷」を表す野菜の巨⼤スケールビジュアルと、無印の商品でつくられたビッグシャンデリア
が出迎えるリテールベーカリーとなっている。
ベーカリーを抜けると右⼿にはシースルーキッチンとデリケース、中央に古⽊のビッグテーブルを設けたメーン
ホールが広がり、厨房から伝わる熱気や躍動感が楽しい⾷のシーンを演出している。その奥にはベンチシートやソ
ファシートを配したカンファタブルな席や、窓に⾯するハイカウンター席、トップライトの光が降り注ぐダイニン
グテーブル席など、カラースキームや席の在り⽅に変化を与えるこ

平⾯図

平⾯図 平⾯図
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作品番号 L45 年代 2013年 作品番号 L46 年代 2014年

建築名 パークハイアット釜⼭ ⽤途 ホテル 建築名 マナーハウス島津 重富荘 ⽤途 ウェディング施設

所在地 51 , Marine City 1 -ro, Haeundae-gu, Busan,South Korea 商店建築 2013年6⽉号 所在地 ⿅児島県⿅児島市清⽔町31-7 商店建築 2016年8⽉号

⼯期 2013年 ⾯積 3万4963.6㎡ ⼯期 2013年12⽉1⽇〜2014年11⽉5⽇ ⾯積 1401.69㎡

材料仕様 材料仕様

作者による
作品解説

作者による
作品解説

図⾯・写真 図⾯・写真

作品番号 L47 年代 2015年 作品番号 L48 年代 2015年

建築名 ライトオン MOZOワンダーシティ店 ⽤途 ブティック 建築名 AZIA ⽤途 レストラン

所在地 愛知県名古屋市⻄区⼆⽅町40 商店建築 2016年6⽉号 所在地 Mikhailovskaya Ulitsa1/7 St.Petersburg,Russia 商店建築 2016年2⽉号

⼯期 2015年7⽉27⽇〜9⽉3⽇ ⾯積 580㎡ ⼯期 2013年11⽉1⽇〜2015年4⽉30⽇ ⾯積 700㎡

材料仕様 材料仕様

作者による
作品解説

作者による
作品解説

図⾯・写真 図⾯・写真

床 ：中国産御影⽯本磨き仕上げ オーク材フローリング貼り染⾊ 1階ミーティンングルーム/
   ウオールナット材フローリング貼り ゲストルーム、3階トリートメントルーム/
   チーク材フローリング貼り 33階/チーク材フローリングパターン貼り
壁 ：中国産御影⽯ オーク突き板染⾊ 1階ロビー/庵治⽯割り肌仕上げ（和泉屋⽯材店）
   2階ボールルーム/古材貼り（ギャラップ） ゲストルーム/オーク突き板グレー染⾊ 32階/
   古本、鉄板、古材、古⽡、ガラス、⾻董集積 33階/レンガパターン貼り
天井：

床 ：バンケット/モルタル下地特注カーペット貼り（川島織物セルコン）
   ホワイエ/オーク材染⾊加⼯フローリング貼り（望造）
   サロン/⼀部コンパネ下地オーク材染⾊加⼯フローリング貼り（望造）
壁 ：LGS組みPB下地布クロス貼り ホワイエ、サロン/無機質エンジニアリングパネル（ダイライト/⼤建⼯業）の上チーク材練り付けOSCL
天井：LGS組みPB下地AEP バンケット/アルミキャスト格⼦
   ホワイエ/スチール照明ボックス焼き付け塗装 サロン/アクリルパネルt30
幅⽊：バンケット/オー

このホテルのエントランスでは、ランドスケープの景⾊を取り込んださまざまな⽊々や巨⼤な⾃然⽯の壁、また発
光するガラスブロックなどを配し現代の枯⼭⽔をイメージした。
ゲストルームでは、カラースキームを環境に馴染ませ、極⼒採光を取ることでオーシャンビューを最⼤限に⽣かし
た居⼼地の良く開放的な空間となった。
全体を通してこのホテルを⼀つの家（レジデンス）と⾒⽴て、個々のフロアにレジデンスの要素を散りばめること
で、ゲストがまるで家の中を回遊していくような居⼼地の良さと楽しみが持てる空間になったのではないだろう
か。（

薩摩藩、島津久光公の別邸であったこの場所では、歴史的背景を崩すことないようなデザインが求められ「和と光
の融合」をコンセプトとしている。多様化への解答として、定型化された光だけではなく、あらゆるシーンを創造
することができる光の可能性から計画をスタートした。
多様なシーンに対応できるよう、天井造作内には無数の⾊がいかようにも変化するRGBライトを配備し、また⼩型
照明器具を天井に散りばめることで、⼈⽣の節⽬となるウェディングシーンにキラメキを与える星空を表現した。
天井造作は和を想起させる着物の柄からパターンを抽

資材置き場、⼯場の持つ空間をコンセプトとして構築。ファサードの⼀部には、実際に店舗で利⽤、販売している
ジーンズ約300着を使⽤した集積のアート壁を制作。建造物や重機などを撤去した際に出る、鉄を主体とした廃
材、H鋼、Lアングル、丸パイプ、重機の部材などを利⽤したパーゴラのインスタレーションを製作し、廃材のメー
ターや鉄のバルブを使⽤したパーティションで空間を仕切った。
鉄の廃材、⽊の古材を再利⽤、再構築することで、ジーンズそのものが持つイメージをショップの全体の魅⼒とし
て表現している。（間庭 瑛/スーパーポテ

ネオクラシカル様式の外観、アール・ヌーボー様式の内装が施されたホテルである。グランドフロアに備えていた
チャイニーズおよびイタリアンレストランを統合し、アジアンヒュージョンレストランへと改装するという依頼か
ら、デザインコンセプトを「OLD&NEW」と設定し、そのコントラストの魅⼒を感じながら⾷事を楽しめる空間を
⽬指した。
柔らかな光を帯びたキャストガラスカウンター、ワインボトルに囲まれたドリンクバーエリアに迎えられる。隣接
するアジアンキッチンエリアは、ガラスとステンレスのミニマルな仕上げの中に、⾃然肌を残し

床 ：オーク材フローリング（HS Oak 155/望造）貼りUCツヤ消し塗装
壁 ：LGS組みPBt12.5下地AEP(RAL-9003)
天井：ツヤ消し塗装（⽩）
幅⽊：⽊⼯ラッカー塗装（壁⾯同⾊）
什器：⽊什器/スギ無垢材UCツヤ消し塗装 鉄什器/鉄板クリアツヤ消し特殊塗装（⿊）
   梁・柱/古材不燃加⼯ 鉄インスタレーション/スチール特殊塗装

床 ：ヨーロピアンオーク無垢材染⾊UCツヤ消し仕上げ、⼤理⽯(セルぺジャンテ)本磨き仕上げ
壁 ：特注レンガタイル貼り(ジョイントセラミック)、⼤理⽯(クレママーフィル)本磨き割肌ボーダー貼り仕上げ、ヨーロピアン
オーク突き板染⾊UCツヤ消し仕上げ
天井：ガラス繊維強化⽯膏特注パターン特注⾊塗装ツヤ消し、AEP(グレー）
家具：ヨーロピアンオーク無垢材染⾊UCツヤ消し、⼀部ウォールナット無垢材          照明器具：クリスタルガラス
シェード、SUSミラー   その他：バーカウンター/ガラスブロック(グ
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作品番号 L49 年代 2016年 作品番号 L50 年代 2017年
建築名 MIJI 上海 ⽤途 物販店 建築名 パークハイアットソウルダイニング ⽤途 ホテル
所在地 上海 中国 商店建築 なし 所在地 ソウル特別市 商店建築 2017年
⼯期 2016年 ⾯積 1650㎡ ⼯期 20017年 ⾯積 520㎡

材料仕様 材料仕様

作者による
作品解説

作者による
作品解説

図⾯・写真 図⾯・写真

作品番号 L51 年代 2017年 作品番号 L52 年代 2017年
建築名 無印良品 プラザシンガプーラ ⽤途 物販店 建築名 ライトオン調布 ⽤途 ブティック
所在地 シンガポール 商店建築 掲載なし 所在地 東京都調布市布⽥４丁⽬4-22 A館３F 商店建築 掲載なし
⼯期 2017年 ⾯積 960㎡ ⼯期 2017年 ⾯積 1760㎡

材料仕様 材料仕様

作者による
作品解説

作者による
作品解説

図⾯・写真 図⾯・写真

床：フローリング張
壁：PBの上EP塗装、古材乱張り
天井：スケルトン天井EP塗装

床：フローリング張、⼀部タイル張
壁：PBの上EP塗装
天井：スケルトン天井EP塗装

床：フローリング張 磁器質タイル張
壁：PBの上EP塗装、鉄板張、古⽊張
天井：スケルトン天井EP塗装

床 ：中国産御影⽯切り放し仕上げ900⾓貼り、ティンバーハウス/松無垢材染⾊の上アンティークワックス仕上げ、ゲストルーム/ホワイトオーク無垢材フローリング貼
り、ウオールナット無垢材フローリング貼り
壁 ：中国産御影⽯プッシュハンマー仕上げ900⾓貼り、ラウンジ/⽯柱・庵治⽯、コーナーストーン/ホワイトオーク無垢材ルーバー仕上げ、ティンバーハウス/古本・古
⽡・鉄板集積、⽊格⼦パターン貼り、ミーティングルーム/光り壁・タペストリーガラス、ｔ12+反射シート、ステンレスルーバーＨＬ、ゲストルーム/ウオールナット

パークハイアットソウルは、ハイアットが運営するインターナショナルホテルである。このホテルが⽬指したの
は、豪華さではなく新しいコミュニケーションである。このホテルは都会の真ん中に位置しているのであるが、ゲ
ストルームは落ち着いて、休まる空間でなくてはならない。まず、バスルームを豊かにし、部屋全体も広く、かつ
て古い時代のプリミティブでナチュラルな空気をイメージしている。このホテル全体がスパホテルという運営コン
セプトに基づき、リラクセーションできる部屋を⽬指した。（新⾕）
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図２９ L49~L52 



 
作品番号 L53 年代 2017年 作品番号 L54 年代 2018年
建築名 星野リゾート 界 アンジンダイニング ⽤途 ホテル 建築名 無印良品 ⼤阪 ⽤途 物販店
所在地 静岡県伊東市渚町5-12 商店建築 2017年8⽉号 所在地 ⼤阪 商店建築 掲載なし
⼯期 2015年9⽉30⽇〜2017年2⽉10⽇ ⾯積 建築⾯積：4240㎡ 床⾯積：4121㎡ ⼯期 2018年 ⾯積 1340㎡

材料仕様 材料仕様

作者による
作品解説

作者による
作品解説

図⾯・写真 図⾯・写真

作品番号 L55 年代 2018年
建築名 MIJI HOTEL SHENZHENダイニング ⽤途 ホテル
所在地 中国広東省深圳市福⽥区華富街道皇崗路5001深業上城内 商店建築 2018年6⽉号
⼯期 2017年６⽉〜2018年1⽉ ⾯積 1万237㎡（うち厨房130㎡）

材料仕様

作者による
作品解説

図⾯・写真

床 ：ロビー、ダイニング/オーク材フローリング貼り 無印良品/⽩御影⽯JP貼り 染⾊オーク材フローリング貼
り 客室/オーク材フローリング貼り
壁 ：PB下地藁すさ⼊り⼟壁⾦ゴテ仕上げ ロビー、ダイニング/古材集積 古鉄板磨き染⾊仕上げ 無印良品/染
⾊古材貼り 客室/PB下珪藻⼟⾦ゴテ仕上げ織物クロス貼り
天井：PB下地樹脂系複層仕上げ材吹き抜け(ジョリパッドゆず肌/アイカ⼯業）
家具：オーク無垢材

床 ：⽊軸組みコンパネ地下アスファルト防⽔の上バサモルタル均し仕上げ、1階/⽞昌⽯貼り オーク無垢材フローリング貼り染⾊オイル仕上げ
2階/御影⽯JB(カレドニア) 3〜7階/ウォールナット無垢材フローリング貼り染⾊オイル仕上げ 御影⽯本磨き仕上げ(カレドニア)
幅⽊：1，2階/オーク無垢材フローリング貼り染⾊オイル仕上げ 3〜7階/ウォールナット無垢材フローリング貼り染⾊オイル仕上げ
壁 ：LGS組みPB地下⼟壁ワラスサ⼊り⾦ゴテ仕上げ 3〜7階/ウォールナット材突き板板⽬貼り 樹脂系複層仕上げ材(ジ

床：モルタル⾦鏝防塵塗装
壁：スケルトンの上EP塗装
天井：スケルトンの上EP塗装

全客室から伊東の海を⼀望する8回建ての建物からなり、濃いグレーの印象的なファサードを持つ。1階エントラン
スロビーでは、古い⽊船を解体し再構築したアートウォールがゲストを迎える。古⺠家から回収した欄間のスク
リーンや、船の解体材を使⽤したアートパネルが開⼝部に広がる海と段々なじんでいくような空間に仕上げた。ゲ
ストが湯上がり後に休憩できるスペースとして船の甲板をテーマにしたオープンエアのデッキを設けた。館内全体
に点在したアートが、海の景⾊と溶け合い、船旅という⼀つのストーリーを結ぶ。(橘⾕）

79室の客室を持つホテルと800坪の物販店舗、それをつなぐダイナーが⼀体となって計画された。無印良品、MUJI
Diner、MUJI HOTELにより、MUJIのあるライフスタイルの世界観を⼀度に体験できる施設である。ホテルに必要
不可⽋な機能的要素を絞り込む作業を全体ゾーニングからディテールに⾄るまで徹底して⾏い、茶室のような研ぎ
澄まされた空間づくりを狙った。ホテル全体では、⽊や⼟などのナチュラルで素朴な素材を基調とし、ホテルのロ
ビーやダイナーには現地で⼿に⼊れた古⽊材や船の甲板などをインスタレーションと
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図３０ L53~L55 
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